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第 1 章

概要

•システム設定の概要（1ページ）

システム設定の概要
このドキュメントには、コール制御システムのインストール後の設定に関する基本設定タスク

が含まれています。このドキュメントに従って、システムパラメータ、ダイヤルプランとコー

ルルーティング、メディアリソースを設定し、アプリケーションの統合、エンドユーザおよ

びエンドポイントのプロビジョニングを行います。このドキュメントの手順を完了すると、設

定済みのダイヤルプラン、コールルーティング、メディアリソース、帯域幅管理リソース、

および基本的なセキュリティを含む基本設定ができているはずです。さらに、ユーザとエンド

ポイントがプロビジョニングされます。

このマニュアルの構成は、次のとおりです。

•システムコンポーネント：システムライセンス、基本的なセキュリティ、SSO、デバイ
スプール、トランク、ゲートウェイ、メディアリソース、およびコールアドミッション

制御などの項目を設定します。

•ダイヤルプラン：ダイヤルプランとコールルーティング要素を設定します。

•アプリケーションの統合：Cisco Emergency Responder、Cisco Unity Connection、Cisco
Expresswayなどのアプリケーションを統合します。

•ユーザのプロビジョニング：システムにユーザを追加します。

•デバイスのプロビジョニング：ユーザ用のデバイスを登録します。

このガイドのタスクを完了すると、ご使用のシステムに、ユーザ、デバイス、基本的なセキュ

リティ、および SSOがセットアップされます。その後で、シスコのソリューションの設定に
進むことができます。
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第 2 章

新規および変更情報

•

•新規および変更情報（3ページ）

新規および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するこのガイドでの機能に対する大幅な変更の概要を示した

ものです。ただし、このリリースに関するガイドの変更点や新機能のなかには、この表に記載

されていないものもあります。

表 1 : Unified Communications Managerと IMおよびプレゼンスサービスでの新機能と変更された動作

日付（Date）参照先説明機能または変更

2021年 2月 22日——リリース12.5（1）SU4
ドキュメントの初回リ

リース

2021年 10月 27日——リリース12.5（1）SU7
ドキュメントの初回リ

リース

2021年 10月 27日—UnifiedCMはサブスク
ライバノードごとの更

新トークンの更新をサ

ポートしています。

OAuthの機能拡張 -
CUCMパブリッシャの
更新トークンの依存関

係を排除する
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第 I 部

システムコンポーネント
•スマートソフトウェアライセンシング（7ページ）
•エンタープライズパラメータおよびサービスの設定（37ページ）
• IPv6スタックの設定（51ページ）
• 2つのスタック（IPv4および IPv6）の設定（59ページ）
•基本的なセキュリティの設定（63ページ）
•シングルサインオンの設定（69ページ）
•デバイスプールのコア設定の設定（77ページ）
•トランクの設定（101ページ）
•ゲートウェイの設定（109ページ）
• SRSTの設定（131ページ）
•メディアリソースの設定（137ページ）
•会議ブリッジの設定（165ページ）
•拡張ロケーションコールアドミッション制御の設定（175ページ）
• Resource Reservation Protocol（RSVP）の設定（185ページ）
•プッシュ通知の設定（193ページ）





第 3 章

スマートソフトウェアライセンシング

•スマートソフトウェアライセンシングの概要（7ページ）
•システムライセンスの前提条件（10ページ）
•スマートソフトウェアライセンシングのタスクフロー（11ページ）
•スマートソフトウェアライセンシングでの追加タスク（14ページ）
•特定のライセンスの予約（20ページ）
•バージョンに依存しないライセンス（32ページ）
•スマートライセンシングのエクスポートに関するコンプライアンス（33ページ）

スマートソフトウェアライセンシングの概要
シスコスマートソフトウェアライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して

います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、ラ

イセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし

て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングサービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

スマートライセンシングでは次のことを実行できます。

•ライセンスの使用状況とライセンス数の表示

•各ライセンスタイプのステータスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる利用可
能な製品ライセンスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによるライセ
ンス認証の更新
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•ライセンス登録の更新

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる登録解
除

ライセンス承認は、30日間に少なくとも 1回更新することで 90日間有効になります。
Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに接続しない
と、90日後に承認の期限が切れます。

Cisco Smart SoftwareManagerサテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが
認証を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になりま
す。Cisco Smart Software Managerサテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモード
と、手動同期が必要な切断モードの 2つのモードで動作できます。

（注）

スマートライセンシングの導入オプションには、主に次の 2つがあります。

• Cisco Smart Software Manager

• Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Manager

Cisco Smart Software Managerは、システムのライセンスを処理するクラウドベースのサービス
です。Unified Communications Managerが直接またはプロキシサーバ経由で、cisco.comに接続
できる場合に、このオプションを使用します。Cisco Smart Software Managerによって、次のこ
とを行うことができます。

•ライセンスの管理およびトラック

•バーチャルアカウント間でのライセンスの移動

•登録済みの製品インスタンスの削除

オプションで、Unified CommunicationsManagerが直接Cisco Smart SoftwareManagerに接続でき
ない場合、接続を管理するプロキシサーバを導入することができます。

Cisco Smart Software Managerの詳細については、https://software.cisco.comに進みます。

Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Managerサテライトは、セキュリティ上または可用性上の理由で、Unified
Communications Managerが直接 cisco.comに接続できない場合に、ライセンスのニーズを処理
できるオンプレミス導入です。このオプションを導入すると、UnifiedCommunicationsManager
は、ライセンスの使用を登録し、サテライトに報告します。この際、cisco.comでホストされ
ているバックエンドの Cisco Smart Software Managerとそのデータベースを定期的に同期しま
す。

サテライトが cisco.comに直接接続できるかどうかに応じて、Cisco Smart Software Managerサ
テライトを接続または切断のいずれかのモードで導入できます。
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• [接続（Connected）]：Smart Software Managerサテライトから cisco.comへの直接の接続が
ある場合に使用されます。スマートアカウントの同期が自動的に実行されます。

• [切断（Disconnected）]：Smart Software Managerサテライトから cisco.comへの接続がない
場合に使用されます。SmartAccountの同期を手動でアップロードおよびダウンロードする
必要があります。

デュアルスタックモードで実行されるUnified CMは、IPv4アドレスと IPv6アドレスを使
用して構成されたサテライトをサポートします。

（注）

Cisco Smart Software Managerサテライトの情報およびドキュメントについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.htmlに進みます。

ライセンスタイプ

ニーズをカバーするために、次のライセンスタイプを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスココラボレーションアプリケーショ
ンおよびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提

供します。このパッケージには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバソフト

ウェア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。

Cisco User Connect Licensing

User Connect Licensing（UCL）は、個々の Cisco Unified Communicationsアプリケーション
に対するユーザベースのライセンスで、アプリケーションサーバソフトウェア、ユーザ

ライセンス、ソフトクライアントが含まれています。UCLは、必要なデバイスのタイプ
とデバイスの数に応じて、Essential、Basic、Enhanced、Enhanced Plusの各バージョンから
選択できます。

これらのライセンスタイプと使用可能なバージョンの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.htmlを参照し
てください。

Session Management Edition

Session Management Editionは、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトのいずれかに登録できます。Session Management Editionの登録には、
Unified Communications Managerと同じプロセスを使用できます。Cisco Unified
CommunicationsManagerが登録されているバーチャルアカウントまたは別のバーチャルア
カウントに登録し、最小のライセンス要件を満たします。

特定ライセンス予約（SLR）に登録された SMEでは、SLR承認コードの生成時に最
小セットのライセンスが CSSMに予約されている必要があります。

（注）
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製品インスタンスの評価モード

Unified Communications Managerは、インストール後 90日間は評価期間として実行されます。
評価期間が終了すると、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテ
ライトに登録されるまで、UnifiedCommunicationsManagerで新規ユーザや新規端末の追加がで
きなくなります。

製品が登録されると評価期間は終了します。（注）

90日の評価期間を使用して実行している間、セキュア SIPトランクを導入することはで
きません。セキュア SIPトランクを導入するには、製品登録トークンで [エクスポート管
理された機能を許可（Allow export-controlled functionality）]を選択した Smart Software
Managerアカウントにシステムを登録してある必要があります。

（注）

システムライセンスの前提条件

システムのライセンスプランの策定

Unified Communications（UC）のライセンス構造を確認し、把握します。詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/
index.htmlを参照してください。

Unified Communications Managerを Smart Software Managerサービスに接続する方法を計画しま
す。

• cisco.comの Cisco Smart Software Managerへの直接接続：Unified Communications Manager
は、cisco.comの Cisco Smart Software Managerに直接接続します。このオプションでは、
tools.cisco.comを解決するようにUnified CommunicationsManagerでDNSを設定する
必要があります。

•プロキシサーバ経由で Smart Software Managerへの接続：Unified Communications Manager
はプロキシサーバまたはトランスポートゲートウェイに接続し、そこから cisco.comの
Cisco Smart Software Managerサービスに接続します。Unified Communications Managerでは
DNSは必要ありませんが、プロキシサーバで tools.cisco.comを解決できるように
DNSを設定する必要があります。

•オンプレミスのCisco Smart SoftwareManagerサテライトへの接続：Unified Communications
Managerは、オンプレミスの Smart Software Managerサテライトに接続します。Unified
Communications Managerでは DNSは必要ありません。接続モードを展開する場合は、サ
テライトサーバ上に tools.cisco.comを解決できるDNSが必要です。非接続モード展
開の場合は、サテライトサーバで DNSを使用する必要はありません。
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スマートライセンスの登録

スマートアカウントおよびバーチャルアカウントのセットアップ詳細については、

https://software.cisco.com/を参照してください。

（省略可）Cisco Smart Software Managerサテライトを導入する場合は、サテライトをインス
トールしてセットアップします。『Smart Software Managerサテライト設置ガイド』などのド
キュメントを参照してください。ドキュメントはhttps://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/
software-manager-satellite.htmlで入手できます。

スマートソフトウェアライセンシングのタスクフロー
このタスクを完了して、UnifiedCommunicationsManagerのシステムライセンスを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

仮想アカウントでの製品インスタンス登

録トークンの生成は、この手順を使用し

ます。

製品インスタンスの登録トークンの取得

（11ページ）.
ステップ 1

Unified CommuncationsManagerがスマー
トソフトウェアライセンシングサービ

スマートソフトウェアライセンスへの

接続の設定（12ページ）
ステップ 2

スに接続するトランスポート設定を選択

します。デフォルトでは [直接
（Direct）]オプションが選択されてお
り、製品がシスコライセンシングサー

バに直接接続します。

以下の手順でユニファイドコミュニ

ケーションマネージャを Ciscoスマー
Cisco Smart Software Managerへの登録
（13ページ）.

ステップ 3

トソフトウェアマネージャまたはCisco
スマートソフトウェアマネージャサテ

ライトに登録します。

製品インスタンスの登録トークンの取得

始める前に

製品インスタンスを登録するには、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトから製品インスタンス登録トークンを取得します。トークンは、エクス
ポート管理された機能が有効か無効かに関係なく生成できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトのいずれかでス
マートアカウントにログインします。

ステップ 2 Unified Communications Managerクラスタを関連付けるバーチャルアカウントに移動します。

ステップ 3 「製品インスタンス登録トークン」を生成します。

[このトークンで登録されている製品でエクスポート管理された機能を許可（Allow
export-controlled functionality on the products registered with this token）]チェックボック
スを選択して、このスマートアカウントで使用する製品インスタンスのトークンに対

して、エクスポート管理された機能を有効にします。このチェックボックスをオンに

して条件に同意して、この登録トークンに登録されている製品の高度な暗号化を有効

にします。デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。エクス

ポート管理された機能をこのトークンで使用できなくするには、このチェックボック

スをオフにします。

（注）

このオプションは、輸出規制機能に準拠している場合のみ使用します。注意

[このトークンで登録されている製品の輸出規制による機能限定を許可する（Allow
export-controlled functionality on the products registered with this token）]チェックボッ
クスは、輸出規制による機能限定の使用を許可されないスマートアカウントの場合に

は表示されません。

（注）

ステップ 4 トークンをコピーするか、別の場所に保存します。

詳細については、https://software.cisco.com/を参照してください。

スマートソフトウェアライセンスへの接続の設定

この作業を完了して、Smart Software LicensingサービスにUnified CommunicationsManagerを接
続します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションから、[ライセ
ンスSmart Call Home設定の表示/編集（View/Edit the Licensing Smart Call Home settings）]リンク
をクリックします。

[転送設定（Transport Settings）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 Smart Licensingサービスに Unified Communications Managerを接続する方法を選択します。
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• [直接（Direct）]：Unified Communications Managerが cisco.comの Smart Software Manager
に直接接続します。これがデフォルトのオプションです。このオプションでは、

tools.cisco.comを解決できるUnified CommunicationsManagerでDNSを導入する必要
があります。

• [トランスポートゲートウェイ（Transport Gateway）]：Unified Communications Managerが
オンプレミスの Cisco Smart Software Managerサテライトまたはシステムラインセンシン
グ用のトランスポートゲートウェイに接続します。 [URL]テキストボックスに、Smart
Software Managerサテライトまたはトランスポートゲートウェイのアドレスとポートを入
力します。 fqdn_of_smart_software_manager:port_numberが一例になります。
HTTPSの場合は、port 443を使用します。

• [HTTP/HTTPSプロキシ（HTTP/HTTPSProxy）]：UnifiedCommunicationsManagerはプロキ
シサーバに接続します。プロキシサーバは、Cisco Smart Software Managerサービスと併
せて、cisco.comのサテライトおよびトランスポートゲートウェイと接続します。プロキ
シサーバの IPアドレス、ホスト名、およびポートを入力します。

• HTTPまたは HTTPSプロキシで必要な認証:認証ベースのプロキシサーバを使用して
Cisco Smart Software Managerに登録する場合は、このチェックボックスをオンにしま
す。

• IP Address/Host Name

• [ポート（Port）]：HTTPSの場合、port 443を使用します。

•ユーザ名

• [パスワード（Password）]

ステップ 4 Unified Communications Managerが IPアドレスとホスト名を共有しないように制限するには、
スマートライセンシング登録中に [自分のホスト名またはIPアドレスをシスコと共有しません
（Do not share my hostname or IP address with Cisco）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

Cisco Smart Software Managerへの登録
製品を Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
には、この手順を使用します。登録するまで、製品は評価モードになっています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[登録
（Register）]ボタンをクリックします。
[登録（Registration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Token）]セクションで、Smart
SoftwareManagerまたは Smart SoftwareManagerサテライトを使用して生成し、コピーまたは保
存した「登録トークンキー」を貼り付けます。

ステップ 4 [登録（Register）]をクリックして、登録プロセスを完了します。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックします。詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 6 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

使用状況の情報は、6時間ごとに自動的に更新されます。詳細については、オンライ
ンヘルプを参照してください。

（注）

スマートソフトウェアライセンシングでの追加タスク
Unified Communications Managerとスマートソフトウェアライセンシングでは、次のオプショ
ンのタスクを実行できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ライセンスタイプの下に表示されるすべ

てのライセンスのライセンス認証ステー

認証を更新（16ページ）ステップ 1

タスを手動で更新するにはこの手順を実

行ｈします。
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目的コマンドまたはアクション

ライセンス認証は30日ごとに
自動的に更新されます。Cisco
Smart Software Managerまたは
Cisco Smart Software Manager
サテライトに接続しないと、

認証ステータスの期限は90日
後に切れます。

Cisco Smart Software Manager
サテライトのオプションを選

択する場合、このサテライト

が認証を行うために、Cisco
Smart Software Managerへのイ
ンターネット接続が必要にな

ります。 Cisco Smart Software
Managerサテライトは、接続
時間が設定可能な接続済み

モードと、手動同期が必要な

切断モードの 2つのモードで
動作できます。

（注）

登録情報を手動で更新するには、以下手

順を実行します。

登録の更新（17ページ）ステップ 2

初回登録の有効期間は 1年で
す。登録の更新は、製品を
Cisco Smart Software Manager
または Cisco Smart Software
Managerサテライトに接続す
ると、6か月ごとに自動的に行
われます。

（注）

Cisco Smart Software Managerまたは
Smart Software Managerサテライトから

登録解除（18ページ）ステップ 3

Unified Communications Managerクラス
タを切断するには、このタスクを実行し

ます。製品は、評価期間の終了まで評

価モードに戻ります。製品で使用され

ているすべてのライセンス権限は、バー

チャルアカウントにすぐにリリースさ

れ、他の製品インスタンスで使用できる

ようになります。

Unified Communications Managerを Cisco
Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart

Cisco Smart SoftwareManagerでのライセ
ンスの再登録（19ページ）

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

SoftwareManagerサテライトに再登録す
るには、このタスクを実行します。

新しいバーチャルアカウント

のトークンを使用して再登録

すると、製品が異なるバー

チャルアカウントに移行され

る場合があります。

（注）

認証を更新

この手順を使用すると、ライセンスタイプの下に表示されるすべてのライセンスのライセンス

認証ステータスを手動で更新できます。

ライセンス認証は 30日ごとに自動的に更新されます。 Cisco Smart Software Managerまた
は Cisco Smart Software Managerサテライトに接続しないと、認証ステータスの期限は 90
日後に切れます。

Cisco Smart SoftwareManagerサテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが
認証を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になりま
す。 Cisco Smart Software Managerサテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモード
と、手動同期が必要な切断モードの 2つのモードで動作できます。

（注）

始める前に

製品は Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウンリストをクリックします。

ステップ 3 [認証を今すぐ更新（Renew Authorization Now）]を選択します。
[認証の更新（Renew Authorization）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

Unified Communications Managerは、「ライセンス承認ステータス」を確認するために Cisco
Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに要求を送信し、Cisco
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Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManagerサテライトがUnified Communications
Managerにステータスを返します。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

使用状況の情報は、6時間ごとに自動的に更新されます。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

（注）

登録の更新

製品を Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
間、製品の識別にはセキュリティアソシエーションが使用され、登録証明によってアンカーが

設定されます。この有効期限（登録期間）は 1年間です。これは登録トークン IDの有効期限
とは異なり、トークンの時間制限が有効になります。この登録期間は6か月ごとに自動的に更
新されます。ただし、問題がある場合は、この登録期間を手動で更新できます。

始める前に

製品は Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウンリストをクリックします。

ステップ 3 [登録を今すぐ更新（Renew Registration Now）]を選択します。
[登録の更新（Renew Registration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

Unified CommunicationsManagerは、「登録ステータス」を確認するためにCisco Smart Software
Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに要求を送信し、Cisco Smart Software
Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトが Unified Communications Managerに
ステータスを返します。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
17

システムコンポーネント

登録の更新



使用状況の情報は、6時間ごとに自動的に更新されます。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

（注）

登録解除

この手順を使用すると、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテ
ライトから登録を解除して、現在のバーチャルアカウントからすべてのライセンスをリリース

します。この手順を実行すると、UnifiedCommunicationsManagerクラスタがCiscoSmart Software
Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトから切断されます。製品で使用されて
いるすべてのライセンス権限は、バーチャルアカウントにリリースされ、他の製品インスタン

スで使用できるようになります。

Unified CommunicationsManagerがCisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart Software
Managerサテライトに接続できず、製品がまだ登録されていない場合は、警告メッセージ
が表示されます。このメッセージでは、製品を Cisco Smart Software Managerまたは Cisco
Smart Software Managerサテライトから手動で削除してライセンスを解放する通知が表示
されています。

（注）

始める前に

製品は Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウンリストをクリックします。

ステップ 3 [登録解除（Deregister）]を選択します。
登録解除ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（LicenseUsageReport）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（Update Usage Details）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動
で更新します。

使用状況の情報は、6時間ごとに自動的に更新されます。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

（注）

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
18

システムコンポーネント

登録解除



• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトへの
登録後にデータプレーン暗号化（混合モードの Unified Communications Manager
クラスタ）が有効化され、製品が後で登録解除された場合、混合モードでは引き

続き有効となります。

Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトから
製品が登録解除されると、SmartLicenseExportControlNotAllowedという名前の警告
が管理者に送信され、クラスタが非セキュアモードに設定されます。混在モード

は、再起動後も引き続き有効となります。

•この登録解除後の動作は、製品の将来のバージョンでは変更される可能性があり
ます。CTLクライアントのセットアップに関する詳細については、「CiscoUnified
CommunicationsManagerセキュリティガイド」（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-presence/products-maintenance-guides-list.html）の
「Cisco CTLクライアントの設定」の章を参照してください。

トークンレス CTLの混合モードに関する詳細については、「Tokenless CTLとの
CUCM混合モード」（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-tech-notes-list.html）を参照し
てください。

（注）

Cisco Smart Software Managerでのライセンスの再登録
この手順を使用すると、Cisco Unified Communications Managerを Cisco Smart Software Manager
または Cisco Smart Software Managerサテライトに再登録できます。

始める前に

製品インスタンスの登録トークンの取得（11ページ）.

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）]を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[登録
（Register）]ボタンをクリックします。
[登録（Registration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]セクションで、[アクショ
ン（Actions）]ドロップダウンリストをクリックします。

ステップ 4 [登録（Reregister）]を選択します。
[登録（Reregister）]ウィンドウが表示されます。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
19

システムコンポーネント

Cisco Smart Software Managerでのライセンスの再登録

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-presence/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-presence/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-tech-notes-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-tech-notes-list.html


ステップ 5 [OK]をクリックします。

ステップ 6 [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Token）]セクションで、Cisco
Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトを使用して生成し、コ
ピーまたは保存した「登録トークンキー」を貼り付けます。

ステップ 7 [登録（Register）]をクリックして、登録プロセスを完了します。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 9 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）]セクションで、[使用状況の詳細の更
新（UpdateUsageDetails）]をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動で
更新します。

使用状況の情報は、6時間ごとに自動的に更新されます。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

（注）

特定のライセンスの予約
特定ライセンス予約は、非常にセキュリティの高いネットワークで使用される機能です。特定

ライセンス予約は、使用情報を通信せずに、デバイス（製品インスタンス、Unified
Communications Manager）にソフトウェアライセンスを展開する方法を提供します。

UnifiedCommunicationsManager製品では、永久ライセンスまたは期間ベースのライセンスを指
定して予約することができます。認証コードが交換された後は、予約に変更があるまで定期的

な製品の同期は必要ありません。予約済みライセンスは、リターンコードを使用して製品から

リリースされてない限り、Cisco Smart Software Managerでブロックされたままになります。

図 1 :ライセンスの予約

予約済みライセンスの更新または変更 (増減)は、Cisco Smart Software Managerで以前に予約さ
れたライセンスに実行できます。新しい認証コードの製品へのインストールおよび確認コード
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の取得が可能です。製品からの確認コードが Cisco Smart Software Managerにインストールさ
れていない限り、新しい変更は送信中の状態のままになります。

図 2 :ライセンス予約のアップデート

ライセンスが製品インスタンス（UnifiedCommunicationsManager）で予約されている場合、ス
マートアカウントから製品インスタンスを削除して、スマートアカウントからその製品インス

タンス（Unified Communications Manager）に予約されているすべてのライセンスをすべてリ
リースするには、2つの方法があります。

製品インスタンスは動作可能 (グレースフル削除):製品インスタンスで（認証コードの削除）
予約戻りコードを作成して、特定のライセンス予約認証をリリースすることができます。その

後、CiscoSmart Software Managerに予約戻りコードを入力します。

製品インスタンスは動作不可能 (失敗または RMAによる場合、または VMまたはコンテナを
破棄する場合):ユーザは TACに連絡する必要があります。スマートアカウントからの製品イ
ンスタンスの削除は、TACが行います。

図 3 :製品インスタンスの削除: Unified Communications Manager
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ユーザが特定のライセンス予約を有効にするには、CLI設定のみが使用可能です。（注）

特定ライセンス予約が Unified Communications Managerで有効化されている場合、クラウ
ドオンボーディング用のバウチャー生成はサポートされません。

（注）

スマートアカウントでライセンス予約機能を使用できるお客様は、自身のバーチャルアカウ

ントからライセンスを予約し、そのライセンスをデバイス UDIに関連付けて、接続していな
い状態で予約済みライセンスを使用してデバイスを使用することができます。この場合、バー

チャルアカウントから UDI用の特定ライセンスと数量を予約します。以下のオプションは、
特定のライセンス予約向けの新機能および設計要素の説明です。

• license smart reservation enable

• license smart reservation disable

• license smart reservation request

• license smart reservation cancel

•ライセンス予約の更新

• license smart reservation install "<authorization-code>"

• license smart reservation install-file<url>

• license smart reservation return

• license smart reservation return-authorization "<authorization-code>"

特定のライセンスの予約タスクフロー

これらのタスクを完了して、Unified Communications Managerの特定のライセンスを予約しま
す。

license smart reservation enable

特定のライセンスの予約を有効化するには、この手順を使用します。

始める前に

Unified CommunicationsManagerがCisco Smart SoftwareManagerまたはサテライトから登録解除
されます。

手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。
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• license smart reservation enable

license smart reservation request

UnifiedCommunicationsManager製品から予約要求コードを生成するには、この手順を使用しま
す。

始める前に

ライセンススマート予約の有効化を実行して、UnifiedCommunicationsManagerの登録ステータ
スが予約中であることを確認します。

コマンド

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理コンソールから、license smart reservation requestコマンドを実行します。

ステップ 2 CSSM [Cisco Smart Software manager]にログインし、予約リクエストコードを入力します。
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ステップ 3 このデバイス用に予約する必要があるライセンスを選択し、承認コードを生成します。

ステップ 4 認証コードを製品インスタンスにコピーし、license smart reservation install
"<authorization-code>"コマンドを実行してインストールします。

license smart reservation install "<authorization-code>"

Cisco Smart Software Managerから生成された予約承認コードをインストールするには、この手
順を使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Managerの登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）]であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。
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• license smart reservation install "<authorization-code>"

license smart reservation install-file<url>

Cisco Smart SoftwareManagerで生成されたライセンス予約承認コードファイルをインストール
するには、この手順を使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Managerの登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）]であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

URLは、SFTPサーバ上の承認コードファイルへの必須のパスであり、次の形式で表さ
れます。

（注）

sftp://<HostName/IP>:<port>/<Path to Authorization-Code file>

手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。

• license smart reservation install-file<url>

特定のライセンス予約に関する追加タスク

特定ライセンス予約については、UnifiedCommunicationsManagerで次の追加タスクを使用でき
ます。

license smart reservation disable

このプロセスで特定のライセンスの保留を無効にします。

始める前に

特定ライセンス予約は、Unified Communications Managerで有効化します。
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手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。

• license smart reservation disable

ライセンス予約の更新

製品インスタンスのライセンス予約を更新し、新しい承認コードを取得するには、次の手順を

使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified CommuncationsMangerの登録ステータスが [登録済み
-特定ライセンス予約]であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

• license smart reservation install "<authorization-code>"

Unified Communications Managerで特定のライセンス予約が有効になっている場合、上位
層からライセンスを取得しても自動的には実行されません。ライセンス予約は、Unified
Communications Managerのライセンス消費/使用量に手動で更新する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 CSSMの予約を更新する製品インスタンスの横にある [アクションからの予約ライセンスの更
新]ドロップダウンリストを選択します。
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ステップ 2 予約の更新 (この製品インスタンスのライセンスの追加/削除/更新)し、承認コードを生成しま
す。
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ステップ 3 認証コードを製品インスタンスにコピーし、license smart reservation install
“<authorization-code>”コマンドを実行してインストールします。

ステップ 4 承認コードが正常にインストールされた後、製品に確認コードが生成されます。

ステップ 5 確認コードを CSSMにコピーし、予約の更新を完了するために入力します。
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license smart reservation cancel

次の手順を使用して、CUCM要求コードに対するCisco Smart SoftwareManagerからの認証コー
ドがインストールされる前に、予約プロセスをキャンセルします。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Managerの登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）]であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。

• license smart reservation cancel

license smart reservation return

ライセンスを仮想アカウントプールに返却、CSSMから製品インスタンスを削除する際にCisco
Smart Software Managerに入力する必要がある返却コードを生成するには、この手順を使用し
ます。
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始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified CommuncationsMangerの登録ステータスが [登録済み
-特定ライセンス予約（Registered - Specific License Reservation）]であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

• license smart reservation install "<authorization-code>"

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理コンソールから、license smart reservation returnコマンドを実行します。

ステップ 2 予約戻りコードを CSSMへコピーし、製品インスタンスを削除します。
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license smart reservation return-authorization "<authorization-code>"

まだインストールされていない認証コードのリターンコードを生成するには、次の手順を使用

します。バーチャルアカウントプールにライセンスを返却して CSSMから製品インスタンス
を削除するには、この返却コードをCisco Smart SoftwareManagerに入力する必要があります。

始める前に

次の手順でコマンドを実行して、Unified Communcations Managerの登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）]であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理コンソールから、license smart reservation return "<authorization-code>"コマ
ンドを実行します。

ステップ 2 予約戻りコードを CSSMへコピーし、製品インスタンスを削除します。

バージョンに依存しないライセンス

このセクションは、リリース 14以降に適用されます。重要

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
32

システムコンポーネント

バージョンに依存しないライセンス



UnifiedCommunicationsManagerは、バージョンに依存しないユーザライセンスをサポートして
います。ライセンスは、年間契約で、サブスクリプション期間に対して発行されます。これら

の V14ライセンスは、Flex EA（エンタープライズアグリーメント）または Flex NU（名前付
き—プロフェッショナル、拡張、アクセス）からご注文いただけます。詳細については、『注
文ガイド』を参照してください。

Unified Communications Managerは、引き続きバージョン 12.Xライセンスを使用します。

ライセンスは CSSM（Cisco Smart Software Manager）で管理されます。詳細については、「ス
マートソフトウェアライセンシング（7ページ）」を参照してください。

スマートライセンシングのエクスポートに関するコンプ

ライアンス
スマートライセンシングは、エクスポート制限機能をユーザが使用できるようにする手段を提

供します。接続された状態では、登録プロセスを使用して、エクスポート制限機能を使用しま

す。接続されていない状態では、スマートライセンス予約を使用してエクスポート制限機能

を使用します。

このエクスポート制限機能は、スマートアカウントを使用している、エクスポート制限が適用

されるお客様向けのソリューションです。この機能によってユーザは、Cisco Smart Software
Managerまたはサテライトで付与される規制上のエクスポート許可を要求し、エクスポート制
限されている機能を Cisco Unified Communications Managerで有効化することができます。

以下のオプションでは、エクスポート制限機能に関する新しい機能と設計要素について説明し

ています。

• license smart export request local <exportfeaturename>

• license smart export return local <exportfeaturename>

• license smart export cancel

エクスポート制御のタスクフロー

次のタスクを実行して、Cisco Unified Communications Managerのエクスポート制限ライセンス
を取得します。

license smart export request local <exportfeaturename>
このコマンドを使用すると、スマートアカウントを使用している、エクスポート制限の対象と

なるユーザは、Cisco Smart Software Managerまたはサテライトから規制対象となるエクスポー
トライセンスを要求することができます。

Cisco Smart SoftwareManagerまたはサテライトで規制対象となるエクスポートライセンスが利
用可能になると、このコマンドはエクスポート承認キーを返し、エクスポート制限の対象とな

る機能を製品上で有効化します。
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始める前に

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Smart Software Managerまたはサテライトを使
用して登録されます。 <CUCM Export Restricted Authorization Key>ライセンスが利用可能であ
ることを Cisco Smart Software Managerで確認してください。

手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。

• license smart export request local <exportfeaturename>

license smart export return local <exportfeaturename>
このコマンドは、以前に要求されたエクスポート制限付きライセンスを Cisco Smart Software
Managerまたはサテライトに返すことを許可します。エクスポート制限機能のエクスポート認
証キーがシステムから削除されます。

始める前に

機能に対してエクスポート認証キーが生成されます。

手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。

• license smart export return local <exportfeaturename>

license smart export cancel
このコマンドを使用すると、エクスポート制限の対象となっている Smartアカウントを持つ
ユーザは、Cisco Smart Software Managerまたはサテライトからのエクスポート要求またはリ
ターンの自動再試行のキャンセルを取り消すことができます。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Smart Software Managerまたはサテライトを使
用して登録されます。
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手順

Cisco Unified CM管理コンソールから、次の CLIコマンドを実行します。

• license smart export cancel
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第 4 章

エンタープライズパラメータおよびサー

ビスの設定

•エンタープライズパラメータの概要（37ページ）
•サービスパラメータの概要（38ページ）
•システムパラメータのタスクフロー（38ページ）

エンタープライズパラメータの概要
エンタープライズパラメータでは、同一クラスタ内のすべてのデバイスとサービスに適用され

るデフォルトの設定値を指定しますクラスタは、同じデータベースを共有する Cisco Unified
Communications Managerのセットで構成されます。 Cisco Unified Communications Managerの新
規インストール時には、エンタープライズパラメータを使用して、デバイスのデフォルトの初

期値が設定されます。

エンタープライズパラメータに対しては、変更を加える必要がほとんどありません。システ

ム管理者は、変更する機能を熟知している場合、あるいはCisco TACから特別の指示がある場
合を除いて、エンタープライズパラメータを変更しないでください。

ほとんどの場合、推奨されるデフォルト設定で問題なく機能します。

• IP電話のフォールバック接続モニタ期間を設定します。

•すべてのユーザに対して社内ディレクトリの検索を許可します。

•クラスタの完全修飾ディレクトリ番号（FQDN）と組織のトップレベルドメインを設定し
ます。

•ビデオ対応の Cisco Jabber開始条件を設定します。

•（任意）ネットワークが IPv6を使用している場合は、IPv6を有効にします。

•（任意）リモート syslogサーバ名前を入力します。

•（任意）導入をトラブルシューティングするためのコールトレースログを設定します。

•（任意）依存関係レコードを有効にします。
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サービスパラメータの概要
サービスパラメータを使用すると、選択した Unified Communications Managerサーバでさまざ
まなサービスを設定できます。すべてのサービスに適用されるエンタープライズパラメータ

とは異なり、各サービスは個別のサービスパラメータのセットで設定されます。

サービスパラメータでは、次の 2種類のサービスを設定できます。これらはいずれも Cisco
Unified Serviceability内で有効化できます。

•機能サービス：この種類のサービスは、特定のシステム機能を実行するのに使用されま
す。それらを使用するためには、機能サービスをに対してオンにする必要があります。

•ネットワークサービス：ネットワークサービスはデフォルトでオンになっていますが、
トラブルシューティングの目的でネットワークサービスの停止と開始（または再起動）を

選択できます。この種類のサービスには、データベースやプラットフォームなどのシステ

ムコンポーネントが正常に機能できるようにするサービスが含まれます。

サービスパラメータの [サービスパラメータ（service parameter）]フィールドの説明を表示す
るには、[サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで [?]アイ
コンをクリックするか、パラメータの名前をクリックします。

サービスを無効化すると、更新されたサービスパラメータ値は Unified Communications
Managerに保持されます。サービスを再び開始すると、Unified Communications Manager
がサービスパラメータを変更後の値に設定します。

（注）

システムパラメータのタスクフロー

始める前に

Unified Communications Managerノードとポートの設定を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerノード
の初期セットアップに必要なシステム全

体のパラメータを設定します。

エンタープライズパラメータの設定

（39ページ）.
ステップ 1

Cisco Unified Serviceabilityを使用する
ノードで、サービスをアクティブ化する

ことができます。

基本サービスのアクティブ化（45ペー
ジ）.

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

クラスタ内のパブリッシャノードとサ

ブスクライバノードのサービスパラ

メータを設定します。

サービスパラメータの設定（48ペー
ジ）.

ステップ 3

エンタープライズパラメータの設定

導入環境に対するエンタープライズレベルのパラメータを編集するには、この手順を使用しま

す。これを使用して、組織のトップレベルドメインまたはクラスタの完全修飾ドメイン名な

ど、エンタープライズレベルの設定を指定できます。

Cisco Unified CMAdministrationでパラメータを編集する場合、新しい設定が Cisco Unified
CM、IM and Presence Administrationにも反映されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

[エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]ウィンドウに、エンタープライズパラ
メータのリストが表示されます。

ステップ 2 パラメータ設定を編集します。

パラメータに関する説明を参照するには、GUIでパラメータ名をクリックします。一般的な
エンタープライズパラメータの詳細については、よくある企業パラメータ（39ページ）を参
照してください。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

ステップ 4 [リセット（Reset）]をクリックし、[OK]をクリックしてすべてのデバイスをリセットします。

ほとんどのパラメータでは、設定を保存した後でデバイスをリセットする必要があり

ます。デバイスが登録済みである場合は、デバイスをリセットする前に設定の変更を

すべて完了させることを推奨します。

システム内のすべてのデバイスプールをリセットすることで、すべてのデバイスをリ

セットできます。

（注）

よくある企業パラメータ

次の表に、組織のトップレベルドメインまたはクラスタの完全修飾ドメイン名など、エンター

プライズ設定に使用される共通のエンタープライズパラメータを示します。詳細なリストを参
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照するには、Cisco Unified CM Administrationの [システム（System）] > [エンタープライズパ
ラメータ（Enterprise Parameters）]メニューを使用します。

表 2 : Unified Communications Managerの初期設定の共通企業パラメータ

説明パラメータ名

エンタープライズパラメータ

クラスタ内の IP電話がセカンダリノードに登録された場合に、この
パラメータを使用して、プライマリノードが使用可能になった後、

それがフォールバックして再登録される前に、IP電話が待機する時間
を設定します。このパラメータは、特定のセキュアSurvivableRemote
Site Telephony（SRST）ルータに対応するすべてのセキュアなデバイ
スに影響します。

詳細については、『Security Guide for Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

デフォルトは 120秒です。

変更内容を反映するには、すべてのサービスを再起動してください。

Connection Monitor
Duration

CCMAdminパラメータ

このパラメータはトラブルシューティングに必要な依存関係の記録を

表示します。システムの初期セットアップ中は、依存関係レコード

を表示すると便利な場合があります。

依存関係レコードを表示すると、CPU使用率が急激に高まり、コール
処理に影響を与える可能性があります。考えられるパフォーマンス

問題を回避するために、システム設定の完了後は、このパラメータを

無効にします。負荷の低い時間帯またはメンテナンスウィンドウの

間のみに依存関係レコードを表示することを推奨します。

有効にするにはUnifiedCommunicationsManagerを使用して大半の設定
ウィンドウからアクセスできる [関連リンク]ドロップダウンリストか
ら [依存関係レコード]を選択できます。

デフォルト：False

[依存性レコードを有
効化（Enable
Dependency Records）]

ユーザデータサービスパラメータ

苗字、名前、またはディレクトリ番号が指定されていない場合、この

パラメータは会社のディレクトリのすべてのユーザを検索することが

できます。このパラメータは、[CiscoCallManagerセルフケア（Cisco
CallManager Self Care）]（CCMUser）ウィンドウでのディレクトリ検
索にも適用されます。

デフォルト：[True]

[すべてのユーザー検
索を有効にする

（Enable All User
Search）]

クラスタ全体のドメイン設定
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説明パラメータ名

このパラメータは、組織のトップレベルのドメインを定義します。

例：cisco.com

最大長：255文字

許可された値は、大文字と小文字、数字（0-9）、ハイフンとポイン
ト（ドメインラベル区切り記号として）の有効領域を使用します。

ドメインラベルの先頭文字をハイフンにすることはできません。最

後のラベルの先頭文字を数字にすることはできません。たとえば、

cisco.1omといったドメインは無効です。

[組織の最上位ドメイ
ン（Organization Top
Level Domain）]

このパラメータに、このクラスタの1つまたは複数の完全修飾ドメイ
ン名（FQDN）を定義します。複数のFQDNはスペースで区切る必要
があります。アスタリスク（*）を使用して、FQDN内でワイルド
カードを指定することができます。例：cluster-1.cisco.com
*.cisco.com

このパラメータのいずれかのFQDNに一致するホスト部分があるURL
を含む要求（SIPコールなど）は、クラスタと接続されたデバイスに
ルーティングされます。

最大長：255文字

有効な値：FQDNまたは*ワイルドカードを使用した部分的なFQDN。
大文字と小文字、数字（0-9）、ハイフンとポイント（ドメインラベ
ル区切り記号として）。ドメインラベルの先頭文字をハイフンにす

ることはできません。最後のラベルの先頭文字を数字にすることは

できません。たとえば、cisco.1omといったドメインは無効です。

[クラスタの完全修飾
ドメイン名（Cluster
Fully Qualified Domain
Name）]

IPv6
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説明パラメータ名

このパラメータは、Unified CommunicationsManagerが Internet Protocol
Version 6（IPv6）をネゴシエートできるかどうか、および電話で IPv6
機能をアドバタイズできるかどうかを決定します。

このパラメータを有効化する前に、すべてのノードのプラットフォー

ムも含め、他のすべてのネットワークコンポーネントで IPv 6を有効
にする必要があります。それ以外の場合、システムは引き続き IPv4
専用モードで稼動します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：False（IPv6は無効です）

IPv6パラメータの変更を有効にするには、以下のサービスを再起動す
る必要があります。また、IM and Presence Serviceクラスター内の影響
を受けるサービスも再起動する必要があります。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

IPv6の有効化

Cisco Syslog Agent

リモート Syslogサーバの名前または IPアドレスを入力します。サー
バ名が指定されていない場合、Cisco Unified Serviceabilityは Syslog
メッセージを送信しません。このパラメータは、ログ用にSyslogサー
バを使用している場合にのみ必須です。

最大長：255文字

許可された値:文字の大きさ、数字(0-9)、ハイフン、ポイントの有効
なリモートSylogサーバ名を使用します。

宛先として別のUnifiedCommunicationsManagerノードを指定しないで
ください。

リモートSyslogサーバ
名 1（Remote Syslog
Server Name 1）

Cisco Jabber

このパラメータは、ビデオ通話の開始時に、ビデオを送信するかどう

かを決定します。すぐにビデオを送信せずにビデオ通話を開始する

には、[True]を選択します。ビデオ通話中はいつでも、ビデオの送信
開始を選択できます。

このパラメータは、IM and Presence Serviceのどの設定よりも優先され
ます。 Falseに設定すると、IM and Presence Serviceで指定された設定
に従ってビデオ通話が開始します。

デフォルト：False

[ビデオとともにコー
ルを開始しない

（Never Start Call with
Video）]
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説明パラメータ名

SSOおよび OAuthの設定

このパラメータは、制御されたMobile Device Manager（MDM）導入
環境で Cisco Jabberが IdPに対して証明書ベースの認証を実行できる
ようにする場合に必要です。

[iOS向けSSOログイン動作（SSO Login Behavior for iOS）]パラメータ
には次のオプションが含まれます。

• [組み込みブラウザの使用（Use Embedded Browser）]：このオプ
ションを有効化すると、Cisco Jabberは SSO認証に組み込みブラ
ウザを使用します。このオプションにより、バージョン 9より
前の iOSデバイスのネイティブ Apple Safariブラウザで、クロス
起動なしの SSOを使用できるようになります。

• [ネイティブブラウザの使用（Use Native Browser）]：このオプ
ションを有効化すると、Cisco Jabberは、MDM導入環境で IDプ
ロバイダー（IdP）に対して証明書ベースの認証を実行するため
に、iOSデバイスで Apple Safariフレームワークを使用します。

制御されたMDM導入環境である場合を除き、ネイティブ
ブラウザの使用は組み込みブラウザを使用する場合ほどセ

キュアではないため、このオプションの設定は推奨しませ

ん。

（注）

これは必須フィールドです。

[デフォルト（Default）]：組み込みブラウザ（WebView）を使用しま
す。

[IOSの SSOログイン
動作（SSO Login
Behavior for iOS）]
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説明パラメータ名

このパラメータは、Unified Communications Managerに接続するとき
に、Cisco Jabberなどのクライアントによって使用されるログインフ
ローを制御します。

• [有効（Enabled）]：このオプションを有効にすると、クライアン
トで oAuthベースの高速なログインフローを使用してすばやく
効率的にログインできるようになり、たとえばネットワークの変

更などによってログインし直す際にユーザが入力する必要がなく

なります。このオプションを使用するためには、Expresswayや
Unity Connection（更新ログインフローが有効化されている互換
性のあるバージョン）など、UnifiedCommunicationsソリューショ
ンのその他のコンポーネントからのサポートが必要です。

• [無効（Disabled）]：このオプションを有効化する場合、従来の動
作のままとなり、旧バージョンの他のシステムコンポーネント

との互換性が保たれます。

Cisco Jabberを使用したモバイルおよびリモートアクセ
スの導入環境では、更新ログインフローで oAuthをサ
ポートする、互換性のある Expresswayバージョンでの
み、このパラメータを有効化することを推奨します。

互換性のないバージョンは、Cisco Jabberの機能に影響
する場合があります。サポートされているバージョン

および設定要件については、特定の製品のドキュメン

トを参照してください。

パブリッシャと同様に、サブスクライバノードも要求

者のノードデータベース上の更新トークンにアクセス

する権限を持ち、同じものがクラスタ全体に複製され

ます。

（注）

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効(Disabled)]

[更新ログインフロー
を使用したOAuth
（OAuth with Refresh
Login Flow）]
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説明パラメータ名

このパラメータは、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）用に SAML
SSOを有効化するために設定します。

[RTMTでのSSOの使用（Use SSO for RTMT）]パラメータには、次の
オプションが含まれます。

• [True]：このオプションを選択すると、RTMTは、SAMLSSOベー
スの IdPログインウィンドウを表示します。

新規インストール時には、[RTMTでのSSOの使用（Use
SSO for RTMT）]パラメータのデフォルト値は Trueに
なっています。

（注）

• [False]：このオプションを選択すると、RTMTは、基本認証のロ
グインウィンドウを表示します。

[RTMTでのSSOの使用（UseSSO forRTMT）]パラメー
タがない Cisco Unified Communications Managerのバー
ジョンからアップグレードする場合、新しいバージョ

ンに表示されるこのパラメータのデフォルト値は False
です。

（注）

これは必須フィールドです。

デフォルト：[True]。

[RTMTでの SSOの使
用（Use SSO for
RTMT）]

基本サービスのアクティブ化

クラスタ全体でサービスをアクティブ化するには、この手順を使用します。

パブリッシャノードとサブスクライバノードで推奨されるサービスの一覧については、次の

トピックを参照してください。

•パブリッシャノードに推奨するサービス（46ページ）

•サブスクライバーノード用の推奨サービス（47ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]
を選択します。

ステップ 2 ドロップダウンメニューから [サーバ（Server）]を選択して、[移動（Go）]をクリックします。

サービスと現在のステータスが表示されます。

ステップ 3 必要なサービスをアクティブ化または非アクティブ化します。
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•サービスをアクティブ化するには、アクティベーションするサービスの横にあるチェック
ボックスをオンにします。

•サービスを非アクティブ化するには、非アクティブ化するサービスの横にあるチェック
ボックスをオフにします。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
サービスのアクティブ化が完了するには数分かかることがあります。ステータスの変更を確認

するには、ページを更新します。

パブリッシャノードに推奨するサービス

次の表に、専用ではない TFTPサーバを使用している場合にUnified Communications Managerパ
ブリッシャノードに推奨するサービスを示します。

表 3 :専用ではない TFTPサーバの導入環境に推奨するパブリッシャノードサービス

サービス名（Service Name）タイプ（Type）

Cisco CallManagerCMサービス

Cisco Unified Mobile Voice Access Service

Cisco IP Voice Media Streaming App

Cisco CTIManager

Cisco Extended Functions

シスコクラスタ間検索サービス

シスコロケーション帯域幅マネージャ

Cisco TFTP

Cisco IP Manager AssistantCTIサービス

Cisco WebDialer Web Service

Cisco SOAP - CDRonDemandサービスCDRサービス

Cisco CAR Web Service

Cisco Bulk Provisioningサービスデータベースおよび管

理者サービス
AXL Web Service

Cisco URL Web Service

Cisco Serviceability Reporterパフォーマンスおよび

モニタリングサービス Cisco Certificate Authority Proxy Function
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サービス名（Service Name）タイプ（Type）

Cisco DirSyncディレクトリサービス

以下のサービスを使用しない場合、安全にそれらを無効にできます。

• Cisco Messaging Interface

• Cisco DHCP Monitorサービス

• Cisco TAPSサービス

• Cisco Directory Number Alias Sync

• Cisco Dialed Number Analyzer Server

• Cisco Dialed Number Analyzer

• Self Provisioning IVR

ヒント

サブスクライバーノード用の推奨サービス

次の表に、専用ではない TFTPサーバを使用している場合にUnified Communications Managerサ
ブスクライバノードに推奨するサービスを示します。

他のサービスを使用する予定がない場合は、そのサービスを安全に無効にすることがで

きます。

ヒント

表 4 :専用の TFTPサーバ導入に推奨されるサブスクライバーノードサービス

サービス名（Service Name）タイプ（Type）

Cisco CallManagerCMサービス

Cisco IP Voice Media Streaming App

Cisco CTIManager

Cisco Extension Mobility

Cisco Extended Functions

Cisco TFTP

クラスタ内の各IM and Presence Serviceサービスノードで、次のサービスをアクティブ化する必
要があります。

• Cisco SIP Proxy
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• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Authentication Service

サービスパラメータの設定

ノードのサービスパラメータは、 Cisco Unified Communications Manager Administrationを使用
して設定できます。クラスタ全体としてマークされているサービスパラメータは、クラスタ

内の全ノードに影響を及ぼします。

サービスパラメータの一部の変更は、システム障害の原因になることがあります。変更

しようとしている機能を完全に理解している場合と、Cisco Technical Assistance Center
（TAC）から変更の指定があった場合を除いて、サービスパラメータに変更を加えない
ようにしてください。

注意

始める前に

• Unified Communications Managerノードが設定されていることを確認します。

•サービスがアクティブであることを確認します。詳細については、基本サービスのアク
ティブ化（45ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。は、[シ
ステム] > [サービスパラメータ]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストのノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストのサービスを選択します。

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの ?アイコ
ンをクリックして、サービスパラメータのリストと説明を表示します。

ヒント

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックして、すべてのパラメータのリストを表示します。

ステップ 5 サービスパラメータを変更し、[保存（Save）]をクリックします。

ウィンドウが更新され、サービスパラメータ値が更新されます。

[デフォルトに設定（Set to Default）]ボタンをクリックすると、すべてのパラメータが、[パラ
メータ値（Parameter Value）]フィールドの後に表示される推奨値に更新されます。パラメー
タに提案値が設定されていない場合は、[デフォルトに設定（Set toDefault）]ボタンをクリック
してもサービスパラメータ値は変更されません。
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クラスタ全体のサービスパラメータ設定の表示

Cisco Unified Communications Manager Assistantおよび Cisco Unified Serviceabilityを使用して、
クラスタ内のノードのサービスのステータスを表示できます。サービスパラメータ設定およ

びパラメータの説明を表示するには、Cisco Unified Communications Manager Assistantを使用し
ます。

手順

ステップ 1 サービスを表示し、Cisco Unified Communications Manager Assistantを使用して、ノードのサー
ビスパラメータ設定を表示するには、次の手順を実行します。

a) [システム] > [サービスパラメータ]の順に選択します。

b) [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[サーバ
（Server）]ドロップダウンリストボックスのノードを選択します。

c) [サービス（Service）]ドロップダウンボックスのサービスを選択します。

選択したノードに適用されるすべてのパラメータが表示されます。 [クラスタ全体のパラ
メータ（一般）（Clusterwide Parameters（General））]セクションに表示されるパラメータ
は、クラスタ内の全ノードに適用されます。

d) [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの（?）アイコ
ンをクリックして、サービスパラメータのリストと説明を表示します。

ステップ 2 クラスタ内の全ノードに関する特定のサービスのサービスパラメータを表示するには、[サー
ビスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの [関連リンク（Related
Links）]ドロップダウンボックスの [すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters for All
Servers）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters forAll Servers）]ウィンドウが表示されます。
表示されているサーバ名またはパラメータ値をクリックして、関連する [サービスパラメータ
設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウを開くことができます。

ステップ 3 クラスタ内の全ノードに関する特定のサービスの同期外れサービスパラメータを表示するに
は、[すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters for All Servers）]ウィンドウの [関連リ
ンク（RelatedLinks）]ドロップダウンボックスの [すべてのサーバに対する同期外れパラメー
タ（Out of Sync Parameters for All Servers）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[すべてのサーバに対する同期外れパラメータ（Out of Sync Parameters for All Servers）]ウィン
ドウが表示されます。表示されているサーバ名またはパラメータ値をクリックして、関連する

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウを開くことができま
す。
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第 5 章

IPv6スタックの設定

• IPv6スタックの概要（51ページ）
•デュアルスタック IPv6の前提条件（52ページ）
• IPv6の設定タスクフロー（52ページ）

IPv6スタックの概要
IPv6は、IPv4アドレスが使用する 32ビットの代わりに 128ビットを使用する拡張 IPアドレス
指定プロトコルです。 IPv6は IPv4よりもはるかに広い範囲の IPアドレスを提供しています。
これにより、IPアドレスが枯渇するリスクが大幅に軽減されます。これは IPv4アドレスを使
用する主な懸念事項の中にあります。

デフォルトでは、Cisco Unified CommunicationsManagerは IPv4アドレス指定を使用するように
設定されています。ただし、IPv6スタックをサポートするようにシステムを構成して、IPv6
のみのエンドポイントを使用してSIPネットワークを展開できるようにすることもできます。
IPアドレスが枯渇するリスクを減らすことに加えて、IPv6は次の利点をいくつか提供してい
ます。

•状態なしアドレス自動設定

•単純化されたマルチキャスト機能

•ルーティングの簡素化とルーティングテーブルの必要性の最小化

•サービスの最適化

•モビリティの適切な処理

•より優れたプライバシーと安全性

システムレベルIPv 6

IPv6ネットワークを展開していても、Cisco Unified Communications Managerサーバは内部通信
で IPv4を使用することがあります。これは、内部のシステムコンポーネントとアプリケーショ
ンの一部が IPv4のみをサポートしているためです。その結果、すべてのデバイスが IPv6専用
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モードで動作しても、Cisco Unified Communications Managerサーバはいくつかの内部通信で
IPv4を使用する必要があるため、IPv4と IPv6の両方のアドレスが指定されます。

SIPデバイスを IPv4と IPv6の両方のネットワークで動作させる必要がある場合は、2つ
のスタックを設定する必要があります。この章のタスクを実行して Cisco Unified
CommunicationsManagerで IPv6スタックを有効にする場合、2つのスタックの SIPネット
ワークも有効にする必要があります。 2つのスタック (IPv4および IPv6)の概要（59ペー
ジ）を参照してください。

（注）

デュアルスタック IPv6の前提条件
デュアルスタックCisco Unified Communications Managerを設定する前に、IPv6をサポートする
ように次のネットワークサーバとデバイスを設定する必要があります。詳細については、デバ

イスのユーザドキュメントを参照してください。

• IPv6がサポートされているDHCPサーバとDNSサーバをプロビジョニングします。シス
コネットワーク登録サーバは、DHCPとDNSに対するIPv 6をサポートする。

• IPv6がサポートされている場合は、ゲートウェイ、ルータ、MTPなどのネットワークデ
バイス用の IOSを設定します。

• IPv6を実行するように TFTPサーバを設定します。

IPv6の設定タスクフロー
システムのデュアルスタック IPv6を設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスをサポートするオペレー
ティングシステムを設定します。

オペレーティングシステムの IPv6の設
定（53ページ）

ステップ 1

IPv6アドレスを使用して、クラスタの
サーバを設定します。

IPv6向けのサーバ設定（54ページ）ステップ 2

IPv6のシステムを有効にするエンター
プライズパラメータを設定します。

IPv6の有効化（54ページ）ステップ 3

クラスタ全体の IPアドレッシング設定
を割り当てるために、エンタプライズ

パラメータを設定することができます。

次のいずれかの操作を行います。ステップ 4

•クラスタの IPアドレッシング優先
順位の設定（55ページ）
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目的コマンドまたはアクション

エンドポイントのグループごとに異なる

設定を割り当てる必要がある場合は、共

•デバイス用 IPアドレッシングモー
ドの優先順位の設定（55ページ）

通デバイス設定でアドレッシング設定を

入力します。

IPアドレッシング方式が推奨されるク
ラスタ設定を設定します。

次のネットワークサービスを再起動し

ます。

サービスの再起動（57ページ）ステップ 5

• Cisco CallManager

• Cisco CTIManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco Certificate Authority Proxy
Function

次のタスク

デュアルスタックのトランクを設定する方法については、SIPトランクの設定の章を参照して
ください。

SIPデバイスのデュアルスタックを設定する方法については、設定する SIPデバイスのセク
ションを参照してください。

オペレーティングシステムの IPv6の設定
Cisco Unified OSの管理でイーサネット IPv6を設定するには、以下の手順を実行します。

IPv6 DHCPサーバの設定はWindowsでサポートされていないため、Cisco IOS IPv6 DHCP
サーバを使用します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理で設定 > IPv6 >イーサネットを選択します。

ステップ 2 [Enable IPv6]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 アドレス送信元ドロップダウンリストボックスで、システムの IPv6アドレス取得方法を設定
します。

•ルーターアドバタイズ:システムは、ステートレス自動構成を使用して IPv6アドレスを取
得します。
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• DHCP:システムは、DHCPサーバから IPv6アドレスを取得します。
•手動入力: IPv6アドレスを手動で入力する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 4 IPv6アドレスの取得方法に手動入力を設定する場合は、以下のフィールドに入力します。

• IPv6アドレスを入力します。たとえば、 fd62:6:96:2le:bff:fecc:2e3aと入力し
ます。

• IPv6マスクを入力します。たとえば、64と入力します。

ステップ 5 再起動して更新するチェックボックスをオンにして、保存後に確実にシステムが再起動するよ
うにします。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

IPv6向けのサーバ設定
IPv6アドレスを使用して、クラスタのサーバを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[システム（System）] > [サーバ（Server）]の順に選択し
ます。

ステップ 2 [IPv6アドレス（デュアル IPv4/IPv6の場合）]フィールドに、次のいずれかの値を入力しま
す。

• DNS設定済みで、DNSサーバが IPv6対応の場合は、サーバのホスト名を入力します。
•それ以外の場合は、非リンクローカル IPv6アドレスを入力します。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

ステップ 4 各クラスタノードで上記の手順を繰り返します。

IPv6の有効化
システムで IPv6サポートを設定する場合、システムで IPv6デバイスをサポートできるように
する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

ステップ 2 [IPv6を有効化（Enable IPv6）]エンタープライズパラメータの値を [True（True）]に設定しま
す。
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ステップ 3 [保存]をクリックします。

次のタスク

クラスタ内デバイス用の IPアドレッシング設定を指定します。クラスタ全体のエンタープラ
イズパラメータを使用して設定を適用するか、共通デバイス設定を使用して、その設定を使用

するデバイスのグループに設定を適用することができます。

•クラスタの IPアドレッシング優先順位の設定（55ページ）

•デバイス用 IPアドレッシングモードの優先順位の設定（55ページ）

クラスタの IPアドレッシング優先順位の設定
デュアルスタック IPv6でクラスタ全体の IPアドレッシング優先順位を設定するには、この手
順でエンタープライズパラメータを使用します。これらの設定は、これよりも優先される共

通デバイス設定が特定のトランクまたはデバイスに対して適用される場合を除き、すべての

SIPトランクおよびデバイスに適用されます。

共通デバイス設定での IPアドレス優先順位は、共通デバイス設定を使用するデバイスに
対するクラスタ全体のエンタープライズパラメータの設定よりも優先されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

ステップ 2 [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]のエン
タープライズパラメータの値を [IPv4]または [IPv6]に設定します。

ステップ 3 [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]の
エンタープライズパラメータの値を [IPv4]または [IPv6]に設定します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

デバイス用 IPアドレッシングモードの優先順位の設定
共通デバイス設定で優先順位を設定することで、個々のデバイスに IPアドレッシングモード
の優先順位を設定できます。トランク、電話、会議ブリッジ、トランスコーダなど、IPv6ア
ドレッシングをサポートする SIPデバイスおよび SCCPデバイスには、共通デバイス設定を適
用できます。
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共通デバイス設定での IPアドレス優先順位は、共通デバイス設定を使用するデバイスに
対するクラスタ全体のエンタープライズパラメータの設定よりも優先されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 SIPトランク、SIP電話または SCCP電話の場合、[IPアドレッシングモード（IP Addressing
Mode）]ドロップダウンリストの値を選択します。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）]—デバイスはメディアやシグナリングに IPv4アドレスだけを使
用します。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）]—デバイスはメディアやシグナリングに IPv6アドレスだけを使
用します。

• [IPv4および IPv6（IPv4 and IPv6）]—（デフォルト）デバイスはデュアルスタックデバイ
スで、利用できる IPアドレスのタイプを使用します。両方の IPアドレスのタイプがデバ
イスに設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IPアドレッシ
ングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]設定を使用し、メディ
アデバイスには、[メディア用 IPアドレッシングモード優先設定（IP Addressing Mode
Preference for Media）]エンタープライズパラメータの設定を使用します。

ステップ 4 前のステップで IPv6を設定する場合は、[シグナリング (シグナリング)]ドロップダウンリスト
の ipアドレス指定モードの ipアドレス設定を次のように設定します。

• [IPv4（IPv4）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv4アドレスを優先して
使用します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv6アドレスを優先して
使用します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]—デバイスは、[シグナリグ用 IPアド
レッシングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]エンタープライ
ズパラメータの設定を使用します。

ステップ 5 [共通デバイス構成（Common Device Configuration）]画面で、残りのフィールドを設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

次のタスク

IPv6設定が完了したら、サービスの再起動（57ページ）を実行します。
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SIPデバイスが IPv4と IPv6の両方のネットワークを同時にサポートするには、デバイスレベ
ルで両方のスタックをサポートするようにシステムを設定する必要があります。詳細について

は、2つのスタック (IPv4および IPv6)の概要（59ページ）を参照してください。

サービスの再起動

システムの IPv6設定したら、基本的なサービスを再起動します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能
サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 次のそれぞれのサービスに対応するチェックボックスをオンにします。

• Cisco CallManager
• Cisco CTIManager
• Cisco Certificate Authority Proxy Function
• Cisco IP Voice Media Streaming App

ステップ 3 再起動（Restart）をクリックします。

ステップ 4 OKをクリックします。
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第 6 章

2つのスタック（IPv4および IPv6）の設定

• 2つのスタック (IPv4および IPv6)の概要（59ページ）
• 2つのスタック（IPv4および IPv6）の前提条件（60ページ）
• 2つのスタック（IPv4および IPv6）の設定タスクフロー（60ページ）

2つのスタック (IPv4および IPv6)の概要
SIPネットワークが IPv4と IPv6の両方のスタックに設定されている場合、SIPデバイスは次の
各シナリオのコールを処理できます。

•コール内のすべてのデバイスが IPv4のみをサポートします。

•コールに含まれるすべてのデバイスは IPv6のみに対応しています。

•コール内のすべてのデバイスは、IPv4と IPv6の両方のスタックをサポートしています。
このシナリオでは、システムはシグナリングイベントの [シグナリングのIPアドレッシン
グモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]設定とメディアイベントの
[メディアのIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]エン
タープライズパラメータを設定することで、IPアドレスのタイプを判別します。

• 1つのデバイスで IPv4のみをサポートし、他のデバイスで IPv6のみをサポートしている。
このシナリオでは、Unified CommunicationsManagerは、2つのアドレッシングタイプ間で
シグナリングを変換するために、コールパスにMTPを挿入します。

SIPデバイスとトランクの場合は、代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）を設定する
と、2つのスタックサポートを有効にできます。ANATが SIPデバイスまたはトランクに適用
されると、IPv4と IPv6の両方のアドレスが使用可能な場合は、デバイスまたはトランクが送
信する SIPシグナリングに両方のアドレスが含まれます。 ANATにより、エンドポイントは
IPv4専用と IPv6専用の両方のネットワークでシームレスに相互運用できます。
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2つのスタック（IPv4および IPv6）の前提条件
IPv6スタックをサポートするには、まずCisco Unified CommunicationsManagerを設定する必要
があります (デフォルトでは IPv4が有効になっています)。これには、メディアとシグナリン
グの IPアドレッシング設定の設定も含まれます。設定の詳細については、 IPv6の設定タスク
フロー（52ページ）を参照してください。

2つのスタック（IPv4および IPv6）の設定タスクフロー
IPv4と IPv6の両方のアドレス指定を同時にサポートするように SIPデバイスとトランクを設
定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPv4と IPv6の両方のスタックを同時に
サポートするSIPプロファイルを設定し
ます。

SIPプロファイル用 ANATの設定（60
ページ）

ステップ 1

ANAT対応 SIPプロファイルを SIP電話
に適用します。これにより、SIP phone

SIPフォンへの ANATの適用（61ペー
ジ）

ステップ 2

は IPv4と IPv6の両方のスタックを同時
にサポートできます。

ANAT対応 SIPプロファイルを SIPトラ
ンクに適用します。これにより、トラ

SIPトランクへの ANATの適用（61
ページ）

ステップ 3

ンクが IPv4と IPv6の両方のスタックを
同時にサポートできるようになります。

IPv4と IPv6の両方のスタックを同時に
サポートするようにシステムを設定した

後、重要なサービスを再起動します。

サービスの再起動（62ページ）ステップ 4

SIPプロファイル用 ANATの設定
この手順を使用すると、代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）をサポートするSIPプロ
ファイルを設定できます。このプロファイルを使用するSIPデバイスおよびトランクは、IPv4
専用と IPv6専用のネットワーク間でシームレスに相互運用できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

a) 新しい SIPプロファイルを作成するには、[新規追加]をクリックします。
b) [検索（Find）]をクリックして、既存の SIPプロファイルを選択します。

ステップ 3 [ANAT有効化]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

SIPプロファイル SIP電話または SIPトランクに適用して、これらのデバイスが IPv4と IPv6
の両方のスタックを同時にサポートできるようにする必要があります。

SIPフォンへの ANATの適用
この手順を使用すると、SIP電話に代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）設定を適用で
きます。 ANATが有効な場合は、電話は IPv4専用と IPv6専用の両方のネットワークと通信で
きます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理から、[デバイス] > [電話機]を選択します。

ステップ 2 既存の電話機を選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストボックスから、ANATを有効にした
SIPプロファイルを選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

SIPトランクへの ANATの適用
次の手順を使用して、オルタネートネットワークアドレスタイプ設定をSIPトランクに適用し
ます。これにより、 SIPトランクが IPv4と IPv6の両方のスタックを同時にサポートできるよ
うになります。
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SIPトランク設定オプションの詳細については、SIPトランクの設定（104ページ）を参
照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、既存の SIPトランクを選択します。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストボックスから、ANATを有効にした
SIPプロファイルを選択します。

ステップ 4 トランク設定ウィンドウの残りのフィールドをすべて入力します。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

サービスの再起動

IPv4と IPv6の両方のスタックを同時にサポートするようにシステムを設定した後、重要なサー
ビスを再起動します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能
サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 次のそれぞれのサービスに対応するチェックボックスをオンにします。

• Cisco CallManager
• Cisco CTIManager
• Cisco Certificate Authority Proxy Function
• Cisco IP Voice Media Streaming App

ステップ 3 再起動（Restart）をクリックします。

ステップ 4 OKをクリックします。
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第 7 章

基本的なセキュリティの設定

•セキュリティの設定について（63ページ）
•セキュリティ設定のタスク（63ページ）

セキュリティの設定について
このセクションでは、Cisco Unified Communications Managerを設定するために実行する必要が
ある基本的なセキュリティ設定のタスクについて説明します。

セキュリティ設定のタスク
基本的なセキュリティ設定をセットアップするには、次のタスクを実行します。

•クラスタの混合モードの有効化（63ページ）

•証明書のダウンロード（64ページ）

•証明書署名要求の生成（64ページ）

•証明書署名要求のダウンロード（65ページ）

•サードパーティの認証局のルート証明書のアップロード（65ページ）

•最小 TLSバージョンの設定（66ページ）

• TLS暗号化の設定（67ページ）

クラスタの混合モードの有効化

クラスタで混合モードを有効化にするには、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 パブリッシャノードでコマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 utils ctl set-cluster mixed-mode CLIコマンドを実行します。

Communications Managerが Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトに登録されていること、およびスマートアカウントまたはバー
チャルアカウントから受信した登録トークンで輸出制御機能の許可が有効になってお

り、そのトークンがこのクラスタに登録されていることを確認します。

（注）

証明書のダウンロード

CSRリクエストを送信する際、ダウンロード証明書タスクを使用して証明書のコピーを作成す
るか、証明書をアップロードします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 必要なファイル名を選択し、[ダウンロード]をクリックします。

証明書署名要求の生成

証明書署名要求（CSR）を生成します。これは、公開キー、組織名、共通名、地域、および国
などの証明書申請情報を含む暗号化されたテキストのブロックです。認証局はこの CSRを使
用して、ご使用のシステムの信頼できる証明書を生成します。

新しい CSRを生成すると、既存の CSRは上書きされます。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [CSRの作成（Generate CSR）]をクリックします。
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ステップ 3 [証明書署名要求の作成]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [Generate]をクリックします。

証明書署名要求のダウンロード

CSRを生成した後にダウンロードし、認証局に提出する準備をします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [CSRのダウンロード（Download CSR）]をクリックします。

ステップ 3 [証明書の用途（Certificate Purpose）]ドロップダウンリストで、証明書名を選択します。

ステップ 4 [CSRのダウンロード（Download CSR）]をクリックします。

ステップ 5 （任意）プロンプトが表示されたら、[保存（Save）]をクリックします。

サードパーティの認証局のルート証明書のアップロード

CAルート証明書をCAPF信頼ストアとUnifiedCommunicationsManager信頼ストアにアップロー
ドして、外部 CAを使用して LSC証明書に署名します。

サードパーティ CAを使用して LSCsに署名しない場合は、このタスクをスキップできま
す。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書/証明書チェーンのアップロード]をクリックします。

ステップ 3 [証明書目的]ドロップダウンリストで、[CallManager信頼]を選択します。

ステップ 4 証明書の説明を [説明（Description）]に入力します。たとえば、外部 LSC署名 CAの証明書
などです。

ステップ 5 [参照（Browse）]をクリックしてファイルに移動してから、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 6 [アップロード（Upload）]をクリックします。
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ステップ 7 このタスクを繰り返して、証明書の目的で使用される発信者管理者の信頼に証明書をアップ
ロードします。

TLSの前提条件
最低 TLSバージョンを設定する前に、ネットワークデバイスとアプリケーションの両方でそ
の TLSバージョンがサポートされていることを確認します。また、それらが、ユニファイド
コミュニケーションマネージャIMおよびプレゼンスサービスで設定するTLSで有効になって
いることを確認します。次の製品のいずれかが展開されているなら、最低限の TLS要件を満
たしていることを確認します。この要件を満たしていない場合は、それらの製品をアップグ

レードします。

• Skinny Client Control Protocol（SCCP）Conference Bridge

•トランスコーダ（Transcoder）

•ハードウェアメディアターミネーションポイント（MTP）

• SIPゲートウェイ

• Cisco Prime Collaboration Assurance

• Cisco Prime Collaboration Provisioning

• Cisco Prime Collaboration Deployment

• Cisco Unified Border Element（CUBE）

• Cisco Expressway

• Cisco TelePresence Conductor

会議ブリッジ、メディアターミネーションポイント（MTP）、Xcoder、Prime Collaboration
Assuranceおよび Prime Collaboration Provisioningをアップグレードすることはできません。

ユニファイドコミュニケーションマネージャの旧リリースからアップグレードする場合

は、上位のバージョンの TLSを設定する前に、すべてのデバイスとアプリケーションで
そのバージョンがサポートされていることを確認します。たとえば、ユニファイドコ

ミュニケーションマネージャIMおよびプレゼンスサービスのリリース 9.xでサポートさ
れるのは、TLS 1.0のみです。

（注）

最小 TLSバージョンの設定
デフォルトでは、Unified CommunicationsManagerにおいて、最小 TLSバージョンとして 1.0が
サポートされています。 Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceの最低
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サポート TLSバージョンを 1.1または 1.2などの上位バージョンにリセットするには、次の手
順を使用します。

設定対象の TLSバージョンが、ネットワーク内のデバイスとアプリケーションでサポートさ
れていることを確認します。詳細については、TLSの前提条件（66ページ）を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 既存の TLSのバージョンを確認するには、show tls min-version CLIコマンドを実行します。

ステップ 3 set tls min-version<minimum> CLIコマンドを実行します。ここで、<minimum>は TLSのバー
ジョンを示します。

たとえば、最低 TLSバージョンを 1.2に設定するには、set tls min-version 1.2を実行します。

ステップ 4 すべてのUnified Communications ManagerおよびIM and Presence Serviceサービスクラスタノー
ドで、ステップ 3を実行します。

TLS暗号化の設定
SIPインターフェイスの使用可能な最も強力な暗号化を選択することによって、弱い暗号化を
無効にできます。 TLS接続を確立するために Unified Communications Managerでサポートされ
る暗号化を設定するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

ステップ 2 [セキュリティパラメータ（Security Parameters）]で、[TLS暗号化（TLS Ciphers）]エンタープ
ライズパラメータの値を設定します。使用可能なオプションについては、エンタープライズ

パラメータのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

すべての TLS暗号は、クライアント暗号の設定に基づいてネゴシエートされます。（注）
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第 8 章

シングルサインオンの設定

• SAML SSOソリューションについて（69ページ）
• SAML SSO設定タスクフロー（70ページ）

SAML SSOソリューションについて

Cisco Jabberを Cisco Webex Meeting Serverと共に導入する場合、Unified Communications
ManagerとWebex Meeting Serverは同じドメインに存在している必要があります。

重要

SAMLは XMLベースのオープン規格のデータ形式であり、いずれかのアプリケーションにサ
インインした後に、管理者は定義された一連のシスコのコラボレーションアプリケーションに

シームレスにアクセスできます。 SAMLでは、信頼できるビジネスパートナー間で、セキュ
リティに関連した情報交換を記述します。これは、サービスプロバイダー（例：Unified
CommunicationsManager）がユーザの認証に使用する認証プロトコルです。 SAMLにより、ID
プロバイダー（IdP）とサービスプロバイダーの間で、セキュリティ認証情報を交換できます。

SAMLSSOは SAML 2.0プロトコルを使用して、シスコのコラボレーションソリューションの
ドメイン間と製品間で、シングルサインオンを実現しています。 SAML 2.0は、Ciscoアプリ
ケーション全体で SSOを有効にし、Ciscoアプリケーションと IdP間でフェデレーションを有
効にします。 SAML 2.0では、高度なセキュリティレベルを維持しながら、シスコの管理ユー
ザが安全なウェブドメインにアクセスして、IdPとサービスプロバイダーの間でユーザー認証
と承認データを交換できます。この機能は、さまざまなアプリケーションにわたり、共通の資

格情報と関連情報を使用するための安全な機構を提供します。

SAML SSOの管理者権限は、シスコのコラボレーションアプリケーションでローカルに設定
されたロールベースアクセスコントロール（RBAC）に基づき認証されます。

SAMLSSOは、IdPとサービスプロバイダーの間のプロビジョニングプロセスの一部として、
メタデータと証明書を交換することで信頼の輪（CoT）を確立します。サービスプロバイダー
は IdPのユーザ情報を信頼しており、さまざまなサービスやアプリケーションにアクセスでき
るようにします。
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サービスプロバイダーが認証にかかわることはありません。 SAML 2.0では、サービス
プロバイダーではなく、IdPに認証を委任します。

重要

クライアントは IdPに対する認証を行い、IdPはクライアントにアサーションを与えます。ク
ライアントはサービスプロバイダーにアサーションを示します。CoTが確立されているため、
サービスプロバイダーはアサーションを信頼し、クライアントにアクセス権を与えます。

SAML SSO設定タスクフロー
SAMLSSO用にユニファイドコミュニケーションマネージャを設定するには、次のタスクを実
行します。

始める前に

SAMLSSOの設定では、ユニファイドコミュニケーションマネージャを設定するのと同時にア
イデンティティプロバイダー (IdP)を設定する必要があります。IdP固有の設定例については、
以下を参照してください。

• Active Directoryフェデレーションサービス

• Okta

• Open Access Manager

• PingFederate

上記のリンクは単なる例です。公式なマニュアルについては、IdPのマニュアルを参照し
てください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

信頼関係を作成するには、ユニファイド

コミュニケーションマネージャと IdPの
Cisco Unified Communications Managerか
らのUCメタデータのエクスポート（71
ページ）

ステップ 1

間でメタデータファイルを交換する必要

があります。

以下のタスクを実行します。IDプロバイダ（IdP）での SAML SSO
の設定

ステップ 2

•信頼関係の輪を完了するために、ユ
ニファイドコミュニケーションマ

ネージャからエクスポートされた
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目的コマンドまたはアクション

UCメタデータファイルをアップ
ロードします。

• IdPでの SAML SSOの設定

• IdPメタデータファイルをエクス
ポートします。このファイルは、ユ

ニファイドコミュニケーションマ

ネージャにインポートされます。

IdPメタデータをインポートし、ユニ
ファイドコミュニケーションマネージャ

で SAML SSOを有効にします。

Cisco Unified Communications Managerで
の SAML SSOの有効化

ステップ 3

SSOの有効化の前後には、SSOが有効
になっているすべてのクラスタノードで

Cisco Tomcatサービスの再起動（74
ページ）

ステップ 4

Cisco tomcatサービスを再起動する必要
があります。

SAML SSOが正常に設定されているこ
とを確認します。

SAML SSO設定の検証（75ページ）ステップ 5

Cisco Unified Communications Managerからの UCメタデータのエクス
ポート

サービスプロバイダー (ユニファイドコミュニケーションマネージャ)からUCメタデータファ
イルをエクスポートするには、次の手順を使用します。「信頼の輪」関係を構築する目的で、

メタデータファイルが IDプロバイダー（IdP）にインポートされます。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationで、[システム（System）]> [SAMLシングルサインオン（SAML
Single Sign-On）]を選択します

ステップ 2 [SAMLシングルサインオン（SAMLSingle Sign-On）]ウィンドウの [SSOモード（SSOMode）]
フィールドで、以下のいずれかのオプションを選択します。

• [クラスタ全体（Cluster wide）]：クラスタで 1つの SAML合意。

このオプションを選択する場合は、クラスタ内のすべてのノードの Tomcatサー
バの証明書が同じ（マルチサーバSAN証明書）であることを確認してください。

（注）

• [ノードごと（Per Node）]：それぞれのノードに個別の SAML合意があります。
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ステップ 3 [SAMLシングルサインオン（SAML Single Sign-On）]ウィンドウの [証明書（Certificate）]
フィールドで、以下のいずれかのオプションを選択します。

•システムで生成された自己署名証明書の使用（Use system generated self-signed certificate）
• Tomcat証明書の使用（Use Tomcat certificate）

ステップ 4 [すべてのメタデータのエクスポート（ExportAllMetadata）]をクリックして、メタデータファ
イルをエクスポートします。

ステップ 3で [クラスタ全体（Cluster wide）]オプションを選択すると、クラスタ用の
単一のメタデータ XMLファイルがダウンロード対象として表示されます。一方、
[ノードごと（Per Node）]オプションを選択すると、クラスタのノードごとに単一の
メタデータ XMLファイルがダウンロード対象として表示されます。

（注）

次のタスク

IdPで次の作業を完了します。

• Unified Communications Managerからエクスポートされた UCメタデータファイルをアッ
プロードします。

• IdPで SAML SSOを設定します。

• IdPメタデータファイルをエクスポートします。「信頼の輪」関係を完成させるために、
このファイルが Unified Communications Managerにインポートされます。

Cisco Unified Communications Managerでの SAML SSOの有効化
サービスプロバイダー（Unified Communications Manager）で SAML SSOを有効化するには、
この手順を使用します。このプロセスには、Unified Communications Managerサーバに IdPメ
タデータをインポートする操作が含まれます。

シスコでは、SAMLSSOを有効化または無効化にした後は、CiscoTomcatサービスを再起
動することを推奨しています。

重要

SAML SSOを有効化または無効化した後は、Cisco CallManager Admin、Unified CM IM and
Presence Administration、Cisco CallManager Serviceability、および Unified IM and Presence
Serviceabilityサービスが再起動されます。

（注）

始める前に

この手順を完了する前に、次の点を確認してください。
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• IdPからのエクスポート済みメタデータファイルが必要です。

•エンドユーザデータが Unified Communications Managerデータベースに同期されているこ
とを確認します。

• Unified Communications Manager IM and Presence Cisco Sync Agentサービスが、正常にデー
タの同期を完了していることを確認します。 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理
（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]でこの検査のステータスを確認するに
は、[診断（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]を選
択します。データ同期が正常に完了した場合は [SyncAgentが関連データ（デバイス、ユー
ザ、ライセンス情報など）を使用して同期したことを確認する（Verify Sync Agent has
sync'ed over relevant data (e.g. devices, users, licensing information)）]に [テスト合格（Test
Passed）]という結果が表示されます

• Cisco Unified Administrationへのアクセスを可能にするために、Standard CCM Super Users
グループに少なくとも 1人の LDAP同期済みユーザが追加されている。エンドユーザ
データの同期と LDAP同期済みユーザのグループへの追加の詳細については、『Cisco
Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の「システムの設定」
および「エンドユーザの設定」のセクションを参照してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[システム（System）]> [SAMLシングルサインオン（SAML Single
Sign-On）]を選択します。

ステップ 2 [SAML SSOの有功化（Enable SAML SSO）]をクリックして、[続行（Continue）]をクリックし
ます。

すべてのサーバ接続が再起動されることを伝える警告メッセージが示されます。

ステップ 3 [クラスタ全体（Cluster wide）]SSOモードが設定済みの場合、[マルチサーバ tomcat証明書の
テスト（Test forMulti-server tomcat certificate）]ボタンをクリックします。それ以外の場合は、
このステップを省略できます。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ダイアログボックスが開き、ここで IdPメタデータをインポートできます。 IdPとサーバ間の
信頼関係を設定するには、IdPから信頼メタデータファイルを取得し、それをすべてのサーバ
にインポートする必要があります。

ステップ 5 IdPからエクスポートしたメタデータファイルをインポートします。

a) [参照（Browse）]を使用し、エクスポート済みの IdPメタデータファイルを見つけて選択
します。

b) [IdPメタデータのインポート(Import IdP Metadata)]をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。
d) [サーバメタデータをダウンロードして IdPにインストールする（DownloadServerMetadata

and Install on IdP）]画面で、[次へ（Next）]をクリックします。
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[次へ(Next)]ボタンは、クラスタ内の 1つ以上のノードに IdPメタデータファイ
ルが正しくインポートされた場合のみ有効になります。

（注）

ステップ 6 次のように接続をテストして、設定を完了します。

a) [エンドユーザの設定（EndUserConfiguration）]ウィンドウで、LDAP同期される、[権限
情報（Permissions Information）]リストボックスの「[標準CCMスーパーユーザ（Standard
CCM Super User）]」権限を持つユーザを選択します。

b) [テスト実行(Run Test)]をクリックします。

IdPログインウィンドウが表示されます。

テストが正常に完了するまでは、SAML SSOを有効化できません。（注）

c) 有効なユーザ名およびパスワードを入力します。

認証に成功すると、次のメッセージが表示されます。

「SSO のテストに成功しました（SSO Test Succeeded）」

このメッセージが表示されたら、ブラウザのウィンドウを閉じます。

認証に失敗するか、認証に 60秒以上かかる場合は、[ログインに失敗しました（Login
Failed）]というメッセージが IdPログインウィンドウに表示されます。「」 [SAMLシン
グルサインオン(SAML Single Sign-On)]ウィンドウに、次のメッセージが表示されます。

「SSO メタデータのテストがタイムアウトになりました（SSO Metadata Test Timed

Out）」

IdPへのログインを再試行するには、別のユーザを選択して再びテストを実行します。

d) [完了(Finish)]をクリックして、SAML SSOのセットアップを完了します。

SAML SSOが有効になり、SAML SSOに参加しているすべてのWebアプリケーションが
再起動されます。Webアプリケーションの再起動には 1～ 2分かかります。

Cisco Tomcatサービスの再起動
SAMLシングルサインオンを有効化または無効化した前後は、シングルサインオンが実行され
ているすべてのUnified CMクラスタノードと IM and Presence Serviceクラスタノードで、Cisco
Tomcatサービスを再起動します。

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 utils service restart Cisco Tomcat CLIコマンドを実行します。
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ステップ 3 シングルサインオンが有効化されているすべてのクラスタノードで、この手順を繰り返しま
す。

SAML SSO設定の検証
サービスプロバイダー（Unified Communications Manager）と IdPの両方で SAML SSOを設定
した後、UnifiedCommunicationsManagerでこの手順に従って、設定が機能することを確認しま
す。

始める前に

次を確認します。

• Unified CM Administrationの [SAMLシングルサインオンの設定（SAML Single Sign-On
Configuration）]ウィンドウに、IdPメタデータ信頼ファイルが正常にインポートされたこ
とが表示されます。

•サービスプロバイダーメタデータファイルが IdPにインストールされます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationのユーザインターフェイスで、[システム（System）] > [SAML
シングルサインオン（SAML Single Sign-On）]を選択して [SAMLシングルサインオンの設定
（SAMLSingle Sign-OnConfiguration）]ウィンドウを開き、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 2 [有効な管理者のユーザ名（ValidAdministratorUsernames）]領域から管理ユーザを選択し、[SSO
テストの実行…（Run SSO Test…）]ボタンをクリックします。

テスト用のユーザには管理者権限が必要であり、IdPサーバではユーザとして追加さ
れています。 [Valid Administrator Usernames（有効な管理者のユーザ名）]領域には、
テストの実行を指示できるユーザのリストが表示されます。

（注）

テストが成功した場合は、SAML SSOが正常に設定されています。
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第 9 章

デバイスプールのコア設定の設定

•デバイスプールの概要（77ページ）
•デバイスプールの前提条件（85ページ）
•デバイスプールのコア設定の設定タスクフロー（86ページ）
•通話保持（97ページ）

デバイスプールの概要
デバイスプールは、デバイスのグループに対して一連の共通設定を提供します。デバイスプー

ルは、電話、ゲートウェイ、トランク、CTIルートポイントなどのデバイスに割り当てること
ができます。デバイスプールを作成すると、各デバイスを個別に設定する代わりに、各デバ

イスがデバイスプールの設定を継承するように関連付けることができます。

デバイスプールを使用すると、日時グループ、リージョン、電話用 NTPリファレンスなど、
ロケーションに関連した情報を割り当てることによって、デバイスをロケーションに応じて設

定できます。デバイスプールは必要なだけ作成できますが、通常はロケーションごとに 1つ
です。ただし、デバイスプールを適用することで、職務に応じて設定を適用することもでき

ます（たとえば会社にコールセンターがある場合、コールセンターの電話と事務管理部門の

電話を別々のデバイスプールに割り当てることが考えられます）。

このセクションでは、次のように、デバイスプールのコア設定を設定するために必要な手順に

ついて説明します。

• Network Time Protocol：電話用NTPリファレンスを設定して、デバイスプール内の SIPデ
バイスに NTPサポートを提供します。

•リージョン：特定のリージョンとの間のコールに使用する帯域幅とサポートされる音声
コーデックを管理します。

• Cisco Unified Communications Managerグループ：デバイスに対してコール処理の冗長性と
分散コール処理を設定します。
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ネットワークタイムプロトコルの概要

NTPを使用すると、ネットワークデバイスは、そのクロックをネットワークタイムサーバま
たはネットワーク対応のクロックと同期させることができます。NTPは、すべてのネットワー
クデバイスの時刻を同じにし、監査ログのタイムスタンプがネットワーク時間と一致するよう

にするために重要です。請求およびコール詳細レコードなどの機能は、ネットワーク上の正確

なタイムスタンプに依存します。また、システム管理者は、トラブルシューティングのために

監査ログに正確なタイムスタンプを必要とします。これによって、異なるシステムの監査ログ

を比較し、信頼できるタイムラインと一連のイベントを作成できます。

インストール時に、Unified Communications Managerパブリッシャノード用の NTPサーバを
セットアップする必要があります。その後、サーバノードは、リリースサーバノードからそれ

らの時間を同期させます。

最大 5個の NTPサーバを割り当てることができます。

電話用 NTPリファレンス

• SIP電話の場合:電話機の NTP参照を設定し、デバイスプールを使用してそれらを割り当
てる必要があります。これらの参照により、ネットワーク時間を提供できる適切な NTP
サーバに SIP電話が送信されます。プロビジョニングされた電話用 NTPリファレンスか
ら SIP電話が日時を取得できない場合、電話は Unified Communications Managerに登録し
たときにこの情報を受信します。

• SCCP電話機の場合:電話機の場合:電話機は、sccp電話機から、sccp信号によって直接
ネットワーク時間を取得できるため、電話機の NTP参照は必要ありません。

認証済み NTP

ネットワークの NTPの領域についてネットワークセキュリティを強化するために、認証済み
NTPを設定できます。認証済み NTPは、Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ
ノードで設定されます。サブスクライバノードと IMandPresenceノードは、UnifiedCMPublisher
ノードからの時刻を同期します。

次の認証方法から選択できます。

•対称キーを使用した認証:このオプションを選択すると、ネットワーク内のデバイスは、
対称キーを使用して NTPメッセージの暗号化と認証を行います。このオプションは、
RedHatなどのベンダーで推奨されています。

• Autokey (PKIベースのインフラストラクチャ)を使用した認証:このオプションを選択する
と、ネットワーク内のデバイスは、オートキープロトコルを使用して NTPメッセージを
暗号化および認証します。この方法は、共通の条件に準拠するために必須です。

•認証なし:オートキーメソッドを使用した対称キーまたは認証を使用して認証を設定しな
い場合、NTPメッセージは認証されません。
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地域の概要

リージョンは、特定のコールについて帯域幅を制限する可能性がある Unified Communications
Managerのマルチサイト導入環境向けに、キャパシティ管理を提供します。たとえば、リー
ジョンを使用して、内部コールには高い帯域幅を維持しながら、WANリンク経由で送信され
るコールの帯域幅を制限することができます。リージョンを使用すると、リージョン内または

リージョン間のコールの最大ビットレートを設定することにより、音声コールとビデオ通話の

帯域幅を制限できます。

また、特定のコーデックのみをサポートするアプリケーションを使用している場合、システム

はリージョンを使用してオーディオコーデックの優先順位を設定します。サポートされてい

るオーディオコーデックの優先順位付きリストを設定し、特定のリージョンとの間のコールに

適用することができます。

[リージョンの設定（Region Configuration）]ウィンドウで最大オーディオビットレートを設定
する場合（または [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの
サービスパラメータを使用して）、この設定はフィルタとして機能します。コールでオーディ

オコーデックが選択されると、UnifiedCommunicationsManagerが、適合するコーデックをコー
ルレッグの両側から選択し、設定された最大オーディオビットレートを超えるコーデックを

除外して、リストに残ったコーデックの中から優先されるコーデックを選択します。

Unified Communications Managerは、最大 2000のリージョンをサポートします。

サポートされているオーディオコーデック

Unified Communications Managerは、ビデオストリームの暗号化および次の音声コーデックを
サポートしています

説明オーディオコーデック

公衆電話交換網に使用される、最も広くサポートされているコー

デック。

G.711

ビデオ会議でよく使用されるワイドバンドコーデック。G.722は無
効になっていない限り、Unified Communications Managerでは常に
G.711より優先されます。

G.722

24および 32 kb/sで動作する低複雑度のワイドバンドコーデック。
使用するビットレートはほぼ半分ですが、音声品質はG.722の品質
に近づいています。

G.722.1

ビデオエンドポイントがサポートする低ビットレートコーデック。G.728

Cisco IP電話 7900でサポートされている 8 kb/s圧縮を使用する低
ビットレートコーデック。通常は、WANリンクを通過するコール
に使用されます。

G.729

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
79

システムコンポーネント

地域の概要



説明オーディオコーデック

Global System for Mobile Communications（GSM）コーデック。 GSM
を使用すると、GSMワイヤレスハンドセット用のMNETシステム
をUnified Communications Managerで動作させることができます。

GSM

Advanced Audio Coding-Low Delay（AAC-LD）は、音声と音楽向け
に優れた音質を提供するスーパー広帯域オーディオコーデックで

す。ビットレートが低めの場合でも、従来のコーデックと同等ま

たはそれ以上の音質を提供します。

L16

SIPデバイス、特に、Cisco TelePresence Systemsに対応しています。AAC-LD
（mpeg4-generic）

低オーバーヘッドMPEG-4オーディオトランスポートマルチプレッ
クス（LATM）は、優れたサウンドを提供するスーパーワイドバン
ドオーディオコーデックです。 Tandbergおよび一部のサードパー
ティ製エンドポイントを含むSIPデバイスで対応しています。

AAC-LD（mpeg4-generic）とAAC-LD（MPA4-LATM）は
互換性がありません。

（注）

AAC-LD
（MP4A-LATM）

低および中ビットレートアプリケーションの両方で低遅延で広帯域

の音質を提供するように特別に設計された、適応型広帯域オーディ

オコーデック。

Internet Speech Audio
Codec（iSAC）

個別にエンコードされた音声フレームに起因する損失性ネットワー

クでのグレースフルな音声品質の低下を許可している間に、15.2お
よび 13.3 kb/sのビットレートでG.711とG.729の間の音声品質を提
供します。iLBCは、SIP、SCCP、H323、およびMGCPデバイスに
対してサポートされています。

H.323アウトバウンド FastStartでは、iLBCコーデックは
サポートされていません。

（注）

インターネット低ビット

レートコーデック

（iLBC）

GSM（WDMA、EDGE、GPRS）に基づいた2.5G/3Gワイヤレスネッ
トワークに必要な標準コーデック。このコーデックは、4.75～ 12.2
kb/sの範囲の可変ビットレートでナローバンド（200～ 3400 Hz）
信号をエンコードし、7.4kb/sで始まる公衆電話交換網レベルの音声
品質を提供します。 AMRは、SIPデバイスだけでサポートされま
す。

適応マルチレート

（AMR）

正式には、ワイドバンドとして知られている ITU-T標準音声コー
デックであるG.722.2として体系化されており、約 16 kb/sで音声を
コード化します。このコーデックは、広い音声帯域幅（50～ 7000
Hz）によって、より良い音声品質を提供できるため、その他のナ
ローバンド音声コーデック（AMRや G.711など）より優先されま
す。 AMR-WBは、SIPデバイスだけでサポートされています。

適応型マルチレートワイ

ドバンド（AMR-WB）
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説明オーディオコーデック

Opusコーデックは、Voiceover IP、ビデオ会議、ゲーム内チャット、
ライブで配信される音楽の演奏など、さまざまなインタラクティブ

オーディオアプリケーションを処理するために特別に設計されたイ

ンタラクティブ音声およびオーディオコーデックです。

このコーデックは、狭帯域低ビットレートから 6〜510kb / sの非常
に高品質のビットレートまで拡大されます。

Opusコーデックのサポートは、すべてのSIPデバイスでデフォルト
で有効になっています。 [Opusコーデックの有効化（Opus Codec
Enabled）]サービスパラメータを使用して Opusサポートの設置を
変更できます（デフォルト設定は、[すべてのデバイスで有効
（Enabled for All Devices）]です）。このパラメータの設定を変更す
ることで、Opusコーデックのサポートを無効化することや、非録音
デバイスでのみサポートを有効化することができます。

OpusはG.722コーデックに依存しています。SIPデバイス
がOpusコーデックを使用するには、[Enterprise Parameters
Configuration]ウィンドウの[Advertise G.722 Codec]サービ
スパラメータを[Enabled]に設定する必要があります。

（注）

Opus

Cisco Unified CMグループの概要
UnifiedCommunicationsManagerグループは、デバイスが登録できる最大 3台の冗長構成のサー
バについての、優先順位付きリストです。各グループには、1個のプライマリノードと最大 2
個のバックアップノードが含まれます。ノードをリストする順序によって、1番目のノードが
プライマリノード、2番目のノードがバックアップノード、3番目のノードが第 3ノードとし
て優先順位が決定されます。 [デバイスプールの設定（DevicePoolConfiguration）]を使用して、
Cisco Unified Communictions Managerグループにデバイスを割り当てることができます。

Unified Communications Managerグループは、システムに 2つの重要な機能を提供します。

•コール処理の冗長性：デバイスが登録するときに、そのデバイスプールに割り当てられて
いるグループ内のプライマリ（1番目）Unified Communications Managerへの接続を試みま
す。プライマリ Unified Communications Managerが使用可能ではない場合、デバイスは最
初のバックアップノードに接続しようとし、そのノードが使用可能ではない場合は、第3
のノードに接続を試みます。各デバイスプールには Unified Communications Managerグ
ループが 1つ割り当てられます。

•分散コール処理：複数のデバイスプールと Unified Communications Managerグループを作
成することで、デバイスの登録を複数の Unified Communications Managerに均等に分散で
きます。

ほとんどのシステムでは、より適切な負荷分散と冗長性を実現するために、複数のグループに

対して Unified Communications Managerを割り当てます。
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コール処理の冗長性

UnifiedCommunicationsManagerグループは、コール処理の冗長性と回復の機能を提供します。

•フェールオーバー：グループのプライマリ Unified Communications Managerで障害が発生
し、そのグループのバックアップ Unified Communications Managerにデバイスが再登録す
るときに実行されます。

•フォールバック：障害が発生したプライマリ Unified Communications Managerが復旧し、
そのグループのデバイスがプライマリ Unified Communications Managerに再登録されると
きに実行されます。

通常動作では、グループ内のプライマリ Unified Communications Managerは、電話およびゲー
トウェイなど、そのグループに関連付けられたすべての登録デバイスのコール処理を制御しま

す。

プライマリの Unified Communications Managerで何らかの理由で障害が発生した場合、グルー
プの1番目のバックアップUnifiedCommunicationsManagerが、プライマリUnifiedCommunications
Managerに登録されたデバイスを制御します。グループに 2番目のバックアップ Unified
Communications Managerを指定する場合、プライマリと 1番目のバックアップ両方の Unified
Communications Managerで障害が発生した場合には、2番目がデバイスを制御します。

障害が発生したプライマリ Unified Communications Managerの機能が回復すると、グループの
制御が戻り、そのグループのデバイスは自動的にプライマリ Unified Communications Manager
に再登録されます。

例

たとえば、次の図は800台のデバイスを制御する単一グループ内の3台のUnifiedCommunications
Managerを備えた簡単なシステムを示しています。

図 4 : Unified Communications Managerグループ
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この図は、2つのデバイスプール DP1と DP2が割り当てられている Unified Communications
Managerグループ G1を示しています。 Unified Communications Manager 1は、グループ G1の
プライマリ Unified Communications Managerであり、通常の動作時には、DP1と DP2の 800台
のデバイスをすべて制御しています。 Unified Communications Manager1に障害が発生した場
合、800台すべてのデバイスの制御は Unified Communications Manager 2に移ります。Unified
CommunicationsManager 2にも障害が発生した場合は、800台すべてのデバイスの制御はUnified
Communications Manager 3に移ります。

この構成では、コール処理の冗長化は実現していますが、コール処理の負荷は、この例の3台
の Unified Communications Manager間で適切に分散されていません。 Unified Communications
Managerグループとデバイスプールを使用して、クラスタ内で分散コール処理を提供する方法
については、次のトピックを参照してください。

空の Unified Communications Managerグループは機能しません。（注）

分散コール処理

UnifiedCommunicationsManagerグループは、コール処理の冗長性と分散型コール処理の両方を
提供します。デバイス、デバイスプール、および Unified Communications Managerをどのよう
にグループに割り当てるかによって、システムの冗長性とロードバランシングのレベルが決ま

ります。

多くの場合、グループ内の 1台の Unified Communications Managerに障害が起きた場合に、他
の Unified Communications Managerが過負荷状態にならないようにデバイスを分散する必要が
あります。次の図は、3台のと 800台のデバイスで構成されるシステムで、分散型コール処理
と冗長化の両方を実現するためのグループとデバイスプールの設定例を示しています。Unified
Communications ManagerUnified Communications Manager
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図 5 :分散型コール処理と組み合わせた冗長化

上の図は、グループの設定、デバイスプールへの割り当てを示しています。 1は、2つのグ
ループ G1と G2でプライマリコントローラとして機能します。Unified Communications
ManagerUnified Communications ManagerUnified Communications Manager 1で障害が発生した場
合、デバイスプール DP1の 100台のデバイスは Unified Communications Manager 2に再登録さ
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れ、DP2の 300台のデバイスはUnified CommunicationsManager 3に再登録されます。同様に、
Unified Communications Manager 2はグループ G3と G4のプライマリコントローラとして機能
します。Unified CommunicationsManager 2で障害が発生した場合、DP3の 100台のデバイスは
Unified Communications Manager 1に再登録され、DP4の 300台のデバイスは Unified
Communications Manager 3に再登録されます。Unified Communications Manager 1と Unified
Communications Manager 2の両方で障害が発生した場合は、すべてのデバイスは Unified
Communications Manager 3に再登録されます。

デバイスプールの前提条件
デバイスプールは、設定する前に、適切に計画してください。デバイスプールおよび冗長構成

の Unified Communications Managerグループを設定する場合は、電話機向けにサーバの冗長性
を提供すると同時に、登録を複数のクラスタに均等に分散させることを推奨します。システム

について計画を立てる際に使用できる詳細情報については、『Cisco Collaborationシステムソ

リューションリファレンスネットワークデザイン』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-implementation-design-guides-list.html）を参照してください。

UnifiedCommunicationsManagerに最新のタイムゾーン情報が含まれるようにするには、Unified
Communications Managerのインストール後に、タイムゾーン情報を更新する Cisco Options
Package（COP）ファイルをインストールすることができます。大規模なタイムゾーン変更イ
ベント後には、最新の COPファイルを https://software.cisco.com/download/navigator.htmlでダウ
ンロードできることをお知らせします。

CMLocalの設定をローカルの日付と時刻に変更します。

デバイスプールの追加設定

この章では、UnifiedCommunicationsManagerグループを使用した、電話用NTPリファレンス、
リージョン、コール処理の冗長性などの主な設定について説明します。ただし、デバイスプー

ル設定を使用して次のオプション機能とコンポーネントをデバイスに適用することもできま

す。

•メディアリソース：会議ブリッジなどのメディアリソースと、保留音（MOH）を、デバ
イスプール内のデバイスに割り当てます。詳細については、本ドキュメントの「メディア

リソース構成タスクフロー」のセクションを参照してください。

• Survivable Remote Site Telephony（SRST）：導入環境でWAN接続を使用している場合は、
SRSTを設定することで、WANが停止した場合に IPゲートウェイが限定的なコールサ
ポートを提供できるようになります。詳細については、本ドキュメントの「Survivable

Remote Site Telephonyの設定タスクフロー」のセクションを参照してください。

•コールルーティング情報：クラスタ間でコールをルーティングする方法の詳細について
は、本ドキュメントの「コールルーティングの設定タスクフロー」のセクションを参照

してください。
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•デバイスモビリティ：デバイスモビリティグループを設定することで、デバイスが物理
的な場所に基づいて設定を使用できるようになります。詳細については、『Cisco Unified

Communications Manager機能設定ガイド』の「デバイスモビリティの設定」の章を参照し
てください。

デバイスプールのコア設定の設定タスクフロー
デバイスプールをセットアップし、リージョン、電話用 NTPリファレンス、およびそのデバ
イスプールを使用するデバイスの冗長性などの設定を適用するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

このタスクフローのタスクを実行して、

システムにNTPをセットアップします。
Network Time Protocolの設定（86ペー
ジ）

ステップ 1

電話機の NTP参照を設定し、デバイス
プールに割り当てることができる日付/
時刻グループにそれらを適用します。

これらのタスクを実行して、システムの

リージョンを設定します。最大で 2,000
リージョンの関係の設定（93ページ）ステップ 2

のリージョンを作成し、リージョンで提

供できる内容に基づいて、カスタマイズ

したオーディオコーデック設定やビッ

トレート制限など、カスタマイズした

設定を指定できます。

コール処理の冗長性と負荷分散のための

Unified Communications Managerグルー
プを構成します。

Cisco Unified CMグループの設定（94
ページ）

ステップ 3

システムデバイスのデバイスプールを

設定します。設定された他のコア設定

デバイスプールの設定（95ページ）ステップ 4

をデバイスプールに適用します。これ

らの設定をこのデバイスプールを使用

するデバイスに適用します。

Network Time Protocolの設定
システムの Network Time Protocol（NTP）を設定するには、次のタスクを完了します。電話機
の NTP参照を設定し、これらの参照を日付/時刻グループに適用して、デバイスプールに適用
できるようにします。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（省略可）NTPサーバを追加する必要
がある場合は、この手順を使用します。

最大5台のNTPサーバーを追加できます。

NTPサーバの追加（87ページ）ステップ 1

システムのインストール時

に、Unified Communications
Managerを 1台の NTPサーバ
にポイントするように要求さ

れました。NTPサーバを追加
する場合は、この手順を使用

することができます。その他

の場合は、このタスクをス

キップします。

（注）

（省略可）セキュリティを強化するに

は、認証済み NTPを設定します。認証
次のいずれかの方法を選択して、NTP
メッセージを認証します。

ステップ 2

を設定するには、対称キーを使用する•対称キー経由での NTP認証キーの
設定（88ページ） か、またはキーを使用する必要がありま

す。オートキーメソッドは、共通の条

件に準拠するために必要です。
•オートキー経由での NTP認証キー
の設定（89ページ）

SIP電話では、電話用 NTPリファレン
スを設定してから、日時グループとデバ

電話用 NTPリファレンスの設定（89
ページ）

ステップ 3

イスプールを介してそれらを適用する

必要があります。

システムに接続されているさまざまなデ

バイスのタイムゾーンを定義し、設定

日時グループの追加（90ページ）ステップ 4

した電話用 NTPリファレンスを適切な
日時グループに割り当てます。

utils ntp*コマンドセットなど、NTPのトラブルシューティングと設定に使用する CLI
コマンドの詳細については、『コマンドラインインターフェイスリファレンスガイド』

（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照し
てください。

（注）

NTPサーバの追加

NTPサーバを Unified Communications Managerに追加します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
87

システムコンポーネント

NTPサーバの追加

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


[設定（Settings）] > [NTサーバ（NTP Servers）]を選択して、[Cisco Unified OS
Administration]ウィンドウの [NTPサーバの設定（NTP Server Configuration）]ウィンドウ
で NTPサーバを追加することもできます。

（注）

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 パブリッシャノードが NTPサーバに到達できることを確認するには、ユーティリティネット
ワーク ping <ip_address>を実行して、ipアドレスが NTPサーバのアドレスを表すようにしま
す。

ステップ 3 サーバにアクセス可能な場合は、ユーティリティ ntp サーバを実行して、<ip_address>を追加し、

サーバを追加します。

ステップ 4 ユーティリティ ntp 再起動コマンドを使用して ntpサービスを再起動します。

対称キー経由での NTP認証キーの設定

この手順を使用して、対称キーを使用してネットワーク内の NTPメッセージを認証します。

SHA1キーは必ず 1文字ずつ入力してください。現在、CLIフレームワークは貼り付けら
れた値を読み取りません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノードのコマンドラインインターフェイス
にログインします。

ステップ 2 [Ntp auth-対称キーステータス (ユーティリティ)]コマンドを実行して、現在の ntp認証設定のス
テータスを確認します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

•対称キーを使用して NTP認証を有効にするには、ユーティリティ NTP auth対称キーイネーブ

ルCLIコマンドを実行します。
•対称キーを使用して NTP認証を無効にするには、ユーティリティ ntp auth対称キーを無効に

するコマンドを実行します。

ステップ 4 プロンプトに従って、NTPサーバのキー IDと対称キーを入力します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
88

システムコンポーネント

対称キー経由での NTP認証キーの設定



オートキー経由での NTP認証キーの設定

PKIベースの自動キーを使用して NTP認証を設定する場合は、次の手順を使用します。

対称キーを使用した NTP認証が有効になっている場合、自動キーによる認証を有効にす
るには、このキーを無効にする必要があります。対称キーを使用したNTP認証を無効化
するには、「対称キー経由での NTP認証キーの設定（88ページ）」を参照してくださ
い。

（注）

始める前に

オートキーを介した NTP認証を有効にするには、共通条件モードを有効にする必要がありま
す。コモンクライテリアモードを有効にする方法の詳細については、『Cisco Unified

Communications Managerセキュリティガイド』の「FIPSセットアップ」の章を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 [Ntp 認証 (auto key status)]コマンドを実行して、現在の ntp認証の設定を確認します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• NTP認証を有効にするには、ユーティリティ用の ntp認証自動キー有効 CLIコマンドを実
行します。

• NTP認証を無効にするには、utils ntp auth auto-key disableコマンドラインインターフェー
スコマンドを実行してください。

ステップ 4 NTP認証を有効または無効にする NTPサーバの番号を入力します。

ステップ 5 認証を有効にしている場合は、IFFクライアントキーを入力します。NTPサーバのクライアン
トキーを貼り付けます。

電話用 NTPリファレンスの設定

SIP電話に必須の電話用 NTPリファレンスを設定するには、この手順を使用します。作成し
た NTPリファレンスは、日時グループを使用してデバイスプールに割り当てることができま
す。このリファレンスは、ネットワーク時刻を提供できる適切な NTPサーバに SIP電話をポ
イントします。 SCCP電話機の場合、この設定は必要ありません。

Unified Communications Managerは、マルチキャストモードおよびエニーキャストモード
をサポートしていません。これらのモードを選択した場合ではデフォルトのダイレクト

ブロードキャストモードに設定されます。

（注）
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[システム（System）]> [電話用NTPリファレンス（Phone
NTP Reference）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 電話機が使用するアドレス方式に従って、NTPサーバの IPv4アドレス、または IPv6アドレス
を入力します。

電話用 NTPリファレンスの保存には、IPv4アドレスまたは IPv6アドレスのいずれか
の入力が必要です。 IPv4電話と IPv6電話の両方を展開している場合、NTPサーバ
に、IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を設定します。

（注）

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、電話用 NTPリファレンスの説明を入力します。

ステップ 5 [モード（Mode）]ドロップダウンリストから、次のオプションに従い、電話用 NTPリファレ
ンスのモードを選択してください。

• [ユニキャスト（Unicast）]：このモードを選択すると、電話機は、指定したNTPサーバに
NTPクエリパケットを送信します。

• [ダイレクトブロードキャスト（Directed Broadcast）]：このデフォルトのNTPモードを選
択すると、電話機は任意のNTPサーバの日時情報を利用しますが、リストされているNTP
サーバ（1番目 =プライマリ、2番目 =セカンダリ）を優先します。

Cisco TelePresenceおよび Cisco Sparkデバイスタイプは、ユニキャストモードのみを
サポートします。

（注）

ステップ 6 [保存]をクリックします。

次のタスク

電話用 NTPリファレンスを日時グループに割り当てます。詳細は、日時グループの追加（90
ページ）を参照してください。

日時グループの追加

システムのタイムゾーンを定義するように、日付と時刻のグループを設定します。構成した電

話機のNTP参照を適切なグループに割り当てます。新しい日付/時間グループをデータベース
に追加した後、デバイスプールに割り当てて設定できます。

加えた変更を適用するには、デバイスをリセットする必要があります。

Cisco IP電話の世界的な配布のために、各々のタイムゾーンのために日付/時間グループを
つくってください。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
90

システムコンポーネント

日時グループの追加



手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [日時グループ（Date/Time
Group）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 次のグループへの NTP参照を割り当てます。

a) クリックして追加電話NTP参照

b) [検索とリスト (Phone NTP referencesリファレンス)]ポップアップで、[検索 (find)]をク
リックし、前のタスクで設定した電話用 ntp参照を選択します。

c) [選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

d) 複数の参照を追加した場合は、上下の矢印を使用して優先順位を変更します。上部にある
参照は、優先順位が高くなります。

ステップ 4 残りのフィールドを日付と時刻のセットウィンドウに設定します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

地域の設定

デバイスプールのリージョンを設定するには、次のタスクを実行します。リージョン間の関係

を設定して、より適切に帯域幅を管理します。リージョンを使用して、特定のタイプのコール

（ビデオ通話など）の最大ビットレートを制御し、特定のオーディオコーデックに優先順位

を設定することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。この手順は、

使用しているオーディオコーデックの優

音声コーデック設定のカスタマイズ

（92ページ）
ステップ 1

先順位をカスタマイズする場合に使用し

ます。このようにして、特定のオーディ

オコーデックを他のコーデックの先で優

先することができます。それ以外の場

合は、デフォルトのオーディオコーデッ

クリストのいずれかをデバイスプールに

割り当てることができます。

リージョンにおけるクラスタ全体のデ

フォルト値を設定します。 [リージョン
リージョンにおけるクラスタ全体のデ

フォルト値の設定（93ページ）
ステップ 2

の設定（Region Configuration）]で異な
る値を設定しない限り、すべてのリー
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目的コマンドまたはアクション

ジョンでこのデフォルト値が使用されま

す。

新しいリージョンを設定するか、既存の

リージョンの設定を編集します。リー

リージョンの関係の設定（93ページ）ステップ 3

ジョン間およびリージョン内の両方の

コールについて、関係を設定します。

音声コーデック設定のカスタマイズ

次の手順を実行して、使用しているオーディオコーデックの優先順位をカスタマイズします。

新しい音声コーデック設定リストを作成するには、既存のリストから設定をコピーしてから、

新しいリスト内の優先順位を編集します。

オーディオコーデックの優先順位をカスタマイズする必要がない場合は、このタスクを

省略できます。デバイスプールを設定する場合は、デフォルトの音声コーデックの優先

順位リストのいずれかを割り当てることができます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [リージョン情報（Region
Information）] > [オーディオコーデックの初期設定リスト（Audio Codec Preference List）]を
選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [音声コーデックの基本設定]ドロップダウンリストボックスから、既存の音声コーデックの優
先順位一覧のいずれかを選択します。

選択したリストに対して、優先順位の付いた音声コーデックの一覧が表示されます。

ステップ 4 [Copy]をクリックします。コピーしたリストからのコーデックの優先順位リストが、新しく作
成されたリストに適用されます。

ステップ 5 新しい音声コーデックリストの名前を編集します。たとえば、コモンクライテリアのようになりま
す。

ステップ 6 説明を編集します。

ステップ 7 [上 (up)]および [下 (down)]リストボックスに表示される優先順位のある順序でコーデックを移
動するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 [保存]をクリックします。
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新しいリストをリージョンに適用してから、そのリージョンをデバイスプールに適用する必要

があります。デバイスプール内のすべてのデバイスで、このオーディオコーデックの初期設

定リストが使用されます。

リージョンにおけるクラスタ全体のデフォルト値の設定

リージョンのデフォルト値を設定するには、次の手順を使用します。これらの設定は、[リー
ジョンの設定（RegionConfiguration）]ウィンドウ内の個々のリージョンに対してリージョンの
関係を設定していない限り、デフォルトですべてのリージョンに対するコールに適用されま

す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Unified Communications Managerパブリッシャ
ノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、Cisco CallManagerサービスを選択しま
す。

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム-ロケーションとリージョン）（Clusterwide Parameters
(System Location and Region)）]で、必要な新しいサービスパラメータ設定を入力します。サー
ビスパラメータの説明については、パラメータ名をクリックしてヘルプの説明を参照してくだ

さい。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

リージョンの関係の設定

リージョンを作成し、特定のリージョン間のコールにカスタム設定を割り当てるには、この手

順を使用します。優先するオーディオコーデックおよび最大ビットレートなどの設定を編集

できます。たとえば、ネットワークの他の部分よりも帯域幅が小さいリージョンがある場合

は、そのリージョンに対するビデオ通話のセッションビットレートの最大値を編集することが

できます。この値は、そのリージョンで提供可能な値にリセットすることができます。

拡張性を高めるため、また、システムが使用するリソースを少なくするために、[サービ
スパラメータの設定（Service Parameters Configuration）]ウィンドウでは、できるだけデ
フォルト値を使用することを推奨します。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[システム（System）] > [リージョン情報（Region
Information）] > [リージョン（Regions）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックします。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

•リージョンの [名前（Name）]を入力します。たとえば「NewYork」と入力します。

• [保存]をクリックします。

読み取り専用の [リージョンの関係（Region Relationships）]領域には、選択したリージョンと
別のリージョンの間で設定したカスタマイズ済みの設定が表示されます。

ステップ 3 このリージョンと別のリージョンの間（またはリージョン内コールの場合は同一リージョン）
の設定を変更するには、[他のリージョンとの関係を変更（ModifyRelationships tootherRegions）]
領域の設定を編集します。

a) [リージョン（Region）]領域で、他方のリージョンを強調表示します（リージョン内コー
ルの場合は、設定中の同じリージョンを強調表示します）。

b) 隣接するフィールドの設定を編集します。フィールドとその設定の詳細については、オン
ラインヘルプを参照してください。

c) [保存]をクリックします。
新しい設定が、[リージョンの関係（Region Relationships）]領域にカスタムルールとして
表示されます。

一方のリージョン内でリージョンの関係を編集すると、その設定が他方のリージョン

で自動的に更新されるため、他のリージョンにその設定を複製する必要はありませ

ん。たとえば、[リージョンの設定（Region Configuration）]ウィンドウでリージョ
ン 1を開き、リージョン 2とのカスタム関係を設定するとします。次にリージョン 2
を開くと、[リージョンの関係（Region Relationships）]領域にカスタム関係が表示さ
れます。

（注）

Cisco Unified CMグループの設定
デバイスプール内のデバイスに対して、コール処理の冗長性、ロードバランシング、および

フェールオーバーを行うための Unified Communications Managerグループを設定するには、こ
の手順を使用します。

クラスタノード間でデバイス登録が均等に分散される分散コール処理を提供するために、

複数のグループとデバイスプールを設定して、プライマリサーバを各グループで異なる

ようにします。

ヒント
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このサーバグループは記述的ではなく、混乱を引き起こす可能性があるため、このデフォ

ルトサーバグループは使用しないでください。

（注）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[システム（System）]> [Cisco Unified CMグループ（Cisco
Unified CM Group）]を選択します。

ステップ 2 [Name]にグループの名前を入力します。

グループを他のユーザと簡単に区別できるように、名前に含まれるノードの順序を識

別することを検討してください。たとえば、CUCM_PUBのようになります。
（注）

ステップ 3 この Unified Communications Managerグループを、自動登録を有効化したときのデフォルトの
UnifiedCommunicationsManagerグループにする場合は、[自動登録のCiscoUnifiedCommunications
Managerグループ（Auto-registration Cisco Unified Communications Manager Group]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 4 [使用可能なCisco Unified Communications Manager（Available Cisco Unified Communications
Managers）]のリストから、このグループに追加するノードを選択し、下向き矢印をクリック
して選択します。グループには最大 3台のサーバを追加できます。
このグループのサーバは、[選択されたCisco Unified Communications Manager（Selected Cisco
Unified Communications Managers）]リストボックスに表示されます。リストの 1番上にある
サーバがプライマリサーバです。

ステップ 5 プライマリサーバおよびバックアップサーバを変更するには、[選択されたCisco Unified
Communications Manager（Selected Cisco Unified Communications Managers）]リストボックスの
横にある矢印を使用します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

デバイスプールの設定

システムデバイスのデバイスプールを設定します。設定された他のコア設定をデバイスプー

ルに適用します。これらの設定をこのデバイスプールを使用するデバイスに適用します。導

入のニーズに合わせて、複数のデバイスプールを設定できます。

始める前に

SRST設定を割り当てる場合は、「Survivable Remote Site Telephonyの設定タスクフロー（132
ページ）」を参照してください。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationから、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいデバイスプールを作成します。
• [検索（Find）]をクリックし、既存のデバイスグループを選択します。

ステップ 3 [デバイスプール名（DevicePoolName）]フィールドに、デバイスプールの名前を入力します。

ステップ 4 [Cisco Unified CommunicationsManagerグループ（Cisco Unified CommunicationsManager Group）]
ドロップダウンで、コール処理の冗長性と負荷分散を処理するように設定したグループを選択

します。

ステップ 5 [日時グループ（Date/TimeGroup）]ドロップダウンリストから、このデバイスプールを使用す
るデバイスの日付、時刻、および電話用 NTPリファレンスを処理するように設定したグルー
プを選択します。

ステップ 6 [リージョン（Region）]ドロップダウンリストボックスから、このデバイスプールに適用す
るリージョンを選択します。

ステップ 7 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストから、
このデバイスプールに適用するメディアリソースが含まれるリストを選択します。

ステップ 8 このデバイスプールに SRST設定を適用します。

a) [SRSTリファレンス（SRST Reference）]ドロップダウンリストから、SRSTリファレンス
を割り当てます。

b) [接続モニタ時間（Connection Monitor Duration）]フィールドに値を割り当てます。この設
定では、電話機が SRSTから登録解除してUnified CommunicationsManagerに再登録するま
でに、Unified Communications Managerとの接続をモニタする時間を定義します。

ステップ 9 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドに入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 10 [保存]をクリックします。

次のタスク

導入要件に応じて、複数のデバイスプールを設定します。

基本的なデバイスプール設定フィールド

表 5 :基本的なデバイスプール設定フィールド

説明フィールド

新しいデバイスプールの名前を入力します。名前は最大 50文字まで
で、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、
および空白を使用できます。

[デバイスプール名
（Device Pool Name）]
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説明フィールド

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる Cisco Unified
Communications Managerグループを選択します。 Cisco Unified
Communications Managerグループでは、最大 3つの Unified
CommunicationsManagerノードについて優先順位を設定したリストを
指定します。リストの最初のノードはそのグループのプライマリノー

ドとして動作し、グループの他のメンバーは、冗長性のためのバック

アップノードとして動作します。

[Cisco Unified CMグ
ループ（Cisco Unified
Communications
Manager Group）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる日時グループを選択

します。日時グループは、タイムゾーン、および日付と時刻の表示

形式を指定します。

Date/Time Group

このデバイスプール内のデバイスに割り当てるリージョンを選択し

ます。リージョンの設定値は、リージョン内および他のリージョン

間でコールに使用できる音声コーデックを指定します。

Region

通話保持
Unified Communications Managerのコール保留機能は、Unified Communications Managerで障害
が発生したとき、またはコールをセットアップする Unified Communications Managerとデバイ
スの間の通信で障害が発生したときに、コールが中断しないようにするものです。

UnifiedCommunicationsManagerは、幅広いCiscoUnifiedCommunicationsデバイスに対してコー
ル保存を完全にサポートしています。このサポートには、Cisco Unified IP Phone、Foreign
ExchangeOffice（FXO）（非ループスタートトランク）およびForeign Exchange Station（FXS）
インターフェイスをサポートするMedia Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェイが含
まれ、会議ブリッジ、MTP、およびトランスコーディングリソースデバイス間のコール保持
もある程度含まれます。

高度なサービスパラメータ、[ピアがH.323コールを保持できるようにする（AllowPeer toPreserve
H.323 Calls）]を [True]に設定することで、H.323コール保持を有効にします。

次のデバイスおよびアプリケーションは、コール保持をサポートしています。双方が以下のい

ずれかのデバイスを介して接続すると、UnifiedCommunicationsManagerはコール保存を維持し
ます。

• Cisco Unified IP電話

• SIPトランク

•ソフトウェア会議ブリッジ

•ソフトウェアMTP

•ハードウェア会議ブリッジ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and Services Module、
Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module）
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•トランスコーダ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and Services Module、Cisco Catalyst
4000 Access Gateway Module）

•非 IOSのMGCPゲートウェイ（Catalyst 6000 24 Port FXS Analog Interface Module、Cisco
DT24+、Cisco DE30+、Cisco VG200）

• Cisco IOS H.323ゲートウェイ（Cisco 2800シリーズ、Cisco 3800シリーズなど）

• Cisco IOS MGCPゲートウェイ（Cisco VG200、Catalyst 4000 Access Gateway Module、Cisco
2620、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 3810）

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway

次のデバイスとアプリケーションでは、コール保存をサポートしていません。

•アナンシエータ

• H.323エンドポイント（NetMeetingまたはサードパーティの H.323エンドポイントなど）

• CTIアプリケーション

• TAPIアプリケーション

• JTAPIアプリケーション

コール保持のシナリオ

次の表で、さまざまなシナリオでコール保存がどのように処理されるのかを説明します。

表 6 :コール保持のシナリオ

コール保持の処理シナリオ

Unified Communications Managerで障害が発生
すると、障害が発生した Unified
Communications Managerによってセットアッ
プされたすべてのコールのコール処理機能が

失われます。

Unified Communications Managerは、エンド
ユーザがコールを終了するか、メディア接続

の解放をデバイスが判別できるまで、影響を

受けるアクティブなコールを維持します。ユー

ザは、この障害の結果として維持されている

コールに対して、コール処理機能を呼び出す

ことはできません。

Unified Communications Managerで障害が発生
した場合。
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コール保持の処理シナリオ

デバイスとそれを制御する Unified
Communications Managerとの間で通信障害が
発生すると、デバイスが障害を認識し、アク

ティブな接続を維持します。 Unified
CommunicationsManagerが通信障害を認識し、
通信が失われたデバイスでのコールに関連付

けられているコール処理エンティティを消去

します。

Unified Communications Managerは、影響を受
けるコールに関連付けられている、障害が発

生していないデバイスの制御を維持します。

Unified Communications Managerは、エンド
ユーザがコールを終了するか、メディア接続

の解放をデバイスが判別できるまで、影響を

受けるアクティブなコールを維持します。ユー

ザは、この障害の結果として維持されている

コールに対して、コール処理機能を呼び出す

ことはできません。

フェールオーバーが実行された場

合、キープアライブタイマー内で

Unified CMノードを表示すると、
コールが保存モードになっていて

も、電話機は現在のノードに登録さ

れたままになります。これは、キー

プアライブタイマーが有効である場

合に発生する可能性があります。

（注）

Unified Communications Managerとデバイスの
間で通信障害が発生した場合。
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コール保持の処理シナリオ

デバイスに障害が発生すると、デバイス経由

で存在する接続によってストリーミングメディ

アが停止します。アクティブな Unified
Communications Managerは、デバイスの障害
を認識し、障害が発生したデバイスでのコー

ルに関連付けられているコール処理エンティ

ティを消去します。

Unified Communications Managerは、影響を受
けるコールに関連付けられている、障害が発

生していないデバイスの制御を維持します。

問題が発生していないユーザがコールを終了

するか、問題が発生していないデバイスがメ

ディア接続の解放を判別できるまで、Unified
Communications Managerが、問題が発生して
いないデバイスに関連付けられているアクティ

ブな接続（コール）を維持します。

デバイスの故障

（電話機、ゲートウェイ、会議ブリッジ、ト

ランスコーダ、MTP）
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第 10 章

トランクの設定

• SIPトランクの概要（101ページ）
• SIPトランクの前提条件（101ページ）
• SIPトランクの設定タスクフロー（102ページ）
• SIPトランクの連携動作および制限（105ページ）
• H.323トランクの概要（106ページ）
• H.323トランクの前提条件（107ページ）
• H.323トランクの設定（108ページ）

SIPトランクの概要
コール制御シグナリング用に SIPを展開する場合、SIPゲートウェイ、SIPプロキシサーバ、
Unified Communicationsアプリケーション、会議ブリッジ、リモートクラスタ、または Session
Management Editionなどの外部デバイスに Cisco Unified Communications Managerを接続するた
めの SIPトランクを設定します。

Cisco Unified CM Administrationの内部で、[SIP Trunk Configuration]ウィンドウには、Cisco
Unified Communications Managerが SIPコールの管理に使用する SIPシグナリング設定が含まれ
ています。

1つの SIPトランクに、IPv4または IPv6のアドレッシング、完全修飾ドメイン名、または単一
のDNSSRVレコードを使用して、最大 16個の異なる宛先アドレスを割り当てることができま
す。

SIPトランクの前提条件
SIPトランクを設定する前に、次の操作を実行してください。

•トランク接続を理解できるようにネットワークトポロジを計画します。

•トランクを接続するデバイスと、それらのデバイスがSIPを実装する方法を理解している
ことを確認します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
101



•トランク用にデバイスプールが設定されていることを確認します。

•トランクに IPv6を展開する場合は、クラスタ全体のエンタープライズパラメータを使用
するか、トランクに適用できる共通のデバイス設定をしようして、トランクのアドレッシ

ング設定を指定する必要があります。

•トランクを使用するアプリケーションにSIPの相互運用性の問題がある場合は、デフォル
トのSIP正規化または透過性スクリプトの使用が必要になる場合があります。デフォルト
のスクリプトのいずれも要件に合わない場合は、独自のスクリプトを作成できます。カス

タマイズされた SIP正規化および透過性スクリプトの作成の詳細については、『Cisco

Unified Communications Manager機能設定ガイド』を参照してください。

SIPトランクの設定タスクフロー
SIPトランクをセットアップするには、この手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPトランクに適用する共通の SIP設定
項目を指定します。

SIPプロファイルの設定（102ページ）ステップ 1

TLSシグナリングまたはダイジェスト認
証などのセキュリティ設定を使用して、

SIPトランクセキュリティプロファイ
ルの設定（103ページ）

ステップ 2

セキュリティプロファイルを設定しま

す。

SIPトランクをセットアップして、その
トランクにSIPプロファイルとセキュリ
ティプロファイルを適用します。

SIPトランクの設定（104ページ）ステップ 3

SIPプロファイルの設定
共通 SIP設定を使用して SIPプロファイルを設定するには、この手順を使用します。設定した
SIPプロファイルは、このプロファイルを使用する SIPデバイスおよびトランクに割り当てる
ことができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。
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•既存のプロファイルを編集するには、[検索（Find）]をクリックし、SIPプロファイルを
選択して既存のプロファイルを編集します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 SIP電話とトランクで IPv4と IPv6のスタックをサポートする場合は、[ANATの有効化（Enable
ANAT）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 SDPの相互運用性を解決するために SDP透過性プロファイルを割り当てる場合は、[SDP透過
性プロファイル（SDP Transparency Profile）]ドロップダウンリストから割り当てます。

ステップ 5 SIPの相互運用性の問題を解決するために正規化スクリプトまたは透過性スクリプトを割り当
てる場合は、[正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストからスクリプ
トを選択します。

ステップ 6 （任意） Ciscoの統合された境界要素を越えてコールをルーティングする必要がある場合は、
グローバルダイヤルプランのレプリケーション展開について、[ILSで学習した場合の通知先
ルート文字列の送信]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドと設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定
セキュリティ設定を使用してSIP中継セキュリティプロファイルを構成し、要約アイデンティ
ティ認証やトップドメイン名システムシグナリング暗号化などを行う。プロファイルをSIPト
ランクに割り当てると、トランクはセキュリティプロファイルの設定を取得します。

SIPトランクに SIPトランクのセキュリティプロファイルを割り当てない場合は、Cisco
Unified Communications Managerは、デフォルトで、非セキュアプロファイルを割り当て
ます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] >
[SIPトランクのセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 TLSを使用した SIPシグナリング暗号化を有効化するには、次の手順を実行します。

a) [デバイスのセキュリティモード（Device SecurityMode）]ドロップダウンリストから、[暗
号化（Encrypted）]を選択します。

b) [着信転送タイプ（Incoming Transport Type）]および [発信転送タイプ（Outgoing Transport
Type）]のドロップダウンリストから、[TLS]を選択します。
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c) デバイスの認証で、[X.509のサブジェクト名（X.509 Subject Name）]フィールドで、X.509
証明書のサブジェクト名を入力します。

d) [着信ポート（IncomingPort）]フィールドに、TLSリクエストを受信するポートを入力しま
す。 TLSのデフォルトは 5061です。

ステップ 4 ダイジェスト認証を有効にするには、次の内容を実行します。

a) [ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]チェックボックスをオンにし
ます。

b) システムが新しいナンスを生成するまでの時間（秒数）を [ナンス有効時間（NonceValidity
Time）]に入力します。デフォルトは 600（10分）です。

c) アプリケーションのダイジェスト認証を有効にするには、[アプリケーションレベル認証を
有効化（Enable Application Level Authorization）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]
ウィンドウで追加フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、

オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

トランクが設定を使用するためには、そのプロファイルをトランク設定ウィンドウで

トランクに割り当てる必要があります。

（注）

SIPトランクの設定
SIPトランクを設定するには、この手順を使用します。 1つの SIPトランクには最大 16個の宛
先アドレスを割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIPトランク（SIP Trunk）]を選択
します。

ステップ 4 [プロトコルタイプ（Protocol Type）]ドロップダウンリストから、導入環境に適した SIPトラ
ンクのタイプを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

• [なし（None）]（デフォルト）
• [Call Control Discovery（コール制御検出）]
• [クラスタ間のエクステンションモビリティ（Extension Mobility Cross Cluster）]
• [Cisco Intercompany Media Engine]
• [IPマルチメディアシステムサービスコントロール（IP Multimedia System Service

Control）]
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ステップ 5 （オプション）このトランクに共通デバイス設定を適用する場合は、ドロップダウンリストか

ら設定を選択します。

ステップ 6 暗号化されたメディアをトランクを介して送信する場合は、[SRTPを許可（SRTP Allowed）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 すべてのクラスタノードに対してトランクを有効化する場合は、[すべてのアクティブなUnified
CMノードで実行（Run on All Active Unified CM Nodes）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 SIPトランクの宛先アドレスを設定します。

a) [宛先アドレス（Destination Address）]テキストボックスに、トランクに接続するサーバま
たはエンドポイントの IPv4アドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRVレコードを
入力します。

b) トランクがデュアルスタックトランクの場合は、[宛先アドレス IPv6（Destination Address
IPv6）]テキストボックスに、トランクに接続するサーバまたはエンドポイントの IPv6ア
ドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRVレコードを入力します。

c) 宛先がDNSSRVレコードの場合は、[宛先アドレスはSRV（DestinationAddress is anSRV）]
チェックボックスをオンにします。

d) 接続先を追加するには、[+]をクリックします。

ステップ 9 [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリス
トボックスから、このトランクに SIPトランクセキュリティプロファイルを割り当てます。
このオプションを選択しない場合は、非セキュアプロファイルが割り当てられます。

ステップ 10 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、SIPプロファイルを割り当てま
す。

ステップ 11 （任意）この SIPトランクに正規化スクリプトを割り当てる場合は、[正規化スクリプト
（Normalization Script）]ドロップダウンリストから、割り当てるスクリプトを選択します。

ステップ 12 [Trunk Configuration]ウィンドウのその他のフィールドを設定します。フィールドと設定オプ
ションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 13 [保存]をクリックします。

SIPトランクの連携動作および制限
説明機能

リリース 12.5(1)では、Cisco Unified CommunicationsManagerは、同じ
宛先 IPアドレスと宛先ポート番号に対する複数のセキュア SIPトラ
ンクの設定をサポートします。これには、以下の新しい機能や利点

があります。

•帯域幅の最適化：緊急コール用に帯域幅が制限されないルートを
提供します。

•特定のリージョンまたはコーリングサーチスペースの設定に基
づく選択的ルーティング

複数のセキュア SIPト
ランクを同じ宛先に接

続する
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説明機能

コールフローで「UPDATE」の値がサポートされている場合、SIPト
ランクは「183 Session Progress」後に「180 Ringing」を受信すると
「UPDATE」SIPメッセージを送信します。

Unified Communications
Managerは SIP 180
Ringingの受信時に
SIP-UPDATEメッセー
ジを送信する

シスコのエンドポイント向けにプレゼンテーション共有を導入する場

合は、すべての中継 SIPトランクの SIPプロファイルで [BFCPを使用
したプレゼンテーション共有を許可（Allow Presentation Sharing with
BFCP）]チェックボックスがオンになっていることを確認します。

サードパーティ SIPエンドポイントの場合は、[電話の設定
（PhoneConfiguration）]ウィンドウでも同じチェックボック
スがオンになっていることを確認してください。

（注）

BFCPを使用したプレ
ゼンテーション共有

iXメディアチャネルを導入する場合は、すべての中継 SIPトランク
でて使用される SIPプロファイルで [iXアプリケーションメディアを
許可（Allow iX Application Media）]チェックボックスがオンになって
いることを確認します。

暗号化された iXチャネルの詳細については、『Cisco Unified

Communications Managerセキュリティガイド』を参照して
ください。

（注）

IXチャネル

90日の評価期間を使用して実行している間、セキュアSIPトランクを
導入することはできません。セキュアSIPトランクを導入するには、
製品登録トークンで [エクスポート管理された機能を許可（Allow
export-controlled functionality）]を選択した Smart Software Managerア
カウントにシステムを登録してある必要があります。

90日間の評価ライセン
ス

H.323トランクの概要
H.323を導入している場合は、H.323トランクがリモートクラスタと、ゲートウェイなどのそ
の他のH.323デバイスに接続を提供します。H.323トランクは、UnifiedCommunicationsManager
がクラスタ内通信でサポートするオーディオコーデックおよびビデオコーデックのほとんど

をサポートします。ただし、広帯域オーディオおよび広帯域ビデオについてはサポートしませ

ん。H.323トランクは、コール制御シグナリング用にH.225プロトコルを使用し、メディアシ
グナリング用に H.245プロトコルを使用します。

CiscoUnifiedCMAdministrationで、クラスタ間トランク（ゲートキーパー非制御）トランクタ
イプとプロトコルオプションを使用して H.323トランクを設定できます。

非ゲートキーパーH.323導入環境の場合は、Unified Communications Managerが IP WAN経由で
コールできるように、リモートクラスタ内の各デバイスプールに個別のクラスタ間トランク
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を設定する必要があります。クラスタ間トランクは、リモートデバイスの IPv4アドレスまた
はホスト名を静的に指定します。

単一のトランクには最大 16件の宛先アドレスを設定できます。

クラスタ間トランク

2つのリモートクラスタ間にクラスタ間トランク接続を設定する場合は、一方のトランクが使
用する宛先アドレスがリモートクラスタのトランクが使用するコール処理ノードと一致するよ

うに、クラスタごとにクラスタ間トランクを設定し、トランク設定を一致させる必要がありま

す。次に例を示します。

•リモートクラスタトランクが [すべてのアクティブノードで実行（RunonallActiveNodes）]
を使用する：リモートクラスタトランクは、コール処理とロードバランシングにすべて

のノードを使用します。ローカルクラスタ内から始まるローカルクラスタ間トランクで

は、リモートクラスタ内の各サーバの IPアドレスまたはホスト名を追加します。

•リモートクラスタで [すべてのアクティブノードで実行（Run on all Active Nodes）]を使
用しない：リモートクラスタトランクは、コール処理およびロードバランシング用にト

ランクのデバイスプールに割り当てられたUnifiedCommunicationsManagerグループのサー
バを使用します。ローカルのクラスタ間トランク設定では、リモートクラスタトランク

のデバイスプールで使用される Unified Communications Managerグループから各ノードの
IPアドレスまたはホスト名を追加する必要があります。

セキュアなトランク

H.323トランクのセキュアなシグナリングを設定するには、トランクに IPSecを設定する必要
があります。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』
を参照してください。メディア暗号化を許可するようにトランクを設定するには、[トランク
の設定（TrunkConfiguration）]ウィンドウで [SRTPを許可する（SRTPallowed）]チェックボッ
クスをオンにします。

ゲートキーパーは今では広く使用されていませんが、ゲートキーパー制御のトランクを

使用するように H.323導入を設定することもできます。ゲートキーパーが制御するトラ
ンクを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ

ストレーションガイドリリース 10.0(1)』を参照してください。

（注）

H.323トランクの前提条件
「H-323」導入トポロジーを計画します。クラスタ間のトランクについては、対応するリモー
トクラスタがコール処理とロードバランシングに使用されるサーバを認識していることを確認

してください。リモートクラスタ内のトランクによって使用される各コール処理サーバに接続

するには、ローカルインタークラスタトランクを設定する必要があります。
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トランクでのロードバランシングのためにトランクデバイスプールに割り当てられた Cisco
Unified Communications Managerグループを使用している場合は、デバイスプールのコア設定
の設定タスクフロー（86ページ）の設定を実行します。

H.323トランクの設定
次の手順を使用して、トランク導入のための設定を構成します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 中継タイプドロップダウンリストボックスから、クラスタ間中継（非ゲートウェイ保護装置制

御）を選択する。

ステップ 4 [プロトコル(Protocol)]ドロップダウンリストボックスから、[SCCP]を選択します。

ステップ 5 [デバイス名 (Device Name)]テキストボックスに、トランクの一意の識別子を入力します。

ステップ 6 [デバイスプール (device pool)]ドロップダウンリストボックスで、このトランクに設定したデ
バイスプールを選択します。

ステップ 7 ローカルクラスタ内のすべてのノードをこのトランクの処理用に使用する場合は、[すべての
アクティブな統合 CMノード上で実行 (Run)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 トランクでの暗号化メディアを許可する場合は、[srtp許可 (srtp)]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 9 H. 235パススルーを設定する場合は、h-235パススルーを許可するチェックボックスをオンに
します。

ステップ 10 リモート Cisco Unified Communications Managerの情報セクションで、このトランクの接続先
のリモートサーバごとに 1つの IPアドレスまたはホスト名を入力します。
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第 11 章

ゲートウェイの設定

•ゲートウェイの概要（109ページ）
•音声ゲートウェイのセットアップ要件（110ページ）
•ゲートウェイの設定タスクフロー（111ページ）

ゲートウェイの概要
シスコは広範な音声およびビデオゲートウェイを提供しています。ゲートウェイは、Unified
Communicationsネットワークと外部ネットワークとの通信を可能にするインターフェイスを提
供します。従来、ゲートウェイは、PSTN、構内交換機（PBX）、またはアナログ電話や FAX
装置を含むレガシーデバイスなどのレガシー電話インターフェイスに IPベースの Unified
Communicationsネットワークを接続するために使用されてきました。最も単純な形では、音
声ゲートウェイが IPインターフェイスとレガシー電話インターフェイスを備え、2つのネット
ワークが通信できるようにゲートウェイが2つのネットワーク間でメッセージを変換します。

ゲートウェイプロトコル

大半のシスコのゲートウェイには、複数の導入オプションがあり、多数のプロトコルのいずれ

かを使用して導入できます。導入するゲートウェイに応じて、次の通信プロトコルのいずれか

を使用してゲートウェイを設定できます。

•メディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）

• Skinny Call Control Policy（SCCP）

• Session Initiation Protocol（SIP）

• H.323

インターフェイスカード

外部ネットワークに接続インターフェイスを提供するには、ベンダーインターフェイスカード

(VIC)をゲートウェイにインストールする必要があります。ほとんどのゲートウェイには複数
の VICオプションが用意されており、各 VICではアナログ接続とデジタル接続に対して、さ
まざまなポートや接続タイプを提供できます。
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ゲートウェイで提供されているプロトコル、カード、および接続については、ゲートウェイの

マニュアルを参照してください。

音声ゲートウェイのセットアップ要件

ハードウェアを設置します。

Cisco Unified Communications Managerにゲートウェイを設定する前に、ゲートウェイハード
ウェアに対して次の作業を行う必要があります。

•ゲートウェイのインストールと設定

•ゲートウェイに任意のベンダーインターフェイスカード (VICs)をインストールします。

• CLIを使用して、ゲートウェイの IOSを設定します。

詳細については、ご使用のゲートウェイに付属しているハードウェアとソフトウェアのマニュ

アルを参照してください。

多数のゲートウェイデバイス用のデフォルトのウェブページに到達するには、そのゲー

トウェイの IPアドレスを使用できます。ハイパーリンクの URLを http://x.x.x.x/にして
ください。ここで、x.x.x.xは、デバイスのドット形式の IPアドレスです。各ゲートウェ
イのウェブページには、そのゲートウェイのデバイス情報とリアルタイムの状況が記載

されています。

（注）

ゲートウェイの導入計画

Cisco Unified Communications Managerにゲートウェイを設定する前に、ゲートウェイに設定す
る接続のタイプを十分に考慮してください。多くのゲートウェイは、MGCP、SIP、H.323、ま
たは SCCPのいずれかをゲートウェイプロトコルとして使用して設定できます。各導入タイ
プの接続タイプは、選択するプロトコルおよびゲートウェイにインストールされているVICに
よって異なります。次の点を確認してください。

•使用ゲートウェイでサポートされているゲートウェイプロトコル。

•ゲートウェイの VICでサポートされているポート接続のタイプ。

•設定予定の接続のタイプ。

•アナログ接続の場合、PSTN、レガシー PBX、またはレガシーデバイスに接続している
か。

•デジタルアクセス接続の場合、T1 CASインターフェイスまたは PRIインターフェイスに
接続しているか。

• FXO接続の場合、着信コールをどのように転送するか。着信コールを IVRや自動応答機
能に転送しているか。
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ゲートウェイの設定タスクフロー
ネットワークゲートウェイを Unified Communications Managerに追加するには、次の手順を実
行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerでゲー
トウェイを設定します。多くの Cisco

導入するプロトコルに応じて、次の手順

のいずれかを実行します。

ステップ 1

ゲートウェイは、ALPおよび SCCP、• MGCPゲートウェイの設定（111
ページ）

SIP、またはHのいずれかを使用して展
開できます。ゲートウェイプロトコルと

• SCCPゲートウェイの設定（120
ページ）

して使用できます。ゲートウェイのマ

ニュアルを参照して、お使いのゲート
• SIPゲートウェイの設定（124ペー
ジ）

ウェイがサポートしているプロトコルと

導入に最適なプロトコルを確認してくだ

さい。• H.323ゲートウェイの設定（127
ページ）

（オプション）ネットワーク内のゲー

トウェイポートから着信するすべての

ゲートウェイに対するクラスタ全体の

コール分類の設定（128ページ）
ステップ 2

コールを内部 (OnNet)または外部
(OffNet)に分類するように、クラスタ
サービスのパラメータを設定します。

（オプション）外部（オフネット）ゲー

トウェイ間のコールを Unified
オフネットゲートウェイ転送のブロッ

ク（128ページ）
ステップ 3

CommunicationsManagerが転送しないよ
うにブロックし、[オフネット間の転送
をブロック（Block OffNet to Offnet
Transfer）]パラメータを設定します。

MGCPゲートウェイの設定
MGCP設定を使用するためにシスコのゲートウェイを設定するには、次のタスクを実行しま
す。

始める前に

MCPゲートウェイの Unified CMポート接続を確認します。 Cisco Unified CM Administrationか
らシステム > Cisco Unified CMに移動し、サーバを選択して、設定されているMGCP Listen
ポートとMGP Keep-aliveポートを確認します。ほとんどの場合、デフォルトのポート設定か
ら変更する必要はありません。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CMAdministrationにゲート
ウェイを追加し、ゲートウェイプロト

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定（112
ページ）

ステップ 1

コルとして [MGCP]を選択します。適
切なスロットとベンダーのインターフェ

イスカード（VIC）でゲートウェイを設
定します。

ゲートウェイにインストールされている

VICに接続するデバイス用のゲートウェ
ゲートウェイポートインターフェイス

の設定（113ページ）
ステップ 2

イポートインターフェイスを設定しま

す。ほとんどの VICには複数のポート
接続とオプションがあります。したがっ

て、いくつか別のポートのインターフェ

イスタイプを設定する必要がある場合

があります。

ポートインターフェイスの設

定後に、[関連リンク（Related
Links）]ドロップダウンリス
トから [BGCP設定に戻る
（Back to MGCP
Configuration）]オプションを
選択し、[ゲートウェイの設定
（GatewayConfiguration）]ウィ
ンドウに戻ります。そのウィ

ンドウで、別のポートイン

ターフェイスを選択して設定

できます。

ヒント

（オプション）デジタルアクセス T1
CASポートインターフェイスを設定し

MGCPゲートウェイでのデジタルアク
セス T1ポートの追加（118ページ）

ステップ 3

たら、ゲートウェイにT1CASポートを
追加します。個別にポートを追加した

り、同時にポート範囲を追加したりでき

ます。

設定の変更は、ゲートウェイをリセット

した後に反映されます。

ゲートウェイのリセット（120ページ）ステップ 4

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定

Unified Communications ManagerにMGCP（IOS）ゲートウェイを追加して設定するには、次の
手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)]を選択
します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストからゲートウェイをを選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]を選択して、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 5 [設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots、VICs and Endpoints）]
領域で次の手順を実行します。

a) 各 [モジュール（Module）]ドロップダウンリストで、ゲートウェイにインストールされて
いるネットワークインターフェイスモジュールハードウェアに対応するスロットを選択

します。

b) 各 [サブユニット（Subunit）]ドロップダウンリストで、ゲートウェイにインストールされ
ている VICを選択します。

c) [保存]をクリックします。
[ポート（Port）]アイコンが表示されます。各ポートアイコンは、ゲートウェイで使用可
能なポートインターフェイスに対応しています。ポートインターフェイスを設定するに

は、該当するポートのアイコンをクリックします。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウでその他のフィールドを設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

ゲートウェイポートインターフェイスの設定

ゲートウェイにインストールされている VICに接続するデバイスのポート接続を設定できま
す。ほとんどの VICには複数のポート接続とオプションがあります。したがって、いくつか
別のポートのインターフェイスタイプを設定する必要がある場合があります。

設定するインターフェイスのタイプによって、次の任意のタスクを選択します。

•デジタルアクセス優先ポートの設定（114ページ）

• MGCPゲートウェイのデジタルアクセス T1ポートの設定（114ページ）

• FXSポートの設定（115ページ）

• FXOポートの設定（116ページ）

• BRIポートの設定（117ページ）
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デジタルアクセス優先ポートの設定

MGCP（IOS）ゲートウェイの PRIポートインターフェイスを設定します。

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定（112ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選
択します。

ステップ 2 PRIポートを設定するゲートウェイを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [設定済みのスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]領域
で、設定する BRIポートを含むモジュールとサブユニットを見つけ、設定する BRIポートに
対応する [ポート（Port）]アイコンをクリックします。
[ゲートウェイの設定（GatewayConfiguration）]ウィンドウに、BRIポートインターフェイスが
表示されます。

ステップ 4 [デバイスプール（DevicePool）]ドロップダウンリストから、デバイスプールを選択します。

ステップ 5 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウでその他のフィールドを設定しま
す。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 （任意）ゲートウェイ用にさらにポートインターフェイスを設定するには、[関連リンク
（Related Links）]ドロップダウンリストから [MGCPの設定に戻る（Back to MGCP
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[ゲートウェイの設定（GatewayConfiguration）]ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポー
トインターフェイスが表示されます。

ポートインターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット（120ページ）」を
参照してください。

MGCPゲートウェイのデジタルアクセス T1ポートの設定

MGCPゲートウェイで、T1 CASポートを T1デジタルアクセスポートインターフェイスに追
加および設定します。

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定（112ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選
択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、ルートクラスシグナリングを設定するゲートウェイを選択しま
す。

ステップ 3 設定されているスロットの Vicsとエンドポイント領域で、デジタルアクセス T1 (T1)ポートを
セットアップするモジュールとサブユニットを見つけて、対応するポートアイコンをクリック

します。

ステップ 4 デバイスプロトコルプルダウンリストからデジタルアクセスT 1を選択し、次のステップをク
リックします。

ステップ 5 適切なゲートウェイの設定値を入力します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

デジタルアクセスT1CASポートインターフェイスに対するポートの追加の詳細については、
「MGCPゲートウェイでのデジタルアクセス T1ポートの追加（118ページ）」を参照してく
ださい。

FXSポートの設定

MGCPゲートウェイで Foreign Exchange Station（FXS）のポートを設定します。 FXSポートを
使用して、単純な旧式の電話サービス（POTS）の従来型の電話や、ファックス装置、スピー
カーフォン、従来型のボイスメッセージングシステム、自動音声応答（IVR）などの従来型の
デバイスに、ゲートウェイを接続することができます。

始める前に

ポートを設定する前に、ゲートウェイを追加する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationで、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選択
します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、FXSポートを設定するゲートウェイを選択します。

ステップ 3 [設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]領
域で、設定するポートに対応する [FXSポート（FXS Port）]アイコンをクリックします。
[ポートの選択（Port Selection）]エリアが表示されます。

ステップ 4 [ポートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストから、設定する接続タイプを選択します。
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• [POTS]：従来の電話機などの POTSデバイスにこのポートを接続する場合は、このオプ
ションを選択します。

• [グラウンドスタート（GroundStart）：グランドスタートシグナリングを使用して、ファッ
クス装置、従来型のボイスメッセージングシステム、IVRなどの従来型の無人デバイスに
このポートを接続する場合は、このオプションを選択します。

• [ループスタート（Loop Start）]：ループスタートシグナリングを使用して、ファックス
装置、従来型のボイスメッセージングシステム、IVRなどの従来型の無人デバイスにこの
ポートを接続する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
[ポートの設定（Port Configuration）]ウィンドウには、デバイスプロトコルとしてアナログア
クセスを使用するポートインターフェイスの設定が表示されます。

ステップ 6 [デバイスプール（DevicePool）]ドロップダウンリストから、デバイスプールを選択します。

ステップ 7 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

ステップ 9 （任意）MGCP IOSゲートウェイでさらにポートインターフェースを設定するには、[関連リ
ンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ゲートウェイに戻る（Back to Gateway）]リ
ンクを選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[ゲートウェイの設定]ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポートが表示されます。

ポートインターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット（120ページ）」を
参照してください。

FXOポートの設定

MGCP（IOS）ゲートウェイの Foreign Exchange Office (FXO)を設定します。 FXOポートを使
用して、ゲートウェイを PSTNまたはレガシー PBXに接続できます。

Unified Communications Managerは、すべてのループスタートトランクには、Positive
Disconnect Supervision（確実な接続解除監視）がないものと想定します。サーバのフェー
ルオーバー中もアクティブなコールを維持できるように、確実な接続解除監視をグラウ

ンドスタートに指定してトランクを設定します。

（注）

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定（112ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選
択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、ルートクラスシグナリングを設定するゲートウェイを選択し
ます。

ステップ 3 [設定済みのスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]領域
で、FXOポートインターフェイスをセットアップする FXOポートを含むモジュールおよびサ
ブユニットを見つけて、設定するポートに対応する [ポート（Port）]アイコンをクリックしま
す。

ステップ 4 [ポートタイプ（PortType）]ドロップダウンリストから、[グラウンドスタート（Ground-Start）]
または [ループスタート（Loop-Start）]を選択します。

VIC-2 FXOポートを設定している場合は、サブユニットモジュールの両方のポート
に同じポートタイプを選択する必要があります。

（注）

ステップ 5 [デバイスプール（DevicePool）]ドロップダウンリストから、デバイスプールを選択します。

ステップ 6 [アテンダントDN（Attendant DN）]ボックスに、このポート接続からのすべての着信コールを
ルーティングする電話番号を入力します。たとえば、1つのアテンダントの場合は、0または
ディレクトリ番号が表示されます。

ステップ 7 [ポートの設定（Port Configuration）]ウィンドウの他のフィールドに入力します。フィールド
の説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

ステップ 9 （任意）MGCP IOSゲートウェイでさらにポートインターフェースを設定するには、[関連リ
ンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ゲートウェイに戻る（Back to Gateway）]リ
ンクを選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[ゲートウェイの設定]ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポートが表示されます。

ポートインターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット（120ページ）」を
参照してください。

BRIポートの設定

お互いの IOSゲートウェイの BRIポートインターフェイスを設定します。

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定（112ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選
択します。

ステップ 2 BRIポートを設定するゲートウェイを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [設定済みのスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]セク
ションで、BRIポートを使用するサブユニットを探し、設定するポートに対応する [ポート
（Port）]アイコンをクリックします。
[ゲートウェイの設定（GatewayConfiguration）]ウィンドウに、BRIポートインターフェイスの
情報が表示されます。

ステップ 4 [デバイスプール（DevicePool）]ドロップダウンリストから、デバイスプールを選択します。

ステップ 5 適切なゲートウェイおよびポートの設定情報を入力します。フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 （任意）ゲートウェイ用にさらにポートインターフェイスを設定するには、[関連リンク
（Related Links）]ドロップダウンリストから [MGCPの設定に戻る（Back to MGCP
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[ゲートウェイの設定（GatewayConfiguration）]ウィンドウに、MGCPゲートウェイで使用可能
なポートインターフェイスが表示されます。

ポートインターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット（120ページ）」を
参照してください。

MGCPゲートウェイでのデジタルアクセス T1ポートの追加

MGCPゲートウェイで、T1 CASポートを T1デジタルアクセスポートインターフェイスに追
加および設定します。最大 24の T1 CASポートを追加および設定できます。ポートを単独に
追加したり、一連のポートを追加したり構成したりすることもできます。特定のポート範囲を

入力する場合、Unified Communications Managerがそのポート範囲全体に設定を適用します。

始める前に

MGCPゲートウェイのデジタルアクセス T1ポートの設定（114ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選
択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、T1 CASポートインターフェイスを含むゲートウェイを選択し
ます。

ステップ 3 [新規ポートを追加(Add a New Port)]をクリックします。
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ステップ 4 [ポートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストボックスから、追加するポートのタイプを
選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [開始ポート番号（Beginning Port Number）]と [終了ポート番号（Ending Port Number）]フィー
ルドにポート番号を入力し、追加と設定を行うポート範囲を指定します。

たとえば、1から 10のポートを、ポートインターフェイスに同時に追加するには、1と 10を入
力します。

ステップ 6 [通信の方向（PortDirection）]ドロップダウンリストボックスから、このポートを通過するコー
ルの方向を設定します。

• [双方（Bothways）]：発着信コールの両方を許可する場合、このオプションを選択します。
• [インバウンド（Inbound）]：着信コールのみを許可する場合、このオプションを選択しま
す。

• [アウトバウンド（Outbound）]：アウトバウンドコールのみを許可する場合、このオプ
ションを選択します。

ステップ 7 EANDMポートの場合、[発信者選択]ドロップダウンリストボックスから、このポートに接
続されているデバイスからのアウトバウンドコールの発信者番号をどのように表示させるかを

選択します。

• [発信元(Originator)]：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect Number）]：リダイレクト側デバイスのディレク
トリ番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号(Last Redirect Number)]：最後にコールをリダイレクトするデバ
イスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（外線）（First Redirect Number (External)）]：外部電話マスクが
適用されている、リダイレクトを行う最初のデバイスのディレクトリ番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（外線）（First Redirect Number (External)）]：外部電話マスクが
適用されている、リダイレクトを行う最後のデバイスのディレクトリ番号を送信します。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

ステップ 9 MGCPゲートウェイに追加のポートを設定するには、[関連リンク（Related Links）]から、
[ゲートウェイに戻る（Back to Gateway）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。デジ
タルアクセス T1ポートインターフェイスが表示されたら、次のいずれかの手順を実行しま
す。

•このポートインターフェイスに追加のデジタルアクセスT1CASポートを追加するには、
この手順のステップ 3（「新規ポートの追加」）に戻ります。

•ゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定するには、[関連リンク（Related
Links）]から、[MGCPの設定に戻る（Back toMGCPConfiguration）]を選択し、[移動（Go）]
をクリックします。 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウに、ゲー
トウェイのサブユニットモジュールで使用可能なポートが表示されます。

•ポートインターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット（120ページ）」
を参照してください。
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ゲートウェイのリセット

ほとんどのゲートウェイは、設定の変更が適用されるようにリセットする必要があります。リ

セットを行う前に、必要なゲートウェイ設定をすべて完了することをお勧めします。

H.323ゲートウェイをリセットしても、UnifiedCommunicationsManagerにロードされた設
定が再初期化されるだけで、ゲートウェイの物理的な再起動やリセットは行われません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)]を選択
します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ゲートウェイを選択します。

ステップ 3 リセットするゲートウェイの横のチェックボックスをクリックして、[リセット選択済み（Reset
Selected）]をクリックします。 [デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスが表
示されます。次のいずれか 1つの処理を実行します。

ステップ 4 [リセット（Reset）]をクリックします。

MGCP発信者 IDの制限

FROMヘッダーに着信 SIP要求に特殊文字が含まれている場合、SIP-MCP/323コールフローが
影響を受け、システムがコールを切断したり、問題が表示されます。したがって、要求が接続

されている場所からUnifiedCommunicationsManagerへネットワーキングノードを修正します。

次に例を示します。

•「Per%cent」のようにアルファベットとともに存在する特殊文字が表示名に影響します。

•「0%09%0A%01%05%0A%01%03%0A%01%04」のように存在する多くの特殊文字は、
CRCXが問題を持つ可能性があるとして、リモート名がMCP側に送信されるコールを切
断する可能性があります。

SCCPゲートウェイの設定
SCCP設定を使用するように Ciscoゲートウェイを設定するには、このタスクを実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ゲートウェイプロトコルとして SCCP
を使用するように、Ciscoゲートウェイ
を設定します。

ゲートウェイプロトコルとしてのSCCP
の設定（121ページ）

ステップ 1

非設定アナログ5/5ポートの自動登録の
有効化

非設定アナログ5/5ポートの自動登録の
有効化

ステップ 2

指定したポートで自動登録を有効化にし

て、自動登録DNのプールからDNを取
得します。

アナログ電話の自動登録の有効化（122
ページ）

ステップ 3

ゲートウェイプロトコルとしての SCCPの設定

ゲートウェイプロトコルとしてSCCPを使用するように、Ciscoゲートウェイを設定できます。
この導入オプションを使用して、FXSまたは BRIポートを使用して、Unified Communications
Managerをアナログアクセスデバイスまたは ISDN BRIデバイスに接続できます。 SCCPゲー
トウェイをデジタルアクセスのT1トランクまたはE1トランクに接続することはできません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)]を選択
します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco VG200]を
選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから、[SCCP]を選択します。

ステップ 5 [設定済みのスロット、VICおよびサブユニット（Configured Slots, VICs and Subunits）]セクショ
ンで、次の手順を実行します。

a) 個々の [モジュール（Module）]ドロップダウンリストで、ゲートウェイにインストールさ
れているネットワークインターフェイスモジュールのハードウェアに対応するスロット

を選択します。

b) 各 [サブユニット（Subunit）]で、ゲートウェイにインストールされているVICを選択しま
す。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウでその他のフィールドを設定しま
す。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 7 [保存]をクリックします。
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[ポート（Port）]アイコンは、サブユニットモジュールの横に表示されます。各ポートのアイ
コンは、ゲートウェイで設定可能なポートのインターフェイスに対応します。該当するポート

のアイコンをクリックして、ポートのアナログアクセスまたは ISDN BRI電話を設定できま
す。

ステップ 8 更新を完了したときに、ゲートウェイに変更を適用します。

a) [ゲートウェイのリセット（Reset Gateway）]をクリックします。 [ゲートウェイの再起動
（Restart Gateway）]ポップアップが表示されます。

b) [リセット（Reset）]をクリックします。

アナログ電話の自動登録の有効化

自動登録 Dnのプールから電話番号を取得するために、指定されたポートの自動登録を有効に
します。デフォルトでは、ユニファイドコミュニケーションマネージャはアナログ電話の自動

登録を許可しません。管理者は、SCCPプロトコルを使用して、対応するゲートウェイを介し
て、アナログ電話機を自動登録するようにゲートウェイモジュールを設定する必要がありま

す。

サポートされているゲートウェイタイプは、VG310、VG350、VG400、VG450、および
ISR4Kシリーズです。

（注）

始める前に

•自動登録を有効化して、新しいエンドポイントがネットワークに接続している間にに割り
当てられる DNの範囲を指定します。詳細については、「自動登録の有効化（458ペー
ジ）」の項を参照してください。

•ゲートウェイでSCCPプロトコルを使用して自動設定を有効にします。詳細については、
『SCCPゲートウェイのための CUCM自動設定』ガイドを参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco VG200]を
選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから、[SCCP]を選択します。

ステップ 5 [ゲートウェイの詳細 (Gateway Details )]セクションで、次の手順を実行します。

a) テキストボックスに、MACアドレスの最後の 10桁を入力します。MACアドレスを入力
すると、[説明（Description）]フィールドの値が自動的に入力されます。
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ゲートウェイのMACアドレスは、イーサネットMACアドレスか、または SCCP
ゲートウェイのインターフェイスで割り当てられた仮想MACアドレスであり、
Unified Communications Managerと通信します。

MACアドレスを指定すると、各 FXSポートは、設定されたMACアドレスとそ
のポート番号からポート名を取得します。対応するアナログ電話機が自動的にこ

のゲートウェイに登録されます。

たとえば、[スロット0のモジュール（Module in Slot 0）]ドロップダウンリストで
[NM-4VWIC-MBRD]が選択され、[サブユニット0（Subunit 0）]ドロップダウン
リストで [VIC3-4FXS/DID-SCCP]が選択された場合、4個の FXSポートの値はそ
れぞれ [0/0/0]、[0/0/1]、[0/0/2]、[0/0/3]と表示されます。各ポートをクリックする
と、[電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウの [説明（Description）]フィー
ルドに、対応するポート名が表示されます。表示されるポート名は、MACアド
レスとポート値の組み合わせです。

ゲートウェイは、設定に基づいて、仮想MACアドレスまたはイーサネットMAC
アドレスを使用して Unified Communication Managerと通信します。仮想MACア
ドレスは、破損したゲートウェイを交換した場合でも使用できるため、Unified
Communication Managerアプリケーションで設定を変更する必要はありません。

（注）

b) 必要な Cisco Unified Communications Managerグループをドロップダウンリストから選択
して、自動登録を有効化します。

ステップ 6 [設定済みのスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]セク
ションで、次の手順を実行します。

a) 各 [モジュール（Module）]ドロップダウンリストで、ゲートウェイにインストールされ
ているネットワークインターフェイスモジュールハードウェアに対応するスロットを選

択し、[保存（Save）]をクリックして、それぞれのサブユニットを有効化します。
b) 1つ以上のサブユニットについて、ゲートウェイにインストールされている対応する VIC
を選択して、[保存（Save）]をクリックします。

スロットとモジュールは、どのスロットとモジュールにFXSポートが設定されて
いるかを示します。また、FXSポートの数も示します。

ポートは自動登録されて自動 DNを取得するため、ゲートウェイの設定は、ポー
トレベルまでではなくサブユニットレベルまでとします。たとえば、FXSに対し
てサブユニットが選択されている場合、対応する FXSポートが自動登録DNプー
ルで使用可能な DNを 1つ選択して、選択されたポートに DNを割り当てます。

（注）

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ゲートウェイは、ポートが電話に接続されているかどうかに関係なく、FXSで設定されたすべ
てのポートに登録要求を送信します。
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非設定アナログ 5/5ポートの自動登録の有効化

設定されていないアナログエフェクトポートの自動登録を有効にするには、次の手順を実行

します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。システ
ム >サービスパラメータ

ステップ 2 [サーバ]ドロップダウンリストボックスから、稼働中の必要なサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager (アクティブ)]を選択します。

ステップ 4 [クラスタワイドパラメータ (Device-PRIおよびMGCPゲートウェイ)]セクションで、[FXS
ポートの自動登録を有効にする]の値が [True]に設定されているか確認してください。

[FXSポートの自動登録を有効にする]を [False]に設定して、未設定のアナログ FXS
ポートの自動登録を無効にします。

（注）

ステップ 5 [保存]をクリックします。

トラブルシューティングのヒント

Unified CommunicationsManagerで以下の手順を実行して、ポートが登録され、自動DNを取得
します。

1. ゲートウェイタイプとして SCCPを設定する

2. 自動登録の有効化

3. デバイスタイプとしてアナログ電話機を選択する

4. 十分な DNが、音声ポートの数に対応するためにプールで使用可能な環境を確保します。

SIPゲートウェイの設定
次のタスクを実行して、Unified Communications Managerで SIPゲートウェイを設定します。
多くの Ciscoゲートウェイとサードパーティゲートウェイは、SIPを使用するように設定する
ことができます。Unified CommunicationsManagerには、SIPゲートウェイ用のゲートウェイデ
バイスタイプが含まれていません。

始める前に

ネットワークにゲートウェイハードウェアをインストールし、UnifiedCommunicationsManager
にゲートウェイを追加する前に、ゲートウェイ上で IOSソフトウェアを設定する必要がありま
す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Sipプロファイルを設定し、sipプロファ
イルに適用します。トランクはこの設

SIPプロファイルの設定（125ページ）ステップ 1

定を使用してSIPゲートウェイに接続し
ます。

SIPトランクセキュリティプロファイ
ルを設定して、トランクが SIPゲート

SIPトランクセキュリティプロファイ
ルの設定（125ページ）

ステップ 2

ウェイに接続するためにこれを使用する

ようにします。デバイスのセキュリティ

モード、ダイジェスト認証、着信転送タ

イプや発信転送タイプの設定などのセ

キュリティ設定が行えます。

SIPゲートウェイを指すようにすべての
SIPトランクを設定するSIPトランクセ

SIPゲートウェイ向け SIPトランクの設
定（126ページ）

ステップ 3

キュリティプロファイルをトランクに

適用します。

SIPプロファイルの設定

SIPゲートウェイ接続の SIPプロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存の SIPプロファイルを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [SIPプロファイルの設定（SIPProfileConfiguration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定

SIPゲートウェイに接続するトランクのセキュリティ設定とともに SIPトランクセキュリティ
プロファイルを設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [SIP
トランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のプロファイルを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
b) 新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィ
ンドウの各フィールドに入力します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

SIPゲートウェイ向け SIPトランクの設定

SIPを使用するシスコまたはサードパーティのゲートウェイに Unified Communications Manager
を接続するように、SIPトランクを設定します。この設定では、[ゲートウェイの設定（gateway
configuration）]ウィンドウでゲートウェイをデバイスとして入力しないでください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add new）]をクリックして新しい SIPトランクを設定します。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから、[SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択します。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから、[SCCP]を選択します。

ステップ 5 [SIP情報（SIP Information）]ペインの [接続先アドレス（Destination Address）]フィールド
に、録音サーバまたはキューブメディアの IPアドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS
SRVレコードを入力します。

ステップ 6 ドロップダウンリストから、「SIPトランクセキュリティプロファイル」の手順で作成した
SIPトランクセキュリティプロファイルの名前を選択します。

ステップ 7 ドロップダウンリストボックスから、この SIPトランクに使用する SIPプロファイルを選択
します。

ステップ 8 [トランクの設定]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドの説明については、オン
ラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存]をクリックします。
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H.323ゲートウェイの設定
Unified CommunicationsManagerで、非ゲートキーパーH.323の導入環境に対するH.323ゲート
ウェイを設定します。

H.323ゲートキーパーを導入しない場合は、ゲートキーパー制御のH.225トランクをセッ
トアップして、H.323ゲートウェイを追加することもできます。ゲートキーパーの使用率
は、近年減少傾向にあるため、このシナリオは本書には記載していません。ゲートキー

パーおよびH.225ゲートキーパーで制御されるトランクを設定する場合は、『CiscoUnified

Communications Managerアドミニストレーションガイドリリース 10.0(1)』を参照してく
ださい。

（注）

ゲートウェイを Unified Communications Managerに登録した後に Unified Communications
Managerでゲートウェイの登録ステータスが「不明」と表示される場合があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)]を選択
します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（GatewayType）]ドロップダウンリストから、[H.323ゲートウェイ（H.323
Gateway）]を選択します。

ステップ 4 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ゲートウェイの IPアドレスまたはホスト名を入
力します。

ステップ 5 H.235を使用してセキュアチャネルを設定するには、[H.235データのパススルー（H.235 Data
Passthrough）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

ステップ 8 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ほとんどのゲートウェイでは、設定の変更を適用するためにリセットする必要があります。リ

セットを行う前に、必要なゲートウェイ設定をすべて完了することをお勧めします。
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ゲートウェイに対するクラスタ全体のコール分類の設定

ネットワークゲートウェイの [コールの分類（Call Classification）]を設定します。この設定
は、システムがネットワークでゲートウェイが内部（OnNet）、または外部（OffNet）である
と見なすかどうかを決定します。

[コールの分類（Call Classification）]フィールドが、個々のゲートウェイポートインターフェ
イスの設定ウィンドウに表示されます。デフォルトでは、各ゲートウェイポートインターフェ

イスはクラスタ全体のサービスパラメータの設定を使用するように設定されています。ただ

し、ポートでの [コールの分類（CallClasification）]の設定がクラスタ全体のサービスパラメー
タとは異なる場合、ポートでの設定がサービスパラメータの設定よりも優先されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CiscoCallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス -概要）（Clusterwide Parameters (Device -General)）]で、
[コールの分類（Call Classification）]サービスパラメータに次の値のいずれかを設定します。

• [オンネット（OnNet）]：このゲートウェイからのコールが、企業ネットワーク内から発
信されているものと分類されます。

• [オフネット（OffNet）]：このゲートウェイからのコールが、企業ネットワーク外から発
信されているものと分類されます。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

オフネットゲートウェイ転送のブロック

外部（オフネット）ゲートウェイ間で転送されるコールをブロックするようにシステムを設定

する場合は、この手順を使用します。デフォルトでは、ある外部ゲートウェイから別の外部

ゲートウェイへの転送は許可されます。

ゲートウェイが外部（OffNet）であるか内線（OnNet）であるかどうかを判別する設定は、コー
ル分類設定によって決定されます。これは、クラスタ全体のサービスパラメータを使用する

か、次のいずれかのポートインターフェイスを設定することで設定します。

• MGCP T1/E1ポートインターフェイス

• MGCP FXOポートインターフェイス

• H.323ゲートウェイ

• SIPトランク
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CiscoCallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [オフネットからオフネットへの転送をブロック（Block OffNet to Offnet Transfer）]サービスパ
ラメータを設定します。

• True：2つの外部（オフネット）ゲートウェイ間の転送をキャンセルするには、このオプ
ションを選択します。

• False：2つの外部（オフネット）ゲートウェイ間の転送を許可するには、このオプション
を選択します。これがデフォルトのオプションです。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ゲートウェイをルートパターンに関連付け、[ルートパターンの設定（Route Pattern
Configuration）]ウィンドウで [コールの分類（Call Classification）]を設定すること
で、ゲートウェイを介してコールをオンネットまたはオフネットに分類することもで

きます。

（注）
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第 12 章

SRSTの設定

• Survivable Remote Site Telephonyの概要（131ページ）
• Survivable Remote Site Telephonyの設定タスクフロー（132ページ）
• SRSTの制限（136ページ）

Survivable Remote Site Telephonyの概要
Survivable Remote Site Telephony（SRST）は、Unified Communications Managerノードとのワイ
ドエリアネットワーク（WAN）接続に依存するサイト用のオプション機能です。 SRSTリ
ファレンスは、Unified Communications Manager管理インターフェイスで構成されています。
WANの故障が発生した場合、IPゲートウェイは、次のようにリモートサイトの IP電話に限定
されたテレフォニーサービスを提供することができます。

•リモートサイトの IP電話は互いにコールできます。

• PSTNからのコールは IP電話に到達できます。

• IP電話からのコールは PSTNを介して外部に到達できます。

リモートサイトの電話が、関連付けられているすべての Unified Communications Managerノー
ドに接続できない場合、SRSTリファレンスの IPゲートウェイに接続します。 IP電話のステー
タス行には、IP電話がバックアップSRSTゲートウェイにフェールオーバーしたことが示され
ます。UnifiedCommunicationsManagerへの接続が復元されると、UnifiedCommunicationsManager
と完全なテレフォニーサービスに再登録された IP電話が復元されます。

SRSTは、PSTNゲートウェイアクセスに加えて、SCCPおよび SIPエンドポイントが混在して
いる可能性があるリモートサイトをサポートします。

Connection Monitor Duration

ワイドエリアネットワーク（WAN）を介してSRSTゲートウェイに接続する IP電話は、WAN
リンクを介した Unified Communications Managerとの接続を確立できると直ちに Unified
Communications Managerに再接続します。ただし、WANリンクが不安定な場合、IP電話は
SRSTに切り替えたり、 Unified Communications Managerに切り替えたりします。このため、
電話サービスが一時的に失われます（ダイヤルトーンが聞こえません）。このような再接続
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試行は、WANリンクフラッピング問題と呼ばれ、IP電話が Unified Communications Manager
に正常に再接続するまで続きます。

Unified Communications Managerと SRSTゲートウェイの間でWAN link flappingの問題を解決す
るために、SRSTゲートウェイおよびレジスターからUnified CommunicationsManagerに対して
登録解除されるまで、Unified Communications Managerに対する接続を IP電話が監視する秒数
（接続監視時間）を定義できます。 IP電話は、XML設定ファイルに指定された接続モニタ間
隔の値を受信します。

Survivable Remote Site Telephonyの設定タスクフロー

始める前に

ダイヤルプランを検証します。ダイヤルプランに 7か 8桁の数字があるとき、場合によりト
ランスレーションルールを設定する必要があります。トランスレーションルールの詳細につ

いては、「トランスレーションパターンの設定（217ページ）」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

他のすべての Unified Communications
Managerノードに到達できない場合に、

SRST参照の設定（133ページ）ステップ 1

制限付きのコール制御機能を提供する

ゲートウェイを設定します。

Unified Communications Managerが使用
不可になった場合、通常デバイスプー

デバイスプールへの SRSTリファレン
スの割り当て（133ページ）

ステップ 2

ルに割当てられるSRST参照により、発
信側デバイスが発信を完了しようとする

ときに検索するゲートウェイが決定され

ます。

任意：接続モニタ期間を設定します。

クラスタ全体のデフォルト値を適用する

次のいずれかの作業を実行します。ステップ 3

•クラスタの接続モニタ間隔の設定
（134ページ） ことも、デバイスプール内のデバイス

に設定を適用することもできます。
•デバイスプールの接続モニタ間隔
の設定（134ページ）

ゲートウェイでSRSTパラメータを設定
します。

SRST Gatewayの SRSTを有効にする
（135ページ）

ステップ 4
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SRST参照の設定
SRSTリファレンスは、デバイスのその他すべての Cisco Unified Communications Managerノー
ドが到達不能の場合に、Cisco Unified Communications Managerの一部機能を利用できるゲート
ウェイで構成されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationにログインし、[システム（System）] > [SRST（SRST）]を選
択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [SRSTリファレンスの設定（SRST Reference Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

デバイスプールへの SRSTリファレンスの割り当て
電話機の各デバイスプールに SRSTを設定できます。デバイスプールに SRSTリファレンス
を割り当てると、デバイスプールのすべての電話機が、Cisco Unified Communications Manager
のノードに到達できない場合、割り当てた SRSTに接続を試みます。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationから、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、リモート IP電話が登録されているデバイスプールを選択しま
す。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）]エリアの [SRSTリファレン
ス（SRST Reference）]ドロップダウンリストから SRSTを選択します。

[SRSTリファレンス（SRST Reference）]ドロップダウンリストには次のオプションがありま
す。

• [無効（Disable）]：電話機は、Cisco Unified Communications Managerのいずれのノードに
も到達できない場合、SRSTゲートウェイへの接続を試みません。

• [デフォルトゲートウェイを使用（Use Default Gateway）]：電話機は、Cisco Unified
CommunicationsManagerのいずれのノードにも到達できない場合、IPゲートウェイをSRST
ゲートウェイとして接続を試みます。

• [ユーザ定義（User-Defined）]：電話が任意のCisco Unified CommunicationsManagerノード
に接続できない場合、SRSTゲートウェイへの接続を試みます。
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ステップ 4 [保存]をクリックします。

クラスタの接続モニタ間隔の設定

この手順は省略可能です。接続モニタ間隔のシステム値（エンタープライズパラメータ）を

変更する場合だけ、この手順を完了します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

ステップ 2 [接続モニタ間隔（Connection Monitor Duration）]フィールドに値を入力します。デフォルト値
は 120秒です。フィールドに入力できる最大秒数は、2592000秒です。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

変更を有効にするにはすべてのサービスを再起動する必要があります。

このエンタープライズパラメータには、接続モニタ期間に対するクラスタのデフォル

トを設定します。ただし、それよりも優先される設定がデバイスプールに存在する

場合、その設定が、デバイスプールを使用するデバイスのエンタープライズパラメー

タ設定よりも優先されます。

（注）

デバイスプールの接続モニタ間隔の設定

この手順は省略可能です。この操作は、次の項目に該当する場合に限り実行します。

•接続モニタの期間について、クラスタ全体の値を使用しない場合。

•このデバイスプールの接続モニタ期間の値を個別に定義する場合。

デバイスプールの接続モニタ間隔の値を変更する場合、値は更新されるデバイスプール

だけに適用されます。その他すべてのデバイスプールは、各自の [接続モニタ間隔
（ConnectionMonitorDuration）]フィールドの値を使用するか、[接続モニタ間隔（Connection
MonitorDuration）]エンタープライズパラメータで設定されたクラスタ全体用の値を使用
します。

ヒント

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationから、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。
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ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、リモート IP電話が登録されているデバイスプールを選択しま
す。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）]エリアで、[接続モニタ間
隔（Connection Monitor Duration）]フィールドに値を入力します。フィールドに入力できる最
大秒数は、2592000秒です。

この設定は、エンタープライズパラメータの接続モニタ間隔設定をオーバーライドし

ます。

（注）

ステップ 4 [保存]をクリックします。

SRST Gatewayの SRSTを有効にする

始める前に

•デバイスプールへの SRSTリファレンスの割り当て（133ページ）

•オプションで次の作業を行うことができます。

•クラスタの接続モニタ間隔の設定（134ページ）

•デバイスプールの接続モニタ間隔の設定（134ページ）

手順

ステップ 1 SRST gateway (ルータ)にログインします。

ステップ 2 Call-manager-fallbackコマンドを入力します。
このコマンドは、ルータの SRSTを有効にします。

ステップ 3 max-ephonesmax-phonesコマンドを入力します。ここで、max-phonesは、サポート対象のCisco
IP Phoneの最大数です。

ステップ 4 max-dnmax-directory-numbersコマンドを入力します。ここで、max-directory-numbersは、ルー
タでサポートされているディレクトリ番号（DN）の最大数または仮想音声ポートです。

ステップ 5 ip source-addressip-addressコマンドを入力します。ここで、ip-addressは、一般的にルータの
イーサネットポートのアドレスの 1つであるルータ IPアドレスよりも前から存在します。
このコマンドにより、SRSTルータは、指定されたIPアドレスを介してCisco IP電話からメッ
セージを受信することができます。
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SRSTの制限
説明制約事項

デバイスプールなどの項目が使用しているSRST参照先は削除できま
せん。SRSTリファレンスを使用しているデバイスプールを調べるに
は、[SRSTリファレンスの設定（SRST Reference Configuration）]
ウィンドウから [依存関係レコード（Dependency Records）]リンクを
クリックしてください。システムで依存関係レコードが有効でない

場合、[依存関係レコードサマリー（Dependency Records Summary）]
ウィンドウにメッセージが表示されます。使用中のSRSTリファレン
スを削除しようとすると、Unified Communications Managerにエラー
メッセージが表示されます。現在使用中のSRST参照を削除する前に、
以下のいずれかまたは二つのタスクを実行してください。

•削除するSRST参照先を使用しているデバイスプールすべてに、
別の SRST参照先を割り当てます。

•削除するSRST参照先を使用しているデバイスプールを削除しま
す。

SRST参照先を削除するときは、削除する SRST参照先が正
しいか慎重に確認してください。削除した SRST参照先を
元に戻すことはできません。誤って削除した場合は、その

SRST参照先を作成し直す必要があります。

（注）

SRST参照先の削除の
ヒント
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第 13 章

メディアリソースの設定

•メディアリソースについて（137ページ）
•メディアリソースの設定タスクフロー（157ページ）

メディアリソースについて
Cisco Unified Communications Manager機能では、メディアリソースを使用する必要がありま
す。 Cisco Unified Communications Managerには以下のようなメディアリソースも含まれます。

•アナンシエータ

•音声自動応答（IVR）（Interactive Voice Response (IVR)）

•メディアターミネーションポイント（Media Termination Points）（MTP）

•トランスコーダ

•トラステッドリレーポイント

•会議ブリッジ

•保留中の音楽またはビデオ

メディアリソースをメディアリソースグループの一覧に割り当て、そのリストをデバイスプー

ルまたは個々のデバイスに割り当てることによって、電話で利用可能にすることができます。

個々のデバイスのデフォルト設定では、デバイスが使用しているデバイスプールに割り当てら

れているメディアリソースを使用します。

保留音の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイ

ド』を参照してください。

（注）
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メディアターミネーションポイント

メディアターミネーションポイント（MTP）は、2つの全二重メディアストリームを受け入
れ、それらのストリームをまとめてブリッジし、個別に設定と分解を行えるようにするための

エンティティです。 Cisco Unified Communications Managerは、MTPをメディアパスに挿入し
て、次のようなさまざまな状況を解決できます。

•信頼されたリレーポイント（TRP）として動作する場合

• RTPストリームに対して IPv4と IPv6の変換を提供する場合

• SIPトランク経由で SIPアーリーオファーを配信する場合。

• DTMF転送の不一致に対処する場合

• RSVPエージェントとして動作する場合

H.323コールのMTP

メディアターミネーションポイントをH.323コールのメディアパスに挿入することで、H.323
エンドポイントにコールがルーティングされた場合に通常は利用できない補完的サービス（コー

ル保留、コール転送、コールパーク、会議など）を拡張できます。H.323補足サービスでMTP
が必要となるのは、Empty Capability Set（ECS）または FastStartをサポートしていないエンド
ポイントのみです。 ECSおよび FastStartをサポートしているすべてのCiscoおよび他のサード
パーティ製エンドポイントでは、MTPは必要ありません。

MTPのタイプ

Cisco Unified Communications Managerは、次のMTPタイプをサポートしています。

• IOSゲートウェイのソフトウェアMTP

• IOSゲートウェイのハードウェアMTP

• Cisco IP Voice Media Streamingサービスが提供するソフトウェアMTP

シスコメディアターミネーションポイントソフトウェアのMTPタイプでは、ネットワーク
の速度とネットワークインターフェイスカード（NIC）に応じて、デフォルトで 48個のユー
ザ設定可能なMTPリソースが提供されます。たとえば、100 MBのネットワークまたは NIC
カードの場合、48のMTPリソースをサポートできますが、10MBのNICカードではサポート
できません。

10 MBのネットワークまたは NICカードの場合、約 24個のMTPリソースを提供できます。
ただし、使用可能なMTPリソースの正確な数は、PC上の他のアプリケーションが消費してい
るリソース、プロセッサの速度、ネットワーク負荷、その他のさまざまな要因によって異なり

ます。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
138

システムコンポーネント

メディアターミネーションポイント



MTPの登録

MTPデバイスは、プライマリCiscoUnifiedCommunicationsManagerが使用可能である場合は常
にその Cisco Unified Communications Managerに登録され、サポートしているMTPリソースの
数を Cisco Unified Communications Managerに通知します。同じ Cisco Unified Communications
Managerに複数のMTPを登録できます。特定のUnified CommunicationsManagerに複数のMTP
が登録されている場合、その Cisco Unified Communications Managerは、MTPごとのリソース
セットを制御します。

たとえば、MTPサーバ 1が 48のMTPリソース用に設定され、MTPサーバ 2は 24のリソース
用に設定されているとします。両方のMTPが同じUnified CommunicationsManagerを登録する
場合、そのUnified CommunicationsManagerは両方のリソースセット、つまり、合計 72の登録
済みMTPリソースを保持します。

Unified Communications Managerは、コールエンドポイントでMTPが必要であると判定する
と、アクティブストリームが最も少ないMTPからMTPリソースを割り当てます。そのMTP
リソースは、エンドポイントの代わりにコールに挿入されます。MTPリソースの使用は、シ
ステムのユーザにも、リソースが代わりに挿入されたエンドポイントにも見えない形で行われ

ます。MTPリソースが必要なときに、そのリソースが使用できない場合、コールはMTPリ
ソースを使用せずに接続されるため、そのコールは補足サービスを利用できないことになりま

す。

メディアターミネーションポイントの連携動作と制限事項

表 7 :メディアターミネーションポイントの連携動作と制限事項

説明制約事項

1台のサーバでアクティブにできるCisco IPVoice StreamingApplication
は 1つに限定されます。追加のMTPリソースを提供するには、ネッ
トワーク上にある他のサーバで Cisco IP Voice Streamingアプリケー
ションをアクティブにすることができます。

Cisco Unified Communications Managerのパフォーマンスに悪影響を与
える可能性があるため、コール処理の負荷が大きい Cisco Unified
Communications Manager上では Cisco IP Voice Streaming Media
Applicationをアクティブにしないようにすることを強くお勧めしま
す。

Cisco IP音声ストリー
ムアプリケーション

各MTPが一度に登録できる Cisco Unified Communications Managerは
1つに限定されます。システム内には、設定内容に応じて、複数の
MTPを存在させることができます。各MTPは、1つの Cisco Unified
Communications Managerに登録できます。

Cisco Unified
Communications
Managerへの登録
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説明制約事項

ここでは、MTPデバイスが登録されているCiscoUnifiedCommunications
Managerが到達不能になったときの、MTPデバイスのフェールオー
バーとフォールバックの方法について説明します。

•プライマリ Cisco Unified Communications Managerに障害が発生し
た場合、MTPは、MTPが属するデバイスプールに対して指定さ
れた Cisco Unified Communications Managerグループ内で、次に使
用可能な Cisco Unified Communications Managerへの登録を試みま
す。

•プライマリ Cisco Unified Communications Managerが障害後に使用
可能な状態に戻り、現在まだ使用されていない場合、MTPデバ
イスはただちにプライマリ Cisco Unified Communications Manager
に再登録されます。

•コール保存モードでアクティブだったコールまたは会議は、すべ
てのパーティが切断されるまで、システムによって保持されま

す。システムは、補足サービスを使用可能にしません。

• MTPが新しい Cisco Unified Communications Managerへの登録を
試み、登録確認応答を受信しなかった場合、MTPは次の Cisco
Unified Communications Managerに登録されます。

MTPデバイスは、ハードリセットまたはソフトリセット後に登録を
解除し、続いて接続を解除します。リセットが完了すると、デバイ

スは Cisco Unified Communications Managerに再登録されます。

フェールオーバーと

フォールバック

トランスコーダ

トランスコーダは、あるコーデックからの入力ストリームを、別のコーデックを使用する出力

ストリームに変換する、コーデック変換を実行するデバイスです。たとえば、トランスコーダ

はG.711コーデックのストリームを取り込み、それをG.729ストリームにリアルタイムで変換
できます。エンドポイントが異なる音声コーデックを使用する通話中に、Cisco Unified
Communications Managerが、そのメディアパスでトランスコーダを呼び出します。トランス
コーダは、互換性のない2つのコーデック間でデータストリームを変換して、デバイス間の通
信を可能にします。トランスコーダは、コールに関連するユーザまたはエンドポイントにも見

えることはありません。

トランスコーダのリソースは、メディアリソースマネージャー (MRM)によって管理されます。

トランスコーダは、G.711とすべてのコーデック（トランスコーダとして機能している
G.711やMTP/TRP機能を提供している G.711を含む）の間のトランスコーディングをサ
ポートします。

（注）
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MTP機能を使用したトランスコーダ

コーデック変換に加えて、トランスコーダは、メディアの終了点（MTP）と同じ機能を提供で
きます。コーダ機能とMTP機能が両方とも必要な場合、システムは、両方の機能セットを同
時に提供できるため、トランスコーダを割り当てます。MTP機能のみが必要な場合は、シス
テムはリソースプールからトランスコーダまたはMTPのいずれかを割り当てます。リソース
の選択は、メディアリソースグループによって決定されます。

[Cisco Unified CMの管理] > [システム] > [サービスパラメータ] > [サービスパラメータの設定]
ウィンドで、[信頼できるリレーポイントの割り当てが失敗した場合のコールの失敗]フィール
ドと [MTPの割り当てが失敗した場合のコールの失敗]フィールドが [False]に設定されている
と、ソフトウェアMTPリソースが必要なときに使用できなくなったとき、コールはMTPリ
ソースとMTP/TRPサービスを使用せずに接続を試みます。ハードウェアトランスコーダ機能
が（あるコーデックを別のコーデックに変換するために）必要であり、トランスコーダが使用

できない場合、コールは失敗します。

トランスコーダタイプ

Cisco Unified Communications Managerの管理ページにおけるトランスコーダタイプは次の表の
とおりです。

トランスコーダは、G.711とすべてのコーデック（トランスコーダとして機能している
G.711やMTP/TRP機能を提供している G.711を含む）の間のトランスコーディングをサ
ポートします。

（注）

表 8 :トランスコーダタイプ

説明トランスコーダタイプ

このタイプはCisco Catalyst 4000WS-X4604-GWYおよびCisco Catalyst
6000WS-6608-T1またはWS-6608-E1をサポートし、次のトランスコー
ディングセッション数を提供します。

Cisco Catalyst 4000 WS-X4604-GWYの場合

• G.711へのトランスコーディング：16のMTPトランスコーディ
ングセッション

Cisco Catalyst 6000 WS-6608-T1またはWS-6608-E1の場合

• G.723から G.711へのトランスコーディング/G.729から G.711へ
のトランスコーディング：1つの物理ポート当たり 24のMTPト
ランスコーディングセッション、1つのモジュール当たり 192
セッション

CiscoMedia Termination
Point Hardware
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説明トランスコーダタイプ

このタイプは Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3725、Cisco 3745、
Cisco 3660、Cisco 3640、Cisco 3620、Cisco 2600、および Cisco VG200
ゲートウェイをサポートし、次のトランスコーディングセッション

数を提供します。

NM-HDV単位

• G.711から G.729-60へのトランスコーディング

• G.711から GSM FR/GSM EFRへのトランスコーディング：45

Cisco IOS Media
TerminationPoint（ハー
ドウェア）
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説明トランスコーダタイプ

Cisco IOS Enhanced
Media Termination Point
（ハードウェア）
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説明トランスコーダタイプ

NM-HD単位

このタイプは Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3660、Cisco 3725、
Cisco 3745、および Cisco 3660アクセスルータをサポートし、次のト
ランスコーディングセッション数を提供します。

• G.711から G.729a/G.729ab/GSMFRへのトランスコーディング：
24

• G.711から G.729/G.729b/GSM EFRへのトランスコーディング：
18

NM-HDV2単位

このタイプは Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3725、Cisco 3745、お
よびCisco3660アクセスルータをサポートし、次のトランスコーディ
ングセッション数を提供します。

• G.711から G.729a/G.729ab/GSMFRへのトランスコーディング：
128

• G.711から G.729/G.729b/GSM EFRへのトランスコーディング：
96

PVDM4

•導入準備の PVDM4モジュール（PVDM4-32、PVDM4-64、
PVDM4-128、PVDM4-256）

• T1/E1モジュールの DSPモジュール（PVDM4-32、PVDM4-64、
PVDM4-128、PVDM4-256）

• DSPNIMs (NIM-PVDM4-32、NIM-PVDM4-64、NIM-PVDM4-128、
NIM-PVDM4-256)

これらのタイプは、ISR4K（ISR44xx、ISR43xx）、C83xx、および
C82xxプラットフォームをサポートし、次のトランスコーディング
セッション数を提供します。

• G.711から G.729a/G.729ab/GSMFRへのトランスコーディング：
24

• G.711から G.729/G.729b/GSM EFRへのトランスコーディング：
18

• G.711から G.729a/G.729ab/GSMFRへのトランスコーディング：
128

• G.711から G.729/G.729b/GSM EFRへのトランスコーディング：
96

• G.711/G.729/G.729ab/G.729a/G.729bから Opusへのトランスコー
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説明トランスコーダタイプ

ディング

このタイプは、装着されているドーターカード当たり 64のトランス
コーディングセッションを提供します。1枚のドーターカードでは
64のトランスコーディングセッション、2枚のドーターカードでは
128のトランスコーディングセッション、3枚のドーターカードでは
192のトランスコーディングセッション、4枚のドーターカード（最
大）では 256のトランスコーディングセッションを提供します。

このタイプは、次のコーデックの任意の組み合わせの間でトランス

コーディングを提供します。

• G.711 a-lawおよび G.711 mu-law

• G.729 annex Aおよび annex B

• G.723.1

• GSM（FR）

• GSM（EFR）

CiscoMedia Termination
Point (WS-SVC-CMM)
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トランスコーダの連携動作と制限事項

トランスコーダの連携動作と制限事項

説明連携動作または制限事

項

メディアリソースグループに割り当てられているトランスコーダは、

削除できません。トランスコーダを使用しているメディアリソース

グループを検索するには、[トランスコーダの設定（Transcoder
Configuration）]ウィンドウの [関連リンク（Related Links）]ドロッ
プダウンリストボックスから [依存関係レコード（Dependency
Records）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。 [依存関係レ
コード要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウに、トランス
コーダを使用しているメディアリソースグループに関する情報が表

示されます。メディアリソースグループに関するより詳細な情報を

見つけるには、メディアリソースグループをクリックして [依存関係
レコード詳細(Dependency Records Detail)]ウィンドウを表示します。
システムで依存関係レコードが有効でない場合、[依存関係レコード
サマリー（Dependency Records Summary）]ウィンドウにメッセージ
が表示されます。使用中のトランスコーダを削除しようとすると、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerからメッセージが表示されます。
現在使用されているトランスコーダを削除する前に、割り当てられて

いるメディアリソースグループからトランスコーダを削除する必要

があります。

トランスコーダの削除
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説明連携動作または制限事

項

トランスコーダのフェールオーバーとフォールバックは以下のように

動作します。

•プライマリUnifiedCommunicationsManagerノードに障害が発生し
た場合、トランスコーダは、トランスコーダの所属するデバイス

プールに対して指定されたUnifiedCommunicationsManagerグルー
プ内で、次に使用可能なノードへの登録を試みます。

•プライマリ Cisco Unified Communications Managerが使用可能な状
態に戻ると、そのトランスコーダは、ただちにプライマリ Cisco
Unified Communications Managerに登録されます。

•トランスコーダデバイスは、到達不能になったUnified
CommunicationsManagerノードから登録解除されます。トランス
コーディングにこのトランスコーディングプロファイルを使用し

ていたコールは保存状態に移行し、トランスコーダは次に利用可

能なノードに登録します。ゲートウェイでは、RTP/RTCPタイム
アウトを使用して、登録されている Unified Communications
Managerのリソースリリースを通知します。

•トランスコーダが新しいUnifiedCommunicationsManagerノードへ
の登録を試み、登録確認応答を受信しなかった場合、トランス

コーダはリストの次のノードへの登録を行います。

トランスコーダデバイスは、ハードリセットまたはソフトリセット

後に登録を解除し、続いて接続を解除します。リセットが完了する

と、デバイスはプライマリ Cisco Unified CommunicationsManagerノー
ドに再登録されます。

フェールオーバーと

フォールバック

トラステッドリレーポイントの概要

信頼されたリレーポイント (TRP)は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがメディアストリー
ムに挿入してコールメディアの制御ポイントとして機能するMTPまたはトランスコーダです。
TRPは、ストリームに対してさらなる処理を提供し、ストリームが特定のパスに従っているこ
とを確認できます。

コールに信頼されたリレーポイントが必要な場合、Cisco Unified Communications Managerは、
TRP機能で有効になっているMTPまたはトランスコーダを割り当てます。

設定

MTPおよびトランスコーダは、[メディアの終了点の設定]または [トランザクションの設定]
ウィンドウの [信頼されたリレーポイント]チェックボックスをオンにすると、TRP機能を提供
するように設定することができます。
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個々のコールの TRP要件を設定するには、次の設定ウィンドウの [信頼されたリレーポイント
を使用する]フィールドを [オン]に設定します。

•電話機設定

• [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]

• [ボイスメールポート設定（Voicemail Port Configuration）]

•トランクの設定（Trunk Configuration）

• [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]

•共通デバイス設定

• [ユニバーサルデバイステンプレートの設定（Universal Device Template Configuration）]

•さまざまなメディアリソースの設定（アナンシエータ、IVR、MTP、トランスコーダ、会
議ブリッジ、保留音)

トラステッドリレーポイントの連携動作と制限事項

連携動作と制限事項機能

コールでRSVPが有効になっている場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerはまず、TRPのラベルも付いている RSVPAgentを割り当て
ようとします。それ以外の場合は、別の TRPデバイスが RSVPAgent
とエンドポイントの間に挿入されます。

Resource Reservation
Protocol（RSVP）

トランスコーダがコールに必要であり、それを TRPを必要とするエ
ンドポイントと同じ側に割り当てる必要がある場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerはまず、TRPのラベルも付いているトランス
コーダを割り当てようとします。それ以外の場合は、別の TRPデバ
イスがトランスコーダとエンドポイントの間に挿入されます。

コールのトランスコー

ダ

エンドポイント向けに、[メディアの終了点が必須（MediaTermination
PointRequired）]チェックボックスおよび [信頼されたリレーポイント
を使用（UseTrustedRelay Point）]チェックボックスをオンにすると、
Cisco Unified Communications Managerは、TRPを兼ねるMTPを割り
当てます。管理者がそのようなMTPまたはTRPの割り当てに失敗す
ると、コールの状態が表示されます。

エンドポイントのMTP
割り当て

ほとんどの場合、TRPはユーザがコールに応答した後に割り当てられ
るため、TRPの割り当てに失敗したためにコールが失敗すると、ユー
ザがコールに応答した後に速いビジートーンが聞こえる可能性があ

ります（MTPが必要な SIPアウトバウンドレッグ、つまり H.323ア
ウトバウンド FastStartは例外です）。

TRP割り当て
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連携動作と制限事項機能

エンドポイントまたはデバイスに関連付けられているデバイスプール

のいずれかで、[信頼されたリレーポイントを使用（Use Trusted Relay
Point）]チェックボックスをオンにした場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerはそのエンドポイント向けにTRPを挿入する
必要があります。 [信頼されたリレーポイントの割り当てに失敗した
場合コールを失敗させる（Fail Call If Trusted Relay Point Allocation
Fails）]サービスパラメータが、Trueに設定されている場合、 Cisco
UnifiedCommunicationsManagerがTRPの割り当てに失敗すると、コー
ルが失敗することがあります。

エンドポイントのTRP
挿入

TRPは、在宅勤務のリモートユーザに対するセキュアなソリューショ
ンの提供には推奨されません。ExpresswayのMobile andRemoteAccess
ソリューションをお勧めします。

TRPとリモートユーザ

TRPリソースが不足したときのコール動作

このセクションでは、MTPリソースの割り当てが不足したときにCiscoUnifiedCommunications
Managerがコールを処理する方法の例を示します。最終的なコール動作は、これらのエンドポ
イントにMTPおよび TRPが必要かどうか、およびMTPまたは TRPSの割り当てが失敗した
ときに自動的にコールを終了するようシステムが設定されているかどうかによって異なりま

す。

MTPと TRPの両方が必要な場合

次の表に、エンドポイントで [メディアの終了点が必須（Media Termination Point Required）]と
[信頼されたリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]の両方のオプションが選択され
ており、MTPと TRPのリソースが不足した場合に、コールが終了するかどうかを示します。

最終的なコールのステータスは、[信頼されたリレーポイントの割り当てに失敗したらコール
を終了（Fail Call If Trusted Relay Point Allocation Fails）]と [MTPの割り当てに失敗したらコール
を終了（Fail Call if MTP Allocation Fails）]サービスパラメータが、コールの自動終了に設定さ
れているかどうかによって異なります。

UnifiedCMがコールを終了する
かどうか

[MTPの割り当てに失敗したら
コールを終了（Fail Call If MTP
Allocation Fails）]サービスパ
ラメータ

[TRPの割り当てに失敗したら
コールを終了（Fail Call If TRP
Allocation Fails）]サービスパ
ラメータ

可TrueTrue

可FalseTrue

はい（MTPが H.323エンドポ
イントに必要な場合）。いい

え（MTPが SIPエンドポイン
トに必要な場合）

TrueFalse
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UnifiedCMがコールを終了する
かどうか

[MTPの割り当てに失敗したら
コールを終了（Fail Call If MTP
Allocation Fails）]サービスパ
ラメータ

[TRPの割り当てに失敗したら
コールを終了（Fail Call If TRP
Allocation Fails）]サービスパ
ラメータ

不可FalseFalse

MTP/TRPリソースが不足した場合のコールの自動終了が有効化されていない

次の表に、MTPまたはTRPのリソースが不足しており、[信頼されたリレーポイントの割り当
てに失敗したらコールを終了（Fail Call If Trusted Relay Point Allocation Fails）]と [MTPの割り当
てに失敗したらコールを終了（Fail Call IfMTPAllocationFails）]のサービスパラメータが [False]
に設定されている場合のコール動作を示します。

コールの動作リソース割り当て

のステータス

TRPを使用 =はい
（Yes）

MTPが必須=はい
（Yes)

パススルーのサポートが存在しない

ため、オーディオコールのみ。

TRP割り当て済みYY

オーディオコールのみ。 TRPのサ
ポートは存在しません。

MTPのみYまたは NY

H.323エンドポイントで [メディアの
終了点が必須（Media Termination
Point Required）]チェックボックス
がオンになっている場合、補足サー

ビスは無効になります。

割り当てなしYまたは NY

エンドポイントの機能に応じてオー

ディオまたはビデオ通話、および

コールアドミッション制御

（CAC）。補足サービスは引き続き
機能します。

TRP割り当て済みYN

音声またはビデオ通話。補足サービ

スは引き続き機能しますが、TRPの
サポートは存在しません。

割り当てなしYN

アナンシエータの概要

アナンシエータは、Cisco Unified Communications Managerで動作し、録音されたメッセージや
トーンを Cisco IP電話およびゲートウェイに送信することが可能な、SCCPソフトウェアデバ
イスです。そのノード上で Cisco IP Voice Media Streaming serviceをオンにすると、アナンシ
エータがクラスタノード上でアクティブ化されます。MLPP、SIPトランク、IOSゲートウェ
イ、ソフトウェア会議ブリッジなどの機能は、定義済みのメッセージを一方向のメディアスト
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リーム経由で電話機またはゲートウェイに送信するように、アナンシエータに依存していま

す。さらに、

• IPv4と IPV6の両方がサポートされています。アナンシエータは、システムのプラット
フォームが IPv6に対して設定されており、IPv6エンタープライズパラメータが有効化さ
れている場合、自動的にデュアルモードに設定されます。

• SRTPがサポートされています

アナンシエータのスケーラビリティ

デフォルトでは、アナンシエータは 48のメディアストリームを同時にサポートしています。
追加ノードでアナンシエータをアクティブにするか、[コール数（Call Count）]サービスパラ
メータを使用してアナンシエータのメディアストリームのデフォルト数を変更することで、

キャパシティを増やすことができます。ただし、当該のノードでCisco CallManagerサービス
が非アクティブ化されていない限り、ノードでこの値を増やすことは推奨しません。

Cisco CallManagerサービスが実行されていない専用のサブスクライバノードでアナンシエー
タを実行する場合、アナンシエータは最大255の同時アナウンスストリームをサポートできま
す。専用のサブスクライバーノードが 1万ユーザの OVAバーチャルマシン設定に適合する場
合、警報装置は最大 400の同時アナウンスストリームをサポートできます。

コール処理の負荷が高い Unified Communications Managerノードではアナンシエータをア
クティブにしないでください。

注意

会議ブリッジを使用したアナンシエータ

このアナンシエータは、次の条件の下で会議ブリッジに使用できます。

•アナンシエータを含むメディアリソースグループリストが、会議ブリッジが存在するデ
バイスプールに割り当てられている場合。

•アナンシエータがデフォルトのメディアリソースとして設定されている場合。

メディアリソースグループリストが会議を制御するデバイスに直接割り当てられている場合

は、会議ブリッジでアナンシエータを使用できません。

会議ごとにアナウンスを1つだけサポートします。現在のアナウンスの再生中に、システムが
別のアナウンスを要求した場合は、新しいアナウンスによって再生中のアナウンスがプリエン

プション処理されます。

デフォルトの警報装置アナウンスとトーン

Cisco Unified Communications Managerでは Cisco IP Media Streaming Applicationサービスが有効
になると、録音されたアナンシエータアナウンスを自動的に提供します。アナウンスまたは

トーンは、次の条件で再生されます。
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•アナウンス：Cisco Multilevel Precedence and Preemption用に設定されたデバイス向けに再
生されます

•割り込み音：参加者がアドホック会議に参加する前に聞こえます

•リングバックトーン: IOSゲートウェイを介してPSTN経由でコールを転送する場合、コー
ルがアクティブになっていてもゲートウェイが音を再生できないため、アナンシエータが

トーンを再生します。

•リングバックトーン：H.323クラスタ間トランクを介してコールを転送するときに、トー
ンを再生します。

•リングバックトーン：SCCPを実行している電話機から SIPクライアントにコールを転送
するとき、トーンを再生します。

デフォルトの録音されたアナンシエータアナウンスを変更したり、アナウンスを追加すること

はできません。 Cisco Unified Communications Manager Locale Installerがインストール済みで
Cisco Unified IP Phoneまたはデバイスプールのロケール値を設定した場合には、アナウンスの
ローカリゼーションがサポートされます。ロケールインストーラとユーザおよび（対応する）

ネットワークロケール用にインストールするファイルの詳細については、『Installing Cisco

Unified Communications Manager（Cisco Unified Communications Managerのインストール）』を
参照してください。ロケールインストーラをダウンロードするには、www.cisco.comのサポー
トページを参照してください。

表 9 :録音済みのアナンシエータアナウンス

アナウンス条件

緊急度の高い電話が使用中のため、電話をおつなぎできま

せん。一度電話をお切りになってから、もう一度おかけ

直しください。これは録音メッセージです。

同等またはそれ以上の優先コール

が進行中です。

緊急度の高い電話が使用中のため、電話をおつなぎできま

せん。一度電話をお切りになってから、もう一度おかけ

直しください。これは録音メッセージです。

優先順位のアクセス制限が存在し

ます。

ご使用になった優先度は、回線で認証されていません。

認証された優先度をお使いになるか、交換手までお問い合

わせください。これは録音メッセージです。

許可されない優先順位の使用を試

みた人物がいます。

おかけになった番号は、大変込み合っており、この番号に

は割り込み機能が備わっておりません。一度電話をお切

りになってから、もう一度おかけ直しください。これは

録音メッセージです。

コールがビジー状態です。または

管理者がコール待機用または優先

処理用のディレクトリ番号を設定

していません。

おかけになった電話番号では、正しくおつなぎできませ

ん。番号を確認してからもう一度おかけ直しいただくか、

交換手までお問い合わせください。これは録音メッセー

ジです。

システムがコールを確立できませ

ん。
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アナウンス条件

サービス障害のため、電話をおつなぎできません。緊急

の場合は、交換手までお電話ください。これは録音メッ

セージです。

サービスが中断されました。

次の表に、警報機でサポートされているトーンを示します。

表 10 :トーンの説明

説明タイプ（Type）

ダイヤルされた番号が使用中の場合は、ビジートーンが聞こえます。話中音

参加者がアドホック会議に参加する前に会議割り込みトーンが聞こえます。割り込みトーン

次のシナリオでは、アラートトーンが聞こえます。

• IOSゲートウェイを使用して PSTN経由でコールを転送するとき

• H.323クラスタ間トランクを介してコールを転送するとき

• SCCP電話機から SIPクライアントにコールを転送するとき

リングバック

トーン

自動音声応答の概要

Interactive Voice Response（IVR）デバイスを使用すると、Cisco Unified CommunicationsManager
は、録音済みの機能アナウンス（.wavファイル）をCisco Unified IP Phoneやゲートウェイなど
のデバイスに再生できます。これらのアナウンスは、[今すぐ会議(Conference Now)]のような
IVRアナウンスが必要な機能を使用するデバイスで再生されます。

ノードを追加すると、IVRデバイスがそのノードに自動的に追加されます。 IVRデバイスは、
Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスがそのノード上で有効化されるまで、非ア
クティブなままです。

IVRはデフォルトで 48人の同時発信者をサポートします。 Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスパラメータを使用して、IVR発信者の数を変更できます。ただし、ノー
ド上で 48の IVR発信者を超えないようにすることをお勧めします。 [今すぐ会議(Conference
Now)]への参加に必要な IVRへの同時コールに基づいて、IVRの発信者数を設定できます。

コール処理負荷の高い Cisco Unified Communications Managerノードでは IVRデバイスを
有効化しないでください。

注意

デフォルトの IVRアナウンスとトーン

CiscoUnifiedCommunicationsManagerではCisco IPMediaストリーミングアプリケーションサー
ビスが有効になると、録音された一連の自動音声応答（IVR）アナウンスを自動的に提供しま
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す。デフォルトの録音済みの IVRアナウンスを置き換えることができます。アナウンスは、
次の条件で再生されます。

表 11 :録音済みの IVRアナウンス

条件アナウンス

出席者が誤ったアクセスコードを入力し最大試行回数を超え

た場合に再生されます。

ConferenceNowAccessCodeFailed
アナウンス

出席者が誤ったアクセスコードを入力したときに再生されま

す。

ConferenceNowAccessCodeInvalid
アナウンス

会議の開始中に会議ブリッジのキャパシティ制限を超える場

合に再生されます。

ConferenceNowCFBFailedアナ
ウンス

出席者が会議に参加しホストが出席者のアクセスコードを設

定するときに再生されます。

ConferenceNowEnterAccessCode
アナウンス

主催者または出席者がミーティングに参加しようとするとき

に再生されます。

ConferenceNowEnterPINアナウ
ンス

ホストが、正しい PINを入力するための最大試行回数を超え
た後に再生されます。

ConferenceNowFailedPINアナ
ウンス

今すぐ会議用のグリーティングプロンプトを再生します。ConferenceNowGreetingアナウ
ンス

ホストが間違った PINを入力したときに再生されます。ConferenceNowInvalidPINアナ
ウンス

ホストまたは出席者が誤ったアクセスコードを入力し最大試

行回数を超えた場合に再生されます。

ConferenceNowNumberFailedア
ナウンス

ホストまたは出席者が間違ったミーティング番号を入力した

ときに再生されます。

ConferenceNowNumberInvalid
アナウンス
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自動音声応答制限

制約事項機能

自動音声応答 (IVR)は、共通のメディアデバイスドライバー
経由でリアルタイムプロトコル (RTP)ストリームを使用しま
す。このデバイスドライバは、保留音（MOH）ソフトウェア
メディアターミネーションポイント（MTP）、ソフトウェア
会議ブリッジ（CFB）、アナンシエータなどの Cisco IP Voice
Mediaストリーミングアプリケーションサービスが提供する
その他のソフトウェアメディアデバイスによっても利用され

ます。

大きなコールボリュームを設定すると、システムのパフォー

マンスに影響します。これは、同じサーバノード上で

CallManagerサービスがアクティブになっている場合のコール
処理にも影響します。

ロードバランシング

IVRは、帯域外 (OOB)のDTMFディジットコレクション方式
のみをサポートしています。通話デバイスとIVRの間にDTMF
機能の不一致がある場合、MTPが割り当てられます。

DTMFディジット

IVRがサポートしているのは、G.711 (つまり、a-lawと
mu-law)、G.729、ワイド帯域 256mbのみです。発信側デバイ
スと IVRの間でコーデックが一致していない場合、トランス
コーダが割り当てられます。

コーデック

アナウンスの概要

Cisco Unified Communications Manager Administrationで、メニューパス [メニューリソース] >
[アナウンス（Announcements）]を使用して、アナウンスを設定します。アナウンスには次の
2つの分類があります。

• [システムアナウンス（System Announcements）]：通常のコール処理で使用されるか、機
能アナウンスのサンプルとして提供される、事前定義されたアナウンス。

• [機能アナウンス（FeatureAnnouncements）]：保留音（MOH）、コールキューイングまた
は外部コール制御を伴うハントパイロットなどの特定の機能で使用されます。シスコが

提供するオーディオファイルをアップロードするか、またはカスタムの .wavファイル
をアップロードすることで、機能アナウンスをカスタマイズできます。すべてのカスタム

アナウンスの .wavファイルを、クラスタ内のすべてのサーバにアップロードします。

トランクまたはゲートウェイ経由で接続している場合は、警告やリオーダー音などのカ

スタムアナウンスが再生されることがあります。ただし、2台の IP電話間、または IP
電話と Jabberクライアントの間のコールでは、カスタムアナウンスは再生されません。

（注）
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形式

アナウンスに推奨される形式には次の仕様が含まれます。

• 16ビットパルス符号変調（PCM）wavファイル

•ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、または 8 kHzのサンプルレート

デフォルトのアナウンス

カスタムアナウンスwavファイルをアップロード、またはシステムアナウンス用にシスコが提
供したファイルを変更することは可能です。ただし、アナウンス識別子を変更することはでき

ません。たとえば、発信者が無効な番号をダイヤルすると、システムアナウンス（VCA_00121）
が再生されます。これは一般に「空席コールのアナウンス」として知られています。

表 12 : [アナウンスの検索と一覧表示(Find and List Announcements)]ウィンドウのアナウンス

説明[アナウンスID(Announcement Identifier)]

システム：現在使用されていないGone_00126

システム：MLPPビジーが備わっていないMLPP-BNEA_00123

システム：MLPP以上の優先レベルMLPP-BPA_00122

システム：MLPPサービス障害MLPP-ICA_00120

システム：MLPP優先順位のアクセス制限MLPP-PALA_00119

システム：MLPPで許可されていない優先レ
ベル

MLPP-UPA_00124

接続するには 1を押してくださいMobility_VMA

システム：モニタリングまたは録音中MonitoringWarning_00055

システム：録音中RecordingWarning_00038

システム：一時的に利用不可TemporaryUnavailable_00125

システム：欠番/無効な番号がダイヤルされたVCA_00121

ビルトイン：キューに入った発信者用の定期

的なアナウンス（サンプル）

Wait_In_Queue_Sample

ビルトイン：発信者へのグリーティング（サ

ンプル）

Welcome_Greeting_Sample
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メディアリソースの設定タスクフロー
システムのメディアリソースを設定するには、この手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPVMSサービスを有効化すると、サー
バ上のソフトウェアメディアリソース

がアクティブ化されます。

ソフトウェアメディアリソースのアク

ティブ化（158ページ）
ステップ 1

システムのメディアターミネーション

ポイント（MTP）を設定します。
メディアターミネーションポイントの

設定（158ページ）
ステップ 2

システムにトランスコーダリソースを

追加します。

トランスコーダの設定（159ページ）ステップ 3

システムの IVRのデフォルト設定を指
定します。

自動音声応答（IVR）の設定（159ペー
ジ）

ステップ 4

アナンシエータのシステム設定を指定

します。

アナンシエータの設定（160ページ）ステップ 5

メディアリソースをメディアリソース

グループに追加します。異なるリソー

メディアリソースグループの設定

（161ページ）
ステップ 6

スの組み合わせで複数のグループを設

定します。

エンドポイントまたはエンドポイント

のクラスに割り当てることができるメ

メディアリソースグループリストの

設定（161ページ）
ステップ 7

ディアリソースグループのリストを作

成します。

メディアリソースをデバイスまたはデ

バイスプールに割り当てることで、エ

デバイスまたはデバイスプールへのメ

ディアリソースの割り当て（162ペー
ジ）

ステップ 8

ンドポイントがメディアリソースを使

用できるようにします。

（オプション）特定のアナウンスの設

定を指定します。アナウンスは、通常

アナウンスの設定（162ページ）ステップ 9

の処理で使用されるほか、保留音また

は IVRなどの機能で使用されます。

（オプション）録音済みのアナウンス

をアップロードします。新規または既

カスタマイズされたアナウンスのアッ

プロード（163ページ）
ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

存のアナウンスにファイルを割り当て

ます。

ソフトウェアメディアリソースのアクティブ化

次のソフトウェアメディアリソースを有効にするには、Cisco IP Voice Media Streamingサー
ビスをアクティブ化します。

•アナンシエータ

•音声自動応答（IVR）（Interactive Voice Response (IVR)）

•メディアターミネーションポイント（MTP）

•ソフトウェア会議ブリッジ

•保留音

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]から、Unified Communications Managerパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [Cisco IP Voice Media Streaming Service]をオンにして [保存（Save）]をクリックします。

メディアターミネーションポイントの設定

ソフトウェアメディアポイント (MTP)を設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

ソフトウェアのメディアの終了点（MTP）をアクティブにするには、Cisco IP VoiceMediaサー
ビスが実行されている必要があります。

必要なMTPリソース数と、これらのリソースの提供に必要なMTPデバイス数を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[メディアリソース（Media Resources）] > [メディアの
終了点（Media Termination Point）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。
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• [検索（Find）]をクリックし、既存のMTPを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックし、新規MTPを作成します。

ステップ 3 [メディアターミネーションポイント名（Media Termination Point Name）]を割り当てます。

ステップ 4 デバイスプールを割り当てます。

ステップ 5 このMTPを信頼されたリレーポイント（TRP）として指定する場合は、[信頼されたリレーポ
イント]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

トランスコーダの設定

トランスコーダは、あるコーデックからの入力ストリームを、別のコーデックを使用し出力ス

トリームに変換するデバイスです。

始める前に

IVRがアクティブになるためには、Cisco IP Voice Media Streamingサービスが実行されている
必要があります。

必要なトランスコーダリソースの数とリソースの提供に必要なトランスコーダデバイスの数

を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationにログインし、[メディアリソース（Media Resources）] > [ト
ランスコーダ（Transcoder）].を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のトランスコーダを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
• [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [トランスコーダタイプ（Transcoder Type）]を選択します。

ステップ 4 トランスコーダの [MACアドレス（MAC Address）]を入力します。

ステップ 5 ドロップダウンメニューから [デバイスプール（Device Pool）]を割り当てます。

ステップ 6 このトランスコーダをトラステッドリレーポイントとして使用する場合は、[信頼されたリ
レーポイント（Trusted Relay Point）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

自動音声応答（IVR）の設定
IVRの設定項目を指定するには、この手順を使用します。
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始める前に

自動音声応答（IVR）がアクティブになるためには、Cisco IP VoiceMedia Streamingサービスが
実行されている必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[メディアリソース（Media Resources）] > [自動音声応答
（Interactive Voice Response）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、IVRを選択します。

ステップ 3 [Name]と [Description]を入力します。

ステップ 4 IVRコールでトラステッドリレーポイントを使用する場合は、[信頼されたリレーポイントを
使用（Use Trusted Relay Point）]ドロップダウンを [オン（On）]に設定します。

ステップ 5 [自動音声応答の設定（Interactive Voice Response Configuration）]ウィンドウで、残りのフィー
ルドを入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

アナンシエータの設定

アナンシエータのシステム設定を指定します。

始める前に

アナンシエータがアクティブになるためには、Cisco IP Voice Media Streamingサービスが実行
されている必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで [メディアリソース（Media Resources）] > [アナンシエータ
（Annunciator）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、アナンシエータを選択します。

ステップ 3 [Name]と [Description]を入力します。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 5 アナンシエータでトラステッドリレーポイントを使用する場合は、[信頼されたリレーポイン
トを使用（Use Trusted Relay Point）]ドロップダウンを [オン（On）]に設定します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。
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メディアリソースグループの設定

メディアリソースグループには、エンドポイントまたはエンドポイントのグループに割り当て

るメディアリソースの一覧が含まれています。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationで、[メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソー
スグループ（Media Resource Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のメディアリソースグループを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
•新しいメディアリソースグループを作成するには、[新規追加（AddNew）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）]ウィンドウで各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 4 グループの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 5 [使用可能なメディアリソース（Available Media Resources）]から、このグループに追加するリ
ソースを選択し、矢印を使用してリソースを [選択されたメディアリソース（Selected Media
Resources）]に移動します。

ステップ 6 （任意）保留音オーディオにマルチキャストを使用するには、[MOHオーディオにマルチキャ
ストを使用（Use Multi-cast for MOH Audio）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

メディアリソースグループリストの設定

メディアリソースグループの優先順位付けされたリストの作成このリストは、個々のデバイス

またはデバイスプールに割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソー
スのグループリスト（Media Resource Group List）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のリストを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
•新しいリストを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 メディアリソースグループリストの [名前（Name）]を入力します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
161

システムコンポーネント

メディアリソースグループの設定



ステップ 4 [使用可能なメディアリソースグループ（Available Media Resource Groups）]から、追加するグ
ループを選択し、矢印を使用して [選択されたメディアリソースグループ（Selected Media
Resource Groups）]に移動させます。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

エンドポイントでこれらのメディアリソースを使用するには、デバイスプール、ゲー

トウェイポート、またはデバイスにリストを割り当てる必要があります。

（注）

デバイスまたはデバイスプールへのメディアリソースの割り当て

優先順位付きのメディアリソースグループのリストをデバイスプールまたは個別のデバイス

に関連付けることで、エンドポイントにメディアリソースを割り当てます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択しま
す。

•デバイスプールにメディアリソースを追加するには、[システム（System）] > [デバイス
プール（Device Pools）]を選択します。

•エンドポイントにメディアリソースを直接追加するには、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、これらのメディアリソースを割り当てるデバイスプールまた
はデバイスを選択します。

ステップ 3 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストか
ら、リストを選択します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ステップ 5 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。
デバイス名および適切な設定変更を示した [設定の適用（Apply Configuration）]ウィンドウが
表示されます。

アナウンスの設定

システムアナウンスまたは機能アナウンスとして使用できるアナウンスを設定することができ

ます。システムアナウンスは、コール処理またはサンプル機能アナウンスを使用するために使

用されますが、機能アナウンスは、ハントパイロットのコールキューまたは外部コール制御と

関連付けられた特定の機能 (MOH)などに使用されます。

既存のアナウンスを変更したり、Cisco Unified Communications Managerで新しいアナウンスを
設定したりすることができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックして、編集する既存のアナウンスを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいアナウンスを追加します。

ステップ 3 [アナウンスの設定]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

カスタマイズされたアナウンスのアップロード

別のアナウンスを使用して、アップロードしたカスタム .wavファイルを伴うデフォルトのア
ナウンスを変更することができます。音声ソースファイルをインポートすると、Unified
Communications Managerがファイルを処理し、保留音(MOH)サーバでの使用に適した形式に
ファイルを変換します。

アナウンスはロケール（言語）で特定されます。インストールに複数の言語ロケールが

使用されている場合、各カスタムアナウンスは各言語で別個の .wavファイルとして録音
し、正しいロケール指定でアップロードする必要があります。また、米国英語以外の言

語のカスタムアナウンス .wavファイルをアップロードする前に、正しいロケールパッ
ケージを各サーバにインストールする必要もあります。

MoHオーディオソースなど、アナウンスに推奨される形式には次の仕様が含まれます。

• 16ビット PCM .wavファイル

•ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、または 8 kHzのサンプルレート

Unified Communications Managerの [アナウンスの検索と一覧表示（Find and List
Announcements）]ウィンドウで、ハイパーリンクが設定されていないアナウンスは更新で
きません。このウィンドウでハイパーリンクされた下線付きのシスコ提供のアナウンス

の場合は、カスタマイズされたアナウンスを追加できます。たとえば、MLPP-ICA_00120
とMonitoringWarning_00055があります。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）]を選択します。

ステップ 2 [アナウンスの検索と一覧表示（Find and List Announcements）]ウィンドウで、検索条件を入力
して、[検索（Find）]をクリックし、結果リストからアナウンスのハイパーリンクをクリック
します。

ステップ 3 [アナウンスの設定（Announcement Configuration）]ウィンドウで、[ファイルのアップロード
（Upload File）]をクリックします。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（UploadFiles）]ポップアップウィンドウから、ロケールを選択し、
ファイル名を入力して参照し、.wavファイルを選択して、[ファイルのアップロード（Upload
File）]をクリックします。

アップロードプロセスが始まり、処理が完了した後にステータスが更新されます。 [閉じる
（Close）]を選択して [ファイルのアップロード（Upload File）]ウィンドウを閉じます。

ステップ 5 （任意）UnifiedCommunicationsManagerでシスコが提供するアナウンスを再生する代わりに、
カスタマイズしたアナウンスを再生する場合は、[アナウンスの設定（Announcements
Configuration）]ウィンドウの [ロケール別のアナウンス（Announcement by Locale）]ペイン
で [有効（Enable）]チェックボックスをオンにします。

[有効（Enable）]チェックボックスがオフになっている場合、Unified Communications Manager
は、シスコが提供するアナウンスを再生します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

次のタスク

クラスタ内のサーバ間ではアナウンスファイルが伝搬されないため、クラスタ内の各ノードに

アナウンスをアップロードします。クラスタ内の各サーバで Cisco Unified Communications
Managerの管理を参照し、アップロードプロセスを繰り返します。
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第 14 章

会議ブリッジの設定

•会議ブリッジの概要（165ページ）
•会議ブリッジタイプ（165ページ）
•会議ブリッジの設定タスクフロー（172ページ）

会議ブリッジの概要
Cisco Unified Communications Managerの会議ブリッジは、ソフトウェアまたはハードウェアア
プリケーションで、アドホックおよびミートミーの両方式の音声会議を可能にするように設計

されています。追加の会議ブリッジタイプは、ビデオ会議など、その他の会議タイプをサポー

トします。どの方式の会議ブリッジも、複数の参加者による複数の会議を同時にサポートして

います。ハードウェア会議とソフトウェア会議の両方の会議ブリッジを同時にアクティブにす

ることができます。ソフトウェアの会議デバイスとハードウェアの会議ブリッジでは、サポー

トするストリームの数とコーデックのタイプについて違いがあります。新しいサーバを追加す

ると、システムによってソフトウェア会議ブリッジが自動的に追加されます。

Cisco Unified Communications Managerサーバが作成されると、ソフトウェア会議ブリッジ
も自動的に作成され、削除できません。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration
に会議ブリッジソフトウェアを追加することはできません。

（注）

会議ブリッジタイプ
Cisco Unified Communications Managerの管理ページには、次の会議ブリッジタイプが存在しま
す。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
165



表 13 :会議ブリッジタイプ

説明会議ブリッジタイプ

このタイプは Cisco Catalyst 4000および 6000音声ゲートウェイモ
ジュールをサポートし、次の会議セッション数をサポートします。

Cisco Catalyst 6000

• G.711またはG.729a会議：1ポート当たりの参加者数 32人、
1会議当たりの最大参加者数6人、1モジュール当たりの合計
参加者数 256人、参加者数 3人でのブリッジの数は 10。

• GSM：1ポート当たりの参加者数 24人、1会議当たりの最大
参加者数 6人、1モジュール当たりの合計参加者数 192人。

Cisco Catalyst 4000

G.711会議のみ：会議参加者数 24人。各会議の参加者が 6人の場
合、会議の最大数は 4。

シスコ会議ブリッジの

ハードウェア

ソフトウェア会議デバイスは、デフォルトで G.711コーデックをサ
ポートします。

このタイプの発信者の最大数は 256です。256の設定では、ソフト
ウェア会議ブリッジがそれぞれ 4当事者の 64の会議セッションをサ
ポートできます。会議セッションでの発信者の最大数は、最大アド

ホック会議と最大MeetMe会議のユニキャストサービスパラメータに
よって指定されます。

このタイプの会議ブリッジ (SWカンファレンスブリッジ)は
簡単に実装できます。参加者の数が多い場合は、単純な合

計アルゴリズムを使用している当事者を識別できないので、

会議の音声品質が低下する可能性があります。

注意

Cisco Conference Bridge
Software

• NM-HDVまたは NM-HDV-FARMネットワークモジュールを使
用。

• G.711 a/mu-law、G.729、G.729a、G.729b、および G.729abの参加
者が 1つの会議に参加可能です。

•最大 6人の参加者が 1つの会議コールに参加可能です。

Cisco Unified Communications Managerは、会議リソースをコールに動
的に割り当てます。

Cisco IOS Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Routerの詳細
については、この製品に付属の Cisco IOSのドキュメントを参照して
ください。

Cisco IOS Conference
Bridge
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説明会議ブリッジタイプ

• Cisco2800シリーズおよび3800シリーズの音声ゲートウェイルー
タ上でオンボードの Cisco Packet Voice/Fax Digital Signal Processor
Modules（PVDM2）を使用、あるいは NM-HDネットワークモ
ジュールまたは NM-HDV2ネットワークモジュールを使用。

• G.711 a-law/mu-law、G.729、G.729a、G.729b、G.729ab、GSMFR、
および GSM EFRの参加者が 1つの会議に参加可能です。

•最大 8人の参加者が 1つのコールに参加可能です。

ISR4000ルータおよび
SM-X-PVDM-3000/SM-X-PVDM-2000/SM-X-PVDM-1000/SM-X-PVDM-500
では、UnifiedCommunicationsManagerの最大ストリームは 4096に制限さ
れているため、各会議ブリッジプロファイルで最大 512のセッションを
登録できます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、会議リソースをコールに動
的に割り当てます。

Cisco IOS Enhanced Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Router
の詳細については、この製品に付属の Cisco IOSのドキュメントを参
照してください。

この会議ブリッジタイプでは、ISR4000シリーズゲートウェイが展開
されている場合に、サポートされている SIP電話の
AES_CM_128_HMAC_SHA1_80でのSRTPメディア暗号化をサポート
しています。 SCCP電話とサポートされていない SIP電話は、
AES_CM_128_HMAC_SHA1_32暗号化にフォールバックします。

ゲートウェイのロードが暗号化をサポートしていることを

確認してください。サポートの詳細については、ゲートウェ

イのドキュメントを参照してください。

（注）

Cisco IOS強化ブリッ
ジ

この会議ブリッジタイプは、Cisco Catalyst 6500シリーズおよびCisco
7600シリーズの Communication Media Module（CMM）をサポートし
ます。

これは、会議ごとに最大 8人の参加者、ポートアダプタごとに最大
64の会議をサポートします。この会議ブリッジタイプでは、次のコー
デックをサポートしています。この会議ブリッジタイプでは、アド

ホック会議をサポートしています。

• G.711 a-law/mu-law

• G.729 annex Aおよび annex B

• G.723.1

Cisco Conference Bridge
（WS-SVC-CMM）

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
167

システムコンポーネント

会議ブリッジタイプ



説明会議ブリッジタイプ

Cisco Video Conference Bridgeは、Cisco IP Video Phone、H.323エンド
ポイント、および音声専用の Cisco Unified IP Phoneにオーディオおよ
びビデオによる会議機能を提供します。Cisco Video Conference Bridge
はビデオの H.261、H.263、および H.264コーデックに対応していま
す。

Cisco Video Conference
Bridge（IPVC-35xx）

第 2世代シスコサービス統合型ルータ（ISR G2）は、アドホックビ
デオ会議とミートミービデオ会議をサポートする IOSベースの会議
ブリッジとして動作できます。ルータを会議ブリッジとして機能さ

せるには、DSPモジュールをルータに取り付ける必要があります。

異種間ビデオ会議では、すべての会議参加者が、異なるビデオフォー

マット属性を使用する電話機を使用して、会議ブリッジに接続しま

す。異種間会議では、さまざまなフォーマット間で信号を変換する

ために DSPのトランスコーディング機能およびトランスサイジング
機能が必要です。

異種間ビデオ会議の場合、発信側は、次のいずれかの状況の場合に、

オーディオ参加者として会議に接続します。

• DSPリソースが十分でない。

•ビデオ電話機の機能をサポートするように会議ブリッジが設定さ
れていない。

ISR G2ルータでのビデオ会議の詳細については、ドキュメント
『Configuring Video Conferences and Video Transcoding（ビデオ会議と

ビデオトランスコーディングの設定）』を参照してください。

Cisco IOS
Heterogeneous Video
Conference Bridge

第 2世代シスコサービス統合型ルータ（ISR G2）は、アドホックと
ミートミーの音声会議およびビデオ会議をサポートする IOSベースの
会議ブリッジとして動作できます。ルータを会議ブリッジとして機

能させるには、DSPモジュールをルータに取り付ける必要がありま
す。

会議のオーディオ部分向けに DSPリソースが留保されますが、ビデ
オサービスは保証されません。テレビ電話の発信側は、会議の開始

時点で DSPリソースが使用可能であれば、ビデオサービスを利用で
きます。使用可能でない場合、発信側はオーディオ参加者として会

議に接続します。

ISR G2ルータでのビデオ会議の詳細については、ドキュメント
『Configuring Video Conferences and Video Transcoding（ビデオ会議と

ビデオトランスコーディングの設定）』を参照してください。

Cisco Guaranteed Audio
VideoConferenceBridge
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説明会議ブリッジタイプ

第 2世代シスコサービス統合型ルータ（ISR G2）は、アドホックビ
デオ会議とミートミービデオ会議をサポートする IOSベースの会議
ブリッジとして動作できます。ルータを会議ブリッジとして機能さ

せるには、DSPモジュールをルータに取り付ける必要があります。

Cisco IOS Homogeneous Video Conference Bridgeは、同種間ビデオ会議
をサポートする IOSベースの会議ブリッジタイプを指定します。同
種間ビデオ会議は、すべての参加者が同じビデオフォーマット属性

を使用して接続するビデオ会議です。すべてのテレビ電話が同じビ

デオフォーマットをサポートし、会議ブリッジは同じデータストリー

ムフォーマットをすべてのビデオ参加者に送信します。

会議ブリッジが電話機のビデオフォーマットをサポートするように

設定されていない場合、その電話機の発信側は、オーディオのみの参

加者として会議に接続します。

ISR G2ルータでのビデオ会議の詳細については、ドキュメント
『Configuring Video Conferences and Video Transcoding（ビデオ会議と

ビデオトランスコーディングの設定）』を参照してください。

Cisco IOS同種間ビデ
オ会議ブリッジ（Cisco
IOS Homogeneous
Video Conference
Bridge）
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説明会議ブリッジタイプ

Cisco TelePresence MCUは、Cisco Unified Communications Manager用
のハードウェア会議ブリッジのセットです。

Cisco TelePresence MCUは、高解像度（HD）のマルチポイントビデ
オ会議ブリッジです。毎秒 30フレームで最大 1080pの性能を持ち、
あらゆる会議で十分な連続表示を実現し、フルトランスコーディング

機能を備えているため、マルチベンダーのHDエンドポイント環境に
最適です。

Cisco TelePresence MCUでは、シグナリングコール制御プロトコルと
してSIPをサポートしています。詳細に設定でき、システムおよび会
議を制御およびモニタする、ビルトインWebサーバを装備していま
す。 Cisco TelePresence MCUには、HTTP通信による XML管理 API
が用意されています。

Cisco TelePresence MCUを使用すると、アドホックとミートミーの両
方の音声会議とビデオ会議を実現できます。どの方式の会議ブリッ

ジも、複数の参加者による複数の会議を同時にサポートしています。

Cisco Unified Communications Managerは、Unified Communications
Managerと Cisco TelePresence MCUの間で Binary Floor Control Protocol
によるプレゼンテーション共有をサポートします。

Cisco TelePresence MCUは、ポート予約モードで設定する必要があり
ます。詳細については、『Cisco TelePresence MCUコンフィギュレー

ションガイド』を参照してください。

CiscoTelePresenceMCUは、一般的なアウトオブバンドDTMF
方式をサポートしていません。デフォルト設定では、Cisco
Unified Communications Managerはメディアターミネーショ
ンポイント（MTP）を必要としません。ただし、[メディア
の終了点が必須（Media Termination Point Required）]チェッ
クボックスがオンになっている場合は、Cisco Unified
CommunicationsManagerによってMTPが割り当てられ、SIP
トランクは RFC 2833に従って DTMFをネゴシエートしま
す。

（注）

Cisco TelePresence
MCU
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説明会議ブリッジタイプ

CiscoTelePresenceConductorを使用すると、会議の管理をインテリジェ
ントに制御できます。Cisco TelePresence Conductorは、クラスタ化を
サポートする、拡張性の高いデバイスで、MCU間のロードバランシ
ングを行い、複数のデバイスを利用可能にします。管理者は、アプ

ライアンスまたは VMware上の仮想アプリケーションとして Cisco
TelePresence Conductorを導入して、Cisco Unified Computing System
（CiscoUCS）プラットフォームまたはサードパーティベースのプラッ
トフォームをサポートすることができます。

Cisco TelePresence Conductorは、新しい会議ごとに最適な Cisco
TelePresenceリソースを動的に選択します。アドホック、「ミート
ミー」、およびスケジュールされた音声およびビデオ会議は動的に拡

大し、個々のMCUのキャパシティを超えることがあります。最大 3
つの Cisco TelePresence Conductorアプライアンスまたは仮想アプリ
ケーションをクラスタ化して、復元力をさらに高めることができま

す。 Cisco TelePresence Conductorアプライアンスまたは Cisco
TelePresence Conductorクラスタ 1つで、30 MCUまたは 2400 MCU
ポートをサポートします。

Cisco TelePresence
Conductor
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説明会議ブリッジタイプ

CiscoMeeting Server会議ブリッジソリューションにより、アドホック
会議、ミートミー会議、開催中の会議、ランデブー会議が可能になり

ます。会議ブリッジは、施設内での音声、ビデオ、ウェブ会議を実

現し、サードパーティのオンプレミスインフラストラクチャと連携

します。あらゆる規模の導入に拡張できるほか、必要に応じて徐々

に容量を増やすこともでき、組織の現在および将来のニーズに確実に

対応することができます。この会議ブリッジは高度な相互運用性を

提供します。任意の数の参加者が会議を作成し、参加することがで

きます。

•シスコまたはサードパーティの会議室システムまたはデスクトッ
プビデオシステム

• Cisco Jabberクライアント

• Ciscoミーティングアプリケーション（ネイティブ、または
WebRTC互換ブラウザを使用可能）

• Skype for Business

CiscoMeeting Server会議ブリッジを使用するには、CiscoMeeting Server
2.0以上のリリースが必要です。

Cisco Meeting Serverは、シグナリングコール制御プロトコルとして
SIPをサポートしています。詳細に設定でき、システムおよび会議を
制御およびモニタする、ビルトインWebサーバを装備しています。
CiscoMeeting Serverは、HTTPに対するXML管理APIを提供します。

Cisco Meeting Serverは、H.265ビデオコーデックと遠端カ
メラ制御をサポートしていません。

（注）

Cisco Meeting Server

会議ブリッジの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

アドホック音声会議とミートミー音声会

議を可能にするためにハードウェアまた

会議ブリッジの設定（173ページ）ステップ 1

はソフトウェア会議ブリッジを設定しま

す。

ネットワークに Cisco IOSコンファレン
スブリッジと Cisco IOS拡張会議ブリッ

会議ブリッジのサービスパラメータの設

定（173ページ）
ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

ジの両方が含まれている場合は、次の手

順を実行します。

この手順を実行して、会議ブリッジへの

SIPトランク接続を設定します。
会議ブリッジへのSIPトランク接続の設
定（174ページ）

ステップ 3

会議ブリッジの設定

アドホック音声会議とミートミー音声会議を可能にするためにハードウェアまたはソフトウェ

ア会議ブリッジを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[メディアリソース（Media Resources）] > [会議ブリッ
ジ（Conference Bridge）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [会議ブリッジの設定（ConferenceBridgeConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定しま
す。フィールドの説明の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

次のタスク

ネットワークにCisco IOS会議ブリッジおよびCisco IOSの拡張会議ブリッジが含まれる場合、
会議ブリッジのサービスパラメータの設定（173ページ）を実行します。

会議ブリッジのサービスパラメータの設定

ネットワークに Cisco IOSコンファレンスブリッジと Cisco IOS拡張会議ブリッジの両方が含
まれている場合は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Parameters (Features - Conference)）]セ
クションで、次のパラメータを 6に設定します。

• [アドホック会議の最大参加者数（Maximum Ad Hoc Conference）]
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• [ミートミー会議の最大ユニキャスト数（Maximum MeetMe Conference Unicast）]

ステップ 4 [保存]をクリックします。

会議ブリッジへの SIPトランク接続の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•新しい SIPトランクを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•その接続を既存のトランクに追加するには、[検索（Find）]をクリックし、適切なトラン
クを選択します。

ステップ 3 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]で、[SIP]を選択します。

ステップ 4 [トランクサービスの種類（Trunk Service Type）]で、[なし（None）]を選択します。

ステップ 5 [接続先（Destination）]領域で、会議ブリッジの IPアドレスまたはホスト名を追加して、会議
ブリッジのエントリを作成します。新しい回線が必要な場合は、(+)をクリックして追加する
ことができます。

ステップ 6 [正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストボックスから、正規化スク
リプトを選択します。たとえば、次のスクリプトは必須です。

• cisco-telepresence-conductor-interop：このトランクを Cisco TelePresence Conductorに接続
している場合は、このスクリプトを選択します。

• cisco-telepresence-mcu-ts-direct-interop：このトランクをCisco TelePresence ConductorMCU
に接続している場合は、このスクリプトを選択します。

• cisco-meeting-server-interop：このトランクをCiscoMeeting Serverに接続している場合は、
このスクリプトを選択します。

ステップ 7 [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。
フィールドとその設定のヘルプについては、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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第 15 章

拡張ロケーションコールアドミッション

制御の設定

•拡張ロケーションコールアドミッション制御の概要（175ページ）
•拡張ロケーション CACの前提条件（178ページ）
•拡張ロケーション CACのタスクフロー（178ページ）
•拡張ロケーション CACの連携動作の制限（182ページ）

拡張ロケーションコールアドミッション制御の概要
拡張ロケーションコールアドミッション制御（CAC）を使用すると、複雑なWANトポロジ
およびクラスタ間ネットワークを介したオーディオ品質とビデオの可用性を調整できます。こ

れには、多層ネットワークとマルチホップネットワークが含まれます。

ネットワークトポロジ全体のモデルを作成して、さまざまなロケーション（LAN）と、それ
らのロケーションを接続するWANリンクを示すことができます。個々のロケーションとWAN
リンクについて、そのリンク経由のすべてのコールで一度に使用可能な合計帯域幅を表す、帯

域幅の制限を割り当てます。特定のコールで帯域幅を使用できない場合、そのコールはビジー

信号によって拒否されます。これにより、WANリンクがオーバーサブスクライブされた結果
としてオーディオとビデオの品質が劣化するのを防ぐことができます。

ロケーション帯域幅マネージャ（LBM）レプリケーショングループのクラスタ間レプリケー
ション機能によって、クラスタ間ネットワーク全体にロケーション設定を複製することができ

るため、大規模なクラスタ間ネットワークでの管理が容易になります。

拡張ロケーション CACのコンポーネント

この機能では、次のコンポーネントを使用します。

•ロケーション：ロケーションは LANを表します。これは、エンドポイントを含み、また
は単にWANネットワークのモデル化に対してリンク間の中継場所として機能します。
Cisco Unified Communications Managerでは、最大 2,000のロケーションがサポートされま
す。
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•リンク：2つのロケーション間の接続です。この機能を設定するときは、個々のリンクに
帯域幅の割り当てと重み付けを割り当てます。

•重み付け：ロケーションの任意のペアの間で有効なパスを形成する、リンクの相対的な優
先順位。重み付けは、2つのロケーションの間に複数のパスが存在する場合にのみ使用さ
れます。重み付けは、有効なパス（累積された重み付けが最も小さいパス）を計算するた

めに使用されます。

•帯域幅割り当て：特定のタイプのトラフィック（オーディオ、デスクトップビデオ、イ
マーシブビデオ）に割り当てられた合計帯域幅。帯域幅は、ロケーション内のコールに

も割り当てることができます（デフォルト設定は [無制限（Unlimited）]）。

•ロケーション帯域幅マネージャ（LBM）：拡張ロケーション CACが機能するためには、
Cisco Unified Serviceabilityで機能サービスをアクティブ化する必要があります。このサー
ビスは、ネットワークモデルを収集し、ロケーション間の有効なパスを算出します。これ

は、発信側と着信側の間のすべてのリンクとロケーションの重み付けを加算し、累積され

た重み付けが最も小さいパスを選択することによって算出されます。

ロケーションとリージョンの関係

拡張ロケーションコールアドミッション制御でのロケーションの設定と、リージョンを組み

合わせて、コールの帯域幅を管理できます。

•リージョンの設定での帯域幅の割り当ては、2つのリージョン間でのコールでエンドポイ
ントが使用できる帯域幅の合計量を割り当てるものです。

•ロケーションの設定での帯域幅の割り当ては、ロケーション間でのコールで使用できる帯
域幅の総量を割り当てるものです。個別のコールについては、リージョンの設定での帯域

幅は、ロケーションの設定で使用可能になっている帯域幅から差し引かれます。たとえ

ば、ロケーションの設定により特定のリンクで 160 kb/sの帯域幅が使用可能になっている
場合、そのリンクでは、それぞれ 80 kb/sのG.711コールを同時に 2つサポートできます。

サーバの CPU使用率が急激に増加する可能性があるため、実稼働時間中に Location
Bandwidth Managerの帯域幅またはリンク設定を変更しないでください。

（注）

Cisco Unified CommunicationsManagerは、クラスタごとに最大 2,000のロケーションと 2,000の
リージョンをサポートします。

クラスタ間 LBMレプリケーション
ロケーション帯域幅マネージャのハブグループのクラスタ間レプリケーション機能を使用する

と、より大規模なクラスタ間ネットワーク全体でロケーションとリンク割り当てを複製できま

す。 LBMを LBMハブのロールに割り当てることで、メッシュされたクラスタ間ネットワー
ク全体で、ロケーションおよびリンク情報をアクティブに複製できます。 LBMハブは、共通
の接続を通じて互いを検出し、フルメッシュ型のレプリケーションネットワークを構成しま
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す。スポークのロールが割り当てられた LBMは、そのクラスタの LBMハブを介してクラス
タ間レプリケーションに間接的に参加できます。

クラスタ間トポロジの管理

クラスタ間ネットワークを設定して管理する方法は複数あります。次の表に、クラスタ間トポ

ロジの設定と管理に対する 2つのアプローチの概要を示します。

説明設計へのアプローチ

単一のクラスタを使用して、クラスタ間ネットワーク全体のすべての

リンクの帯域幅の割り当てを設定、管理します。この方法では、特

に、共通のロケーションが多い展開で、設定の負担が軽減されます。

クラスタ間の設定方法は次のとおりです。

管理クラスタで、トポロジ全体についてすべてのロケーションとリン

ク（帯域幅の割り当てと重み付けを含む）を設定します。この情報

は、クラスタ間ネットワークに複製されます。

トポロジ内の他のクラスタでは、次のことを設定します。

•ローカルクラスタについてのみロケーションを設定します。こ
れは、デバイスをロケーションに関連付けるためだけに設定しま

す。

•リンク情報は設定しないでください。

•ローカルクラスタ内のすべての帯域幅の割り当てを [無制限
（Unlimited）]のままにします。管理クラスタによって複製され
る帯域幅の割り当てがローカルクラスタでの割り当てよりも少

ない場合、制限が厳しい方の設定が適用されます。

ロケーションとリンク

の管理

このアプローチでは、次のように設定します。

•各クラスタ内で、ローカルのロケーションと、隣接するクラスタ
のみに対するリンク情報を設定します。

•隣接するクラスタに対してのみ、重み付けと帯域幅の割り当てを
含め、リンク情報を割り当てます。トポロジの残りの部分では、

により複製されます。

•各クラスタでHub_Noneロケーションの名前を変更する必要があ
ります。そうしないと、それがクラスタ全体で共通のロケーショ

ンになります。

•各クラスタには、一意のクラスタ IDが必要です。

これは、レプリケーションですべてのクラスタにわたって

一貫してクラスタ名を指定するために重要です。

（注）

クラスタ間のEnhanced
Locations CAC
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拡張ロケーション CACの前提条件
この機能を設定する前に、自社の LANおよびWANのネットワークトポロジを把握してくだ
さい。この情報は、ロケーションとリンクに帯域幅を割り当てるために必要です。

拡張ロケーション CACのタスクフロー
ご使用のシステムで拡張ロケーションコールアドミッション制御を設定するには、この手順

を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

少なくとも 1つのクラスタノードで、
シスコロケーション帯域幅マネージャ

ロケーション帯域幅マネージャのアク

ティブ化（179ページ）
ステップ 1

機能サービスが実行されている必要があ

ります。

デフォルトでは、CiscoCallManagerサー
ビスはローカルの LBMサービスと通信

LBMグループの設定（179ページ）ステップ 2

します。ただし、LBMグループを使用
してこの通信を管理し、冗長性のために

アクティブおよびスタンバイの LBMを
提供できます。

ネットワークのロケーション（LAN）を
作成し、それらのロケーションを接続す

ロケーションとリンクの設定（180ペー
ジ）

ステップ 3

るWANリンクに帯域幅を割り当てま
す。

設定した CAC情報を他のクラスタに複
製するクラスタ間レプリケーショング

ループを作成します。

LBMクラスタ間レプリケーショング
ループの設定（181ページ）

ステップ 4

ネットワーク内のSIPクラスタ間トラン
クに [シャドウ（Shadow）]ロケーショ
ンを割り当てます。

SIPクラスタ間トランクの設定（181ペー
ジ）

ステップ 5

これはオプションです。コールアド

ミッション制御のサービスパラメータ

コールアドミッション制御のサービス

パラメータの設定（182ページ）
ステップ 6

の設定項目を指定します。ほとんどの

展開では、デフォルト設定で十分です。
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ロケーション帯域幅マネージャのアクティブ化

拡張ロケーションコールアドミッション制御については、クラスタ内の少なくとも1つのノー
ドでシスコロケーション帯域幅マネージャ機能サービスをアクティブ化する必要があります。

このサービスはデフォルトでオフになっています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスを実行するクラスタノードを選択し
て [移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]の下にある、[シスコロケーション帯域幅マネージャ（Cisco
Location Bandwidth Manager）]サービスをオンにします。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ステップ 5 さらに他のノードでサービスを開始する場合は、このタスクを繰り返します。

シスコでは、CiscoCallManagerサービスも実行しているクラスタ内の各サブスクライ
バノードで、シスコロケーション帯域幅マネージャサービスを実行することを推奨

しています。

（注）

LBMグループの設定
LBMグループを設定するには、この手順を使用します。デフォルトでは、Cisco CallManager
サービスはローカルの LBMサービスと通信します。ただし、LBMグループを使用してこの
通信を管理し、冗長性のためにアクティブおよびスタンバイの LBMを提供できます。

Cisco CallManagerサービスが LBMを使用する順序は次のとおりです。

• LBMグループの指定

•ローカル LBM（共存）

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ロケーション（Locations）] >
[ロケーション帯域幅マネージャグループ（Location Bandwidth Manager Group）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。
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ステップ 3 グループに [名前（Name）]を割り当てます。

ステップ 4 [アクティブメンバー（ActiveMember）]ドロップダウンから、このグループのアクティブなメ
ンバーを選択します。

ステップ 5 [スタンバイメンバー（Standby Member）]ドロップダウンから、アクティブメンバーが使用で
きないときに使用することが望ましいスタンバイを選択します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ロケーションとリンクの設定

ネットワーク内にロケーション（LAN）を作成するには、この手順を使用します。これらの
ロケーション間でWANリンクを使用するコールに、合計帯域幅と重み付けを割り当てます。
フィールドとその設定のヘルプについては、オンラインヘルプを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location
Info）] > [ロケーション（Location）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックし、新しいロケーションを作成します。

ステップ 3 ロケーションに [名前（Name）]を割り当てます。

ステップ 4 [リンク-このロケーションと隣接ロケーション間の帯域幅（Links - Bandwidth Between This
Location and Adjacent Locations）]領域で、別のロケーションに対するWANリンクの設定項目
を指定します。

a) [ロケーション（Location）]リストボックスから、2つ目のロケーションを選択します。
b) 有効なパスの形成する際のこのリンクの相対的な優先順位を反映した [重み付け（Weight）]
を設定します。

c) オーディオ、ビデオ、イマーシブビデオ（TelePresence）の各コールの合計帯域幅を設定
します。

d) さらに別のロケーションに対するリンクを設定するには、この手順を繰り返します。

ステップ 5 これはオプションです。[ロケーション内-このロケーション内のデバイスの帯域幅（Intra-location
- Bandwidth for Devices Within This Location）]領域を展開し、新しく作成したロケーションのロ
ケーション内コールに対する帯域幅の割り当てを設定します。これらのコールについては、す

べてのメディアタイプでデフォルト設定は [無制限（Unlimited）]になっています。

ステップ 6 [他のロケーションの設定を変更（Modify Settings to Other Locations）]領域で、他のロケーショ
ンに対する RSVP設定項目を指定します。

a) [ロケーション（Location）]列で、他のロケーションを選択します。
b) これらのロケーション間でのコールに関する [RSVP設定（RSVP Setting）]を選択します。
c) さらに他のロケーションとのコールについて RSVP設定を追加するには、これらのサブス
テップを繰り返します。

ステップ 7 [保存]をクリックします。
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ステップ 8 追加のロケーションを作成し、それらの新しいロケーションとの間のリンクを設定するには、
この手順を繰り返します。

LBMクラスタ間レプリケーショングループの設定
LBMクラスタ間レプリケーショングループを設定するには、この手順を使用します。これ
は、クラスタ間ネットワーク全体に拡張ロケーションアドミッション制御の帯域幅情報を複製

するために必要です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location
Info）] > [ロケーション帯域幅マネージャ（LBM）のクラスタ間レプリケーショングループ
（Location Bandwidth Manager (LBM) Intercluster Replication Group）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [Name]にグループの名前を入力します。

ステップ 4 [ブートストラップサーバ（Bootstrap Servers）]領域で、他のハブに接続情報を複製する責任を
負う LBMサーバを 1台以上割り当てます。

ステップ 5 [ロールの割り当て（RoleAssignments）]領域で、上向き矢印と下向き矢印を使用して、ハブと
して機能するローカル LBMサーバと、スポークのままにする LBMサーバを選択します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

SIPクラスタ間トランクの設定
拡張ロケーションコールアドミッション制御を使用する場合、クラスタ間ネットワークのSIP
クラスタ間トランクにシャドウロケーションを割り当てる必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunks）]を選択し
ます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、適切なクラスタ間トランクを選択します。

ステップ 3 [ロケーション（Location）]ドロップダウンリストから [シャドウ（Shadow）]を選択します。

ステップ 4 [トランクの設定（TrunkConfiiguration）]ウィンドウで、その他の必要なフィールドを入力しま
す。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存]をクリックします。
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ステップ 6 拡張ロケーションコールアドミッション制御の情報を複製するクラスタ間トランクが他にも
あれば、この手順を繰り返します。

コールアドミッション制御のサービスパラメータの設定

拡張ロケーションコールアドミッション制御に関する任意指定のサービスパラメータを設定

するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、クラスタノードを選択します。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスのサービスパラメータを設定します。

a) [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
b) [クラスタ全体のパラメータ（コールアドミッション制御）（Clusterwide Parameters (Call

Admission Control)）]領域で、任意のサービスパラメータを設定します。パラメータに関
するヘルプの説明を参照するには、GUIでパラメータの名前をクリックします。

c) [保存]をクリックします。

ステップ 4 シスコロケーション帯域幅マネージャサービスの設定項目を指定します。

a) [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[シスコロケーション帯域幅マネージャ
（Cisco Location Bandwidth Manager）]を選択します。

b) 目的のサービスパラメータを設定します。パラメータに関するヘルプの説明を参照する
には、GUIでパラメータの名前をクリックします。

c) [保存]をクリックします。

拡張ロケーション CACの連携動作の制限
次の表に、拡張ロケーションコールアドミッション制御の機能の連携動作と制限を示します。
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連携動作と制限事項機能

デフォルトでは、LBMセキュリティモードはセキュアではありませ
ん。この設定を、[LBMセキュリティモード（LBM Security Mode）]
エンタープライズパラメータを使用して設定し直すことができます。

このパラメータは、[セキュア（Secure）]、[非セキュア（Insecure）]、
または [混合（Mixed）]に設定できます。

[混合（Mixed）]設定は、すべてのクラスタをセキュアにする間も通
信を維持するために一時的に使用し、後で [セキュア（Secure）]に変
更することができます。

このパラメータを変更した後は、設定を反映させるために、クラスタ

内のすべての Cisco LBMサービスハブをリセットする必要がありま
す。

LBMセキュリティ
モード

デフォルトでは、ビデオ通話のオーディオ部分の帯域幅はビデオプー

ルから差し引かれます。 [ビデオ通話のオーディオ部分をオーディオ
プールから差し引く（Deduct Audio Portion from Audio Pool for Video
Calls）]サービスパラメータを True（デフォルト設定は False）に設
定することで、ビデオ通話のオーディオ部分をオーディオプールか

ら差し引くようにシステムを設定し直すことができます。

ビデオ通話のオーディ

オ帯域幅の差し引き

CiscoTelePresenceエンドポイントには、設定を変更できないビデオ通
話分類であるイマーシブが用意されています。

その他のエンドポイントには、設定を変更できないビデオ通話分類

であるデスクトップが用意されています。

SIPトランクについては、関連付けられた SIPプロファイルで [ビデ
オ通話のトラフィッククラス（VideoCall TrafficClass）]を設定するこ
とで、ビデオ分類（デスクトップ、イマーシブ、または混合）を設定

できます。

ビデオ通話の分類

メディアリソースの帯域幅は、コールアドミッション制御では割り

当てられません。

メディアリソース

Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスには、ロケーショントポ
ロジの管理とモニタリングに使用する追加のツールが含まれます。

詳細については、『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーショ

ンガイド』の「ロケーション」のトピックを参照してください。

ロケーションの有用性

[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、
SIPエンドポイントが使用するセッション帯域幅の修飾子を割り当て
ることができます。

セッション帯域幅修飾

子

共通のリンクまたは場所で帯域幅容量または重みの割り当てに競合が

ある場合、ローカルクラスタは割り当てられた値の最小値を使用し

ます。

帯域幅の割り当ての競

合

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
183

システムコンポーネント

拡張ロケーション CACの連携動作の制限



連携動作と制限事項機能

Unified CMと LBMは、IP電話、ゲートウェイ、H.323トランク接続
先、およびSIPトランク接続先を含む、あらゆるタイプのエンドデバ
イスの帯域幅を管理します。ただし、クラスタ間拡張ロケーション

CACには、システムロケーションのシャドウに割り当てられた SIP
ICTが必要です。他のタイプのデバイスは、一般（固定）ロケーショ
ンに割り当てられている場合にのみサポートされます。

デバイスサポート

ネットワーク障害が発生した場合は、UnifiedCMが計算した帯域幅予
約経路にネットワーク状態が正確に反映されない可能性があります。

このシナリオを許可する申し分のない方法はモデル内に存在しませ

ん。

ネットワーク障害

システムによって作成されたモデルは常に完全に同期されるわけでは

ありません。保守的な帯域幅割り当てを使用して、この制約に適応

できます。

同期に関する問題

WAN上のクラスタリングとローカルフェールオーバーを使用する導
入環境では、WANの帯域幅計算でクラスタ内 LBMトラフィックが
あらかじめ計算されます。

WANを介したクラス
タリング

さらにQoSを高めるために、DSCPマーキングを使用して、特定のタ
イプの通話フローを他よりも優先するマーキングを割り当てることが

できます。たとえば、ネットワークが輻輳してビデオメディアがブ

ロックされる場合でも基本的な通信をオーディオで続行できるよう

に、ビデオよりもオーディオを優先することができます。

DSCPマーキングは、次の 2つの方法で設定できます。

•サービスパラメータ：[サービスパラメータの設定（Service
Parameter Configuration）]ウィンドウの [クラスタ全体のパラメー
タ（システム-QoS）（Clusterwide Parameters (System - QoS)）]セ
クションで、クラスタ全体の DSCPのデフォルト値を設定しま
す。

• SIPプロファイル：SIPプロファイルでカスタマイズされたDSCP
設定項目を設定し、それを特定のSIPデバイスのグループに割り
当てます。この設定は、クラスタ全体のデフォルト値よりも優

先されます。

フレキシブル DSCP
マーキング

APIC_EMコントローラを使用すると、外部の QoS管理向けの SIPメ
ディアフローを管理できます。詳細については、『Cisco Unified

Communications Manager機能設定ガイド』を参照してください。

APIC-EMコントロー
ラ
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第 16 章

Resource Reservation Protocol（RSVP）の設
定

• RSVPコールアドミッション制御の概要（185ページ）
• RSVPコールアドミッション制御の前提条件（185ページ）
• RSVP設定のタスクフロー（185ページ）

RSVPコールアドミッション制御の概要
ResourceReservation Protocol（RSVP）は、IPネットワーク内のリソースを予約するための、ト
ランスポートレベルのリソース予約プロトコルです。 RSVPは、拡張場所のコール受付制御
(CAC)の代替として使用できます。特定のセッションのリソースを予約します。セッション
は、特定の宛先アドレス、宛先ポート、およびプロトコル識別子（TCPまたは UDP）を持つ
フローから構成されます。

RSVPコールアドミッション制御の前提条件
IPv4アドレッシングを使用する必要があります。 RSVPは IPv6をサポートしていません。

RSVP設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ内の全ノードについてRSVPポ
リシーを設定します。

クラスタ全体のデフォルト RSVPポリ
シーの設定（186ページ）

ステップ 1

これはオプションです。ロケーション

ペアにクラスタの他とは別のポリシーを

ロケーションペア RSVPポリシーの設
定（187ページ）

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

使用する場合、特定のロケーションペ

アの RSVPポリシーを設定できます。

RSVPの再試行の頻度と番号を設定しま
す。

RSVPの再試行の設定（188ページ）ステップ 3

コール中にRSVPが失敗したときにシス
テムがどのように応答するかを設定しま

す。

コール中RSVPエラー処理の設定（189
ページ）

ステップ 4

これはオプションです。複数レベルの

優先順位およびプリエンプト (MLPP)を
MLPPから RSVPへの優先レベルマッ
ピングの設定（190ページ）

ステップ 5

使用する場合は、発信者MLPP優先レ
ベルをRSVP優先順位にマップします。

ゲートウェイデバイスで次の IOS手順
を実行します。RSVPエージェントの設

RSVPエージェントの設定ステップ 6

定方法については、デバイスのドキュメ

ントを参照してください。

RSVPアプリケーション IDを設定する
と、音声およびビデオトラフィックの

アプリケーション IDの設定（191ペー
ジ）

ステップ 7

両方に IDが追加され、受信した IDを
もとに、Cisco RSVPエージェントは、
それぞれのトラフィックタイプに帯域

幅の制限を設定できます。

DSCPマーキングを設定して、RSVPの
予約が失敗した場合、システムがRSVP

DSCPマーキングの設定（192ページ）ステップ 8

エージェントまたはエンドポイントデ

バイスに指示してメディアの差別化サー

ビスコントロールポイントのマーキン

グをベストエフォートに変更できるよ

うにします。DSCPマーキングを設定し
ない場合、EFマークされたメディアの
パケットの超過分が、予約されているフ

ローに対してもサービス品質（QoS）を
劣化させます。

クラスタ全体のデフォルト RSVPポリシーの設定
クラスタ内の全ノードについて RSVPポリシーを設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム-RSVP）（Clusterwide Parameters (System -RSVP)）]セク
ションで、Default interlocation RSVP Policyサービスパラメータを設定します。

このサービスパラメータを次の値に設定できます。

• [予約なし（No Reservation）]：どの 2つのロケーション間にも RSVP予約は作成されませ
ん。

• [オプション（ビデオ優先）（Optional (VideoDesired)）]：オーディオストリームおよびビ
デオストリームの両方の予約を取得できない場合は、ベストエフォートとして、オーディ

オのみのコールを継続できます。RSVPエージェントはオーディオに関するRSVP予約を
引き続き試み、予約が成功した場合は、Cisco Unified Communications Managerに通知しま
す。

• [必須（Mandatory）]：Cisco Unified Communications Managerは、オーディオストリームに
対する（コールがビデオ通話の場合はビデオストリームに対する）RSVP予約が成功する
まで、終了デバイスを呼び出しません。

• [必須（ビデオ優先）（Mandatory (Video Desired)）]：オーディオストリームの予約は成功
したが、ビデオストリームの予約に失敗する場合は、音声のみでビデオ通話を行うことが

できます。

次のタスク

次のいずれかのオプションを選択します。

•ロケーションペアで、残りのクラスタと異なるポリシーを使用する場合は、「ロケーショ
ンペア RSVPポリシーの設定（187ページ）」に進みます。

•クラスタ内の全ノードに同一の RSVPポリシーを使用している場合は、「RSVPの再試行
の設定（188ページ）」に進みます。

ロケーションペア RSVPポリシーの設定
ロケーションペアにクラスタの他とは別のポリシーを使用する場合、特定のロケーションペ

アの RSVPポリシーを設定できます。次の手順を使用するとき、ロケーションペアに設定す
る RSVPポリシーは、クラスタに設定したポリシーをオーバーライドします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム（System）] > [ロケーション
（Location）]メニューオプションを選択します。

ステップ 2 ロケーションペアの一方のロケーションを検索し、そのロケーションを選択します。

ステップ 3 選択したロケーションと別のロケーション間のRSVPポリシーを変更するには、ロケーション
ペアのもう一方のロケーションを選択します。

ステップ 4 [RSVP設定（RSVP Settings）]ドロップダウンリストで、このロケーションペアの RSVPポリ
シーを選択します。

このフィールドに次の値を設定できます。

• [システムデフォルトを使用（Use SystemDefault）]：ロケーションペアのRSVPポリシー
が、クラスタ全体の RSVPポリシーと一致します。

• [予約なし（No Reservation）]：どの 2つのロケーション間にもRSVP予約は作成されませ
ん。

• [音声優先（オプション）（VideoDesired (Optional)）]：音声およびビデオストリームの予
約を取得できない場合、ベストエフォート、音声のみのコールとして処理されます。RSVP
エージェントは、音声の RSVPの予約を引き続き試行し、予約が成功するとCisco Unified
Communications Managerに通知します。オーディオストリームに対する（コールがビデ
オ通話の場合はビデオストリームに対する）RSVP予約が成功するまで、終端デバイスを
呼び出しません。

• [音声優先（Video Desired）] –オーディオストリームの予約は成功したが、ビデオスト
リームの予約が成功しない場合、ビデオ通話は音声のみコールとして処理されます。

次のタスク

RSVPの再試行の設定（188ページ）

RSVPの再試行の設定
RSVPの再試行の頻度および回数を設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

•クラスタ全体のデフォルト RSVPポリシーの設定（186ページ）

•これはオプションです。ロケーションペア RSVPポリシーの設定（187ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [サービスパラ
メータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータClusterwide（System - RSVP）（Clusterwide Parameters (System -
RSVP)）]セクションで指定されたサービスパラメータを設定します。

これらのサービスパラメータを次の値に設定できます。

• [RSVP再試行タイマー（RSVP Retry Timer）]：RSVP再試行タイマーの値を秒単位で指定
します。このパラメータを 0に設定すると、システムで RSVPの再試行が無効になりま
す。

• [必須RSVPミッドコール再試行カウンタ（MandatoryRSVPMidcall RetryCounter）]：RSVP
ポリシーが [必須（Mandatory）]に指定され、ミッドコールエラー処理オプションが [次
の再試行カウンタを超えるとコールは失敗する（call fails following retry counter exceeds）]
「」に設定されているときに、ミッドコールRSVP再試行カウンタを指定します。デフォ
ルト値は 1回です。サービスパラメータを -1に設定すると、予約が成功するか、コール
が切断されるまで、いつまでも再試行が続行されます。

次のタスク

コール中 RSVPエラー処理の設定（189ページ）

コール中 RSVPエラー処理の設定
コール中の RSVPエラー処理の設定には、次の手順を使用します。

始める前に

RSVPの再試行の設定（188ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セ
クションで、指定されたサービスパラメータを設定します。
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通話中の強制 RSVPエラー処理のオプションサービスパラメータに次の値を設定できます。

• [Call becomes best effort]：コール中に RSVPが失敗した場合、コールはベストエフォート
型のコールになります。再試行を有効にすると、RSVPの再試行が同時に開始されます。

• [Call fails following retry counter exceeded]：Mandatory RSVP Mid-call Retry Counterサービス
パラメータに数値「N」を指定し、コール中に RSVPが失敗した場合、RSVPの再試行を
N回実行した後に、コールは失敗します。

次のタスク

ゲートウェイのデバイスにRSVPエージェントを設定します。RSVPエージェントの設定方法
については、デバイスのドキュメントを参照してください。ゲートウェイでRSVPエージェン
トを設定した後は、Cisco Unified CommunicationsManager Administrationに戻り、次のいずれか
のオプションを選択します。

•（任意）ネットワーク内でマルチレベルの優先順位とプリエンプションを使用している場
合は、「MLPPから RSVPへの優先レベルマッピングの設定（190ページ）」に進みま
す。

•アプリケーション IDの設定（191ページ）

MLPPから RSVPへの優先レベルマッピングの設定
これはオプションです。発信者のMLPP優先順位から RSVP優先レベルへのマッピングを設
定するには、次に示すクラスタ全体（システム -RSVP）のサービスパラメータを使用します。

• MLPP EXECUTIVE OVERRIDE To RSVP Priority Mapping

• MLPP FLASH OVERRIDE To RSVP Priority Mapping
• MLPP FLASH To RSVP Priority Mapping
• MLPP IMMEDIATE To RSVP Priority Mapping
• MLPP PL PRIORITY To RSVP Priority Mapping
• MLPP PL ROUTINE To RSVP Priority Mapping

これらのサービスパラメータを選択し、設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータClusterwide（System - RSVP）（Clusterwide Parameters (System -
RSVP)）]セクションで指定されたサービスパラメータを設定します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
190

システムコンポーネント

MLPPから RSVPへの優先レベルマッピングの設定



これらのサービスパラメータは、次のように機能します。

•サービスパラメータ値が高いほど、優先度を上げるという設定に基づいてRSVP予約を開
始するとき、Cisco Unified Communications Managerは発信者の優先度レベルを RSVP優先
度にマップします。

• IOSルータは RSVP優先度に基づいてコールをプリエンプション処理します。

• RSVPエージェントは、プリエンプションの理由を含め、RSVP予約の失敗の理由につい
て Cisco Unified Communications Managerに通知する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerは、既存のMLPPメカニズムを使用して、優先処理
の対象となった発信側と着信側に優先処理に関する通知を行います。

次のタスク

ゲートウェイのデバイスにRSVPエージェントを設定します。RSVPエージェントの設定方法
については、デバイスのドキュメントを参照してください。ゲートウェイでRSVPのエージェ
ントを設定した後は、Cisco Unified CommunicationsManager Administrationと「アプリケーショ
ン IDの設定（191ページ）」に戻ります。

アプリケーション IDの設定
RSVPアプリケーション IDを設定すると、音声およびビデオトラフィックの両方に IDが追加
され、受信した IDをもとに、Cisco RSVPエージェントは、それぞれのトラフィックタイプに
帯域幅の制限を設定できます。

この手順を開始する前に、ゲートウェイデバイスでRSVPのエージェントを設定します。RSVP
エージェントの設定方法については、デバイスのドキュメントを参照してください。

始める前に

ネットワークにRSVPアプリケーション IDを導入するには、CiscoRSVPAgentルータで、Cisco
IOS Release 12.4(6)T以降を使用する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セ
クションで、RSVP Audio Application IDサービスパラメータを設定します。

デフォルトは AudioStreamです。
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ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）]セ
クションで、RSVP Video Application IDを設定します。

デフォルトは VideoStreamです。

次のタスク

DSCPマーキングの設定（192ページ）

DSCPマーキングの設定
RSVP予約が失敗した場合、システムは RSVPエージェントまたはエンドポイントデバイス
（RSVPエージェントの割り当てに失敗した場合）に、メディアのDifferentiatedServicesControl
Point（DSCP）マークをベストエフォート型に変更するよう指示します。 DSCPマーキングを
設定しない場合、EFマークされたメディアのパケットの超過分が、予約されているフローに
対してもサービス品質（QoS）を劣化させます。

始める前に

アプリケーション IDの設定（191ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - QoS）（Clusterwide Parameters (System - QoS)）]セク
ションで、DSCP for Audio Calls When RSVP Failsのサービスパラメータを設定します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム - QoS）（Clusterwide Parameters (System - QoS)）]セク
ションで、DSCP for Video Calls When RSVP Failsのサービスパラメータを設定します。
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第 17 章

プッシュ通知の設定

•プッシュ通知の概要（193ページ）
•プッシュ通知の設定（197ページ）

プッシュ通知の概要
クラスタでプッシュ通知が有効になっている場合、Unified Communications Managerおよび IM
and Presence Serviceは、サスペンドモード（バックグラウンドモードとも呼ばれます）で動作
している Androidおよび iOS用 Cisco Jabberまたは Cisco Webexクライアントに音声通話、ビ
デオ通話、インスタントメッセージの通知をプッシュするために、GoogleとAppleのクラウド
ベースのプッシュ通知サービスを使用します。プッシュ通知によって、システムはCiscoJabber
またはCiscoWebexと永続的な通信を維持できます。プッシュ通知は、エンタープライズネッ
トワーク内から接続する Androidおよび iOS用 Cisco Jabberおよび Cisco Webexクライアント
と、Expresswayのモバイルおよびリモートアクセス機能を通じてオンプレミス展開に登録する
クライアントの両方で必要となります。

プッシュ通知の動作

Androidおよび iOSプラットフォームデバイスにインストールされているクライアントは、起
動時に Unified Communications Manager、IM and Presence Service、および Googleと Appleのク
ラウドに登録します。モバイルおよびリモートアクセスの展開では、クライアントはExpressway
経由でオンプレミスサーバに登録します。Cisco JabberおよびCiscoWebexクライアントがフォ
アグラウンドモードになっている限り、Unified CommunicationsManagerおよび IM and Presence
Serviceは、コールとインスタントメッセージをクライアントに直接送信することができます。

ただし、Cisco JabberまたはCiscoWebexクライアントが（たとえばバッテリ寿命を長持ちさせ
るために）サスペンドモードに移行すると、標準の通信チャネルは使用不可となり、Unified
Communications Managerおよび IM and Presence Serviceがクライアントと直接通信することは
できなくなります。プッシュ通知は、パートナークラウドを介してクライアントに到達するた

めの別のチャネルを提供します。
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次のいずれかの条件が当てはまる場合、Cisco Jabberおよび Cisco Webexは保留モードで
動作しているとみなされます。

• Cisco Jabberまたは Cisco Webexアプリケーションがオフスクリーンで（つまりバッ
クグラウンドで）実行されている

• Androidまたは iOSデバイスがロックされている

• Androidまたは iOSデバイスの画面がオフになっている

（注）

図 6 :プッシュ通知のアーキテクチャ

上の図は、Androidおよび iOS用 Cisco Jabberまたは Cisco Webexクライアントが、バックグラ
ウンドで動作している場合と停止している場合の動作を示したものです。この図では、(1)オ
ンプレミスの Cisco Unified Communications Managerに接続するクライアントと Expresswayを
介した IM and Presenceサービスの展開でのモバイルおよびリモートアクセスの展開と、(2)エ
ンタープライズネットワーク内からオンプレミス展開に直接接続する Androidおよび iOS用
Cisco Jabberまたは Cisco Webex Teamsクライアントを示しています。

iOS13の Appleクライアントおよびサポートされている Androidクライアントでは、音声
通話とメッセージは別々のプッシュ通知チャネル（「VoIP」と「Message」）を使用し
て、バックグラウンドモードで動作しているクライアントに到達します。ただし、全般

的なフローはどちらのチャネルでも同じです。 iOS 12では、音声通話とメッセージは同
じチャネルを使用して配信されます。

（注）
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Cisco Jabberおよび Cisco Webexのプッシュ通知の動作

次の表は、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceに登録された Cisco
Jabberまたは Cisco Webex iOSクライアントの、iOS 12および iOS 13での動作を説明したもの
です。

Cisco Jabberが iOS13デバイスまたは
Androidデバイスで実行されている場合

Cisco Jabberが iOS12デバイスで実行さ
れている場合

Cisco Jabberまたは
Cisco Webexクライア
ントの動作モード

動作は iOS12の場合と同じです。音声/ビデオ通話

Unified Communications Manager標準の
SIP通信チャネルを使用して、音声通
話とビデオ通話を Cisco Jabberまたは
CiscoWebex Teamsクライアントに直接
送信します。

通話の場合、Unified Communications
Managerはプッシュ通知もフォアグラ
ウンドモードの Cisco Jabberまたは
Cisco Webexクライアントに送信しま
す。ただし、通話の確立には、プッ

シュ通知チャネルではなく標準の SIP
チャネルが使用されます。

メッセージ

IM and Presence Serviceは、標準の SIP
通信チャネルを使用してメッセージを

クライアントに直接送信します。メッ

セージの場合、フォアグラウンドモー

ドのクライアントにプッシュ通知は送

信されません。

フォアグラウンドモー

ド
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Cisco Jabberが iOS13デバイスまたは
Androidデバイスで実行されている場合

Cisco Jabberが iOS12デバイスで実行さ
れている場合

Cisco Jabberまたは
Cisco Webexクライア
ントの動作モード

iOS13では、コールトラフィックとメッ
セージトラフィックは別々のプッシュ

通知チャネルに分けられます。コール

には「VoIP」チャネル、メッセージン
グには「Message」チャネルが使用され
ます。

音声コールまたはビデオ通話

標準の通信チャネルは使用できません。

Unified CMは「VoIP」プッシュ通知
チャネルを使用します。

VoIP通知を受け取ると、Jabberは発信
者 IDを使用してCallKitを起動します。

この動作は、Cisco Jabberまたは Cisco
Webex iOSクライアントに適用されま
す。

メッセージング

標準の通信チャネルは使用できません。

IM and Presence Serviceは、「Message」
プッシュ通知チャネルを使用します。

1. IM and Presenceサービスは、シス
コクラウドのプッシュ RESTサー
ビスに IM通知を送信し、その後
通知は Appleクラウドに転送され
ます。

2. Appleクラウドは、Cisco Jabberま
たは Cisco Webexクライアントに
IM通知をプッシュします。

3. ユーザが通知をクリックすると、

Cisco Jabberまたは Cisco Webexク
ライアントはフォアグラウンド

モードに移行します。Cisco Jabber
または Cisco Webexクライアント
は、IM and Presence Serviceとの
セッションを再開し、メッセージ

をダウンロードします。

Cisco Jabberまたは Cisco
Webexクライアントがサスペ
ンドモードの間、ユーザのプ

レゼンスは「退席中」と表示

されます。

（注）

音声コールまたはビデオ通話

標準の通信チャネルは使用できません。

Unified CMはプッシュ通知チャネルを
使用します。

通知を受信すると、Cisco Jabberまたは
Cisco Webexクライアントは自動的に
フォアグラウンドモードに戻り、クラ

イアントが呼出音を鳴らします。

メッセージング

標準の通信チャネルは使用できません。

IM and Presenceサービスはプッシュ通
知チャネルを使用して、次のように IM
通知を送信します。

1. IM and Presenceサービスは、シス
コクラウドのプッシュ RESTサー
ビスに IM通知を送信し、その後
通知は Appleクラウドに転送され
ます。

2. Appleクラウドは Cisco Jabberまた
は Cisco Webexクライアントに IM
通知をプッシュし、Cisco Jabberま
たは Cisco Webexクライアントに
通知が表示されます。

3. ユーザが通知をクリックすると、

Cisco Jabberまたは Cisco Webexク
ライアントは再びフォアグラウン

ドに移行します。Cisco Jabberまた
は Cisco Webexクライアントは、
IM and Presence Serviceとのセッ
ションを再開し、インスタント

メッセージをダウンロードしま

す。

Cisco Jabberまたは Cisco
Webexクライアントがサスペ
ンドモードの間、ユーザのプ

レゼンスステータスは「退席

中」と表示されます。

（注）

サスペンドモード

（バックグラウンド

モード）
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プッシュ通知がサポートされるクライアント

クラウドサービスプラットフォームクラ

ウド

OSクライアント

Appleプッシュ通知
サービス（APNS）

Apple社iOSiPhoneおよび iPadの
Cisco Jabber

Android PNSサービスGoogleAndroidAndroidのCisco Jabber

Appleプッシュ通知
サービス（APNS）

Apple社iOSiOSのWebex

Android PNSサービスGoogleAndroidAndroidのWebex

プッシュ通知の設定
プッシュ通知の設定および導入の方法の詳細は、『iPhoneおよび iPadでのCisco Jabberのプッ

シュ通知の導入』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html）
を参照してください。
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第 II 部

ダイヤルプラン
•パーティションの設定（201ページ）
•国内の番号計画のインストール（209ページ）
•コールルーティングの設定（213ページ）
•ハントパイロットの設定（255ページ）
•クラスタ間検索サービスの設定（265ページ）
•グローバルダイヤルプランレプリケーションの設定（275ページ）
•発信側の正規化（297ページ）
•ダイヤルルールの設定（309ページ）





第 18 章

パーティションの設定

•パーティションの概要（201ページ）
•コーリングサーチスペースの概要（201ページ）
•サービスクラス（202ページ）
•パーティション設定のタスクフロー（203ページ）
•パーティションの連携動作と制限 （206ページ）

パーティションの概要
パーティションは、次のいずれかの論理グループです。

•ルートパターン

•ボイスメールのディレクトリ番号（DN）

•トランスレーションパターン

•トランスフォーメーションパターン

•ユニバーサルリソース識別子（URI）

•ハントパイロット

パーティションによって組織、ロケーション、コールタイプを基にルートプランを論理サブ

セットに分割することで、コールルーティングが容易になります。

コーリングサーチスペースの概要
呼び出し先の検索スペース (CSS)は、パーティションの優先順位リストです。検索スペースの
呼び出しによって、発信者がコールするために使用できるコール通知先が決定されます。コー

ル先は、発信者の呼び出し用検索スペースで利用可能なパーティションに存在する必要があり

ます。また、発信者はその通知先を呼び出すことができません。コール検索スペースは、ディ

レクトリ番号と、電話やゲートウェイなどのデバイスに割り当てることができます。
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発信者の電話機と発信者のディレクトリ番号の両方に、検索スペースが割り当てられている場

合、システムはその 2つを連結して、発信者のための CSSを提供します。

コール権限に従って、パーティションを使用し、検索スペースを呼び出すことによってシステ

ムを編成できます。たとえば、次のようにすることができます。

•一部の従業員が長距離通話に対応しないように制限する

•ロビー電話から CEOへの直接コールの発信者を制限する

サービスクラス
パーティションを使用して、検索スペース (CSS)を呼び出して、サービスのクラスを設定する
ことができます。次の表に、PSTNアクセスを提供するサービスクラスのために作成できる、
パーティションの例と、検索スペースの発信スペースを示します。

•緊急コール

•ローカルコール

•ナショナルコール

•国際ダイヤル

表 14 :パーティションとコーリングサーチスペース

機能ルートパーティ

ション 3
ルートパーティ

ション 2
ルートパーティ

ション 1
[コーリングサーチ
スペース(Calling
Search Space)]

•緊急
（Emergency）

•オンネット

——Base_PTベース_CSS

•緊急
（Emergency）

•オンネット

•ローカル

——PSTN_ローカル
_PT

ローカル
PSTN_CSS

•緊急
（Emergency）

•オンネット

•ローカル

•国内

—PSTN_ナショナル
_PT

PSTN_ローカル
_PT

ナショナル
PSTN_CSS
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機能ルートパーティ

ション 3
ルートパーティ

ション 2
ルートパーティ

ション 1
[コーリングサーチ
スペース(Calling
Search Space)]

•緊急
（Emergency）

•オンネット

•ローカル

•国内

•国際

PSTN_Intl_PTPSTN_ナショナル
_PT

PSTN_ローカル
_PT

インターナショナ

ルPSTN_CSS

デバイスは、Base_CSSのようなコール対象の検索スペースに自動的に登録されます。すべて
のデバイスはオンネットと緊急オフネット番号の両方にダイヤルできるようになります。残り

のコール検索空間は、ローカル7ビットまたはローカル10ビット、国および国際ダイヤル機能
を提供するために、ユーザ機器プロファイル上のディレクトリ番号に割り当てられなければな

りません。

パーティション設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

パーティションを設定して、到達可能性

の特徴が類似したシステムリソースの

論理グループを作成します。

パーティションの設定（203ページ）ステップ 1

コーリングサーチスペースは、コール

を完了しようとする発信側デバイスが検

索するパーティションを決定します。

コーリングサーチスペースの設定（205
ページ）

ステップ 2

パーティションの設定

パーティションを設定して、到達可能性の特徴が類似したシステムリソースの論理グループを

作成します。次のいずれに対してもパーティションを作成できます。

•ルートパターン

•ボイスメールのディレクトリ番号（DN）

•トランスレーションパターン

•トランスフォーメーションパターン
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•ユニバーサルリソース識別子（URI）

•ハントパイロット

パーティションを作成することで、ルートプランが組織、場所、コールタイプに基づいた論

理サブセットに分割されることになり、コールルーティングが容易になります。複数のパー

ティションを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >コントロールのクラス >パーティション。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（PartitionName,Description）]フィールドに、ルートプランに固有の
パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明にはどの言語でも最大 50文字まで指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサイド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存]をクリックします。
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パーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。
つまり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。
次の表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追

加できるパーティションの最大数を決定します。

表 15 :パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

......

9210文字

6415文字

コーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番

号付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようと

する際に検索できるパーティションが決定されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >コントロールのクラス >コーリングサーチスペース。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、どの言語でも最大 50文字まで指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。
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ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパー
ティションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（SelectedPartitions）]フィール
ドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

パーティションの連携動作と制限
表 16 :パーティション制限

制約事項機能またはアク

ション

パーティションを削除する前に、次のいずれかのタスクを完了してくださ

い。

•コーリングサーチスペース、デバイス、または削除するパーティショ
ンを使用しているその他の項目に異なるパーティションを割り当て

る。

•コーリングサーチスペース、デバイス、または削除するパーティショ
ンを使用しているその他の項目を削除する。

削除されたパーティションは取得できなくなるため、正しいパーティショ

ンを削除していることを慎重に確認してください。誤ってパーティション

を削除した場合は、それを再構築する必要があります。

パーティションの

削除

トランスレーションパターンにはディジット操作が含まれており、パー

ティションに割り当てられます。コールがトランスレーションパターン

と一致する場合、Unified CMが変換を実行し、そのトランスレーション
パターンで指定されるコーリングサーチスペースを使用してコールを再

ルーティングします。トランスレーションパターンの詳細については、

「コールルーティングの設定」の章を参照してください。

トランスレーショ

ンパターン

パーティションが着信コールを受け入れ可能なスケジュールを設定しま

す。ルーティングの時間設定の詳細については、「コールルーティング

の設定」の章を参照してください。

時間帯ルーティン

グ
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制約事項機能またはアク

ション

任意：ゲートウェイおよびトランクアクセスを使用して内部 VoIPネット
ワークを外部ネットワークから分割できます。ほとんどの導入環境では論

理パーティションの使用は任意ですが、インドのように、内部ネットワー

クから外部へのコールをすべてローカル PSTNゲートウェイに接続するこ
とが規制により必須となっている国では必須です。論理パーティショニン

グの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能

設定ガイド』の「論理パーティション分割の設定」の項を参照してくださ

い。

論理パーティショ

ン設定
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第 19 章

国内の番号計画のインストール

•国内番号計画の概要（209ページ）
•国内の番号付け計画の前提条件（209ページ）
•国内番号計画インストールのタスクフロー（210ページ）

国内番号計画の概要
Unified CommunicationsManagerでは、デフォルトで北米電話番号計画（NANP）を提供してい
ます。設定されているダイヤルプラン要件が異なる国の場合は、シスコの国際ダイヤルプラ

ンをインストールし、それを使用して、要件特有の一意の番号計画を作成できます。

番号計画には、数字破棄命令（DDI）と、その番号計画に固有のタグが含まれています。これ
らの項目は、コールルーティングを設定するときに、番号計画に適したルーティングルールを

作成するために使用できます。

この章では、国内番号計画をインストールする方法について説明します。国内番号計画の使用

の詳細については、『Unified Communications Managerダイヤルプラン導入ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

国内の番号付け計画の前提条件
北米から国外への国番号計画をインストールする場合は、現在のリリース用の国際ダイヤルプ

ランが含まれている Cisco Option Package (COP)ファイルをダウンロードします。 COPファイ
ルでは、名前付けの規則 IDPv.xが使用されています。次のように、Ciscoのウェブサイトから
入手できます。

• https://software.cisco.com/download/navigator.html

このファイルを、Unified Communications Managerがアクセスできる外部 FTPサーバまたは
SFTPサーバに配置します。
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国内番号計画インストールのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

（オプション）北米以外の国の番号計

画をインストールするには、現在のリ

COPファイルのインストール（210ペー
ジ）

ステップ 1

リースの国際ダイヤルプランが含まれて

いる Cisco Option Package (COP)ファイ
ルをダウンロードします。

クラスタ内のそれぞれの Unified
CommunicationsManagerノードに国内の

国内の番号計画のインストール（211
ページ）

ステップ 2

番号計画をインストールします。北米

（システムデフォルト）以外の国におけ

る国内の番号計画をインストールしてい

る場合にのみ、次の手順を実行します。

変更は、サービスを再起動した後に有効

になります。

CallManagerサービスの再起動（212ペー
ジ）

ステップ 3

COPファイルのインストール
国際ダイヤルプランを含むシスコのオプションパッケージ（COP）ファイルをインストール
するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerのパブリッシャノードで、この手順を開始します。CiscoUnified
Communications OS管理で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > I[インス
トール（nstall）]を選択します。
[Software Installation/Upgrade]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ソース（Source）]フィールドで、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択
します。

ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」

を参照してください。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ウィンドウが更新され、使用可能なソフトウェアのオプションとアップグレードのリストが表

示されます。
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ステップ 5 [オプション/アップグレード（Options/Upgrades）]ドロップダウンリストで、[DP COP]ファイ
ルを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[インストールファイル（Installation File）]ウィンドウが開き、FTPサーバからファイルをダ
ウンロードします。ウィンドウにダウンロードの進捗が表示されます。

ステップ 6 [チェックサム（Checksum）]ウィンドウが表示されたら、そのチェックサムの値をダウンロー
ドしたファイルのチェックサムの値と比較検証します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、ソフトウェアアップグレードに進みます。
警告メッセージとして、インストールするために選択したDPCOPファイルが表示されます。

ステップ 8 [インストール（Install）]をクリックします。
[インストール状況（Install Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 Unified Communications Managerサブスクライバノードで、この手順を繰り返します。クラス
タ内の全ノードに COPファイルをインストールする必要があります。

関連トピック

COPファイルインストールのフィールド（211ページ）

COPファイルインストールのフィールド

説明フィールド

COPファイルが配置されているディレクトリを入力します。ディレクトリ

（Directory）

COPファイルが配置されているサーバのホスト名または IPアドレスを入
力します。

[リモートサーバ
（Remote
Server）]

リモートサーバのユーザ名を入力します。[リモートユーザ
（Remote User）]

リモートサーバのパスワードを入力します。[リモートパス
ワード（Remote
Password）]

リモートサーバと接続する場合に使用するプロトコルを選択します。[転送プロトコル
（Transfer
Protocol）]

国内の番号計画のインストール

北米（システムデフォルト）以外の国における国内の番号計画をインストールしている場合に

のみ、次の手順を実行します。
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クラスタ内のそれぞれのUnifiedCommunicationsManagerノードに国内の番号計画をインストー
ルします。 Unified Communications Manager publisherノードから始めます。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationで、[コールルーティング（Call Routing）]>
[ダイヤルプランインストーラ（Dial Plan Installer）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 インストールするダイヤルプランのバージョンを [利用可能なバージョン（AvailableVersion）]
ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックします。
ステータスに、ダイヤルプランがインストールされたことが表示されます。

ステップ 5 クラスターのサブスクライバノードごとにこの手順を繰り返します。

CallManagerサービスの再起動

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバ
を選択します。

CMの [サービス（Services）]領域で、[サービス名（Service Name）]列に Cisco CallManagerが
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 再起動（Restart）をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。
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第 20 章

コールルーティングの設定

•コールルーティングの概要（213ページ）
•コールルーティングの前提条件（215ページ）
•コールルーティング設定のタスクフロー（215ページ）
•コールルーティングの制限（235ページ）
• Dialed Number Analyzerによるトラブルシューティング（237ページ）
•回線グループの設定 （237ページ）

コールルーティングの概要
このシステムでは、クラスタ間でのコールのルーティング方法、およびプライベートネット

ワークまたは公衆電話交換網（PSTN）に対する外部コールのルーティング方法を決定するた
めに、ルートプランを使用します。設定したルートプランにより、各コールタイプをルー

ティングするためにシステムが使用するパスが指定されます。たとえば、オンネットコール

に IPネットワークを使用するルートプランや、ローカル PSTNコールと国際コールに別々の
キャリアを使用するルートプランを作成できます。

トランスレーションパターン

変換パターンを設定して、任意のタイプのコールの数字を操作することができます。トランス

レーションパターンは、ルートパターンと同じ一般規則に従い、同じワイルドカードを使用

します。ルートパターンと同じように、トランスレーションパターンをパーティションに割

り当てます。ただし、ダイヤルされた数字がトランスレーションパターンと一致する場合、

UnifiedCMは、ゲートウェイなどの外部エンティティにコールをルーティングしません。代わ
りに、まず変換を実行した後、トランスレーションパターン内で設定されたコーリングサー

チスペースを使用して、コールを再度ルーティングします。
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選択したパーティション、ルートフィルタ、および番号計画の組み合わせを使用するト

ランスレーションパターンが固有であることを確認してください。それには、ルートパ

ターン/ハントパイロット、トランスレーションパターン、ディレクトリ番号、コール
パーク番号、コールピックアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンドウを確認

して、重複するエントリがあることを示すエラーを受け取っていないかどうかを調べま

す。

（注）

トランスフォーメーションパターン

トランスフォーメーションパターンを使用すると、数字の破棄、プレフィックス番号の追加、

発信側トランスフォーメーションマスクの追加を行えます。また、システムが電話機または

PSTNにコールを送信する前に発信者番号の表示を制御することもできます。

トランスフォーメーションパターンを設定し、ルートパーティションに関連付けることによっ

て、そのパーティションを含むコーリングサーチスペースにパターンを割り当てます。設定

ウィンドウの [発信側トランスフォーメーションCSS（CallingPartyTransformationCSS）]フィー
ルドまたは [着信側トランスフォーメーションCSS（Called Party Transformation CSS）]フィー
ルドを使用して、特定のデバイス、デバイスプール、ゲートウェイ、またはトランクのコール

設定にパターンを割り当てることができます。

次のトランスフォーメーションパターンを設定できます。

•発信側トランスフォーメーションパターン：発信者番号のグローバル形式を、ゲートウェ
イまたはトランクなどのルートグループデバイスに接続されているクラスタ外のネット

ワークで必要となるローカルの形式に適応させることができます。

着信側トランスフォーメーションパターン：着信番号のグローバル形式を、ルートグルー

プデバイスに接続されているクラスタ外のネットワークで必要となるローカル形式に適応

させることができます。

ルートパターン

システムは、ルートプランに、次のコンポーネントを使用する 3階層のアプローチを用いま
す。

•ルートパターン：システムは、外部向けのダイヤル文字列と合致する設定済みのルート
パターンを検索し、それを使用して、ゲートウェイまたはルートリストにコールを転送し

ます。ルートパターンは、ゲートウェイ、トランク、または 1つ以上のルートグループ
を含むルートリストに割り当てることができます。

•ルートリスト：コールで使用可能なパスの優先順位付きリスト。

•ルートグループ：使用可能なパス。ルートグループは、ゲートウェイとトランクにコー
ルを分配します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
214

ダイヤルプラン

コールルーティングの概要



追加のコールルーティング

ルートプランには、次のオプションの要素も含めることができます。

•ローカルルートグループ：複数のサイトがある場合は、ローカルのルートグループを使
用して、ルートパターンの設定ではなくデバイスプールでの指定に従ってオフネットコー

ルをゲートウェイにルーティングできます。これにより、複数のロケーションに対して単

一セットのルートパターンを使用できます。

•ルートフィルタ：ルートフィルタを作成してルートパターンまたはハントパイロットに
追加することで、ユーザによるそのパターンの使用を制限できます。ダイヤルプランイ

ンストーラファイルを使用する場合は、ルートフィルターは必須ですが、手動でダイヤ

ルプランを設定する場合は任意です。手動設定の場合、ルートフィルタは、パターンで

@ワイルドカードを使用している場合にのみ適用されます。

•自動代替ルーティング：帯域幅不足のためシステムがコールをブロックしたときに、PSTN
または別のネットワークを介してコールを自動的に再ルーティングします。

•時間指定ルーティング：特定のパーティションが着信コールを受信できる時間を指定する
スケジュールを作成します。

コールルーティングの前提条件
•パーティション設定のタスクフロー（203ページ）の操作を実行します。

•次の情報が用意されていることを確認してください。

•内部番号（内線）

•各ゲートウェイに転送されるコールをリストしているプラン

コールルーティングの計画の詳細については、『Cisco Collaborationシステムソリューション

リファレンスネットワークデザイン』の「コール制御とルーティング」のトピックを参照し

てください。

コールルーティング設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

特定のパーティションでコールのディ

ジット変換を実行する方法を指定する

トランスレーションパターンの設定

（217ページ）
ステップ 1

ために、トランスレーションパターン

を設定します。
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目的コマンドまたはアクション

このプロセスを使って呼び出し元の番

号を変換します。例えば、PSTNを呼
発信側トランスフォーメーションパ

ターンの設定（218ページ）
ステップ 2

び出したときに、発信者の内線番号を

オフィスのマスター番号で置き換える

変換モードを設定することもできま

す。

この手順を使用して、着信側の番号を

変換します。たとえば、10桁の発信者
着信側トランスフォーメーションパ

ターンの設定（218ページ）
ステップ 3

の最後の 5桁のみを保持するトランス
フォーメーションパターンを設定でき

ます。

（オプション）ローカルルートグルー

プを使用すると、複数のロケーション

ローカルルートグループの設定（219
ページ）

ステップ 4

に対して 1セットのルートパターンを
使用できます。UnifiedCMは、ルート
パターンではなく発信側デバイスのロ

ケーションに基づいてゲートウェイを

割り当てます。

（オプション）ゲートウェイのデバイ

スの選択順序を設定するようにルート

ルートグループの設定（221ページ）ステップ 5

グループを設定します。ルートグルー

プには、1つ以上のデバイスが含まれ
ています。

（オプション）ルートリストには、1
つ以上のルートグループが含まれてい

ルートリストの設定（222ページ）ステップ 6

ます。ルートグループの選択順序を制

御するためにルートリストを設定しま

す。

（オプション）ルートパターンが許可

する特定の数字を制限するためにルー

ティングのフィルタを使用します。

ルートフィルタの設定（223ページ）ステップ 7

特定のデバイスにコールを導き、特定

の数字パターンを含めるか排除するよ

うにルートパターンを設定します。

ルートパターンの設定（228ページ）ステップ 8

（オプション）自動代替ルーティング

（AAR）を有効化すると、帯域幅不足
クラスタ全体の自動代替ルーティング

の有効化（232ページ）
ステップ 9

のためにコールがブロックされたとき

に、システムは PSTNまたは別のネッ
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目的コマンドまたはアクション

トワークを介してコールを再ルーティ

ングします。

（オプション）自動代替ルーティング

に適用するディジット変換を含めて、

AARグループを設定します。

AARグループの設定（233ページ）ステップ 10

（オプション）特定のパーティション

が着信コールに応答可能な時間を指定

日次ルーティングの時間の設定（233
ページ）

ステップ 11

するタイムスケジュールを作成しま

す。

トランスレーションパターンの設定

ダイヤル文字列がパターンと一致したときに、コール番号と呼び出された番号に桁操作を適用

するように変換パターンを設定します。システムは数字の変換を完了してから、コールを再

ルーティングします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing） > [トランスレー
ションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。

•既存のトランスレーションパターンを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]フィールドに、このパターンを使用する
ダイヤル文字列と照合するパターンを入力します。

ステップ 4 [パーティション（Partition）]ドロップダウンリストから、このパターンを割り当てるパーティ
ションを選択します。

ステップ 5 [トランスレーションパターンの設定（Translation PatternConfiguration）]ウィンドウで、残りの
フィールドを入力します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラ

インヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。
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発信側トランスフォーメーションパターンの設定

このプロセスを使って呼び出し元の番号を変換します。例えば、PSTNを呼び出したときに、
発信者の内線番号をオフィスのマスター番号で置き換える変換モードを設定することもできま

す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[Call
Routing（コールルーティング）] > [トランスフォーメーション（Transformation）] > [トラン
スフォーメーションパターン（Transformation Pattern）] > [着信側トランスフォーメーション
パターン（Calling Party Transformation Pattern）]。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい変換後のパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

•既存のパターンを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [パターン（pattern）]フィールドで、発信者番号と一致させるパターンを入力します。

発信コールの場合：

事前トランスフォーメーション発信側番号に基づいて、発信者のトランスフォーメー

ションマスクが選択されます。（IP電話に割り当てられた内線番号）。

SIPトランクで発信側トランスフォーメーションマスクを選択する間に、ルートパ
ターンまたはグループで発信側番号が別の番号に変換された場合、発信側トランス

フォーメーションマスクの選択には常に事前トランスフォーメーション発信側番号が

使用されます。

Dialed Number Analyzer（DNA）に従っている限り、変換された番号を使用して発信
側トランスフォーメーションマスクが選択されます。ただし、これはDNAの動作と
しては正しくありません。

（注）

ステップ 4 [関係者の変換パターンの設定]ウィンドウで、残りのすべてのフィールドに入力します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

着信側トランスフォーメーションパターンの設定

この手順を使用して、着信側の番号を変換します。たとえば、10桁の番号でダイヤルされた
コールの最後の 5桁のみを保持するトランスフォーメーションパターンを設定できます。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォー
メーション（Transformation）] > [トランスフォーメーションパターン（Transformation
Pattern）]> [着信側トランスフォーメーションパターン（Called Party Transformation Pattern）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい着信側トランスフォーメーションパターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]
をクリックします。

•既存のパターンを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [パターン（Pattern）]フィールドで、着信番号と一致させるパターンを入力します。

ステップ 4 [着信側トランスフォーメーションパターンの設定（Called Party Transformation Pattern
Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドに入力します。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ローカルルートグループの設定

（オプション）ローカルルートグループを設定して、必要なルートリストの数を減らすこと

ができます。リストのポイントを、PSTNゲートウェイのロケーションに基づいて、システム
が発信をルーティングするのに使用するPSTNゲートウェイにルーティングします。代替とし
て、ゲートウェイへのアクセスに使用されるルートパターンからPSTNゲートウェイのロケー
ションを分離するためにローカルルートグループを使用できます。この設定により、異なる

ロケーションにある電話やその他のデバイスが単一セットのルートパターンを使用できます

が、Cisco Unified Communications Managerが適切なゲートウェイを選択してコールをルーティ
ングします。

たとえば、ローカルルートグループを使用すると、国のすべての市で別々のダイヤルプラン

を持つのではなく、国全体で単一のダイヤルプランを持つことができます。このアプローチ

が有効なのは、一元化されたコール導入のシナリオについてだけです。

手順

目的コマンドまたはアクション

（オプション）システムは、標準ロー

カルルートグループと呼ばれるデフォ

ローカルルートグループの設定（220
ページ）

ステップ 1

ルトのローカルルートグループを提供

しますが、追加のローカルルートグ

ループを設定できます。追加のローカ

ルルートグループを指定するには、次

の手順を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

システムの各デバイスがそのローカル

ルートグループを知るためにプロビジョ

ローカルルートグループとデバイス

プールの関連付け（220ページ）
ステップ 2

ニングされることを確認するためには、

ローカルルートグループをデバイス

プールに関連付けます。

（オプション）ルートリストに追加で

きるローカルルートグループを設定し

ローカルルートグループのルートリス

トへの追加（221ページ）
ステップ 3

ます。ローカルルートグループを作成

すると、システムはデバイスプールレ

ベルのユーザに対して定義されたゲート

ウェイに発信コールをルーティングしま

す。

ローカルルートグループの設定

（オプション）システムは、標準ローカルルートグループと呼ばれるデフォルトのローカル

ルートグループを提供しますが、追加のローカルルートグループを設定できます。追加の

ローカルルートグループを指定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [行の追加（Add Row）]をクリックします。

ステップ 3 新しいローカルルートグループの名前と説明を入力します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ローカルルートグループとデバイスプールの関連付け

発信側デバイスのデバイスプールの設定に基づいて、ローカルルートグループが既存のルー

トグループを使用するよう割り当てることができます。この設定により、異なるロケーショ

ンにある電話やその他のデバイスが単一セットのルートパターンを使用できますが、Unified
Communications Managerが適切なゲートウェイを選択してコールをルーティングします。

システムの各デバイスがそのローカルルートグループを知るためにプロビジョニングされる

ことを確認するためには、ローカルルートグループをデバイスプールに関連付けます。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationから、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、結果のリストからデバイスプールを選択
します。

ステップ 3 [ローカルルートグループの設定（Local Route Group Settings）]領域で、[標準ローカルルート
グループ（Standard Local RouteGroup）]ドロップダウンリストからルートグループを選択しま
す。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ローカルルートグループのルートリストへの追加

ルートリストに追加できるローカルルートグループを設定します。ローカルルートグルー

プを作成すると、システムはデバイスプールレベルのユーザに対して定義されたゲートウェ

イに発信コールをルーティングします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートリスト（Route List）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルートリストを追加します。
•既存のルートリストの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし、結果のリスト
からルートリストを選択します。

[ルートリストの設定（Route List Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ルートリストにローカルルートグループを追加するには、[ルートグループの追加（AddRoute
Group）]ボタンをクリックします。

ステップ 4 [ルートグループ（Route Group）]ドロップダウンリストから、ルートリストを追加するロー
カルルートグループを選択します。標準ローカルルートグループの追加、または作成したカ

スタムローカルルートグループの追加ができます。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ルートグループの設定

システムが発信コール用ゲートウェイを選択するときの優先順位を示したルートグループを設

定します。グループ内の任意のゲートウェイでコールを発信できるように、同様の特性を持つ
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ゲートウェイをグループ化するには、次の手順を使用します。ルートグループを設定したと

きに指定した順序で、システムは使用するゲートウェイを選択します。

1つのデバイスを複数のルートグループに割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートグループ（Route Group）]を選択します。

[ルートグループの設定（Route Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいルートグループを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存のルートグループの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし、結果のリス
トからルートグループを選択します。

[ルートグループの設定（Route Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ルートグループの設定（Route Group Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ルートリストの設定

一連のルートグループを特定し、優先順位を付けるには、ルートリストを設定します。Unified
CommunicationsManagerは、ルートリストの順序を使用して、発信コールに使用可能なデバイ
スを検索します。

ルートリストを設定すると、少なくとも 1つのルートグループを設定する必要があります。
ルートリストに含められるのは、ルートグループとローカルルートグループだけです。

発信コールがルートリストを介して送信される場合、ルートリストのプロセスは、発信

デバイスをロックして、コールが完了する前にアラートメッセージが送信されないよう

にします。発信デバイスがロックされた後は、ハントリストが着信コールの追跡を停止

します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートリスト（Route List）]を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいルートリストを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存のルートリストの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし、結果のリスト
からルートリストを選択します。

ステップ 3 [ルートリストの設定（Route List Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 4 ルートグループをルートリストに追加するには、[ルートグループの追加（AddRouteGroup）]
ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ルートグループ（Route Group）]ドロップダウンリストから、ルートリストに追加するルー
トグループを選択します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ルートフィルタの設定

ルートフィルタは、コールの処理方法を決定するためにダイヤル数字列を使用します。ルー

トフィルタは、ワイルドカード@を含むルートパターンを設定するときにのみ適用されま
す。ルートパターンが@ワイルドカードを含む場合、Unified CommunicationsManagerは、こ
の手順で指定する番号計画に従ってコールをルーティングします。

ダイヤルプランインストーラを使用している場合、ルートフィルタは必須です。つまり、ダ

イヤルプランファイルをインストールして、その番号計画に基づいてルートパターンを設定

します。ダイヤルプランを手動で設定する場合は、ルートプランの使用は任意です。

ダイヤルプランを手動で設定すると、@ワイルドカードを含むルートパターンがあるたびに
ルートフィルタを設定する必要があります。ルートパターンに@ワイルドカードが含まれて
いると、システムは、ルートフィルタで指定する番号計画に応じて、コールをルーティングし

ます。

コールルーティングを設定するときは、1つのルートフィルタを多数のルートパターン
に割り当てないでください。数百のルートパターンが関連付けられたルートフィルタを

編集した場合、システムコアに発生します。これは、ルートフィルタを使用するすべて

のルートパターンのコールルーティングの更新に新たなシステム処理が必要になるため

です。重複するルートフィルタを作成し、1つのルートフィルタを 250を超えるルート
パターンに関連付けないようにします。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートフィルタ
（Route Filter）]を選択します。

ステップ 2 [番号計画（Numbering Plan）]ドロップダウンリストからダイヤルプランを選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [ルートフィルタ名（Route Filter Name）]フィールドに名前を入力します。

各ルートフィルタ名がルートプランに一意であることを確認します。

ステップ 4 ルートフィルタのタグと演算子を選択し、データを入力して、このルートフィルタ用の句を
作成します。

使用可能なルートフィルタのタグの詳細については、「ルートフィルタのタグ（224ページ）」
を参照してください。

EXISTS、DOES-NOT-EXIST、NOT-SELECTEDの演算子を使用するタグにはルート
フィルタのタグ値を入力しないでください。

（注）

ステップ 5 ルートフィルタの演算子を選択し、該当する場合は、このルートフィルタのフレーズを作成
するためにデータを入力します。

使用可能なルートフィルタの演算子の詳細については、「ルートフィルタの演算子（226ペー
ジ）」を参照してください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ルートフィルタの設定項目

ルートフィルタは、特定のルートがローカルのルートデータベースに含めるように考慮されて

いないプロセスです。ルートパターンが設定されている場合にのみ適用されます。

ルートフィルタの設定に関する情報を次のトピックに示します。

•ルートフィルタのタグ（224ページ）

•ルートフィルタの演算子（226ページ）

•ルートフィルタの例 （227ページ）

ルートフィルタのタグ

タグは、ルートフィルタのコアコンポーネントです。タグでは、ダイヤルされる数字列の一

部に名前を適用しています。たとえば、NANP番号 972-555-1234は、LOCAL-AREA-CODE
(972)、OFFICE-CODE (555)、および SUBSCRIBER (1234)ルートフィルタタグで構成されてい
ます。
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ルートフィルタタグには、演算子が必要であり、フィルタに掛けるコールを決定するには、

その他の値も必要な場合があります。

ルートフィルタタグフィールドでの値には、ワイルドカード文字 X、*、#、[,]、-、^、およ
び 0～ 9の数値が使用できます。次の表の説明では、表記 [2-9]と XXXXを使用して実際の数
字を表しています。この表記では、[2 - 9]は 2～ 9の範囲の任意の 1桁の数字を表し、Xは 0
～ 9の範囲の任意の 1桁の数字を表します。したがって、「[2-9] XXの形式の 3桁のエリア
コード」という記述は、実際の数字 200～ 999、またはすべてのワイルドカード、または結果
としてその範囲のパターンになる実際の数字とワイルドカードの任意の組み合わせを入力でき

るという意味です。

ルートフィルタタグは、[ルートフィルタの設定(Route Filter Configuration)]ウィンドウの [番
号計画(Numbering Plan)]ドロップダウンリストボックスで選択する番号計画によって異なり
ます。次の表に、北米計画番号のルートフィルタタグを示します。

表 17 :ルートフィルタのタグ

説明タグ

[2-9]XXの形式のこの 3桁のエリアコードは、長距離コールのエリアコー
ドを指定します。

AREA-CODE

この 1桁、2桁、または 3桁のコードは、国際コールの宛先国を指定しま
す。

COUNTRY CODE

この1文字は、ダイヤルされた数字列の末尾を指定します。NANP内でダ
イヤルされる国際番号には、#文字がダイヤル終了信号として使用されま
す。

END-OF-DIALING

この 2桁のアクセスコードは、国際ダイヤルを指定します。日本国内で
発信するコールは、このコードに 01を使用します。

INTERNATIONAL-ACCESS

この1桁のコードは、直接ダイヤルされる国際コールを指定します。日本
国内で発信するコールは、このコードに 1を使用します。

INTERNATIONAL-DIRECT-DIAL

この1桁のコードは、オペレータ経由の国際コールを指定します。米国内
で発信されるコールでは、このコードに 0を指定します。

INTERNATIONAL-OPERATOR

[2-9]XXの形式のこの 3桁のローカルエリアコードは、10桁のローカル
コールのローカルエリアコードを指定します。

LOCAL-AREA-CODE

この1桁のコードは、直接ダイヤルされるローカルコールを指定します。
NANPコールでは、このコードに 1を使用します。

LOCAL-DIRECT-DIAL

この 1桁のコードは、オペレータ経由のローカルコールを指定します。
NANPコールでは、このコードに 0を使用します。

LOCAL-OPERATOR

この 1桁のコードは、直接ダイヤルされる長距離コールを指定します。
NANPコールでは、このコードに 1を使用します。

LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL
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説明タグ

この 1桁または 2桁のコードは、NANP内のオペレータ経由の長距離コー
ルを指定します。オペレータ経由のコールでは、このコードに 0を使用
し、オペレータにアクセスするには 00を使用します。

LONG-DISTANCE-OPERATOR

このタグは、国際コール用の数字列の中の、各国固有の部分を指定しま

す。

NATIONAL-NUMBER

このタグは、7桁のディレクトリ番号の最初の 3桁（[2-9]XXの形式）を
指定します。

OFFICE-CODE

この 1桁のコードは、国際コール用の衛星接続にアクセスできるようにし
ます。

SATELLITE-SERVICE

この 3桁のコードは、緊急用の 911、修理サービス用の 611、問い合わせ
用の 411を指定します。

SERVICE

このタグは、7桁のディレクトリ番号の最後の 4桁（XXXXの形式）を指
定します。

SUBSCRIBER

この 4桁の値は、長距離通信事業者を識別します。

TRANSIT-NETWORK値には、先行する 101通信事業者アクセスコード接
頭部を指定しないでください。詳細については、

TRANSIT-NETWORK-ESCAPEを参照してください。

TRANSIT-NETWORK

この 3桁の値は、長距離通信事業者 IDに先行します。このフィールドの
値には 101が指定されています。TRANSIT-NETWORK-ESCAPE値に、4
桁の通信事業者識別コードを指定しないでください。詳細については、

TRANSIT-NETWORKを参照してください。

TRANSIT-NETWORK-ESCAPE

ルートフィルタの演算子

ルートフィルタタグの演算子は、そのタグに関連したダイヤル数字列の有無、さらに、場合

によってはそのダイヤル数字列の内容に基づいて、コールがフィルタに掛けられるかどうかを

決定します。演算子 EXISTSおよび DOES-NOT-EXISTは、ダイヤル数字列のその部分が存在
するかどうかだけをチェックします。演算子 ==は、実際にダイヤルされる数字を、指定され
た値またはパターンと突き合わせます。次の表に、ルートフィルタタグと共に使用できる演

算子を示します。
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表 18 :ルートフィルタの演算子

説明演算子

このタグに関連したダイヤル数字列に基づいて、コールをフィルタに掛け

ないことを指定します。

演算子が関連付けられるタグの有無によって、Cisco Unified
CommunicationsManagerがコールをルーティングすることが妨げ
られることはありません。

（注）

NOT-SELECTED

このタグに関連したダイヤル数字列が検出されたときに、コールをフィル

タに掛けることを指定します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは、タグに関連付けられて
いる任意の数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれる場合の

み、コールをルーティングするかブロックします。

（注）

EXISTS

このタグに関連したダイヤル数字列が検出されないときに、コールをフィ

ルタに掛けることを指定します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは、タグに関連付けられて
いる任意の数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれない場合の

み、コールをルーティングするかブロックします。

（注）

DOES-NOT-EXIST

このタグに関連したダイヤル数字列が、指定された値と一致するときに、

コールをフィルタに掛けることを指定します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは、タグに関連付けられて
いて、関連するフィールドで指定された番号範囲内である任意の

数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれる場合のみ、コールを

ルーティングするかブロックします。

（注）

==

ルートフィルタの例

例 1：AREA-CODEと演算子 DOES-NOT-EXISTを使用するルートフィルタは、エリアコード
を含まないすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 2：AREA-CODE、演算子 ==、および項目 515を使用するルートフィルタは、エリアコー
ド 515を含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 3：AREA-CODE、演算子==、および項目 5[2-9]Xを使用するルートフィルタは、520～ 599
の範囲のエリアコードを含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 4：TRANSIT-NETWORK、演算子 ==、および項目 0288を使用するルートフィルタは、通
信事業者アクセスコード 1010288を持つすべてのダイヤル数字列を選択します。
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ルートパターンの設定

Unified Communications Managerは、ルートパターンを使用して、内部と外部のコールをルー
ティングまたはブロックします。ゲートウェイ、トランク、1つ以上のルートグループを含む
ルートリストにルートパターンを割り当てることができます。

ルートパターンでゲートウェイを直接指定することもできますが、ルートリストおよび

ルートグループを設定することを推奨します。このアプローチでは、コールルーティン

グの柔軟性に加え、拡張性を最大限に発揮します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•新しいルートパターンを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存のルートパターンを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

[ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ルートパターン（ Route Pattern）]フィールドに、ダイヤル文字列が一致する必要がある番号
パターンを入力します。

ステップ 4 [ゲートウェイ/ルート（Gateway/Route）]ドロップダウンリストから、このルートパターンに
一致するコール送信先を選択します。

ステップ 5 [ルートパターンの設定（RoutePatternConfiguration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ルートパターンの設定項目

ルートパターンは、数字列（アドレス）とルートリストへのコールまたはゲートウェイへの

コールを指定する関連番号操作セットから構成されます。

設定するルートパターンの種類の例を以下に示します。

•ルートパターンのワイルドカードと特殊文字（229ページ）

•ドットの前の数字を削除する例（231ページ）

•プレフィックス番号の例（232ページ）

•オンネットパターンとオフネットパターンの例（232ページ）
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•ブロックおよびルートパターンの例（232ページ）

ルートパターンのワイルドカードと特殊文字

ルートパターンにワイルドカードおよび特殊文字を使用すると、1つのルートパターンで、あ
る電話番号（アドレス）の範囲を指定できます。これらのワイルドカードと特殊文字を使用し

て、UnifiedCommunicationsManagerが隣接システムに送信する前に番号を操作できるようにす
る指示も作成できます。

次の表に、UnifiedCommunicationsManagerがサポートするワイルドカードと特殊文字を示しま
す。

表 19 :ワイルドカードおよび特殊文字

例説明文字

ルートパターン 9.@は、国別番号計画が認識
するすべての電話番号をルーティングまたは

ブロックします。

@ワイルドカードが含む、国別番号計画の番
号のルートパターンの例を次に示します。

• 0

• 1411

• 19725551234

• 101028819725551234

• 01133123456789

@記号（@）ワイルドカード
は、国別番号計画のすべての

番号に一致します。

各ルートパターンで、@ワイ
ルドカードは 1文字だけ使用
できます。

@

ルートパターン 9XXXは、9000～ 9999の範
囲のすべての数字をルーティングするか、ま

たはブロックします。

Xワイルドカードは、0～9の
範囲にある数字の任意の 1桁
に一致します。

X

ルートパターン 91!は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし

ます。

感嘆符（!）ワイルドカード
は、0～9の範囲にある数字の
1桁以上に一致します。

!
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例説明文字

ルートパターン 91X?は、91～
91999999999999999999999の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし

ます。

疑問符（?）ワイルドカード
は、直前の数字またはワイル

ドカード値の 0回以上の繰り
返しに一致します。

疑問符（??）ワイル
ドカードを使用した

場合、2つ目の疑問
符は空の入力には一

致しません。ルータ

パターンの例：
*33X?*X?*X?#

（注）

?

ルートパターン 91X+は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし

ます。

プラス記号（+）ワイルドカー
ドは、直前の数字またはワイ

ルドカード値の 1回以上の繰
り返しに一致します。

+

ルートパターン 813510[012345]は、8135100
～ 8135105の範囲のすべての数字をルーティ
ングするか、またはブロックします。

角カッコ（[ ]）文字は、値の
範囲を囲みます。

[ ]

ルートパターン 813510[0-5]は、8135100～
8135105の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハイフン（-）文字は、角カッ
コと一緒に使用して値の範囲

を示します。

-

ルートパターン 813510[^0-5]は、8135106～
8135109の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハット（^）文字は、角カッコ
と一緒に使用して値の範囲外

を示します。この文字は、開

始角カッコ（[）の直後に配置
してください。

各ルートパターンで、^文字
は 1文字だけ使用できます。

^
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例説明文字

ルートパターン 9.@は、最初の 9を、国別番
号計画に発信するCiscoUnifiedCommunications
Managerアクセスコードとして認識します。

デリミタとして使用される

ドット（.）文字は、Cisco
UnifiedCommunicationsManager
のアクセスコードをディレク

トリ番号から分離します。

この特殊文字を、桁を無視す

る指定と一緒に使用すると、

隣接システムに番号を送信す

る前に Cisco Unified
Communications Managerのア
クセスコードを削除できま

す。

各ルートパターンで、（.）文
字は 1文字だけ使用できま
す。

.

ルートパターン *411を設定して、内部オペ
レータのディレクトリ案内の利用を可能にし

ます。

アスタリスク（*）文字は、特
別な着信番号の追加の桁とし

て利用できます。

*

ルートパターン 901181910555#は、国別番号
計画内からダイヤルされる国際番号をルーティ

ングまたはブロックします。末尾の 5の後の
#文字は、この桁をシーケンスの最後の桁とし
て特定します。

シャープ（#）文字は、一般に
ダイヤルシーケンスの終了を

特定します。

#文字がパターンの最後の文字
になるようにします。

#

\+の使用は、国際番号用エスケープ文字 +が
ワイルドカードではなく、ダイヤル可能な桁

であることを意味します。

\+のように、バックスラッ
シュにプラス記号が続くと、

国際番号用エスケープ文字 +
の設定を示します。

\+

ドットの前の数字を削除する例

ルートパターンでのドット単位の数字の削除を使用する1つの例は、電話機のユーザが外線に
接続するためにアクセスコードをダイヤルする場合です。北米では、通常、ユーザは9をダイ
ヤルして外部回線にアクセスします。次のルートパターンを使用して指定できます。

•市内通話: 9. @または 9.[2-9]XXXXXX

•ナショナルコール: 9.1[2-9]XX

•国際 9.011!#

これらのパターンでは、9は外部回線のアクセスコードであり、ドット (.)は、ネットワークの
内部の番号と外線番号を示すことによって、ルートパターンのフォーマットを支援する区切り

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
231

ダイヤルプラン

ドットの前の数字を削除する例



文字です。システムがダイヤルされた番号を PSTNに送信する場合は、[廃棄番号 (Discard)]オ
プションを使用して、ダイヤルされた文字列からプレドットの数字を取り除くことにより、

PSTNがコールをルーティングできるようにします。

プレフィックス番号の例

ルートパターンでの数字の接頭辞の使用の例としては、サイト間のオンネットダイヤルを設定

する場合があります。組織内のユーザが 8 + XXX-XXXXをダイヤルしてサイト間のコールに
コールするように、ルートパターンを作成することができます。オフネットコールの場合は、

コールを E.164形式で PSTNにルーティングできるように、プレフィックス番号（8）を削除
し、新しいプレフィックス 1<area code>を追加できます。

オンネットパターンとオフネットパターンの例

[分類の発信 (Call分類)]フィールドを使用して、ルートパターンを Onnetまたは offnetとして
設定できます。ユーザが2番目のダイヤルトーンを取得して、組織外にコールが転送されるこ
とを知らせたい場合は、コールをオフネットで分類できます。たとえば、ユーザが外線にダイ

ヤルする必要があるルートパターンを作成する場合、外部回線にアクセスしてオフネットパ

ターンとして分類すると、システムは次のダイヤルトーンを提供します。

•電話機がオフフックになっている場合のダイヤルトーン。ダイヤルした 9の前。

• 2番目のダイヤルトーンをダイヤルした後、そのダイヤル番号は、システムが公衆交換電
話網 (PSTN)を呼び出す準備ができていることを示します。

Ensure that you deselect the Allow Device Override check box when you use this option.

ブロックおよびルートパターンの例

ブロックおよびルートのパターンを使用して、ルーティングされない発信または着信コールを

禁止します。ブロックパターンを

•特定のパターンをブロックします。たとえば、パターン 91900XXXXXXXをブロックす
ると、ユーザが 900サービスにコールを配置するのを防ぐことができます。

•特定の市外局番と場所へのコールをブロックすることによって、有料の詐欺を防止しま
す。

クラスタ全体の自動代替ルーティングの有効化

クラスタに対して自動代替ルーティング（AAR）を有効化します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストでノードを選択します。
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ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco Call Manager]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム - CCM自動代替ルーティング）（ClusterwideParameters
(System - CCM Automated Alternate Routing)）]領域で、[自動代替ルーティングの有効化
（Automated Alternate Routing Enable）]パラメータを [True]に設定します。

AARグループの設定
自動代替ルーティング（AAR）を設定することで、ロケーションの帯域幅不足のためシステム
がコールをブロックしたときに、PSTNまたはその他のネットワークを通じてコールを自動的
に再ルーティングすることができます。 AARを使用すると、発信者は電話を切って着信側を
ダイヤルし直す必要がなくなります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [AARグループ
（AAR Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい AARグループを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存のAARグループの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし、結果のリスト
から AARグループを選択します。

[AARグループの設定（AAR Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、新しい AARグループに割り当てる名前を入力します。

この名前には、最長20文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
および下線文字（_）を任意に組み合わせることが可能です。

ウィンドウが更新され、その他のフィールドが表示されます。

ステップ 4 [AARグループの設定（AAR Group Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

（オプション）AARがハントパイロットと連携できるようにするには、「ハントパ
イロットの設定タスクフロー（255ページ）」を参照してください。

（注）

日次ルーティングの時間の設定

これはオプションです。あるパーティションがいつ、着信コールの受信に利用可能かを指定す

るタイムスケジュールを作成します。
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ルーティングがメッセージ待機指示 (MWI)インターセプトに実装されていない。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

時間帯を定義するには、この手順を使用

します。開始時刻および終了時刻を定

時間帯の設定（234ページ）ステップ 1

義し、さらに年次カレンダーで指定日ま

たは曜日として繰り返し間隔を指定しま

す。

スケジュールを作成するには、次の手順

を実行します。上記の手順で設定した

タイムスケジュールの設定（234ペー
ジ）

ステップ 2

時間帯は、このスケジュールの構成要素

です。時間帯は、複数のスケジュール

に割り当てることができます。

特定の時間中にコールを完了しようとす

る場合、パーティションとスケジュール

パーティションとスケジュールの関連付

け（235ページ）
ステップ 3

を関連付けてコーリングデバイスの検

索が行われる場所を決定します。

時間帯の設定

時間帯を定義するには、この手順を使用します。開始時刻および終了時刻を定義し、さらに年

次カレンダーで指定日または曜日として繰り返し間隔を指定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [スケジュールの設定（Time Schedule）]を選択します。

ステップ 2 [時間帯の設定（Time Period Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

タイムスケジュールの設定

スケジュールを作成するには、次の手順を実行します。上記の手順で設定した時間帯は、この

スケジュールの構成要素です。時間帯は、複数のスケジュールに割り当てることができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [スケジュールの設定（Time Schedule）]を選択します。

ステップ 2 [スケジュールの設定（Time Schedule）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと
設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

パーティションとスケジュールの関連付け

特定の時間中にコールを完了しようとする場合、パーティションとスケジュールを関連付けて

コーリングデバイスの検索が行われる場所を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

コールルーティングの制限

制約事項機能

コールルーティングを設定する場合、単一ルートフィルタを多くのルー

トパターンに割り当てないようにしてください。数百個のルートパター

ンが関連付けられているルートフィルタを編集しようとすると、システム

コアクラッシュが発生する可能性があります。これは、ルートフィルタ

を使用するすべてのルートパターンのコールルーティングの更新に新た

なシステム処理が必要になるためです。発生しないようにするには、重複

するルートフィルタを作成します。

ルートフィルター

の関連付け
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制約事項機能

外部コール制御によって、アジャンクトルートサーバは、Cisco Unified
Routing Rules Interfaceを使用してUnified CommunicationsManagerのコール
ルーティングを決定できます。外部コール制御を設定すると、Unified
Communications Managerが、発信側および着信側の情報が入ったルート要
求をアジャンクトルートサーバに発行します。そのサーバは、要求を受

信し、適切なビジネスロジックを適用し、コールのルーティング方法と適

用すべきその他のコール処理方法をお使いのシステムに指示するルート応

答を返します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』

の「外部コール制御」の章を参照してください。

外部コール制御

コール制御検出を使用すると、Service Advertisement Framework（SAF）と
呼ばれる Cisco IOSサービスルーティングプロトコルに登録することに
よって、Unified CommunicationsManagerクラスタがホストするDN範囲を
自動的に交換できます。 SAF CCDによって、クラスタは、それぞれにホ
ストされたDN範囲をネットワークにアドバタイズし、ネットワーク内の
他のコールエージェントによって生成されたアドバタイズメントにサブス

クライブできます。

SAF CCDを使用することの主な利点は次のとおりです。

•同じ SAF CCDネットワークに参加するコールエージェント間でコー
ルルーティング情報を自動的に配布でき、したがって新しいコール

エージェントが追加されたり、コールエージェントに新しいDN範囲
が追加されたりした場合に設定作業が徐々に増大することがなくなり

ます。

•集中型ダイヤルプラン解決コントロールポイントに依存しなくなり
ます。

•複数のUnifiedCMクラスタが組み合わせられた場合を含め、ルーティ
ングが変更された場合に、コールエージェント間のコールルーティ

ング情報が自動的に回復されます。

コール制御検出を設定するには、『Cisco Unified Communications Manager

機能設定ガイド』の「コール制御検出の設定」の章を参照してください。

コール制御検出
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制約事項機能

詳細なルートプランは、CiscoUnifiedCMAdministration（[コールルーティ
ング（Call Routing）] > [ルートプランレポート（Route Plan Report）]）の
[ルートプランレポート（RoutePlanReport）]ウィンドウで表示できます。
ルーティング計画の報告により、ルーティング計画の一部または全部のリ

ストを確認し、レポートのモード/ディレクトリ番号、パーティションまた
はルーティングの詳細情報列の項目をクリックして、直接に関連する設定

ウィンドウに移動します。

さらに、ルートプランレポートを使用してレポートデータを .csvファイ
ルに保存し、そのファイルを他のアプリケーションにインポートすること

もできます。保存される .csvファイルには、ウェブページより詳細な情
報（電話機のディレクトリ番号、ルートパターン、パターン使用法、デバ

イス名、デバイスの説明など）が含まれます。

ルートプランレ

ポート

Dialed Number Analyzerによるトラブルシューティング
Dialed Number Analyzerは、Cisco Unified Communications Managerとともに、機能サービスの 1
つとしてインストールできます。このツールにより、Cisco Unified Communications Managerの
ダイヤルプラン設定を展開前にテストできます。また、このツールを使用して、展開後のダイ

ヤルプランを分析することもできます。

ダイヤルプランが複雑になり、複数のデバイス、トランスレーションパターン、ルートパター

ン、ルートリスト、ルートグループ、発信側および着信側の変換、およびデバイスレベルの

変換が関係すると、ダイヤルプランに誤りが含まれる場合があります。DialedNumberAnalyzer
を使用してダイヤルプランをテストするには、ダイヤルされた番号を入力に使用します。ダイ

ヤルされた番号が分析され、コールの詳細が表示されます。その結果を使用してダイヤルプラ

ンを診断し、問題があれば特定し、ダイヤルプランを調整してから展開できます。

Dialed Number Analyzerのセットアップと使用の方法の詳細については、『Cisco Unified

Communications Manager Dialed Number Analyzerガイド』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

回線グループの設定
この章では、回線グループの追加または削除、または回線グループからの電話番号の追加また

は削除を行う方法について説明します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』の、ルートプラン
の理解に関するトピックを参照してください。
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回線グループの設定の概要

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] >
[ルート/ハント(Route/Hunt)] > [回線グループ(Line Group)]メニューパスを使用して、回線グ
ループを設定します。

回線グループを使用して、電話番号を選択する順序を指定できます。 Cisco Unified
Communications Managerは、コール分配アルゴリズムおよび RNA復帰（RNAR）タイムアウ
ト設定に基づいて、回線グループのアイドルまたは対応可能状態のメンバーに対して、コール

を分配します。

回線グループに属する DNへのコールは、ダイレクトコールピックアップ機能を使用し
てピックアップできません。

（注）

メンバー（ディレクトリ番号）を含まない空の回線グループを設定することは可能です

が、Cisco Unified CommunicationsManagerでは、この設定を使用してコールをルーティン
グすることはできません。回線グループにメンバーが含まれていない場合、空の回線グ

ループにコールがルーティングされると、ハントリストはハントを停止します。この状

況を避けるため、回線グループには少なくとも1つのメンバーを必ず設定してください。

ヒント

回線グループの設定のヒント

回線グループを設定する場合は、事前に少なくとも1つのディレクトリ番号を指定しておく必
要があります。

回線グループを設定または更新した後で、その回線グループにメンバーを追加したり、回線グ

ループからメンバーを削除したりできます。

回線グループの削除

1つ以上のルート/ハントリストが参照している回線グループを削除できます。使用中の回線グ
ループを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Managerからエラーメッセージが
表示されます。

依存関係レコードは回線グループではサポートされていません。ベストプラクティスと

して、回線グループを削除する前に、必ず設定を確認してください。

ヒント
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回線グループの設定項目

説明フィールド

[回線グループ情報(Line Group Information)]

この回線グループの名前を入力します。この

名前には、最長50文字の英数字を指定するこ
とができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフ
ン（-）、およびアンダースコア（_）を任意
に組み合わせて使用することが可能です。各

回線グループ名が、そのルートプランに固有

の名前であることを確認してください。

回線グループには、内容を簡潔に表

す名前を使用してください。通常、

CompanynameLocationGroupの形式
が、内容を簡潔に表し、回線グルー

プをすばやくかつ簡単に識別できる

方式です。たとえば、

「CiscoDallasAA1」は、Dallasにあ
る Ciscoオフィス用の Cisco Access
Analog回線グループを示します。

ワンポイ

ントアド

バイス

[回線グループ名(Line Group Name)]

コールが応答されなかった場合はUnified
CommunicationsManagerがこの回線グループの
次の使用可能なメンバーまたはアイドルメン

バーに、次の回線グループにはコールを配信

するまでの時間を秒単位で入力します。それ

から、ハントリストの次のグループを試して、

選択されます。 [RNA復帰タイムアウト(RNA
Reversion Timeout)]は、回線グループレベル
で、すべてのメンバーに適用されます。

[RNA復帰タイムアウト（RNA Reversion
Timeout）]
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ドロップダウンリストボックスで、回線グ

ループレベルで適用される次の分配アルゴリ

ズムのオプションを選択します。

• [優先度順(TopDown)]：この分配アルゴリ
ズムを選択すると、ライングループでア

イドルまたは対応可能状態にある最初の

メンバーから最後のメンバーまで、Unified
Communications Managerがメンバーに対
してコールを分配します。

• [循環方式（Circular）] -この配布アルゴリ
ズムを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerはルートグループ
の(n+1)番目のメンバーから始まるアイド
ルメンバーまたは使用可能なメンバーに

コールを配布します。ここで、n番目のメ
ンバーはアイドルまたはアイドルのいず

れかです。忙しいが「ダウン」していま

せん。n番目のメンバーがルートグループ
の最後のメンバーである場合、Unified
Communications Managerはそのルートグ
ループの先頭からコールを配布します。

•最長アイドル時間 -この分散アルゴリズ
ムを選択した場合、UnifiedCommunications
Managerは回線グループの最長アイドルメ
ンバーから最小アイドルメンバーまで、

アイドルメンバーにのみコールを配布し

ます。

•ブロードキャスト -この配布アルゴリズ
ムを選択した場合、UnifiedCommunications
Managerは回線グループのすべてのアイド
ルまたは使用可能なメンバーに同時にコー

ルを配布します。ブロードキャスト分配

アルゴリズムを使用する場合のその他の

制限事項については、[選択されたDN/ルー
トパーティション(Selected DN/Route
Partition)]フィールドの説明にある注を参
照してください。

デフォルト値は、[最長アイドル時間(Longest
Idle Time)]です。

[分配アルゴリズム(Distribution Algorithm)]
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[ハントオプション(Hunt Options)]
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無応答
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任意の分配アルゴリズムに対して、コールが

応答しない回線グループのメンバーに配信さ

れる場合に使用するUnified Communications
Managerのハントオプションを選択します。
このオプションは、メンバーレベルで適用さ

れます。ドロップダウンリストボックスか

ら、次のオプションを選択します。

• [次のメンバへ、その後ハントリスト内の
次のグループへ(Try next member; then, try
next group in Hunt List)] -このハントオプ
ションを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerは回線グループの
最初のアイドルまたは使用可能メンバー

から最後のアイドルまたは使用可能メン

バーまでコールをアイドルまたは使用可

能メンバーに配布します。分配に失敗し

た場合、Unified Communications Manager
はハントリスト内の次の回線グループに

対して分配を試行します。

• [次のメンバへ、ただし次のグループには
ハントしない(Try next member, but do not
go to next group)] -このハントオプション
を選択した場合、Unified Communications
Managerは回線グループの最初のアイドル
メンバーまたは使用可能メンバーから最

後のアイドルメンバーまたは使用可能メ

ンバーにコールを割り当てます。 Unified
Communications Managerは現在の回線グ
ループの最後のメンバーに到達しようと

するのをやめます。

• [残りのメンバにハントせず、すぐに次の
グループへ(Skip remainingmembers, and go
directly to next group)] -このハントオプショ
ンを選択した場合、最初のメンバーのRNA
復帰タイムアウト値が経過したときに、

Unified Communications Managerはこの回
線グループの残りのメンバーをスキップ

します。その後、Unified Communications
Managerはハントリスト内の次の行グルー
プに直接進みます。

• [ハント中止(Stop hunting)] -このハントオ
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プションを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerはこの回線グルー
プの最初のメンバーにコールを配信しよ

うとした後にハントを停止し、メンバー

はそのコールに応答しません。

このチェックボックスをオンにすると、回線

のメンバーは、自動的にハントリストからロ

グオフします。回線メンバーを再度ログイン

させるには、[HLOG]ソフトキーまたは PLK
を使用します。

無応答時のハントメンバーの自動ログアウト
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ビジー
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任意の分配アルゴリズムに対して、通話が通

話中の回線グループのメンバーに配信される

場合に使用するUnifiedCommunicationsManager
のハントオプションを選択します。ドロップ

ダウンリストボックスから、次のオプション

を選択します。

• [次のメンバへ、その後ハントリスト内の
次のグループへ(Try next member; then, try
next group in Hunt List)] -このハントオプ
ションを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerは回線グループの
最初のアイドルまたは使用可能メンバー

から最後のアイドルまたは使用可能メン

バーまでコールをアイドルまたは使用可

能メンバーに配布します。分配に失敗し

た場合、Unified Communications Manager
はハントリスト内の次の回線グループに

対して分配を試行します。

• [次のメンバへ、ただし次のグループには
ハントしない(Try next member, but do not
go to next group)] -このハントオプション
を選択した場合、Unified Communications
Managerは回線グループの最初のアイドル
メンバーまたは使用可能メンバーから最

後のアイドルメンバーまたは使用可能メ

ンバーにコールを割り当てます。 Unified
Communications Managerは現在の回線グ
ループの最後のメンバーに到達しようと

するのをやめます。

• [残りのメンバをスキップし、次のグルー
プに直接進む(Skip remaining members, and
go directly to next group)] -このハントオプ
ションを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerは話中メンバーに
遭遇したときにこの回線グループの残り

のメンバーをスキップします。 Unified
CommunicationsManagerは、ハントリスト
の次の行グループに直接進みます。

• [ハント中止(Stop hunting)] -このハントオ
プションを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerはこの回線グルー

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
246

ダイヤルプラン

回線グループの設定項目



説明フィールド

プの最初のビジーメンバーにコールを配

信しようとした後にハントを停止します。
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なし
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任意の分配アルゴリズムに対して、コールが

使用できない回線グループのメンバーに配布

される場合に使用するUnified Communications
Managerのハントオプションを選択します。
[使用不可(NotAvailable)]状態が発生するのは、
該当するDNに関連付けられている電話機が、
すべて未登録である場合です。エクステンショ

ンモビリティが使用されていて、DN /ユーザ
がログインしていないときにも [使用不可(Not
Available)]になります。ドロップダウンリス
トボックスのオプションから選択します。

• [次のメンバへ、その後ハントリスト内の
次のグループへ(Try next member; then, try
next group in Hunt List)] -このハントオプ
ションを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerは回線グループの
最初のアイドルまたは使用可能メンバー

から最後のアイドルまたは使用可能メン

バーまでコールをアイドルまたは使用可

能メンバーに配布します。分配に失敗し

た場合、Unified Communications Manager
はハントリスト内の次の回線グループに

対して分配を試行します。

• [次のメンバへ、ただし次のグループには
ハントしない(Try next member, but do not
go to next group)] -このハントオプション
を選択した場合、Unified Communications
Managerは回線グループの最初のアイドル
メンバーまたは使用可能メンバーから最

後のアイドルメンバーまたは使用可能メ

ンバーにコールを割り当てます。 Unified
Communications Managerは現在の回線グ
ループの最後のメンバーに到達しようと

するのをやめます。

• [残りのメンバをスキップし、次のグルー
プに直接進む(Skip remaining members, and
go directly to next group)] -残りのメンバー
をスキップし、次のグループに直接移動

する -このハントオプションを選択した
場合、Unified Communications Managerは
最初に使用不可のメンバーに遭遇したと

きにこの回線グループの残りのメンバー
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をスキップします。 Unified
CommunicationsManagerは、ハントリスト
の次の行グループに直接進みます。

• [ハント中止(Stop hunting)] -このハントオ
プションを選択した場合、Unified
CommunicationsManagerはこの回線グルー
プの最初に使用不可のメンバにコールを

配信しようとした後にハントを停止しま

す。

[回線グループメンバ情報(Line Group Member Information)]

[回線グループに追加する電話番号の検索(Find Directory Numbers to Add to Line Group)]

ドロップダウンリストボックスから、この回

線グループのルートパーティションを選択し

ます。デフォルト値は <None>です。

[検索(Find)]をクリックすると、[使用可能DN/
ルートパーティション(Available DN/Route
Partition)]リストボックスに、選択されたパー
ティションに属する電話番号（DN）がすべて
表示されます。

パーティション

検索するディレクトリ番号に含まれる文字を

入力し、[検索(Find)]ボタンをクリックしま
す。入力した文字と一致するディレクトリ番

号が [使用可能DN/ルートパーティション
(Available DN/Route Partition)]ボックスに表示
されます。

[次を含むディレクトリ番号(Directory Number
Contains)]

[使用可能DN/ルートパーティション(Available
DN/Route Partition)]リストボックスでディレ
クトリ番号を選択し、[回線グループに追加
(Add toLineGroup)]をクリックして、そのディ
レクトリ番号を [選択されたDN/ルートパー
ティション(SelectedDN/Route Partition)]リスト
ボックスに追加します。

[使用可能DN/ルートパーティション(Available
DN/Route Partition)]

[現在の回線グループメンバ(Current Line Group Members)]
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ディレクトリ番号の優先順位を変更するには、

[選択されたDN/ルートパーティション(Selected
DN/Route Partition)]リストボックス内のディ
レクトリ番号を選択します。そのリストボッ

クスの右側にある矢印をクリックして、リス

ト内でそのディレクトリ番号を上下に移動さ

せてください。

[選択されたDN/ルートパーティション(Selected
DN/Route Partition)]リストボックス内のディ
レクトリ番号の優先順位を逆転するには、[選
択されたDN/ルートパーティションの順番を逆
にする(Reverse Order of Selected DN/Route
Partitions)]をクリックします。

ブロードキャスト分配アルゴリズム

を使用する回線グループに、共有回

線であるDNを配置しないでくださ
い。 DNがブロードキャスト配信ア
ルゴリズムを使用する回線グループ

のメンバーである場合、Unified
CommunicationsManagerは、そのDN
がシェアドラインとして設定されて

いるデバイス上のシェアドラインで

あるすべてのDNを表示できません。

（注）

共有回線DNsを使用したブロードキャストア
ルゴリズム

[選択されたDN/ルートパーティション(Selected
DN/Route Partition)]リストボックスでディレ
クトリ番号を選択し、そのディレクトリ番号

を [削除されたDN/ルートパーティション
(Removed DN/Route Partition)]リストボックス
に追加します。これには、この 2つのリスト
ボックス間にある下矢印をクリックします。

[削除されたDN/ルートパーティション(Removed
DN/Route Partition)]

ディレクトリ番号

所定のディレクトリ番号の [ディレクトリ番号
の設定(Directory Number Configuration)]ウィン
ドウに移動するには、このリスト内のディレ

クトリ番号をクリックします。

新しい回線グループを追加する場合

は、その回線グループを保存するま

でこのリストは表示されません。

（注）

（この回線グループに属している DNのリス
ト）
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回線グループへのメンバーの追加

新しい回線グループまたは既存の回線グループにメンバーを追加できます。次の手順では、既

存の回線グループにメンバーを追加する方法を説明します。

始める前に

この手順を実行する前に、ディレクトリ番号を 1つ以上定義しておく必要があります。

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）]> [ルート/ハント（Route/Hunt）]> [回線グループ（Line
Group）]を選択します。

ステップ 2 メンバーを追加する回線グループを見つけます。

ステップ 3 ディレクトリ番号を特定する必要がある場合は、[パーティション（Partition）]ドロップダウ
ンリストボックスからルートパーティションを選択し、[次を含むディレクトリ番号（Directory
Number Contains）]フィールドに検索文字列を入力して、[検索（Find）]をクリックします。
1つのパーティションに属するディレクトリ番号をすべて検索するには、[次を含むディレクト
リ番号（DirectoryNumberContains）]フィールドを空白のままにして、[検索（Find）]をクリッ
クします。

一致するディレクトリ番号のリストが [使用可能なDN/ルートパーティション (AvailableDN/Route
Partition)]リストボックスに表示されます。

ステップ 4 [使用可能なDN/ルートパーティション（Available DN/Route Partition）]リストボックスで、追
加するディレクトリ番号を選択し、[回線グループに追加（Add to Line Group）]をクリックし
て、そのディレクトリ番号を [選択されたDN/ルートパーティション（Selected DN/Route
Partition）]リストボックスに移動します。この回線グループに追加するメンバーごとに、こ
の手順を繰り返します。

ステップ 5 [選択されたDN/ルートパーティション (SelectedDN/Route Partition)]リストボックスで、この回
線グループで新しい電話番号にアクセスする順序を選択します。順序を変更するには、ディレ

クトリ番号をクリックしてから、リストボックスの右側にある上向き矢印または下向き矢印を

使用して、ディレクトリ番号の順序を変更します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックすると、新しいディレクトリ番号が追加され、この回線グループの
ディレクトリ番号の順序が更新されます。

回線グループからのメンバーの削除

新しい回線グループから、または既存の回線グループからメンバーを削除できます。次の手順

では、既存の回線グループからのディレクトリ番号の削除について説明します。
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手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）]> [ルート/ハント（Route/Hunt）]> [回線グループ（Line
Group）]を選択します。

ステップ 2 ディレクトリ番号を削除する回線グループを見つけます。

ステップ 3 [選択されたDN/ルートパーティション（Selected DN/Route Partition）]リストボックスで、削
除するディレクトリ番号を選択し、リストボックスの下にある下向き矢印をクリックして、

[削除されたDN/ルートパーティション（Removed DN/Route Partition）]リストボックスにその
ディレクトリ番号を移動します。この回線グループから削除するメンバーごとに、この手順を

繰り返します。

ステップ 4 メンバーを削除するには、[保存 (Save)]をクリックします。
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第 21 章

ハントパイロットの設定

•ハントパイロットの概要（255ページ）
•ハントパイロットの設定タスクフロー（255ページ）
•ハントパイロットの連携動作と制限（262ページ）

ハントパイロットの概要
ハントパイロットは、数値またはパターンと、回線グループ内の電話のグループまたはディレ

クトリ番号へのコールをルーティングできる関連付けられた一連のディジット操作で構成され

ています。

ハントパイロットは、着信コールの優先順位を付けられたパス (回線グループ)の優先順位リス
トを使用して、ハントリストと連携します。ハントパイロットの DNにコールが発信される
と、システムは、ハントリストで指定されている最初の回線グループにコールを提供します。

最初の回線グループのいずれかの人がコールに応答しない場合、システムは、ハントリストで

指定されている次の回線グループにコールを提供します。回線グループは、グループ内の電話

機にコールを配布する順序を制御します。回線グループは、特定の内線番号（通常は、IPPhone
内線番号またはボイスメールポート）を指しています。回線グループは、コンピュータテレ

フォニー統合 (CTI)ポートと CTIルートポイントをポイントできないので、ハントパイロット
は、Cisco Customer Response Solution (CRS)や IP Interactiveなどの CTIアプリケーションによっ
て制御されるエンドポイントにコールを配布することはできません。音声応答 (IP IVR)。

ハントパイロットは、自身の回線グループのメンバーとハントパイロットが別のパーティショ

ンに配置されている場合でも、コールを自身の回線グループのいずれかのメンバーに分配でき

ます。ハントパイロットが分配するコールは、すべてのパーティションおよびコーリングサー

チスペース制限を上書きします。

ハントパイロットの設定タスクフロー
これらのタスクを完了して、システムのハントパイロットを設定します。ハントパイロット

は、回線グループ内の複数の電話またはディレクトリ番号へのコールを経路指定するために使

用できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

回線グループを作成して、複数の電話機

が単一のディレクトリ番号 (DN)に送信
回線グループの設定（256ページ）ステップ 1

されたコールに応答できるようにしま

す。

回線グループの優先順位に従って、ハン

トリストを設定します。

ハントリストの設定（257ページ）ステップ 2

ハントパイロット番号またはシステムが

ハントリストへのコールを指示するため

に使用するパターンを設定します。

ハントパイロットの設定（257ページ）ステップ 3

回線グループの設定

回線グループを使用すると、1つのディレクトリ番号に送信されるコールに複数の電話で応答
できます。グループ内の電話に着信コールが分配される順序は、分配アルゴリズムが制御しま

す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しい回線グループを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存の回線グループを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [回線グループ名（Line Group Name）]を入力します。

ステップ 4 [分配アルゴリズム（DistributionAlgorithm）]フィールドで、コールの分配に使用するアルゴリ
ズムのタイプを選択します。

ステップ 5 回線グループにディレクトリ番号を追加するには、[回線グループに追加する回線グループメ
ンバー（Line Group Members to Add to Line Group）]セクションのフィールドを設定します。

a) 追加するディレクトリ番号が存在する [パーティション（Partition）]を選択します。
b) これはオプションです。 [次を含むディレクトリ番号（Directory Number Contains）]フィー
ルドを入力して、検索にフィルタを適用します。

c) [検索（Find）]をクリックします。指定したパーティションからのディレクトリ番号のリ
ストがボックスに表示されます。

d) [使用可能なDN/ルートパーティション（AvailableDN/Route Partition）]リストボックスで、
グループに追加する個別のディレクトリ番号を選択し、[回線グループに追加（Add toLine
Group）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
256

ダイヤルプラン

回線グループの設定



ステップ 6 [回線グループの設定（LineGroupConfiguration）]ウィンドウで、残りのフィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

ハントリストの設定

ハントリストは、回線グループの優先順位リストです。ハントリストを介してコールをルー

ティングする場合、システムは、ハントリストで定義されている順序で回線グループを使用し

ます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ハントリスト（Hunt List）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルートリストを作成します。

•既存のリストを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 ハントリストの名前を入力します。

ステップ 4 ハントリストを登録する Cisco Unified Communications Managerグループを選択します。

ステップ 5 [このハントリストを有効にする（Enable this Hunt List）]チェックボックスをオンにすると、
[保存（Save）]をクリックしたときに即座にハントリストが有効になります。

ステップ 6 このハントリストをボイスメールに使用する場合は、ボイスメール用チェックボックスをオン
にします。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

ステップ 8 ハントリストへの回線グループの追加

a) 回線グループの追加をクリックします。
b) 回線グループドロップダウンリストボックスから、ハントリストに追加する回線グルー
プを選択します。

c) [保存]をクリックします。

d) サイトを追加するには、これらの手順を繰り返します。

ハントパイロットの設定

回線グループに対してコールをルーティングするためにシステムが使用するハントパイロット

番号またはパターンを設定します。
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ハントパイロットで使用できるワイルドカードと特殊文字の詳細については、「ハント

パイロットのワイルドカードと特殊文字（258ページ）」を参照してください。
（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

•新しいハントパイロットを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存のハントパイロットを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [ハントパイロット（Hunt Pilot）]フィールドに、コールのルーティングに使用する番号または
パターンを入力します。

ステップ 4 [ハントリスト（Hunt List）]ドロップダウンから、ハントパイロット番号に一致するコールを
送信するためのハントリストを選択します。

ステップ 5 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドに入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 コールキューイングを有効化する場合は、[コールをキューイング（Queue Calls）]チェック
ボックスをオンにし、[キューイング（Queuing）]セクションのフィールドを設定します。

ステップ 7 発信者、接続先、着信者に適用するディジットトランスフォーメーションパターンを割り当
てます。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

ハントパイロットのワイルドカードと特殊文字

ルートパターンおよびハントパイロットでワイルドカードおよび特殊文字を使用すると、単

一ルートパターンまたはハントパイロットをある範囲の番号（アドレス）と一致させること

ができます。また、これらのワイルドカードおよび特殊文字を使って指示を組み立てると、

Cisco Unified Communications Managerが処理した番号を隣接システムに送信できます。

Cisco Unified Communications Managerがサポートするワイルドカードおよび特殊文字を次の表
で説明します。
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表 20 :ワイルドカードおよび特殊文字

例説明文字

ルートパターン 9.@は、国別番号計画が認識
するすべての電話番号をルーティングまたは

ブロックします。

@ワイルドカードが含む、国別番号計画の番
号のルートパターンの例を次に示します。

• 0

• 1411

• 19725551234

• 101028819725551234

• 01133123456789

@記号（@）ワイルドカード
は、国別番号計画のすべての

番号に一致します。

各ルートパターンで、@ワイ
ルドカードは 1文字だけ使用
できます。

@

ルートパターン 9XXXは、9000～ 9999の範
囲のすべての数字をルーティングするか、ま

たはブロックします。

Xワイルドカードは、0～9の
範囲にある数字の任意の 1桁
に一致します。

X

ルートパターン 91!は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし

ます。

感嘆符（!）ワイルドカード
は、0～9の範囲にある数字の
1桁以上に一致します。

!

ルートパターン 91X?は、91～
91999999999999999999999の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし

ます。

疑問符（?）ワイルドカード
は、直前の数字またはワイル

ドカード値の 0回以上の繰り
返しに一致します。

疑問符（??）ワイル
ドカードを使用した

場合、2つ目の疑問
符は空の入力には一

致しません。ルータ

パターンの例：
*33X?*X?*X?#

（注）

?

ルートパターン 91X+は、910～
91999999999999999999999の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし

ます。

プラス記号（+）ワイルドカー
ドは、直前の数字またはワイ

ルドカード値の 1回以上の繰
り返しに一致します。

+
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例説明文字

ルートパターン 813510[012345]は、8135100
～ 8135105の範囲のすべての数字をルーティ
ングするか、またはブロックします。

角カッコ（[ ]）文字は、値の
範囲を囲みます。

[ ]

ルートパターン 813510[0-5]は、8135100～
8135105の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハイフン（-）文字は、角カッ
コと一緒に使用して値の範囲

を示します。

-

ルートパターン 813510[^0-5]は、8135106～
8135109の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハット（^）文字は、角カッコ
と一緒に使用して値の範囲外

を示します。この文字は、開

始角カッコ（[）の直後に配置
してください。

各ルートパターンで、^文字
は 1文字だけ使用できます。

^

ルートパターン 9.@は、最初の 9を、国別番
号計画に発信するCiscoUnifiedCommunications
Managerアクセスコードとして認識します。

デリミタとして使用される

ドット（.）文字は、Cisco
UnifiedCommunicationsManager
のアクセスコードをディレク

トリ番号から分離します。

この特殊文字を、桁を無視す

る指定と一緒に使用すると、

隣接システムに番号を送信す

る前に Cisco Unified
Communications Managerのア
クセスコードを削除できま

す。

各ルートパターンで、（.）文
字は 1文字だけ使用できま
す。

.

ルートパターン *411を設定して、内部オペ
レータのディレクトリ案内の利用を可能にし

ます。

アスタリスク（*）文字は、特
別な着信番号の追加の桁とし

て利用できます。

*

ルートパターン 901181910555#は、国別番号
計画内からダイヤルされる国際番号をルーティ

ングまたはブロックします。末尾の 5の後の
#文字は、この桁をシーケンスの最後の桁とし
て特定します。

シャープ（#）文字は、一般に
ダイヤルシーケンスの終了を

特定します。

#文字がパターンの最後の文字
になるようにします。

#
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例説明文字

\+の使用は、国際番号用エスケープ文字 +が
ワイルドカードではなく、ダイヤル可能な桁

であることを意味します。

\+のように、バックスラッ
シュにプラス記号が続くと、

国際番号用エスケープ文字 +
の設定を示します。

\+

ハントパイロットのパフォーマンスと拡張性

次のようなパフォーマンスおよび拡張性の制限が適用されます。

•単一の Cisco Unified Communications Managerクラスタは、最大で 15,000個のハントリス
トデバイスをサポートします。

•単一のCiscoUnifiedCommunicationsManagerサブスクライバは、ノードごとにコールキュー
イングが有効にされたハントパイロットを最大で 100個サポートします。

•ハントリストデバイスは、各ハントリストに 10台の IP電話を含む 1500のハントリス
ト、各ハントリストに 20台の IP電話を含む 750のハントリストの組み合わせ、または
同様の組み合わせにすることができます。

コールカバレッジにブロードキャストアルゴリズムを使用

する場合、ハントリストデバイスの数は、Busy Hour Call
Attempts（BHCA）の数によって制限されます。ブロードキャ
ストアルゴリズムを使用して、10台の電話機を含むハント
リストまたはハントグループを指すハントパイロットに対

して 10回の BHCAを行うことは、10回の BHCAを行う 10
台の電話機と同じです。

（注）

•ハントパイロットの最大数は、キューで許可されている 32の発信者で設定されている場
合、コールキューが有効になっているUnifiedCMサブスクライバノードごとに100です。
ノードごとのキュースロットの総数（ノード上のすべてのコールキュー対応ハントパイ

ロットの「キューで許可される発信者の最大数」の値）は 3200に制限されます。各ハン
トパイロットのキューに同時に含める発信者の最大数は 100です。つまり、ハントパイ
ロットごとに100人の発信者がキューに入ることができ、ハントパイロットの最大数は32
に減らされます。ただしコールキューが有効になっている場合は、すべてのハントリスト

のメンバーの最大数は変更されません。

•設定できる各ハントパイロットのキュー内にある最大待ち時間は、0～3600秒（デフォル
トは 900）です。ハントリストの数が増えると、Unified Communications Managerサービ
スパラメータで指定するダイヤルプラン初期化タイマーを増やす必要があります。シスコ

では、1500個のハントリストを設定している場合、ダイヤルプラン初期化タイマーを600
秒に設定することをお勧めします。

•コールキューを使用したブロードキャストアルゴリズムを使用する場合は、1つの回線グ
ループに対して 35ディレクトリ番号が含まれないようにすることを推奨します。また、
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ブロードキャスト回線グループの数は、BHCCによって決まります。 Unified CMシステ
ム内に複数のブロードキャスト回線グループがある場合、回線グループ内の電話番号の最

大数は 35未満にする必要があります。すべてのブロードキャスト回線グループの最頻時
発呼数（BHCA）が 1秒あたり 35コール設定を超えないようにします。

ハントパイロットの連携動作と制限

連携動作と制限事項機能

ハントグループが設定済みで、ハンドグループが指し示す 1つ以上
の電話番号でシングルナンバーリーチ（SNR）が有効な場合には、
ハントグループのすべてのデバイスがログインしない限り、SNRリ
モート接続先にコールが転送されません。

ハントグループ内の各デバイスについて、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで [ハントグループにログイン（Logged
into Hunt Group）]チェックボックスをオンにする必要があります。

ハントグループのシン

グルナンバーリーチ

コールキューイングは、ハントパイロットのサブ機能です。コール

キューが有効になっていて、特定のハントパイロットに着信コールの

要求がコールを応答するために使用可能なハントメンバーの数を超え

る場合、システムは、ハントメンバーが応答できるようになるまで着

信コールをキューにキューに転送します。待機中に発信者とその音

楽を再生するように、保留中のアナウンスと音楽を設定することがで

きます。

設定の詳細については、Cisco Unified Communications Manager機能設
定ガイドの「コールキューリングの設定」の章を参照してください

。

コールキューイング

ハントパイロットでの Unified Mobilityデバイスの設定はお勧めしま
せん。

Unified Mobility

配信されないコール

表 21 :循環アルゴリズムでコールが分配されない

説明制約事項

コールがログオフ状態にあるエージェントに拡張され、そのコールが

"Huntlogout"タイプ以外の別の拒否タイプで拒否された場合。次に、
インデックスが1つ増加しないため、そのコールは前のコールに応答
した同じエージェントに送られます。

BOTおよび TCTデバ
イスを含む回線グルー

プの循環アルゴリズム

で、コールが正しく配

布されていません。
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説明制約事項

循環アルゴリズムでコールを配布しているときに、エージェントが使

用中の場合、そのコールは次に使用可能なエージェントに拡張されま

す (つまり、次のエージェントが、ビジー状態のエージェントの代わ
りにコールに応答します)。

複数のコールが同時に実行された場合、次に利用可能なエー

ジェントがそのコールに応答します。

（注）

回線グループの循環ア

ルゴリズムで、コール

が正しく配布されませ

ん。
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第 22 章

クラスタ間検索サービスの設定

• ILSの概要（265ページ）
• ILS設定のタスクフロー（267ページ）
• ILSの連携動作および制限（271ページ）

ILSの概要
シスコクラスタ間検索サービス（ILS）を使用すると、データを共有するリモートCiscoUnified
CommunicationsManagerクラスタで構成されるマルチクラスタネットワークを簡単に作成でき
ます。

ILSを使用すると、管理者はクラスタ間の接続を手動で設定する必要がなくなります。ハブク
ラスタで ILSを設定済みであれば、新しいクラスタで ILSを有効化し、その新しいクラスタで
既存のハブをポイントすることによって、新しいクラスタを接続できます。 ILSは、クラスタ
を自動的に接続し、両方のクラスタに大規模な ILSネットワークのトポロジを知らせます。

ILSネットワークコンポーネント

ILSネットワークは、次のコンポーネントで構成されます。

•ハブクラスタ：ハブクラスタは、自動メッシュ機能を使用して ILSネットワークのバッ
クボーンを形成し、他のハブクラスタとのフルメッシュトポロジを作成します。ハブク

ラスタは、多様な機能について、ILSネットワーク全体で情報の中継と共有を実行します。

•スポーククラスタ：スポーククラスタはそれぞれのローカルのハブクラスタにのみ接続
し、他のハブクラスタやスポーククラスタに直接接続することはありません。スポーク

クラスタは、ネットワーク全体での情報の共有と中継については、それぞれのローカルハ

ブに依存します。

•グローバルダイヤルプランのインポートされたカタログ：このオプションのコンポーネ
ントは、グローバルダイヤルプランレプリケーションが設定されており、CiscoTelePresence
Video Communications Serverまたはサードパーティのコール制御システムと相互運用して
いる場合に適用されます。他のシステムからエクスポートされた CSVファイルからディ
レクトリ URIまたは +E.164番号のカタログを手動でインポートすると、ILSネットワー
ク内のユーザが別のシステムのユーザにコールできるようになります。
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クラスタビュー

ILSのリモートクラスタビュー機能を使用して、ネットワークをマッピングすることができま
す。各クラスタは、ピア情報ベクターと呼ばれる更新メッセージを交換します。これは、ネッ

トワーク内の各クラスタのステータスをリモートクラスタに通知するものです。更新メッセー

ジには、ネットワーク内の既知のクラスタに関する次の情報が含まれます。

•クラスタ ID

•パブリッシャーのピア Id

•クラスタの説明とバージョン

•ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定します。

• ILSがアクティブ化されているクラスタノードの IPアドレスとホスト名

機能のサポート

グローバルダイヤルプランレプリケーションおよびエクステンションモビリティローミング

などの機能は、クラスタがダイヤルプラン情報を共有するクラスタ間ネットワークの作成に関

して、ILSに依存しています。それにより、ビデオコール、URIダイヤリング、およびクラス
タ間のモビリティを使用して、クラスタ間コールネットワークをセットアップできます。

ILSは、IM and Presenceの中央クラスタを複数のテレフォニークラスタに接続している場合
に、IM and Presence Serviceの集中型展開でも使用されます。 ILSは、IM and Presenceの中央ク
ラスタおよびテレフォニークラスタの間の接続を作成するのに使用されます。

ILSネットワーキングキャパシティ
ILSネットワークを計画する際に念頭に置くべき推奨キャパシティは以下のとおりです。

• ILSネットワーキングは最大 10個のハブクラスタをサポートしており、ハブあたりのス
ポーククラスタ数は 20個であるため、合計で最大 200個のクラスタを使用できます。ハ
ブとスポークの組み合わせによるトポロジは、各クラスタ内で多数の TCP接続が作成さ
れるのを回避するために使用します。

•ハブクラスタとスポーククラスタを最大数まで、またはそれを超えて使用すると、パ
フォーマンスに影響が出る可能性があります。1つのハブに多数のスポーククラスタを追
加すると余分な接続が作成され、メモリまたは CPUの処理量が増加する可能性がありま
す。 1つのハブクラスタに接続するスポーククラスタは 20個以下にすることを推奨しま
す。

• ILSネットワーキングは、追加の CPU処理をシステムに追加します。 CPU使用率と同期
時間は、クラスタ全体で同期されているレコードの数によって異なります。ハブアンドス

ポークトポロジを計画する場合は、ハブクラスタの CPUが負荷を処理するように設定さ
れていることを確認します。
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これらの推奨事項は、システムテストに基づいており、リソース使用率を考慮していま

す。システムでは、これらの推奨事項を超えないようにすることはできませんが、リソー

スの過大な負荷にさらされるリスクがあります。最適なパフォーマンスを得るには、上

記のキャパシティを推奨します。

（注）

ILS設定のタスクフロー
ILSネットワークをセットアップするには、この手順を実行します。

始める前に

どのクラスタをハブクラスタにし、どのクラスタをスポーククラスタにするのかを把握でき

るように、ILSトポロジを計画してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

ILSネットワーク内の各クラスタには、
一意のクラスタ IDが必要です。

クラスタ IDの設定（267ページ）ステップ 1

ネットワークのさまざまなクラスタで

ILSを設定し、アクティブ化します。
ILSの設定（268ページ）ステップ 2

ILSネットワークが実行中であることを
確認します。

ILSの実行状態の確認（269ページ）ステップ 3

ILSネットワークのリモートクラスタ
ビューを設定します。

リモートクラスタビューの設定（270
ページ）

ステップ 4

クラスタ IDの設定
ILSネットワーク内の各クラスタには、一意のクラスタ IDが必要です。リモートクラスタに
クラスタ IDのデフォルトの StandAloneCluster値が保持されている場合、ILSは機能しませ
ん。

手順

ステップ 1 パブリッシャノードで Cisco Unified CM管理にログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択しま
す。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
267

ダイヤルプラン

ILS設定のタスクフロー



ステップ 3 [クラスタID（Cluster ID）]の値を、クラスタを一意に識別する値に設定します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ステップ 5 各クラスタのパブリッシャノードで、この手順を繰り返します。

ILSの設定
ネットワーク内のクラスタ間検索サービス（ILS）をアクティブ化して設定するには、この手
順を実行します。

最初に設定するクラスタは、ハブクラスタでなければなりません。（注）

手順

ステップ 1 パブリッシャノードで Cisco Unified CM管理にログインします。

ステップ 2 [拡張機能（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS Configuration）]を選択します。

ステップ 3 [役割（Role）]ドロップダウンリストボックスから、設定するクラスタのタイプに応じて、[ハ
ブクラスタ（Hub Cluster）]または [スポーククラスタ（Spoke Cluster）]を選択します。

ステップ 4 グローバルダイヤルプランレプリケーションを有効化する場合は、[リモートクラスタとグ
ローバルダイヤルプランレプリケーションデータを交換（Exchange Global Dial Plan Replication
Data with Remote Clusters）]チェックボックスをオンにします。

URIパターン（user@domain）をアドバタイズするときは、[SIPプロファイルの設定
（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、[ダイヤル文字列の解釈（Dial String
Interpretation）]フィールドが [常にすべてのダイヤル文字列をURIアドレスとして処理
（Always treat all dial strings as URI addresses）]に設定されていることを確認します。
これは、デバイスがディレクトリ番号パターンとしてユーザセクションの数字のみを

使用してURI学習パターンにダイヤルするのを防ぐことが目的です。その代わりに、
ILSを介して、ユーザセクションのテキスト文字列を使用してURIパターンのみをア
ドバタイズすることもできます。

（注）

ステップ 5 ネットワーク内のさまざまなクラスタ間で [ILS認証の詳細（ILSAuthenticationDetails）]を設定
します。

• TLS認証の場合は、[TLS証明書の使用（Use TLS Certificates）]チェックボックスをオンに
します。このオプションを選択する場合、クラスタ内のノード間でCA署名付き証明書も
交換する必要があります。

•パスワード認証（TLSを使用するかどうかに関係なく）については、[パスワードの使用
（Use Password）]チェックボックスをオンにして、パスワードの詳細を入力します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 [ILSクラスタ登録（ILS Cluster Registration）]ポップアップで、登録の詳細を設定します。
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a) [登録サーバ（Registration Server）]テキストボックスに、このクラスタに接続するハブク
ラスタのパブリッシャノードの IPアドレスまたは FQDNを入力します。これがネット
ワーク内の最初のハブクラスタでれば、このフィールドを空白のままにしておくことがで

きます。

b) [このクラスタにあるパブリッシャでクラスタ間検索サービスをアクティブ化（Activate the
Intercluster Lookup Service on the publisher in this cluster）]チェックボックスがオンになって
いることを確認します。

c) OKをクリックします。

ステップ 8 ILSネットワークに追加する各クラスタのパブリッシャノードでこの手順を繰り返します。新
しいクラスタをハブクラスタまたはスポーククラスタとして追加します。

設定した同期値によっては、クラスタ情報がネットワーク全体に伝播する間に遅延が

生じることがあります。

（注）

クラスタ間で Transport Layer Security（TLS）認証を使用するには、ILSネットワークの各クラ
スタのパブリッシャノード間で、Tomcat証明書を交換する必要があります。 Cisco Unifiedオ
ペレーティングシステムの管理から、証明書の一括管理機能を使用して、以下を行います。

•証明書を各クラスタのパブリッシャノードから中央の場所にエクスポートします

•エクスポートされた証明書を ILSネットワークに統合します

•ネットワークの各クラスタのパブリッシャノードに証明書をインポートします

詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「Manage
Certificates」の章を参照してください。

ILSの実行状態の確認
ILSネットワークが実行中であることを確認します。

手順

ステップ 1 任意のテレフォニークラスタでパブリッシャノードにログインします。

ステップ 2 CiscoUnifiedCMの管理から、[詳細機能（Advanced Features）]> [ILS設定（ILS Configuration）]
を選択します。

ステップ 3 [ILSクラスタとグローバルダイヤルプランインポート済みカタログ（ILSClusters andGlobalDial
Plan Imported Catalogs）]セクションをオンにします。 ILSネットワークトポロジが表示されま
す。
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リモートクラスタビューの設定

ILSネットワークのリモートクラスタビューを設定するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[高度な機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー
（Cluster View）]を選択します。

ステップ 2 [リモートクラスタの検索と一覧表示]ウィンドウで、以前作成したリモートクラスタを選択し
ます。

ステップ 3 [リモートクラスタサービスの設定（Remote Cluster Service Configuration）]ウィンドウから、
リモートクラスタの Extension Mobility Cross Cluster、TFTP、RSVPエージェントなどのサービ
スを設定するには、該当するチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
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ILSの連携動作および制限

ILSの連携動作
表 22 : ILSの連携動作

データのやり取り機能

ILSのクラスタ検出を使用すると、管理者がそれらのクラスタ間の接続を手
動で設定しなくてもCisco Unified CommunicationsManagerはリモートクラス
タの詳細を動的に学習できます。

ILSネットワークの各クラスタは更新メッセージをやり取りします。これは
ピア情報ベクターと呼ばれ、ネットワーク内の各クラスタのステータスをリ

モートクラスタに知らせることを目的としています。更新メッセージには、

ネットワーク内の既知のクラスタに関する次の情報が含まれます。

•クラスタ ID
•クラスタの説明とバージョン
•ホストの完全修飾ドメイン名
• ILSがアクティブ化されているクラスタノードの IPアドレスとホスト
名

[詳細機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）]を選
択すると、ILSクラスタ検出機能が Cisco Unified CM Administrationで表示で
きるリモートクラスタのリストを自動的に読み込みます。このウィンドウ

から、リモートクラスタの Extension Mobility Cross Cluster、TFTP、RSVP
エージェントなどのサービスを設定できます。

[クラスタビュー（Cluster View）]に表示されるリモートクラスタ
の完全修飾ドメイン名には、ILS検出で解決可能な DNSを指定す
る必要があります。

（注）

クラスタの検出

ILSネットワークでグローバルダイヤルプランレプリケーションが有効な
場合、ILSネットワーク内のリモートクラスタは次のデータを含め、グロー
バルダイヤルプランデータを共有します。

•ディレクトリURI
•代替番号
•代替番号パターン
•ルート文字列
• PSTNフェールオーバー番号

グローバルダ

イヤルプラン

レプリケーショ

ン
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データのやり取り機能

ILSベースのネットワークで、発信者番号に基づいて着信コールをブロック
するには、SIPルートパターンのパーティションを発信者の CSSに含める必
要があります。たとえば、コールが SIPトランクから発信される場合、SIP
トランク受信 CSSには sipルートパターンのパーティションが含まれている
必要があります。

着信コール

ILSの制限
表 23 : ILSの制限

説明制約事項

ILSサービスは、Unified Communications Managerのパブリッシャノードで
のみ動作します。

ILSサービス

ハブクラスタは複数のスポークを持つことができますが、スポーククラス

タは 1つのハブクラスタしか持つことができません。
クラスタ

サードパーティコール制御システムを ILSネットワークに接続することは
できません。

ILSネットワーク

サードパーティのカタログは、ハブクラスタにのみインポートできます。クラスタイン

ポート

取得した ILSクラスタに、別のリモートクラスタからの重複した Uriが含
まれている場合、その URIにコールが配置されると、その uriが取得され
てデータベースに挿入されているクラスタにルーティングされます。

重複した URI

グローバルダイヤルプランデータは ILSネットワーク上で正常に交換され
ますが、ILS受信クラスタはデータベースレプリケーションステータスを
完了するまで、学習した情報をデータベースに書き込みません。

データベースの

複製ステータス

インポートされたサードパーティディレクトリUriおよびパターンの場合、
[管理ウィンドウ]サンプルファイルに示されているように、CSVファイル
形式は正確なシンタックスに一致する必要があります。それ以外の場合、

インポートは失敗します。

インポート
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説明制約事項

ILSネットワークに追加のハブクラスタを追加するときは、プライマリ ILS
ハブノードで、次の条件が満たされていることを確認します。

•クラスタ IDは、ILSクラスタ内のすべてのハブノードで一意です。

•完全修飾ドメイン名（FQDN）

• UDSと EMサービスは、ILSクラスタ内のすべてのハブノードで実行
されています

• DNSプライマリおよびリバース解決は正常に動作しています。

•すべてのハブノードから統合 Tomcat証明書をインポートします。

あるいは、クラスタのリブートまたはエラーの修正後も [検索とリストリ
モートクラスタ]ウィンドウに「バージョン」情報が表示されることはあ
りません。この回避策は、ILSネットワークからハブクラスタを削除し、
上記の要件に従って、ハブクラスタを ILSネットワークに再追加すること
です。

ILSハブ
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第 23 章

グローバルダイヤルプランレプリケー

ションの設定

•グローバルダイヤルプラン複製の概要（275ページ）
•グローバルダイヤルプラン複製の前提条件（280ページ）
•グローバルダイヤルプランレプリケーションの設定タスクフロー（281ページ）
•グローバルダイヤルプランレプリケーションの連携動作と制限（292ページ）

グローバルダイヤルプラン複製の概要
グローバルダイヤルプランレプリケーションを使用すると、URIダイヤリング、エンタープ
ライズ番号、またはE.164番号のいずれかをダイヤリングに使用するビデオコールによって、
クラスタ間 VoIPネットワークを簡単にセットアップできます。

グローバルダイヤルプランレプリケーションでは、ILSネットワーク内のリモートクラスタ
にグローバルダイヤルプランのデータ要素を複製することで、シスコクラスタ間検索サービ

スを活用します。 ILSネットワーク内の各クラスタは、ホームクラスタのルート文字列と共
に、他のクラスタのグローバルダイヤルプラン要素を学習します。

ILS経由のグローバルなアドバタイズ

グローバルダイヤルプランレプリケーションでは、次のダイヤルプラン要素を ILSネット
ワークにアドバタイズし、このデータをリモートクラスタに複製します。

•ディレクトリ URI：ローカルクラスタで、電子メール形式のディレクトリ URI
（alice@cisco.comなど）をプロビジョニングします。 URIダイヤリングは、ユーザ中心
型のコール発信手段を提供します。グローバルダイヤルプランレプリケーションでは、

ディレクトリ URIのローカルカタログを ILSネットワーク内の他のクラスタにアドバタ
イズすることで、クラスタ間 URIダイヤリングが可能になります。

•エンタープライズ番号およびE.164代替番号：代替番号は、付加番号命令を含むマスクを
元のディレクトリ番号に適用することで作成される、元の内線番号のエイリアスです。代

替番号は、ILSネットワーク内のどこからでもダイヤルできます。代替番号には 2つのタ
イプがあります。ローカルクラスタで代替番号をプロビジョニングしてから各番号を ILS
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ネットワークにアドバタイズするか、代替番号の範囲を要約するアドバタイズされた番号

パターンを設定して、そのパターンを ILSネットワークにアドバタイズすることができま
す。

•アドバタイズされたパターン：アドバタイズされたパターンは、エンタープライズ代替番
号またはE.164代替番号の範囲を要約したものです。個別の代替番号ではなくパターンを
ILSネットワーク全体に複製することで、リモートクラスタのデータベース領域を節約で
きます。アドバタイズされたパターンは、ILSネットワーク内のリモートクラスタでのみ
使用されます。これらのパターンをローカルコールのルーティングに使用することはでき

ません。

• PSTNフェールオーバー番号：このオプションを使用すると、エンタープライズ代替番号
または E.164代替番号を PSTNフェールオーバー番号として割り当てることができます。
VoIPチャネル経由でのグローバルダイヤルプラン要素へのコールルーティングが失敗し
た場合、フェールオーバー番号によって代替のルーティング方法が提供されます。リモー

トクラスタで、適切なゲートウェイにPSTNフェールオーバーをルーティングするルート
パターンを設定する必要があります。

•ルート文字列：各クラスタには、グローバルダイヤルプランカタログと共に複製される
ルート文字列があります。ルート文字列は、ディレクトリ URIまたは代替番号のホーム
クラスタを識別するものです。クラスタ間のコール処理では、ルート文字列をホームク

ラスタにルーティングするSIPルートパターンを各リモートクラスタで設定する必要があ
ります。

•学習されたグローバルダイヤルプランデータ：複製されたデータを ILSネットワーク内
のすべてのクラスタに確実に到達させるためには、各クラスタで、他のクラスタから学習

したカタログと共に、ローカルでプロビジョニングされたグローバルダイヤルプランデー

タを複製します。

•インポートされたグローバルダイヤルプランデータ：CiscoUnifiedCommunicationsManager
を Cisco TelePresence Video Communications Serverまたはサードパーティのコール制御シス
テムと相互運用する場合は、相手のシステムからグローバルダイヤルプランデータをcsv
ファイルにエクスポートし、その csvファイルを ILSネットワーク内のハブクラスタにイ
ンポートします。グローバルダイヤルプランレプリケーションによって、インポートさ

れたカタログが ILSネットワーク内の他のクラスタに複製され、相手のシステムに登録さ
れているディレクトリ URIおよび代替番号にコールを発信できるようになります。

グローバルダイヤルプランのマッピング例

次の例は、電話の内線番号 4001にマップされるグローバルダイヤルプランデータ要素を示し
ています。コールルーティングが正しく設定されている場合、これらのいずれかの番号をダイ

ヤルすると内線番号 4001が呼び出されます。

•エンタープライズ代替番号：番号マスク 5XXXXが内線 4001に適用され、エンタープラ
イズ代替番号 54001が作成されます。

• E.164代替番号：番号マスク 1972555XXXXが内線 4001に適用され、+E.164代替番号
19725554001が作成されます。
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• PSTNフェールオーバー：エンタープライズ代替番号または+E.164代替番号をPSTNフェー
ルオーバーとして割り当て、適切なゲートウェイにコールをルーティングします。

•アドバタイズされたパターン：パターン 54XXXを使用して、54000～ 54999の範囲のす
べてのエンタープライズ代替番号を要約できます。エンタープライズ代替番号と +E.164
代替番号用にパターンを作成できます。

•ディレクトリ URU：alice@cisco.com

ディレクトリ URIは、ディレクトリ番号またはエンドユー
ザに割り当てることができます。エンドユーザに関連付け

られているディレクトリ URIはユーザのプライマリ内線番
号（ディレクトリ番号）にも関連付けられ、プライマリ内線

番号が割り当てられている場合はその内線番号を呼び出しま

す。

（注）

URIダイヤル
URIダイヤリングはグローバルダイヤルプランレプリケーションのサブ機能であり、発信者
がディレクトリURIをダイヤル文字列として使用してコールを発信できるようにします。ディ
レクトリ URIは、電子メールアドレスに似た英数字の文字列です（例：alice@cisco.com）。

URIは電子メールアドレスと似ていますが、ディレクトリ URIは、単独でルーティング可能
なエンティティではありません。ローカルコールの場合、ディレクトリ URIが発信者のコー
リングサーチスペース内のパーティションにある場合に限り、そのディレクトリ URIに対す
るコールをルーティングできます。クラスタ間コールの場合、システムは、グローバルダイ

ヤルプランレプリケーションにより複製されたクラスタルート文字列を取得し、SIPルート
パターンとルート文字列の照合を試みます。

ディレクトリ URIのタイプ

ディレクトリURIには2つのタイプがあり、ディレクトリURIのプロビジョニング方法によっ
てタイプが決まります。

•ユーザベースの URI：このディレクトリ URIは、[エンドユーザの設定（End User
Configuration）]でユーザに割り当てます。これらの URIはすべて、ローカルのディレク
トリURIパーティションに自動的に割り当てられます。これは、ローカルにある削除でき
ないパーティションです。ユーザにプライマリ内線番号も設定されている場合、URIはそ
の内線番号のプライマリ URIとして [ディレクトリ番号の設定（Directory Number
Configuration）]にも表示されます。

•回線ベースの URI：[ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンド
ウで、1つのディレクトリ番号に最大 5個のディレクトリURIを直接割り当てることがで
きます。これらの URIには、任意のローカルパーティションを割り当てることができま
す。
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ディレクトリ URI形式

ディレクトリ URIは、@記号で区切られたユーザとホストアドレスで構成される英数字の文
字列です。

Cisco Unified Communications Managerは、次の形式のディレクトリ URIをサポートします。

• user@domain（例：joe@cisco.com）

• user@ip_address（例：joe@10.10.10.1）

システムはディレクトリ URIのユーザ部分（@記号の前の部分）では次の形式をサポートし
ます。

•使用可能な文字は、a-z、A-Z、0-9、!、$、%、&、*、_、+、~、-、=、\、?、‘、,、.、/、(
)です。

•ユーザ部分の最大長は 47文字です。

•ディレクトリ URIがデータベースに保存されている場合、Cisco Unified Communications
Managerは、次の文字にパーセントエンコーディングを自動的に適用します。

# % ^ ` { } | \ : ” < > [ ] \ ‘およびスペース。

デフォルトでは、ディレクトリ URIのユーザ部分で大文字と小文字が区別されます。
[URI検索ポリシー（URI Lookup Policy）]エンタープライズパラメータを編集すること
で、ユーザの部分で大文字と小文字を区別しないように編集できます。

パーセントエンコーディングを適用すると、ディレクトリURIの桁数が増えます。たと
えば、ディレクトリ URIとして「joe smith#@cisco.com」（20文字）を入力した場合、
UnifiedCommunicationsManagerは、このディレクトリURIを「joe%20smith%23@cisco.com」
（24文字）としてデータベースに保存します。データベースの制限により、[ディレクト
リURI（Directory URI）]フィールドの最大長は 254文字となります。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、ディレクトリ URIのホスト部分（@記号の後の部
分）に関して次の形式をサポートします。

• IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名がサポートされます。

•使用可能な文字は、英数字、ハイフン（-）、ドット（.）です。

•ホスト部分をハイフン（-）で開始または終了することはできません。

•ホスト部分に、連続した 2つのドットを含めることはできません。

•ホスト部分の最短の長さは 2文字です。

•ホスト部分では、大文字と小文字は区別されません。
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Cisco Unified Communications Manager Administrationで、一括管理を使用して、二重引
用符とカンマが埋め込まれたディレクトリURIを含む CSVファイルをインポートする場
合は、ディレクトリ URI全体を二重引用符（"）で囲む必要があります。

（注）

URIへの通話転送

• URIへの通話転送は、物理的な電話からは実行できません。

• URIへの通話転送は、その URIがすでに Unified Communications Managerデータベース内
にある場合にのみアプリケーションを介して設定できます。URIがデータベース内にない
場合、通話転送を設定しようとしているときに、アプリケーションから「通話転送の設定

に失敗しました/n新しい番号への通話転送に失敗しました（Call Forward Setting Failed /n
Failed to forward calls to）」というエラーが返されます。

•通話転送は、URIがデータベース内に存在するかどうかに関係なくUnifiedCommunications
Managerの管理ページですべての URIに対して設定できます。

•通話転送は、データベース内に存在するかどうかに関係なく、[CiscoUnifiedCommunications
セルフケアポータル（Cisco Unified Communications Self Care Portal）] > [エンドユーザ
（End User）]ページですべての URIに対して設定できます。文字 # % ^ ` { } | \ : ? < >[ ]
\ ‘を入力するときは、「パーセントエンコーディング」を使用する必要があります。た
とえば、%3Aは:をメンションするために使用され、%20は、スペースをメンションす
るために使用されます。

•通話を URI「mobile: 12345@cisco.com」に転送する必要がある場合は、[Cisco Unified
Communicationsセルフケアポータル（Cisco Unified Communications Self Care Portal）] >
[エンドユーザ（End User）]ページの [通話転送（Call-Forward）]セクションで
「mobile%3A%2012345@cisco.com」を指定する必要があります。

グローバルダイヤルプランレプリケーションのコールルーティング

クラスタ内のコールでは、グローバルダイヤルプランデータはパーティションとコーリング

サーチスペースを介してルーティングされます。ローカルディレクトリ URI、エンタープラ
イズ代替番号、または E.164代替番号に対するコールが動作するためには、発信側で使用して
いるコーリングサーチスペースにその URIまたは番号が存在する必要があります。

クラスタ間のコールでは、グローバルダイヤルプランレプリケーションがアドバタイズする

クラスタルート文字列を使用して、着信側のホームクラスタにコールが送信されます。別の

クラスタに所属しているディレクトリURIまたは代替番号に対して発信者がコールを発信する
と、システムは、関連付けられたルート文字列を取得し、ルート文字列のSIPルートパターン
と照合して、SIPルートパターンで指定されている宛先にそのコールを送信します。これが機
能するためには、ルート文字列をそのホームクラスタにルーティングするように、リモート

クラスタの SIPルートパターンを設定する必要があります。
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コールルーティングに失敗した場合は、システムは、関連付けられたPSTNフェールオーバー
番号を使用することもできます。ただし、PSTNフェールオーバーのコールを適切なゲート
ウェイに送信できるように、リモートクラスタのルートパターンを設定する必要があります。

グローバルダイヤルプラン複製の前提条件
次の作業が必要です。

•シスコクラスタ間検索サービス（ILS）の設定

•グローバルダイヤルプランをどのように展開するかを計画します。

•ユーザ用のディレクトリURIをプロビジョニングすることによって、URIダイヤリン
グを展開する場合、グローバルダイヤルプランレプリケーションを使用して、ILS
ネットワーク全体にディレクトリ URIを複製できます。

•代替番号ダイヤリングを展開する場合、エンタープライズ代替番号とE.164代替番号
のどちらをを使用しますか。 PSTNフェールオーバーとしてどちらを使用しますか。

•代替番号を展開する場合は、番号計画を策定します。大規模なネットワークでは、
個々の代替番号ではなく番号パターンを ILSネットワークにアドバタイズすること
で、データベースの領域と帯域幅を節約できます。
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グローバルダイヤルプランレプリケーションの設定タ

スクフロー
グローバルダイヤルプランレプリケーションとURIダイヤリングを設定するには、この手順
を実行します。これらのタスクは、ILSネットワークの各クラスタで実行する必要がありま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

ローカルクラスタでグローバルダイヤ

ルプランレプリケーションのサポート

を有効化します。

グローバルダイヤルプラン複製に対す

る ILSサポートの有効化（282ページ）
ステップ 1

グローバルダイヤルプランレプリケー

ションとURIダイヤリングをサポート
する SIP設定項目を指定します。

SIPプロファイルの設定（283ページ）ステップ 2

URIダイヤリングについては、システ
ムが連絡先ヘッダーにディレクトリ

URIダイヤリング用の SIPトランクの
設定（283ページ）

ステップ 3

URI、ディレクトリ番号、または混合
アドレスを挿入するかどうかを設定し

ます。

クラスタ間ルーティングについては、

学習されたルート文字列をそれぞれの

SIPルートパターンの設定（284ペー
ジ）

ステップ 4

ホームクラスタにルーティングする

SIPルートパターンを各クラスタで設
定します。

ILSがローカルデータベースに書き込
むことができるデータ量の上限を設定

します。

学習されたデータに対するデータベー

ス制限の設定（285ページ）
ステップ 5

エンタープライズ代替番号、+E.164代
替番号、および学習された番号パター

学習番号とパターンのパーティション

の設定（286ページ）
ステップ 6

ンのルートパーティションを割り当て

ます。

これはオプションです。エンタープラ

イズ代替番号または+E.164代替番号の
代替番号のアドバタイズパターンの設

定（287ページ）
ステップ 7

範囲を要約する番号パターンをアドバ

タイズします。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
281

ダイヤルプラン

グローバルダイヤルプランレプリケーションの設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。特定の番号ま

たは番号パターンに対するコールをブ

学習したパターンのブロック（287ペー
ジ）

ステップ 8

ロックするパターンを設定します。こ

の設定はローカルで適用され、ILSネッ
トワークには複製されません。

これはオプションです。 Cisco
TelePresenceVideoCommunications Server

グローバルダイヤルプランのデータを

インポート（290ページ）
ステップ 9

またはサードパーティのコール制御シ

ステムと相互運用する場合は、そのシ

ステムから ILSネットワーク内のハブ
クラスタに、ディレクトリURI、+E.164
番号、および PSTNフェールオーバー
番号のカタログをインポートします。

ディレクトリ URI、エンタープライズ
代替番号、または+E.164代替番号を、
ディレクトリ番号に割り当てます。

グローバルダイヤルプランデータの

プロビジョニング（288ページ）
ステップ 10

複数ユーザの場合は、LDAP
ディレクトリ同期または一括

管理を使用して、多数のユー

ザのグローバルダイヤルプ

ランデータを1回の操作で割
り当てることができます。こ

のガイドの「ユーザのプロビ

ジョニング」のセクションを

参照してください。

（注）

グローバルダイヤルプラン複製に対する ILSサポートの有効化
ローカルクラスタのグローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効にす
るには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CMの管理から、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 [リモートクラスタとのグローバルダイヤルプランのレプリケーションデータの交換（Exchange
Global Dial Plan Replication Data with Remote Clusters）]チェックボックスをオンにします。
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ステップ 4 [アドバタイズルート文字列（Advertised Route String）]テキストボックスで、ローカルクラス
タのルート文字列を入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

SIPプロファイルの設定
ネットワーク内の SIPプロファイルを編集して、グローバルダイヤルプランレプリケーショ
ンと URIダイヤリングをサポートするには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationで、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device Settings）]>
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、既存の SIPプロファイルを選択します。

ステップ 3 [ダイヤル文字列の解釈（Dial String Interpretation）]ドロップダウンリストから、コールをディ
レクトリURIまたはディレクトリ番号としてルーティングするかどうかを決定するためにシス
テムが使用するポリシーを設定します。

• [常にすべてのダイヤル文字列をURIアドレスとして処理（Always treat all dial strings as URI
addresses）]

• [電話番号は0～9、A～D、*、+で構成（これ以外はURIアドレスとして処理）（Phone
number consists of characters 0–9, A–D, *, and + (others treated as URI addresses)）]

• [電話番号は0～9、*、+で構成（これ以外はURIアドレスとして処理）（Phonenumberconsists
of characters 0-9, *, and + (others treated as URI addresses)）]：これがデフォルトのオプション
です。

ステップ 4 [SIP要求で完全修飾ドメイン名を使用（Use FullyQualifiedDomainName in SIPRequests）]チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 5 これはオプションです。 Cisco Unified Border Element全体でクラスタ間コールをルートできる
ようにするには、[トランク固有の設定（Trunk-Specific Configuration）]の下にある [ILS学習接
続先ルート文字列を送信（Send ILS Learned Destination Route String）]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

URIダイヤリング用の SIPトランクの設定
URIダイヤルを展開している場合は、ネットワークの SIPトランクの連絡先ヘッダーアドレス
指定ポリシーを設定します。このオプションは、Cisco Unified Communications Managerが、
ディレクトリ番号、ディレクトリURI、またはディレクトリ番号とディレクトリURIの両方を
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含む混合アドレスを、発信SIPメッセージのSIP IDヘッダーに挿入できるかどうかを決定しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、既存の SIPトランクを選択します。

ステップ 3 [発信コール]領域で、[通話および接続されたパーティ情報フォーマット]ドロップダウンリス
トから次のいずれかを選択します。

• [接続された第三者の DNのみを提供する（Deliver DN only in connected party）]：発信 SIP
メッセージでは、Cisco Unity Connectionは SIPの連絡先のヘッダー情報に発信元のディ
レクトリ番号を挿入します。これがデフォルト設定です。

• [接続された第三者の DNのみを提供する（Deliver DN only in connected party）]：発信 SIP
メッセージでは、ユニティコネクションはSIPの連絡先のヘッダー情報に発信元の電話番
号を挿入します。ディレクトリURIが使用可能でない場合、UnifiedCommunicationsManager
は代わりにディレクトリ番号を挿入します。

• [接続された第三者の URIと DNを提供する（Deliver URI and DN in connected party）]：発
信 SIPメッセージでは、Cisco Unity Connectionは SIPの連絡先ヘッダーに発信側のディレ
クトリ URIとディレクトリ番号を含む混合アドレスを挿入します。 Directory URIが使用
可能でない場合、Unified Communications Managerはディレクトリ番号だけを含めます。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

SIPルートパターンの設定
グローバルダイヤルプランレプリケーションとURIダイヤリングを使用するクラスタ間での
コールルーティングについては、学習されたルート文字列がホームクラスタに送信されるよ

うに SIPルートパターンを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [SIPルートパ
ターン（SIP Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [パターンの使用法（Pattern Usage）]ドロップダウンから [ドメインルーティング（Domain
Routing）]を選択します。

ステップ 4 IPv4または IPv6を展開しているかどうかに応じて、[ Ipv4アドレス（Ipv4 address）]または
[ Ipv6アドレス（ipv6 address）]テキストボックスにルート文字列を入力します。
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ステップ 5 [SIPトランク/ルートリスト（SIPTrunk/RouteList）]の下で、ルート文字列のホームクラスタへ
のルートで次のホップクラスタにつなげる SIPトランクまたはルートリストを選択します。

ステップ 6 [SIPルートパターンの設定（SIPRoute PatternConfiguration）]ウィンドウで、残りのフィールド
を入力します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

ステップ 8 学習されたルート文字列ごとに SIPルートパターンを作成します。

ステップ 9 ILSネットワーク内の各クラスタに対して、この手順を繰り返します。

SIPルートパターン名にダッシュが含まれる場合、ダッシュ間に数字が含まれていないこ
とを確認する必要があります。ただし、ダッシュが 2つ以上ある場合は、文字と数字の
組み合わせか、文字のみを使用できます。 SIPルートパターンの良い例と悪い例は次の
とおりです。

正しいパターン：

• abc-1d-efg.xyz.com

• 123-abc-456.xyz.com

無効なパターン：

• abc-123-def.xyz.com

• 1bc-2-3ef.xyz.com

（注）

学習されたデータに対するデータベース制限の設定

データベースの制限を設定して、Unified Communications Managerがローカルデータベースに
書き込むことができる学習オブジェクトの数を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[シスコクラスタ間検索サービス（アクティ
ブ）（Cisco Intercluster Lookup Service (Active)）]を選択します。サービスがアクティブと表示
されていない場合は、Cisco Unified Serviceabilityでサービスをアクティベートしたことを確認
します。
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ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（ILS)（Clusterwide Parameters (ILS)）]セクションで、[データベー
ス内の学習オブジェクトの最大数（ILS Max Number of Learned Objects in Database）]サービス
パラメータの上限を設定します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

このサービスパラメータは、UnifiedCommunicationsManagerが ILSによって学習するデー
タに対してデータベースに書き込むことができるエントリの最大数を決定します。この

サービスパラメータのデフォルト値は 10万個で、最大値は 100万個です。

このサービスパラメータを、データベースに保存されている ILS学習エントリの現在の
数より小さい値に設定した場合、UnifiedCommunicationsManagerは、ILS学習オブジェク
トをそれ以上データベースに書き込みません。ただし、既存のデータベースエントリは

そのままです。

（注）

学習番号とパターンのパーティションの設定

パーティションに学習番号と学習パターンを割り当てる必要があります。独自のパーティショ

ンを定義することも、事前定義されたデフォルトのパーティションを使用することもできま

す。 Unified Communications Managerは学習代替番号と番号パターンに対して、次の事前定義
されたパーティションでインストールされます。

•グローバル学習エンタープライズ番号

•グローバル学習 E.164番号

•グローバル学習エンタープライズパターン

•グローバル学習 E.164パターン

NULLパーティションに学習番号または学習パターンを割り当てることはできません。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダ
イヤルプランレプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [学習した番号とパターン
のパーティション（Partitions for Learned Numbers and Patterns）]を選択します。

ステップ 2 学習番号とパターンのパーティションの設定フィールドと設定オプションの詳細については、
システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存]をクリックします。
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また、パーティションの番号にコールを配置するために、発信者が使用する呼び出し

先の検索スペースにもルートパーティションが存在する必要があります。

（注）

代替番号のアドバタイズパターンの設定

アドバタイズされたパターンを使用して、エンタープライズの代替番号の範囲または E.iの代
替番号を要約します。このパターンを ILSネットワークに通知して、クラスタ間でパターンに
一致する番号への発信を可能にすることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダ
イヤルプランレプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [アドバタイズパターン
（Advertised Patterns）]の順に選択します。

ステップ 2 [アドバタイズされたパターンの検索と一覧表示（Find andList Advertised Patterns）]ウィンドウ
で、次のいずれかを実行します。

•既存のパターンを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
•新しいパターンを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [パターン（Pattern）]フィールドに、番号パターンを入力します。たとえば、54XXXは、54000
～ 54999の範囲の番号を要約しています。

ステップ 4 [パターンタイプ（Pattern Type）]フィールドで、[エンタープライズ番号パターン（Enterprise
Number Pattern）]または「E.164番号パターン（E.164 Number Pattern）]を選択します。

ステップ 5 ラジオボタンで、PSTNフェールオーバーを適用するかどうかを選択します。

• [PSTNフェールオーバーを使用しない（Don't use PSTN Failover）]
• [パターンをPSTNフェールオーバーとして使用する（Use Pattern as PSTN Failover）]

• [削除桁数および付加番号をパターンに適用してPSTNフェールオーバーに使用する（Apply
Strip Digits and Prepend Digits to Pattern and Use for PSTN Failover）]：このオプションを選択
する場合、[PSTNフェールオーバー削除桁数（PSTN Failover Strip Digits）]および [PSTN
フェールオーバー付加番号（PSTN Failover Prepend Digits）]フィールドに数字を入力しま
す。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

学習したパターンのブロック

ローカルクラスタで、特定のエンタープライズ代替番号、+E.164代替番号、または ILSを通
じて学習された番号パターンに対するコールルーティングを防止するブロッキングルールを

設定する場合は、このオプションのタスクを実行します。
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コールを学習した番号または学習したパターンにルーティングする前に、ILSはローカルブ
ロッキングルールがダイヤル文字列に一致するかどうかを確認します。ブロッキングルール

と一致する場合、Unified Communications Managerはコールをルーティングしません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイ
ヤルプランレプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [学習した番号とパターンのブ
ロック（Block Learned Numbers and Patterns）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のブロッキングルールを選択して編集するには、[検索（Find）]をクリックして、し
ます。

•新しいルートパターンを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [パターン（Pattern）]フィールドに、ブロックするパターンまたは番号を入力します。たとえ
ば、2065551212へのコールをブロックするのに、206XXXXXXXというパターンを使用できま
す。

ステップ 4 ダイヤル文字列プリフィックスに基づいてコールをブロックする場合は、[プレフィックス
（Prefix）]を入力します。

ステップ 5 コールが特定のクラスタに送信されないようにブロックする場合は、そのクラスタの [クラス
タID（Cluster ID）]を入力します。

ステップ 6 [パターンタイプ（Pattern Type）]ドロップダウンリストから、ブロッキングルールを適用す
る方法を選択します。

• [任意（Any）]：エンタープライズ番号パターンと +E.164パターンの両方にブロッキング
ルールを適用する場合は、このオプションを選択します。

• [エンタープライズパターン（Enterprise Pattern）]：エンタープライズ番号パターンにのみ
ブロッキングルールを適用する場合は、このオプションを選択します。

• [+E.164パターン（+E.164 Pattern）]：+E.164番号パターンにのみブロッキングルールを適
用する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

グローバルダイヤルプランデータのプロビジョニング

ディレクトリURI、エンタープライズ代替番号、+E.164代替番号、および PSTNフェールオー
バールールをディレクトリ番号に追加するには、この手順を使用します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
288

ダイヤルプラン

グローバルダイヤルプランデータのプロビジョニング



ユーザの数が多い場合は、ユニバーサル回線テンプレートを設定し、LDAP同期または一
括管理などのプロビジョニングツールを使用してそれらを適用することで、多数のユー

ザのグローバルダイヤルプランデータを 1回の操作でプロビジョニングできます。こ
のドキュメントの「ユーザのプロビジョニング」のセクションを参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ディレクトリ
番号（Directory Number）]の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•グローバルダイヤルプランデータを追加する既存のディレクトリ番号を選択するには、
[検索（Find）]をクリックします。

•新しいディレクトリ番号を作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 新しい番号を作成する場合は、[ディレクトリ番号（DirectoryNumber）]を入力し、[保存（Save）]
をクリックします。

ステップ 4 エンタープライズ代替番号を追加するには、[エンタープライズ代替番号の追加（AddanEnterprise
Alternate Number）]ボタンをクリックして、次の操作を実行します。

a) [番号マスク（NumberMask）]を入力します。たとえば、4001の代替番号として「5XXXX」
を使用します。結果として生成されたエンタープライズ代替番号（54001）が、[代替番号
（Alternate Number）]フィールドに表示されます。

b) ローカルルートパーティションに追加するには、[ローカルルートパーティションに追加
（Add to Local Route Partition）]チェックボックスをオンにします。

c) [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンから、パーティションを選択し
ます。

d) この代替番号を ILSネットワークにアドバタイズする場合は、[ILS経由でグローバルにア
ドバタイズ（Advertise Globally via ILS）]をオンにします。

エンタープライズ代替番号または+E.164代替番号がパターンの範囲内に収まるよ
うに、アドバタイズされたパターンを設定する場合は、代替番号を個別にアドバ

タイズする必要はありません。

（注）

ステップ 5 +E.164代替番号を追加するには、[+E.164代替番号の追加（Add an +E.164 Alternate Number）]
をクリックして、次の操作を実行します。

a) [番号マスク（Number Mask）]を入力します。たとえば、内線 4001の代替番号として
「1972555XXXX」と入力します。結果として生成された+E.164代替番号（19725554001）
が、[代替番号（Alternate Number）]フィールドに表示されます。

b) ローカルルートパーティションに追加するには、[ローカルルートパーティションに追加
（Add to Local Route Partition）]チェックボックスをオンにします。

c) [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンから、パーティションを選択し
ます。
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d) この代替番号を ILSネットワークにアドバタイズする場合は、[ILS経由でグローバルにア
ドバタイズ（Advertise Globally via ILS）]をオンにします。

ステップ 6 [ディレクトリURI（DirectoryURIs）]セクションで、このディレクトリ番号にディレクトリURI
を追加します。

a) [URI]フィールドに、ディレクトリURIの詳細情報を入力します。例えば、alice@cisco.com
のように入力します。

b) [パーティション（Partition）]ドロップダウンから、ディレクトリURIをローカルパーティ
ションに割り当てます。

c) アドバタイズされたカタログにこのディレクトリURIを含めるには、[ILS経由でグローバ
ルにアドバタイズ（Advertise Globally via ILS）]チェックボックスをオンにします。

d) [行を追加（Add Row）]をクリックし、ディレクトリ URIを追加します。最大 5個のディ
レクトリ URIを追加できます。

ステップ 7 [アドバタイズされたフェールオーバー番号（AdvertisedFailoverNumber）]フィールドで、エン
タープライズ代替番号または +E.164代替番号を PSTNフェールオーバーとして選択します。

ステップ 8 [ディレクトリ番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウで、残りのフィールド
を設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 9 [保存]をクリックします。

グローバルダイヤルプランのデータをインポート

Cisco TelePresence Video Communications Server、サードパーティのコール制御システム、また
は ILSを実行していない別のシステムと相互運用する場合に、この手順を使用します。ディレ
クトリ URI、+E.164パターン、および PSTNフェールオーバールールのカタログを、他のシ
ステムから ILSネットワーク内のハブクラスタにインポートできます。 ILSが ILSネットワー
ク全体にカタログを複製し、クラスタが他のシステムにコールを発信できるようになります。

始める前に

ダイヤルプランカタログを他のシステムから CSVファイルにエクスポートします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダ
イヤルプランレプリケーション（Global Dial Plan RepIication）] > [グローバルダイヤルプラ
ンレプリケーション（Imported Global Dial Plan Catalog）]を選択します。

ステップ 2 [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログの検索とリスト（Find and List Imported
Global Dial Plan Catalogs）]ウィンドウで、次のいずれかのタスクを実行します。

•結果のリストから既存のカタログを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
•新しいカタログを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
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ステップ 3 [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（Imported Global Dial Plan Catalog
Settings）]ウィンドウの [名前（Name）]フィールドに、インポートするカタログを識別する
一意の名前を入力します。

ステップ 4 （任意） [説明（Description）]フィールドに、カタログの説明を入力します。

ステップ 5 [ルート文字列（Route String）]フィールドで、カタログのインポート元システム用のルート
文字列を作成します。

ルート文字列は最大250文字長の英数字であり、ドットおよびダッシュを含めること
ができます。

（注）

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 Cisco Unified CMの管理ページから、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップ
ロード/ダウンロード（Upload/Download Files）]の順に選択します。

• [新規追加]をクリックします。
• [参照（Browse）]をクリックし、インポートするカタログ用の CSVファイルを選択しま
す。

インポートに使用する CSVファイルが Cisco Unified Communications Managerと互換
性があることを確認します。たとえば、バージョン9.0(1)へのインポートをサポート
する CSVファイルは、バージョン 10.0(1)とは互換性がありません。

（注）

ステップ 8 [ターゲットを選択（Select the Target）]ドロップダウンリストで、[インポートしたディレクト
リ URLとパターン（Imported Directory URIs and Patterns）]を選択します。

ステップ 9 [トランザクションタイプを選択（Select Transaction Type）]ドロップダウンリストで、[イン
ポートしたディレクトリ URLとパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]
を選択します。

ステップ 10 [保存]をクリックします。

ステップ 11 Cisco Unified CMAdministrationで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ディレクトリURIと
パターン（Directory URIs and Patterns）] > [インポート済みディレクトリ URIおよびパター
ンの挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]の順に選択します。

ステップ 12 [ファイル名（FileName）]ドロップダウンリストで、インポートするカタログを含むCSVファ
イルを選択します。

ステップ 13 [インポートしたディレクトリURIカタログ（ImportedDirectoryURI Catalog）]ドロップダウン
リストで、[インポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（Imported Global Dial Plan
Catalog）]ウィンドウで名前を付けたカタログを選択します。

ステップ 14 [ジョブ説明（Job Description）]テキストボックスに、実行しようとしているジョブの名前を
入力します。

ステップ 15 次のいずれかの手順を実行します。

•ジョブをただちに実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]オプションを選択
し、[送信（Submit）]をクリックします。

•所定の時刻に実行するようにジョブをスケジュールするには、[後で実行（RunLater）]ラ
ジオボタンをオンにして、[送信（Submit）]をクリックします。
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[後で実行（RunLater）]オプションを選択した場合は、ジョブの実行時刻をスケジュー
ルするのに、一括管理ジョブスケジューラーを使用する必要があります。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、インポートしたすべての +E.164パターンを,グロー
バルな学習された +E.164パターンパーティションに保存します。

この手順では、すべてのローカル設定されたディレクトリ URI、+E.164番号パターン、
および関連する PSTNフェールオーバールールを、他のコール制御システムにインポー
ト可能なCSVファイル形式でエクスポートする方法について説明します。一括管理ディ
レクトリUriおよびパターン>のメニューを参照してください。詳細につい>ては、ロー
カルディレクトリの uriとパターンをエクスポートしてください。

（注）

グローバルダイヤルプランレプリケーションの連携動

作と制限
次の表に、グローバルダイヤルプランレプリケーションとURIダイヤリングでの機能の連携
動作の一部をまとめています。
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連携動作と制限事項機能

ローカルクラスタで設定されているすべてのディレクトリ URIと
+E.164番号パターンを csvファイルにエクスポートして、別のシステ
ムにインポートすることもできます。

1. Cisco Unified CM Administrationで、[一括管理（Bulk
Adminstration）]> [ディレクトリURIとパターン（Directory URIs
and Patterns）] > [ローカルディレクトリURINEとパターンのエ
クスポート（Export Local Directory URIs and Patterns）]を選択
します。

2. 次のオプションボタンのいずれかをクリックして、エクスポート
ファイルに付加するドメイン名を定義します。

• [組織のトップレベルドメイン（Organizational Top Level
Domain）]：[組織のトップレベルドメイン（OrganizationalTop
Level Domain）]エンタープライズパラメータの値をエクス
ポートファイルのドメイン名に使用する場合は、このラジオ

ボタンをクリックします。

• [ルート文字列ドメイン（Route String Domain）]：[ILSの設定
（ILS Configuration）]で設定した [ルート文字列（Route
String）]フィールドの値をエクスポートファイルのドメイン
名に使用する場合は、このラジオボタンをクリックします。

• [ユーザ定義ドメイン（User Defined Domain）]：エクスポー
トファイルに付加するカスタマイズされたドメイン名を作成

する場合は、このラジオボタンをクリックします。このオ

プションを選択する場合は、[ドメイン名（Domain Name）]
テキストボックスにドメイン名を入力します。

3. [ローカルディレクトリURIとパターンのエクスポート(Export
Local Directory URIs and Patterns)]ボタンをクリックします。

4. CSVファイルをローカルドライブに保存します。

ディレクトリ URIと
+E.164パターンのエク
スポート
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連携動作と制限事項機能

ディレクトリ URIのパーティション分割は、ディレクトリ URIのプ
ロビジョニング方法によって異なります。

• [エンドユーザの設定（End User Configuration）]でエンドユーザ
に割り当てたユーザベースのディレクトリURIの場合、削除でき
ないローカルのディレクトリURIパーティションが自動的にURI
に割り当てられます。別のパーティションを割り当てることは

できませんが、[ディレクトリURIエイリアスパーティション
（Directory URI Alias Partition）]エンタプライズパラメータを設
定することで、管理者が管理するパーティションをローカルディ

レクトリURIパーティションのエイリアスとして使用できます。

• [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）]で
URIがディレクトリ番号に直接割り当てられている回線ベースの
ディレクトリ URIの場合、各 URIをローカルのパーティション
に個別に割り当てることができます。

LDAP同期や一括管理などのツールを使用してディレクトリURIをプ
ロビジョニングする場合は、次のようになります。

• LDAP同期によってプロビジョニングされるディレクトリURIは
ユーザベースであり、[エンドユーザの設定（End User
Configuration）]でユーザに割り当てられます。これらのURIは、
ローカルのディレクトリ URIパーティションに割り当てられま
す。ユーザにプライマリ内線番号が設定されている場合、この

URIは、[ディレクトリ番号の設定（Directory Number
Configuration）]でもプライマリ URIとして表示されます。ただ
し、割り当てられるパーティションはディレクトリURIパーティ
ションです。

•一括管理でプロビジョニングされたディレクトリURIの場合は、
更新の適用方法によって異なります。たとえば、bat.xltスプ
レッドシートを使用して csvインポートファイルを作成する場
合、ディレクトリ URIを追加するのにスプレッドシートの [ユー
ザ（Users）]タブまたは [ユーザの更新（UpdateUsers）]タブを使
用すると、そのユーザはユーザベースの URIになります。ただ
し、[ファイル形式の作成（Create File Format）]をクリックする
と表示される [回線フィールド（Line Fields）]オプションを使用
してディレクトリ URIを追加する場合は、その URIをディレク
トリ番号に割り当て、URIディレクトリにローカルのパーティ
ションを割り当てることができます。

URIダイヤリングを使
用したパーティション

分割
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連携動作と制限事項機能

デフォルトでは、ディレクトリ URIのユーザ部分（@の前の部分）
では、大文字と小文字が区別されます。 [URI検索ポリシー（URI
Lookup Policy）]エンタープライズパラメータを編集することで、
ユーザの部分で大文字と小文字を区別しないように設定できます。

ディレクトリURIでの
大文字と小文字の区別

ディレクトリ URI、エンタープライズ代替番号、および +E.164代替
番号がダイアル可能になるためには、発信者のコーリングサーチス

ペースで使用可能なパーティションにそれらの URIまたは番号が存
在する必要があります。

[コーリングサーチス
ペース(Calling Search
Space)]

ディジット変換を使用しており、クラスタ間 URIダイヤリングを導
入する場合は、電話の設定または電話が使用するデバイスプールの

いずれかにディジット変換を適用します。

•個別の電話に適用する場合は、[リモート番号（RemoteNumber）]
セクションの [発信側トランスフォーメーション CSS（Calling
Party Transformation CSS）]フィールドで変換を適用します。

•デバイスプールの場合は、[デバイスモビリティ関連情報（Device
Mobility Related Information）]の下にある [発信側トランスフォー
メーション CSS（Calling Party Transformation CSS）]フィール
ドで変換を適用することができます。

ローミング用デバイスの場合は、[電話機の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [デバイスプールの発信
側トランスフォーメーション CSSを使用（Use Device
Pool Calling Party Transformation CSS）]チェックボッ
クスがオフの場合でも、デバイスプールの設定が電話

機の設定よりも優先されます。

（注）

URIダイヤリングを使
用したディジット変換
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第 24 章

発信側の正規化

•発信側の正規化の概要（297ページ）
•発信側の正規化の要件（298ページ）
•発信側の正規化の設定タスクフロー（299ページ）
•発信側の正規化の連携動作と制限事項（303ページ）

発信側の正規化の概要
発信側の正規化によって電話番号のグローバル化やローカライズが可能になるため、適切な発

信番号が電話機に表示されます。発信側の正規化を使用して、一部の電話機のダイヤル機能を

強化し、コールが複数の地理的ロケーションにルーティングされる場合の折返し機能を向上さ

せます。この機能は、電話機のコールログディレクトリのディレクトリ番号を変更すること

なく電話機がコールバックできるよう、グローバル発信者番号をローカライズされた番号に

マッピングできます。

発信者番号のグローバル化

CiscoUnifiedCMAdministrationで [発信者番号タイプ（Calling PartyNumber Type）]とプレフィッ
クスを設定することで、着信側の電話に表示する発信者電話番号を、（国際国番号などのプレ

フィックスを含むグローバル化バージョンに）再フォーマットするように Cisco Unified
CommunicationsManagerを設定できます。それによって、世界中のどこからでもその番号をダ
イヤルできます。

Cisco Unified Communications Managerは、[発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]の
値とともにルートパターンやトランスレーションパターンなどのさまざまな番号パターンを

使用して、電話番号をグローバル化できます。たとえば、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、サブスクライバ発信者番号タイプのローカライズされたドイツの電話番号 069XXXXXXX
を、ドイツの国番号と都市コードを含む +49 40 69XXXXXXXにグローバル化するように設定
できます。

複数の地理的場所にルーティングされるコールの場合、各ルーティングパスに適用される異な

るトランスレーション設定によって、発信者番号は各コールパスで一意にグローバル化できま

す。 Cisco Unified Communications Managerでは、電話でローカライズされた発信者番号を電話
画面に表示し、グローバル化された番号を電話の通話履歴ディレクトリに表示するように設定
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することもできます。電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエ

ントリを編集する必要がないようにするため、グローバル発信者番号をそのローカルバージョ

ンにマッピングします。

発信者番号のローカリゼーション

発信者番号の最終表示用に、発信者番号タイプ（国内、国際、サブスクライバ、不明）ごとに

発信側トランスフォーメーションパターンを設定し、そのコールの発信者番号タイプに固有の

ストリップ桁数とプレフィックスの手順を適用できます。これによって、Cisco Unified
CommunicationsManagerは、着信側の電話に表示される発信者番号が不要な国コードや国際ア
クセスコードを含まないローカライズされた番号となるように、発信者番号を再フォーマット

できます。

たとえば、PSTNから到着した着信番号が、グローバル化された番号 +49 40 69XXXXXXXで
（+49が国番号、40が都市コードを表す）、発信者番号タイプがサブスクライバであるとしま
す。 Cisco Unified Communications Managerには、国番号、都市コードを取り除き、プレフィッ
クス0を追加する手順とともに、発呼側トランスフォーメーションパターンを設定できます。
手順が適用された後、発信者番号はダイヤルされた電話機に069XXXXXXXとして表示されま
す。

グローバル化された発信者番号のローカライズバージョンへのマッピング

電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエントリを編集する必要

がないようにするため、ルートパターンと着信側トランスフォーメーションパターンを使用

して、グローバル発信者番号をローカライズされたバージョンにマッピングできます。これに

よって、着信側がコールを返す場合に、Cisco Unified Communications Managerは確実に正しい
ゲートウェイにコールをルーティングできます。

グローバル発信者番号のマッピングによって、コールバック機能が改善され、着信側は電話の

通話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更する必要なく、コールバックできます。

発信側の正規化の要件
発信側の正規化を設定する前に、Cisco Unified Serviceabilityで Cisco CallManagerサービスを
アクティブにする必要があります。詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration
Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerに発信者番号タイプを判別させるには、想定するコール
に一致する [発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]値を割り当てるパターンを設定し
ます。次の設定ウィンドウで、パターンを作成して適用することができます。

•ルートパターン

•ハントパイロット

•トランスレーションパターン

•発信番号トランスフォーメーションパターン
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発信者による変換は、元の発信者に対してのみ機能します。番号をリダイレクトするた

めに行った変更は、転送ヘッダーに対してのみ適用されます。 [SIPトランク]チャプター
から設定を確認し、SIPトランク自体に転送ヘッダーを追加します。

（注）

発信側の正規化の設定タスクフロー
発信側の正規化のプレフィックスと削除桁数ルールは、UnifiedCommunicationsManagerでさま
ざまな場面で適用できます。たとえば、デバイスプール、ルートパターン、トランスレーショ

ンパターン、ハントパイロット、ゲートウェイ、およびトランクに桁数の変換を適用できま

す。桁数の変換を適用する方法は、ダイヤルプラン、デバイス、およびトランクの導入方法

に応じて変わります。詳細については、ダイヤルプラン、ルートパターン、トランスレーショ

ンパターン、およびトランスフォーメーションパターンに関連するトピックを参照してくだ

さい。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerに発信
者番号タイプを判断させる場合は、予想

ステップ 1

されるコールと合致する発信者番号タイ

プを作成して設定する必要があります。

次の設定ウィンドウで、パターンを作成

して適用することができます。

•ルートパターン
•ハントパイロット
•トランスレーションパターン
•発信番号トランスフォーメーション
パターン

PSTN経由で受信する着信コールの場合
は、発信者番号をグローバライズするた

めの設定を構成します。

発信側番号のグローバル化（300ペー
ジ）

ステップ 2

パーティションとコーリングサーチス

ペースを設定する

コーリングサーチスペースの設定（301
ページ）

ステップ 3

発信者番号をグローバル化されたバー

ジョンまたはローカライズされたバー

発信側トランスフォーメーションパター

ンの作成（301ページ）
ステップ 4

ジョンに変換し、各パターンをパーティ

ションに割り当てる、通話相手の変換の

パターンを作成します。
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目的コマンドまたはアクション

デバイスプール、ゲートウェイ、および

トランクのように、着信通話関係者変換

CSSをデバイスに適用します。

コーリングサーチスペースへの発信側

トランスフォーメーションパターンの

適用（302ページ）

ステップ 5

発信側番号のグローバル化

PSTN経由で到達する着信コールの場合は、発信者番号をグローバル化する設定を行います。
発信者番号をグローバル化し、それをデバイスプールまたは個々のデバイスに適用する設定で

きます。また、クラスタ全体に、発信者番号の正規化設定を適用するサービスパラメータを

設定できます。

発信者番号をグローバル化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 発信者番号の正規化設定を特定のデバイスに適用するには、次の手順を実行します。

a) 設定を適用するデバイスの設定ウィンドウを開きます。たとえば、デバイスプール、ゲー
トウェイ、電話、トランクです。

b) 設定ウィンドウの [着信コールの発信側の設定（Incoming Calling Party Settings）]セクショ
ンで、各発信者番号タイプのプレフィックスおよび削除桁数の指示を適用します。

Cisco Unified Communications Managerには、コール転送、コールパーク、ボイス
メッセージング、CDRデータなどの補足サービスのような、すべての追加アク
ションの発信者番号フィールドにプレフィックスが含まれます。

（注）

ステップ 2 サービスパラメータを使用して、クラスタ全体のすべてのデバイスの発信者番号をグローバル
化する場合には、次の手順を実行します。

a) Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

b) [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスを実行するサーバを選択します。
c) [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
d) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
e) 以下のパラメータの値を設定します。この値は、クラスタ全体から電話、MGCPゲート
ウェイ、H.323ゲートウェイに適用できます。

• [発信者の国内番号プレフィックス（Incoming Calling Party National Number Prefix）]
• [発信者の国際番号プレフィックス（Incoming Calling Party International Number Prefix）]
• [発信者の不明な着信番号プレフィックス（IncomingCalling PartyUnknownNumber Prefix）]
• [発信者の加入者番号プレフィックス（Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix）]
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Cisco Unified Communications Managerで、特定の電話のクラスタ全体のサービスパラ
メータ設定を適用するには、デバイスとデバイスプールレベルの両方で、その電話

のプリフィックス設定をデフォルトオプションに設定する必要があります。

（注）

コーリングサーチスペースの設定

呼び出し側の正規化機能を処理するためにコーリングサーチスペースを設定する場合は、この

手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールの
クラス（Class of Control）] > [パーティション（Partitions）]の順に選択します。

ステップ 2 ネットワークのパーティションを作成します。

ステップ 3 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールの
クラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]の順に選
択します。

ステップ 4 発信側トランスフォーメーションパターンのコーリングサーチスペースを作成します。

ステップ 5 コーリングサーチスペースごとに、パーティションをコーリングサーチスペースに割り当て
ます。

発信側トランスフォーメーションパターンの作成

発信側の正規化機能を処理するために発信側トランスフォーメーションパターンを設定してい

る場合、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォー
メーションパターン（Transformation Pattern）] > [発信側トランスフォーメーションパター
ン（Calling Party Transformation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 トランスフォーメーションパターンを作成します。

ステップ 3 作成する発信側トランスフォーメーションパターンそれぞれには、発信側番号を国際対応また
は国内対応するために、先頭に付加または除外している番号コマンドを割り当てます。

ステップ 4 それぞれの発信側トランスフォーメーションパターンには、コーリングサーチスペースの 1
つに関連付けられているパーティションを割り当てます。
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コーリングサーチスペースへの発信側トランスフォーメーションパ

ターンの適用

デバイスプール、ゲートウェイ、トランクなどのデバイスに、着信する発信側トランスフォー

メーション CSSを割り当てます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationで、発信側トランスフォーメーションを適用するデバイスに該
当する設定ウィンドウを選択します。

• [ゲートウェイ（Gateways）]
• [トランク（Trunks）]
• [デバイスプール（Device Pools）]

ステップ 2 発信者番号をローカライズするには、[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ド
ロップダウンリストボックスで、適用する発信側トランスレーションパターンを含むCSSを
選択します。

デバイスプールに対して CSSを設定する場合、電話機にもそのデバイスプールを適
用する必要があります。

（注）

ステップ 3 発信者番号をグローバル化するには、[着信の発信者番号設定（IncomingCallingPartySettings）]
セクションで、適用する発信側トランスレーションパターンを含むコーリングサーチスペー

スを選択します。

発信側の正規化サービスパラメータの例

次のパラメータは、電話機、MGCPゲートウェイ、またはH.323に対して、クラスタ全体に適
用することができます。特定のデバイスでクラスタ全体パラメータを使用するためには、デバ

イス設定のプレフィックスをデフォルトに設定する必要があります。

• [発信者の国内番号プレフィックス（Incoming Calling Party National Number Prefix）]
• [発信者の国際番号プレフィックス（Incoming Calling Party International Number Prefix）]
• [発信者の不明な着信番号プレフィックス（IncomingCalling PartyUnknownNumber Prefix）]
• [発信者の加入者番号プレフィックス（Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix）]

次の表に、プレフィックスとストリップディジットの設定の例と、これらの値を使用して、発

信者番号の表示を変換する方法を示します。サービスパラメータの設定の場合、コロンの後の

数字は、呼び出し者番号の先頭から除外する桁数を表し、コロンの後の数字は、発信者番号の

先頭に追加されるプレフィックスを表します。
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表 24 :発信側の正規化のサービスパラメータ例

最終着信番号説明[サービスパラメータ
値(Service Parameter
Value)]

元の着信番号

+4423452345最初の桁を削除してか

ら、+のプレフィックス
を追加します

+:104423452345

423452345最初の 2桁を削除:204423452345

+1最初の6桁を削除してか
ら、+ 1のプレフィック
スを追加します。

+1:6552345

可能な桁数よりも多くの

桁数が削除されているた

め、終了番号が空白で

す。

+1:8552345

123552345プレフィックス123の追
加

123552345

空白電話番号が空白の場合、

プレフィックスは適用さ

れません

+1:2空白

Cisco Unified
Communications
Managerではこの設定
はできません

発信者の正規化は、24桁
までしかストリップでき

ません

:260442345

発信側の正規化の連携動作と制限事項

発信側の正規化の連携動作

発信側の正規化機能との連携動作を次の表で説明します。
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連携動作機能

転送機能は、発信時の更新と発信者の正規化に依存しており、各

コールホップの初期コール設定が行われるため、発信者の正規化が

サポートされない場合があります。次に示すのは、発信者の正規化

を転送に使用する方法の一例です。

内線番号 12345、電話番号 972 500 2345の電話機 Aが、内線番号
54321、電話番号 972 500 4321の電話機 Bにコールを発信します。
電話 Bでは、発信者番号 12345が表示されますが、電話 Bはその
コールをサンホセゲートウェイを介して電話 Cに転送します。最
初の転送時には、電話 Cは 972 500 4321の発信者番号が表示され
ますが、転送が完了した後、電話機 Cは電話 Aの発信者番号を
12345として表示します。

転送コール

転送されたコールは、発信者側番号のグローバル化およびローカル

化をサポートします。たとえば、ダラスのPSTN経由で発信者が電
話機Fを使用して電話機Gにコールを発信します。電話機Gでは、
すべてのコールがサンノゼにある電話機 Hに自動転送されます。
着信するダラスゲートウェイでは、発信者番号は555-5555/Subscriber
と表示されますが、そのコールはサンノゼのゲートウェイに転送さ

れます。ダラスからの発信コールは9725555555として表示されま
す。サンホセゲートウェイでの受信時には、+ 1がプリフィックス
され、電話 Fは +1 972 555 5555というコール番号を表示します。

コールの転送

発信側の正規化が呼詳細（CDR）と動作する方法の詳細について
は、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Recordsアド

ミニストレーションガイド』を参照してください。

コール詳細レコード

発信側の正規化機能を設定すると、Cisco Unified Communications
ManagerAssistantにより、ローカライズおよびグローバル化された
コールが自動的にサポートされます。Cisco Unified Communications
ManagerAssistantは、ローカライズされた発信側番号をユーザイン
ターフェイスに表示できます。また、マネージャに対する着信コー

ルの場合、Cisco Unified Communications Manager Assistantは、フィ
ルタパターンに一致したときに、ローカライズされた発信側番号

とグローバル化された発信側番号を表示できます。Cisco Unified
Communications Manager Assistantの設定方法の詳細については、
『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してく
ださい。

Cisco Unified
Communications Manager
Assistant
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連携動作機能

Cisco Unity Connectionは、国際エスケープ文字（+）をサポートし
ていません。このため、ボイスメッセージング機能を正常に動作

させるには、Cisco Unity Connectionへのコールに（+）が含まれて
いないことを確認する必要があります。

CiscoUnityConnectionが予想どおりに動作するようにするには、こ
のアプリケーションをデバイスとして扱い、発信側トランスフォー

メーションを設定して、このボイスメールアプリケーションに +
が送信されないようにする必要があります。Cisco Unity Connection
サーバで北米ベースのダイヤルプランを使用している場合は、Cisco
Unity Connectionで発信側番号を受信する前に、その発信側番号を
NANP形式にローカライズします。Cisco Unified Communications
Managerの管理ページにはボイスメールポート用の発信側トラン
スフォーメーションオプションがないため、ボイスメールポート

に関連付けられているデバイスプールで発信側番号トランスフォー

メーションを設定するようにしてください。発信側番号をローカラ

イズするには、ボイスメールアプリケーションが特定の機能（Live
Replyなど）用の番号に容易にリダイヤルできるよう、アクセス
コードにプレフィックスを付加することも検討してください。たと

えば、+12225551234を 912225551234に変換したり、国際番号
+4423453456に国際エスケープコードを含めて 90114423453456の
ように変換したりできます。

Cisco Unity Connection

ローミング用デバイスプールの発信側トランスフォーメーション

CSSは、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで [デバイス
プールの発信側トランスフォーメーションCSSを使用(Use Device
Pool Calling Party Transformation CSS)]チェックボックスがオフの場
合でも、同じデバイスモビリティグループ内でローミングする電話

機のデバイスレベルの設定をオーバーライドします。

次の例は、発信者側の正規化が、ホームロケーションはダラスだけ

れども、現在はサンノゼにローミングしている電話のデバイスモビ

リティと動作するようすを示しています。

電話機がサンノゼでローミングしているときに、ダラスの 972 500
1212 <国内>から PSTN経由でコールを受けます。サンノゼの着信
ゲートウェイでは、発信側番号がグローバル形式の+14085001212
に変換されます。現在サンノゼにある電話機では、発信側番号は1
972 500 1212として表示されます。

電話機がサンノゼでローミングしているときに、サンノゼの7桁の
ダイヤルエリア内の 500 1212 <加入者>から PSTN経由でコールを
受けます。サンノゼの着信ゲートウェイでは、発信側番号がグロー

バル形式の + 1 408 500 1212に変換されます。現在サンノゼにある
電話機では、発信側番号は 9 500 1212として表示されます。

デバイスモビリティ

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
305

ダイヤルプラン

発信側の正規化の連携動作



発信側の正規化の制限事項

次の表は、通話相手の正規化機能が、Cisco Unified Communications Managerの特定の機能とシ
ステムコンポーネントを使用している場合の制限を示しています。

表 25 :発信側の正規化の制限事項

制限事項機能

共有回線の場合に表示される発信側番号は、Cisco Unified
CommunicationsManager内の一連のコール制御イベントによっ
て決まります。ローカライズされた正しくない発信側番号が

共有回線で表示されるのを回避するため、特に、共有回線が

地理的に異なる場所にまたがる場合は、同じ回線を共有する

異なるデバイスに同じ発信側トランスフォーメーション CSS
を設定する必要があります。

共有回線

SIPトランクおよびMGCPゲートウェイでは、コールごとに
国際エスケープ文字（+）の送信をサポートしています。H.323
ゲートウェイは、+をサポートしていません。QSIGトランク
は、+の送信を試みません。+をサポートするゲートウェイ経
由の発信コールの場合、CiscoUnified CommunicationsManager
は、ダイヤルされた数字とともに +をゲートウェイに送信で
きます。+をサポートしないゲートウェイ経由の発信コール
の場合、CiscoUnified CommunicationsManagerがゲートウェイ
にコール情報を送信すると、国際エスケープ文字 +が除去さ
れます。

SIPトランクおよびMGCP
ゲートウェイ

SIPは番号タイプをサポートしないため、SIPトランク経由の
コールは、発信側番号の種類が不明（Unknown）である [着信
番号（Incoming Number）]設定のみをサポートします。

SIP

QSIG設定は、通常、均一のダイヤルプランをサポートしま
す。QSIGを使用している場合、番号とプレフィックスの変換
により機能の連携動作に問題が発生することがあります。

QSIG

発信側番号をローカライズする場合、デバイスは、番号分析

を使用してトランスフォーメーションを適用する必要があり

ます。[発信側トランスフォーメーションCSS（Calling Party
Transformation CSS）]を [None]に設定した場合、変換は一致
せず、適用されません。ルーティングに使用されない Null以
外のパーティションで、必ず [発信側トランスフォーメーショ
ンパターン（Calling Party Transformation Pattern）]を設定して
ください。

発信側トランスフォーメー

ション CSS
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制限事項機能

発信側トランスフォーメーション CSS（Calling Party
Transformation CSS）設定は、ゲートウェイ上の T1-CASと
FXOポートには適用されません。

T1-CASおよび FXOポート

CiscoUnity Connectionは、国際エスケープ文字（+）をサポー
トしていません。このため、ボイスメッセージング機能を正

常に動作させるには、CiscoUnityConnectionへのコールに（+）
が含まれていないことを確認する必要があります。

CiscoUnity Connectionの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/products/unified-communications/unity-connection/index.html
を参照してください。

Cisco Unity Connection
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第 25 章

ダイヤルルールの設定

•ダイヤルルールの概要（309ページ）
•ダイヤルルールの前提条件（309ページ）
•ダイヤルルールの設定タスクフロー（310ページ）
•連携動作と制限事項（316ページ）

ダイヤルルールの概要
Unified CMは、次のタイプのダイヤルルールをサポートしています。

•アプリケーションダイヤルルール：Cisco Web Dialerや Cisco Unified Communications
Managerなどのアプリケーション用にダイヤルルールを追加したり優先順位を並べ替えた
りするには、管理者がアプリケーションダイヤルルールを使用します。

•ディレクトリ検索ダイヤルルール：発信者識別番号を変換したり、Cisco Unified
CommunicationsManager Assistantなどのアプリケーションでアシスタントコンソールから
ディレクトリ検索を実行したりするには、管理者がディレクトリ検索ダイヤルルールを使

用します。

• SIPダイヤルルール：システム番号の分析とルーティングを実行するには、管理者が SIP
ダイヤルルールを使用します。管理者は SIPダイヤルルールを設定し、コール処理が実
行される前に、その SIPダイヤルルールを Cisco Unified IP Phoneに追加します。

ダイヤルルールの前提条件
• SIPダイヤルルール設定の場合は、デバイスが SIPを実行している必要があります。

•管理者は、Cisco IP電話 7911、7940、7941、7960、7961、7970、および 7971とともに SIP
ダイヤルルールを次のデバイスに関連付けます。
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ダイヤルルールの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Web Dialer、Cisco Unified
CommunicationsManager Assistantなどの

アプリケーションダイヤルルールの設

定（310ページ）
ステップ 1

アプリケーションのダイヤルルールの

優先順位を追加し並べ替える、アプリ

ケーションダイヤルルールを設定しま

す。

発信者の ID番号をディレクトリで検索
可能な番号に変換するには、ディレクト

リ検索ダイヤルルールを設定します。

ディレクトリ検索ダイヤルルールの設

定（311ページ）
ステップ 2

SIPを実行している電話のダイヤルプラ
ンを設定するには、SIPダイヤルルール
の設定を使用します。

SIPダイヤルルールの設定（312ペー
ジ）

ステップ 3

これはオプションです。複数のダイヤ

ルルールがある場合は、[Cisco Unified
ダイヤルルールの優先順位の変更（315
ページ）

ステップ 4

Communications Managerの管理（Cisco
Unified Communications Manager
Administration）]ウィンドウでダイヤル
ルールの優先順位を変更します。

アプリケーションダイヤルルールの設定

Cisco Unified Communications Managerは、アプリケーションダイヤルルールをサポートし、
Cisco Web Dialerや Cisco Unified Communications Manager Assistantのようなアプリケーション
のダイヤルルールの優先順位の追加と並べ替えができます。アプリケーションダイヤルルー

ルを適用すると、ユーザがダイヤルする電話番号に対して数字の追加と削除が自動的に行われ

ます。たとえば、外線発信する場合にはアプリケーションのダイヤルルールにより、7桁の電
話番号の先頭に番号 9が自動で付加されます。

Cisco Unified Communications Managerは自動的に、CTIリモートデバイスのすべてのリ
モート接続先番号にアプリケーションダイヤルルールを適用します。

（注）

新しいアプリケーションダイヤルルールを追加する、または既存のアプリケーションダイヤ

ルルールを更新するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）]>
[ダイヤルルール（Dial Rules）]> [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]
を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List Application Dial Rules）]
ウィンドウで、次のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加]をクリックします。
• [検索（Find）]をクリックし、既存のアプリケーションダイヤルルールを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションダイヤルルールの設定（Application Dial Rule Configuration）]ウィンドウの
フィールドを設定します。フィールドの説明の詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

次のタスク

次の作業を行います。

•ディレクトリ検索ダイヤルルールの設定（311ページ）
• SIPダイヤルルールの設定（312ページ）

ディレクトリ検索ダイヤルルールの設定

ディレクトリ検索ダイヤルルールは、発信者の識別情報を、ディレクトリで検索可能な番号に

変換します。各ルールでは、先頭の数字および番号の長さに基づいて、変換する数字を指定し

ます。たとえば、10桁の電話番号から市外局番と 2桁の局番を自動的に削除するディレクト
リ検索ダイヤルルールを作成できます。たとえば、4085551212は、51212になります。

新しいディレクトリ検索ダイヤルルールを追加するか、既存のディレクトリ検索ダイヤルルー

ルを更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）]
> [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup
Dial Rules）]を選択します。

ステップ 2 [ディレクトリ検索ダイヤルルールの検索と一覧表示（DirectoryLookupDial Rule Find andList）]
ウィンドウで、以下のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加]をクリックします。
• [検索（Find）]をクリックし、既存のディレクトリ検索ダイヤルルールを選択します。
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ステップ 3 [ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup Dial Rules）]ウィンドウ内の各フィール
ドを設定します。フィールドの説明の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

次のタスク

SIPダイヤルルールの設定（312ページ）

SIPダイヤルルールの設定
SIPダイヤルルールによって、SIPを実行している Cisco IP電話のローカルダイヤルプランが
提供されるため、ユーザは、コールが処理される前にキーを押したり、タイマーを待機したり

する必要はありません。管理者が SIPダイヤルルールを設定し、SIPを実行している電話機に
適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPダイヤルルールを設定および更新
し、それらをSIPを実行している電話機
と関連付けます。

SIPダイヤルルールの設定（313ペー
ジ）

ステップ 1

SIPダイヤルルールを更新したときに、
SIPを実行している電話機をリセットま

SIPダイヤルルールのリセット（314
ページ）

ステップ 2

たは再起動して、電話機を新しいSIPダ
イヤルルールで更新する手順は、次の

とおりです。

設定変更された SIPダイヤルルールと
SIP電話を同期化するには、次の手順を

電話機への SIPダイヤルルール設定の
同期（315ページ）

ステップ 3

行います。この手順によって、中断を最

小限に抑えた方法で未処理の設定が適用

されます（たとえば、影響を受けるSIP
電話の中には、リセットまたは再起動が

不要なものがあります）。

関連トピック

パターンの形式（313ページ）
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パターンの形式

表 26 : SIPダイヤルルールのパターンフォーマット

値ダイヤルルールパターン

•ピリオド（.）は、すべての文字に一致します。

•シャープ記号（#）は、終了キーとして機能します。終了
が適用されるのは、マッチングで>#にヒットした後だけ
です。または、終了キーとしてアスタリスク (*)を使用す
ることもできます。

シャープ記号を [7940_7960_OTHER]で有効にす
るには、パターンフィールドにシャープ記号を

設定する必要があります。

（注）

•アスタリスク (*)は 1つ以上の文字に一致し、ワイルド
カード文字として処理されます。 *の前にバックスラッ
シュ（\）エスケープシーケンスを置いて \*というシーケ
ンスにすると、*を通常の文字として処理できます。 \は
電話機が自動的に削除するため、発信ダイヤル文字列には

現れません。*は、ダイヤル番号として受信された場合、
ワイルドカード文字 *とピリオド（.）に一致します。

•カンマ（,）を使用すると、電話機が第 2発信音を生成し
ます。

たとえば、7....は 7で始まるすべての 4桁の DNに一致し
ます。8,.....は 8に一致し、第 2発信者（デフォルト値）
を再生した後、すべての 5桁 DNに一致します。

7940_7960_OTHER

SIPダイヤルルールの設定

SIPを実行している電話機のダイヤルプランを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationから、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）].を選択
します。

ステップ 2 SIPダイヤルルールの検索/一覧表示ウィンドウが表示されます。次のいずれかの手順を実行
します。

• [新規追加]をクリックします。

• [検索]と既存の SIPダイヤルルールを選択します。
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ステップ 3 [SIPダイヤルルール]設定ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドの説明の詳細に
ついては、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

Cisco Unified CommunicationsManager Administrationで SIPダイヤルルールを追加また
は更新すると、CiscoTFTPサービスによってすべての電話機設定ファイルが再構築さ
れます。そのため、Cisco TFTPサービスを実行するサーバ上の CPUにスパイクが発
生することがあり、これは多くの電話が接続された大規模なシステムでは顕著になり

ます。 CPUにスパイクを発生させないためには、SIPダイヤルルールの追加や更新
をメンテナンス時間枠内で行うか、または設定変更を行う前にCiscoUnifiedServiceability
で Cisco TFTPサービスを一時的に停止するかしてください。 Cisco TFTPサービスを
停止した場合は、SIPダイヤルルールを追加または更新した後、必ず Cisco Unified
Serviceabilityでサービスを再開してください。

（注）

次のタスク

SIPダイヤルルールのリセット（314ページ）

関連トピック

パターンの形式（313ページ）

SIPダイヤルルールのリセット

SIPダイヤルルールを更新したときに、新しい SIPダイヤルルールで電話機が更新されるよ
う、次の手順を実行して SIPを実行している電話機をリセットまたは再起動します。

始める前に

SIPダイヤルルールの設定（313ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）]>
[ダイヤルルール（Dial Rules）]> [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]
を選択します。

ステップ 2 [SIPダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）]ウィンドウで、[検索
（Find）]をクリックし、リセットする既存の SIPダイヤルルールを選択します。

ステップ 3 [SIPダイヤルルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）]ウィンドウで、[リセット（Reset）]
をクリックします。

ステップ 4 [デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスで、次のタスクのいずれかを実行し
ます。

•選択したデバイスをシャットダウンせずに再起動し、CiscoUnifiedCommunicationsManager
に登録するには、[再起動（Restart）]をクリックします。
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•デバイスをシャットダウンしてから再起動するには、[リセット（Reset）]をクリックしま
す。

•操作を実行せずに [デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスを閉じるに
は、[閉じる（Close）]をクリックします。

管理者が SIPダイヤルルールを設定して SIPを実行している電話機に適用すると、データベー
スから TFTPサーバに通知が送信されます。これによって、SIPを実行している電話機の新し
い設定ファイルを作成できます。 TFTPサーバは Cisco Unified Communications Managerに新し
い設定ファイルについて通知し、更新された設定ファイルが電話機へ送られます。詳細につい

ては、SIPを実行する Cisco Unified IP Phoneの「 TFTPサーバの設定」を参照してください。

次のタスク

電話機への SIPダイヤルルール設定の同期（315ページ）

電話機への SIPダイヤルルール設定の同期

SIP電話機と設定が変更された SIPダイヤルルールを同期するには、次の手順を実行します。

始める前に

SIPダイヤルルールのリセット（314ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationから、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）].を選択
します。

ステップ 2 [SIPダイヤルルールの検索と一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）]ウィンドウで、[検索
（Find）]をクリックし、適切な SIP電話機を同期する既存の SIPダイヤルルールを選択しま
す。

ステップ 3 追加の設定変更を行い、[SIPダイヤルルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）]で [保存
（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 5 OKをクリックします。

ダイヤルルールの優先順位の変更

[ダイヤルルールの設定（Dial Rule Configuration）]ウィンドウでダイヤルルールの優先順位を
追加およびソートするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerからコールルーティング >ダイヤルルール.を選択しま
す。

ステップ 2 次のいずれかを選択します。

• [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]

• [ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup Dial Rules）]

• [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]

ステップ 3 [検索と一覧表示（Find and List）]ウィンドウで、ダイヤルルールを選択し、ダイヤルルール
の名前をクリックします。

[ダイヤルルールの設定（Dial Rule Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 上矢印と下矢印を使用して、リスト内でダイヤルルールを上または下に移動します。

ステップ 5 順序の優先順位付けが完了したら、[保存（Save）]をクリックします。

連携動作と制限事項

SIPダイヤルルールの連携動作

SIPダイヤルルールの連携動作

データのやり取りCisco Unified IP電話

これらの電話機は、7940_7960_OTHERダイヤ
ルルールパターンを使用します。キープレ

スマークアップ言語（KPML）では、Cisco
Unified Communications Managerに数字を 1桁
ごとに送信できます。 SIPダイヤルルールを
使用すると、Cisco Unified Communications
Managerに送信する前に、電話で数字のパター
ンをローカルに収集できます。 SIPダイヤル
ルールを設定しないと、KPMLが使用されま
す。 Cisco Unified Communications Managerの
パフォーマンスを向上させる（処理されるコー

ルの数を増やす）には、管理者が SIPダイヤ
ルルールを設定することをお勧めします。

SIPを実行する 7911、7941、7961、7970、お
よび 7971。
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データのやり取りCisco Unified IP電話

これらの電話機は 7940_7960_OTHERダイヤ
ルルールパターンを使用し、KPMLをサポー
トしていません。これらの電話機で SIPのダ
イヤルプランを設定していないと、ユーザは

数字が Cisco Unified Communications Manager
に送信されて処理される前に、指定された時

間だけ待機する必要があります。その結果、

実際のコールの処理が遅延します。

SIPを実行している7940および 7960

ディレクトリ検索ダイヤルルールの制限事項

ディレクトリ検索ダイヤルルールの制限事項

制約事項フィールド

このフィールドでは、数字と文字 +、*、#の
みを使用できます。長さは 100文字以内でな
ければなりません。

[開始番号（Number Begins With）]

このフィールドは数字のみをサポートします。

このフィールドの値は、パターンフィールド

に指定されているパターンの長さより小さく

することはできません。

[桁数（Number of Digits）]

このフィールドは数字のみをサポートします。

このフィールドの値は、[桁数（Number of
Digits）]フィールドの値より大きくすることは
できません。

[削除する合計桁数（Total Digits to be
Removed）]

このフィールドでは、数字と文字 +、*、#の
みを使用できます。長さは 100文字以内でな
ければなりません。

1つのダイヤルルールの [削除する
合計桁数（Total Digits to be
Removed）]フィールドと[プレフィッ
クスパターン（PrefixWith Pattern）]
フィールドの両方を空白にすること

はできません。

（注）

[プレフィックスパターン（Prefix with
Pattern）]
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第 III 部

アプリケーションの統合
•シスコアプリケーションの統合（321ページ）
• CTIアプリケーションの設定（329ページ）





第 26 章

シスコアプリケーションの統合

• Cisco Unity Connection（321ページ）
• Cisco Expressway（324ページ）
• Cisco Emergency Responder（324ページ）
• Cisco Paging Server（325ページ）
• Cisco Unified Contact Center Enterprise（326ページ）
• Cisco Unified Contact Center Express（326ページ）
•高度な QoS APIC-EMコントローラ（327ページ）
• Cisco WebDialerサーバの設定（327ページ）

Cisco Unity Connection
ボイスメールとメッセージングのシステムを設定する時には、ユーザの追加、機能の有効化、

Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionとの統合の各オプションに注意
します。

Cisco Unity CommunicationsManagerと統合されると、Cisco Unity Connection (ボイスメールおよ
びメッセージングシステム)は、AXLサービスまたは LDAP統合を使用して手動で設定する
ユーザにボイスメッセージ機能を提供します。メールボックスにボイスメッセージを受信する

と、ユーザの電話機にメッセージ受信のライトが点灯します。ユーザは内線または外線通話で

ボイスメッセージシステムにアクセスして、メッセージの取得、聞き取り、返信、転送、およ

び削除ができます。

お客様のシステムは、直接接続されたメッセージシステムとゲートウェイベースのメッセージ

システムをサポートしています。直接接続された音声メッセージシステムは、パケットプロト

コルを使用してCisco Unified Communications Managerと通信します。ゲートウェイベースのボ
イスメッセージシステムは、シスコゲートウェイに接続するアナログまたはデジタルトラン

クを使用してCisco Unified Communications Managerに接続します。

Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionを統合すると、ユーザに次の機能を
設定できます。

•パーソナルグリーティングへの自動転送

•通話中グリーティングへの自動転送
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•発信者 ID

•容易なメッセージアクセス（ユーザはIDを入力しなくてもメッセージを取得できます。
Cisco Unity Connectionでは、通話発信元の内線番号に基づいてユーザを識別します。パス
ワードが必要になる場合があります）

•識別されたユーザのメッセージ（CiscoUnityConnectionでは、転送された内線通話中にメッ
セージを残したユーザを、通話発信元の内線番号に基づいて自動的に識別します）

•メッセージ待機インジケータ（MWI）

• Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionサーバ間のセキュアな SIP
トランクの統合の設定には、Cisco Unified Communications Managerクラスタが混合モード
で設定されている必要があります。

Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionは、次のいずれかのインター
フェイスを介して連携します。

• SIPトランク：SIPを使用して Cisco Unity Connectionと Unified Communications Managerを
統合できます。SIPは、従来の統合に含まれている複数の SCCPポートではなく、Unity
Connectionサーバにつき 1個のトランクを使用します。SIPインテグレーションでは、ボ
イスメールポートとメッセージ待機インジケータ (MWI)のディレクトリ番号を設定する
必要がなくなります。

• SCCPプロトコル：音声メールポートを作成することで、インタフェースを直接接続され
た音声メッセージシステムとして構成できます。これらは、UnifiedCommunicationsManager
とCisco Unity Connectionとの間にリンクを確立します。

ボイスメッセージシステムへの複数の同時コールを処理するには、複数のボイスメール

ポートを作成し、それらのポートを回線グループに割り当て、その回線グループをルート/
ハントリストに割り当てます。

Cisco Unified Communications Managerは、SCCPメッセージを生成します。 Cisco Unity
Connectionがそのメッセージを変換します。ボイスメールシステムは、メッセージ待機の
onと offの番号をコールしてメッセージ受信兆候 (MWIs)を送信します。

ボイスメールポートやCisco Unity SCCPデバイスにセキュリティを設定すると、各デバイ
スが他のデバイスの証明書を受け付けた後、認証済みのデバイスに対してTLS接続（ハン
ドシェイク）が開きます。同様に、デバイスに暗号化を設定した場合、システムはデバイ

ス間に SRTPストリームを送信します。

デバイスのセキュリティモードが認証または暗号化に設定されている場合、Cisco Unity
TSPは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのTLSポートを介してUnifiedCommunications
Managerに接続します。セキュリティモードが非セキュアの場合、CiscoUnityTSPはCisco
Unified Communications Managerの SCCPポートを介して Unified Communications Manager
に接続します。

Cisco Unity Connectionをシステムに統合する設定の詳細については、『Cisco Unity Connection

向け Cisco Unified Communications Manager SCCPインテグレーションガイド』または『Cisco

Unity Connection向け Cisco Unified Communications Manager SIPトランクインテグレーション
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ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

PIN同期の有効化
PIN同期を有効にし、エンドユーザが、エクステンションモビリティ、開催中の会議、モバ
イルコネクト、および Cisco Unity Connectionボイスメールに同じ PINを使用してログインで
きるようにするには、次の手順を実行します。

Cisco Unified Communications Managerパブリッシャデータベースサーバが実行されてお
り、そのデータベースのレプリケーションが完了した場合のみ、CiscoUnityConnectionと
CiscoUnified CommunicationsManager間の PINの同期に成功します。CiscoUnity Connection
で PINの同期に失敗すると、次のエラーメッセージが表示されます。「CUCMで暗証番号
のアップデートに失敗しました。（Failed to update PIN on CUCM.）原因：PIN

の取得中にエラーが発生しています。（Reason: Error getting the pin.）」

（注）

PIN同期が有効で、エンドユーザーが PINを変更した場合は、Cisco Unified Communications
Managerで PINを更新します。この現象は、少なくとも 1つの構成済みの Unity Connectionア
プリケーションサーバで、PINの更新が成功している場合に発生します。

PINの同期を有効にするには、機能が正常に有効化された後で、管理者がユーザに各自の
PINを変更するよう強制する必要があります。

（注）

始める前に

この手順では、すでにアプリケーションサーバがCiscoUnityConnectionのセットアップに接続
されていることを前提としています。使用していない場合、新しいアプリケーションサーバを

追加する方法については、「関連項目」を参照してください。

PIN同期機能を有効にするには、まず [CiscoUnifiedOSの管理（CiscoUnifiedOSAdministration）]
ページから Cisco Unified Communications Manager tomcat-trustに、有効な証明書をアップロード
する必要があります。証明書をアップロードする方法の詳細については、「Cisco Unified
CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド」（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）の「セキュリティ証明書の管理」の章を参照してくださ
い。

Cisco Unity Connectionサーバのユーザ IDは、Cisco Unified Communications Managerのユーザ
IDと一致する必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ
（Application Servers）]を選択します。

ステップ 2 Cisco Unity Connectionをセットアップするアプリケーションサーバを選択します。

ステップ 3 [エンドユーザのPIN同期（Enable End User PIN Synchronization）]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

アプリケーションサーバの設定

Cisco Expressway
Cisco Unified Communications Managerは Cisco Expresswayと統合して、Cisco Unified
Communications Mobile & Remote Accessを提供します。Cisco Unified CommunicationsのMobile
& Remote Accessは Cisco Collaboration Edgeアーキテクチャの中核を成します。Cisco Jabberな
どのエンドポイントが企業ネットワーク外にある場合に、CiscoUnifiedCommunicationsManager
（UnifiedCM）への登録、呼制御、プロビジョニング、メッセージング、およびプレゼンスの
機能を使用することができるようになります。Expresswayは、Unified CM登録にセキュアな
ファイアウォールトラバーサルと回線側サポートを提供します。

ソリューション全体で、次の機能が提供されます。

•オフプレミスアクセス：ネットワーク外で、Cisco Jabberおよび EX/MX/SXシリーズクラ
イアントに一貫性のあるエクスペリエンスを提供

•セキュリティ：セキュアな企業間（B2B）通信

•クラウドサービス：エンタープライズクラスの柔軟性と拡張性に優れたソリューションに
より、Webexの統合とさまざまなサービスプロバイダーに対応

•ゲートウェイおよび相互運用性サービス：メディアおよびシグナリングの正規化、標準以
外のエンドポイントのサポート

導入の詳細については、『Cisco Expressway経由の Mobile and Remote Access導入ガイド』
（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

Cisco Emergency Responder
Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、緊急コールに効率的に応答したり、緊
急コールの処理について地方自治体の規定を順守したりできるように、テレフォニーネット
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ワークで緊急コールを管理するのに役立ちます。北米では、これらの地方条例は「Enhanced
911（E911）」と呼ばれています。同様の規定が他の国やロケールに存在します。

緊急コールに関する条例は、国、地域、州、または都市圏の中でも場所によって異なることが

あるため、Emergency Responderは、特定のローカル要件に併せて緊急コール設定を指定でき
る柔軟性を備えています。ただし、条例は場所によって異なり、セキュリティ要件は会社に

よって異なるため、Emergency Responderを展開する前に、自社のセキュリティ上のニーズと
法的なニーズを調査する必要があります。

Cisco Emergency Responderをインストールして Cisco Unified Communications Managerと統合す
る方法の詳細については、『Cisco Emergency Responderアドミニストレーションガイド』
（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/emergency-responder/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerでの機能のサポート

Cisco Unified Communications Managerの次の機能は、Cisco Emergency Responderとの統合をサ
ポートしています。Cisco Unified Communications Managerでこれらの機能を設定する方法の詳
細については、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』（https://www.cisco.com/
c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

•ロケーション認識

•緊急ハンドラ

Cisco Paging Server
Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Paging Serverと統合して Cisco IP Phoneやさま
ざまなエンドポイントに基本的なページングサービスを提供するように設定できます。Cisco
PagingServer製品は、InformaCast仮想アプライアンスを介して提供され、次の導入オプション
を提供します。

•基本的なページング：Cisco IP Phoneに対して電話間およびグループでのライブオーディ
オページングを提供します。システムのすべてのユーザは、基本的なページの確立と受信

に参加できます。

•高度な通知：すべての機能を備えた緊急通知ソリューションを提供します。これにより、
テキストと、ライブまたは事前に録音されたオーディオメッセージを使用して、無制限の

数の電話機に到達できます。

Cisco Paging Serverの詳細およびドキュメントについては、https://www.cisco.com/c/en/us/products/
unified-communications/paging-server/index.htmlを参照してください。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
325

アプリケーションの統合

Cisco Paging Server

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/emergency-responder/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/emergency-responder/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/paging-server/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/paging-server/index.html


設定

Cisco Unified Communications Managerの基本ページングまたは高度な通知の設定方法の詳細に
ついては、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』の「ページング」の章を
参照してください。

Cisco Unified Contact Center Enterprise
Cisco Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）をシステムで使用して、インテリジェン
トコールルーティング、ネットワークとデスクトップ間のコンピュータ/テレフォニーインテ
グレーション（CTI）、および IPネットワークを介したコンタクトセンターエージェントへの
マルチチャネルコンタクト管理を統合します。Unified CCEは、ソフトウェア IPの自動コール
配布 (ACD)を Cisco Unified Communicationsと組み合わせたもので、詳細な分散型の連絡先セ
ンターを迅速に導入できます。

Unified CCEをシステムに統合するための設定方法の詳細については、『Cisco Unified Contact

Center Enterpriseインストレーションおよびアップグレードガイド』（http://www.cisco.com/c/
en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-installation-guides-list.html）を参照してください。

Cisco Unified Contact Center Express
Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）は、シングルまたはデュアルサーバの導入
において、パッケージ化された大規模なコンタクトセンターの機能をシステムに提供します。

Unified CCXは、最大 400人の同時エージェント、42人のスーパバイザ、150のエージェント
グループ、および150のスキルグループに対応するように拡張できます。また、電子メール、
チャット、発信コール、着信コール、ワークフォース最適化、およびレポート機能が含まれて

います。

Unified CCXは、Unified CCXに代わってすべてのコンタクトセンターのコールを管理する
UnifiedCommunicationsManagerと連携します。コールがヘルプデスクに送信されると、コール
システムは、その番号が Unified CCXアプリケーションサーバを宛先としていることを認識し
ます。この設定では、Unified CCXが着信コールを受信し、ダイヤルした内線番号に基づいて
要求を処理します。スクリプトは、番号を収集し、必要に応じて、発信者からの情報を使用し

て適切なエージェントを選択します。割り当てられたエージェントが利用できない場合、その

コールは適切なキューに入れられ、録音されたメッセージまたは音楽が発信者にストリーミン

グされます。エージェントが対応可能になるとすぐに、Unified CCXはそのエージェントの電
話を鳴らすように Unified Communications Managerに指示します。

エージェントが電話に出ると、関連するコールコンテキストがそのエージェントのデスクトッ

プアプリケーションに提供されます。この手順により、顧客をサポートするための適切な情報

がエージェントに表示されます。

Unified CCEをシステムに統合するための設定方法の詳細については、『Cisco Unified CCXア

ドミニストレーションガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
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unified-contact-center-express/products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してく
ださい。

高度な QoS APIC-EMコントローラ
APICEMは、ネットワークトラフィックを集中管理するためのシステムを提供しているため、
ネットワークの輻輳がある場合でも、常に通信を維持できるようになっています。CiscoUnified
CommunicationsManagerを設定して、APIC-EMコントローラを使用しSIPメディアフローを管
理するように設定すると、次のような利点がもたらされます。

• QoS管理を一元化し、エンドポイントによる DSCP値の割り当てが不要になります。

•メディアフローごとに異なる QoS処理を適用できます。たとえば、ネットワーク帯域幅
が少ない場合でも、基本的な音声通信が常に維持されるように、オーディオの優先順位を

付けることができます。

• SIPプロファイルの外部 QoS設定では、APIC-EMを使用するようにユーザを設定できま
す。たとえば、Cisco Jabberのユーザが、APIC-EM Berを使用してメディアフローを管理
しているときに、Cisco Unified IP電話ユーザが Cisco Unified Communications Managerの
DSCP設定を使用している場合があります。

設定の詳細

APIC_EMコントローラと連携動作するように Cisco Unified Communications Managerを設定す
る方法を含め、詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』の
「APIC-EMコントローラによる QoSの設定」の章を参照してください。

Cisco WebDialerサーバの設定
[WebDialersの一覧（List of WebDialers）]サービスパラメータの代わりに Cisco WebDialerアプ
リケーションサーバを設定して、ユーザが入力できる文字数を制限します。[アプリケーショ
ンサーバの設定（Application Server Configuration）]ウィンドウで Cisco WebDialerアプリケー
ションサーバを追加すると、Cisco WebDialer Webサービスの [サービスパラメータの設定
（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、そのサーバが [WebDialersの一覧（List of
WebDialers）]フィールドに表示されます。Cisco WebDialerの設定の詳細については、『Cisco

Unified Communications Manager機能設定ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ
（Application Server）]を選択します。
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ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションサーバタイプドロップダウンリストから、Cisco Web Dialerを選択し、次へ
をクリックします。

ステップ 4 ホスト名/IPアドレスフィールドに、サーバのホスト名またはIPアドレスを入力します。

ステップ 5 [リダイレクタノード（Redirector Node）]ドロップダウンリストから、[< None >]か、特定の
Unified Communications Managerノードを選択します。

< None >を選択すると、WebDialerサーバがすべてのノードに適用されます。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 CiscoUnifiedServiceabilityで [ツール（Tools）]> [コントロールセンター -機能サービス（Control
Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 8 Cisco WebDialer Web Serviceラジオボタンをクリックします。

ステップ 9 再起動（Restart）をクリックします。
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第 27 章

CTIアプリケーションの設定

• CTIアプリケーションの概要（329ページ）
• CTIアプリケーションの前提条件（331ページ）
• CTIアプリケーションタスクフローの設定（332ページ）

CTIアプリケーションの概要
コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）を使用して、コンピュータ処理機能を
活用しながら、電話コールの発信、受信、および管理を行うことができます。CTIアプリケー
ションを使用すると、発信者 IDを使用してデータベースから顧客情報を取得したり、対話式
音声自動応答 (IVR)で収集した情報を使用して、顧客のコールをその情報とともに、適切なカ
スタマーサービス担当者にルートすることができます。

コールのメディアをルートポイントで終端するアプリケーションは、コール単位でコールのメ

ディアおよびポートを指定する必要があります。 CTIアプリケーションは、静的な IPアドレ
スまたは動的な IPアドレスとポート番号を使用して、CTIポートおよび CTIルートポイント
でメディアを終了させることができます。

この章では、Cisco Unified Communications Managerを CTIアプリケーションとともに動作する
ように設定する方法について説明します。特定のアプリケーションの設定方法については、

『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』を参照してください。

利用可能な Cisco CTIアプリケーションの一部を次に示します。

•デスクトップアプリケーションである Cisco IP Communicatorは、コンピュータを多機能
型の電話機に変換し、コール追跡、デスクトップコラボレーション、オンラインディレ

クトリからのワンクリックダイヤリングなどの利点を追加します。

• Cisco Unified Communications Manager自動応答：Unified Communications Managerと連携し
て、特定の内線電話番号でコールを受信し、発信者が適切な内線番号を選択できるように

します。

• Cisco Web Dialer：Cisco Unified IP電話ユーザはウェブおよびデスクトップアプリケー
ションからコールを発信できます。
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• Cisco Unified Communications Manager Assistant：マネージャとそのアシスタントがより効
果的に協力して作業できます。この機能は、コールルーティングサービス、マネージャ

およびアシスタント用の電話機拡張機能、および主にアシスタントが使用するアシスタン

トコンソールインターフェイスから構成されています。

どの Unified Communications Manager CTIアプリケーションが SIP IP Phoneをサポートし
ているかを確認するには、アプリケーション固有のマニュアルを参照してください。

（注）

CTIルートポイントの概要
CTIルートポイント仮想デバイスは、アプリケーションによって制御されるリダイレクトのた
めの複数の同時コールを受信できます。ユーザがアプリケーションにアクセスするためにコー

ルできる CTIルートポイント上で 1つ以上の回線を設定できます。アプリケーションはルー
トポイントでコールに応答することができ、コールを CTIポートまたは IP Phoneにリダイレ
クトすることもできます。CTIアプリケーションがリダイレクトAPIを使用してコールをリダ
イレクトすることを要求した場合、Cisco Unified Communications Managerは、リダイレクト先
の通話者のために回線/デバイスコーリングサーチスペースの設定を使用します。

CTIルートポイントでは、次のことができます。

•コールに応答する

•複数のアクティブなコールの発信および受信

•コールのリダイレクト

•コールの保留

•コールの保留解除

•コールのドロップ

Cisco Unified Communications Managerの CTI冗長性
クラスタ内の Unified Communications Managerノードに障害が発生した場合、CTIManagerは、
影響を受けた CTIポートおよびルートポイントを別の Unified Communications Managerノード
で開き直すことによって、これらのデバイスを回復します。アプリケーションによって電話デ

バイスが開かれていた場合、その電話が別の Unified Communications Managerにフェールオー
バーしたときに CTIManagerがその電話を開き直します。 Cisco IP電話が別の Unified
Communications Managerにフェールオーバーしない場合、CTIManagerは、その電話または電
話機の回線を開くことができません。CTIManagerは、デバイスプールに割り当てられている
Unified CommunicationsManagerグループを使用して、アプリケーションによって開かれたCTI
デバイスと電話を回復するのにどの Unified Communications Managerを使用するかを決定しま
す。
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CTIManager上の CTI冗長性
CTIManagerに障害が発生した場合、そのCTIManagerに接続されているアプリケーションは、
これらのデバイスを別の CTIManager上で再度開くことによって、影響を受けたリソースを回
復できます。アプリケーションは、そのアプリケーションの設定時にプライマリとバックアッ

プとして定義されたCTIManagerに基づいて、どのCTIManagerを使用するかを決定します（そ
のアプリケーションによってサポートされている場合）。アプリケーションは、新しい

CTIManagerに接続すると、以前に開かれたデバイスと回線を再度開くことができます。アプ
リケーションは、電話が新しい Unified Communications Managerにリホームする前であれば
Cisco IP Phoneを開き直すことができますが、リホームが完了するまではその電話を制御でき
ません。

プライマリ CTIManagerが作動状態に戻っても、アプリケーションはその CTIManagerに
リホームしません。アプリケーションがプライマリCTIManagerにフォールバックするの
は、そのアプリケーションを再起動するか、またはバックアップCTIManagerに障害が発
生した場合です。

（注）

アプリケーション障害の CTI冗長性
アプリケーション（TAPI/JTAPI、または CTIManagerに直接接続されているアプリケーショ
ン）に障害が発生した場合、CTIManagerはそのアプリケーションを閉じ、CTIポートおよび
ルートポイントでまだ終了していないコールを、設定された Call Forward On Failure（CFOF）
番号にリダイレクトします。 CTIManagerはまた、そのアプリケーションが回復してこれらの
デバイスを再登録するまで、これらのCTIポートおよびルートポイントへの後続のコールを、
設定された Call Forward No Answer（CFNA）番号にルーティングします。

CTIアプリケーションの前提条件
CTIアプリケーション用に Cisco Unified Communications Managerを設定する前に、デバイス
プールを設定しておく必要があります。

CTIアプリケーションごとに IP Phoneを追加して設定します。 IP電話を追加して設定する方
法の詳細については、「Cisco Unified IP Phone」を参照してください。

CTIアプリケーションを使用するエンドユーザとアプリケーションユーザを設定する

コンピュータテレフォニー統合（CTI）では、IPv4アドレスと IPv6アドレスをサポートでき
る JTAPIおよび TAPIインターフェイスを通して IPアドレス情報が提供されます。 IPv6アド
レスをサポートする必要がある場合は、アプリケーションが IPv6をサポートする JTAPI/TAPI
クライアントインターフェイスバージョンを使用していることを確認してください。
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CTIアプリケーションタスクフローの設定
CTIアプリケーション用に Cisco Unified Communications Managerを設定するには、次のタスク
に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

アクティブになっていない場合、適切な

サーバで CTIManagerサービスをアク
ティブにします。

CTIManagerサービスの有効化（333ペー
ジ）

ステップ 1

CTIのスーパープロバイダー機能と連
携して使用されるCTIManagerのクラス

CTIManagerと Cisco Unified
Communications Managerのサービスパ
ラメータの設定（333ページ）

ステップ 2

タ全体の高度サービスパラメータを設

定します。

アプリケーション制御のリダイレクショ

ンに複数の同時コールを受信できる1つ
CTIルートポイントを設定するには、
次の手順を実行します。

ステップ 3

以上の CTIルートポイントの仮想デバ
イスを設定します。

• CTIルートポイントの設定（334
ページ）

•新しいコール受け付けタイマーの設
定（335ページ）

•同時アクティブ通話の設定（335
ページ）

• CTIルートポイントの同期化（336
ページ）

CTIデバイスのディレクトリ番号を設定
します。

CTIのデバイスのディレクトリ番号を設
定（336ページ）

ステップ 4

アプリケーションユーザとエンドユー

ザがアプリケーションで使用するすべて

デバイスとグループの関連付け（337
ページ）

ステップ 5

のデバイスを、適切な Cisco Unified
CommunicationsManagerグループに関連
付けます（デバイスプール経由）。

Cisco Unified Communications Managerシ
ステムで Standard CTI Enabledユーザグ

エンドユーザとアプリケーションユー

ザの追加（337ページ）
ステップ 6

ループにエンドユーザとアプリケーショ

ンユーザを追加することで設定されて

いる CTI制御可能なデバイスを CTIア
プリケーションが制御できます。
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目的コマンドまたはアクション

CTIManagerが 2つの連続した間隔内で
アプリケーションからメッセージを受信

（任意）アプリケーション障害に対す

る CTIの冗長性を設定（339ページ）
ステップ 7

することが予想されるインターバルを定

義するには、次のようにします。

CTIManagerサービスの有効化

手順

ステップ 1 Cisco Unified有用性で、[Tools] > [Service Activation]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。

ステップ 3 CM Servicesセクションの [Cisco CTIManager]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

CTIManagerと Cisco Unified Communications Managerのサービスパラ
メータの設定

CTIのスーパープロバイダー機能と連携して使用される CTIManagerのクラスタ全体の高度
サービスパラメータを設定します。

設定した限度を超えた場合、CTIがアラームを生成しますが、アプリケーションは追加デ
バイスの処理を続行します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CTIManager（アクティブ）（Cisco
CTIManager（Active））]を選択します。

ステップ 4 [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[詳細設定
（Advanced）]をクリックします。
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ステップ 5 [プロバイダーあたりの最大デバイス数（Maximum Devices Per Provider）]フィールドに、単一
の CTIアプリケーションが開くことのできるデバイスの最大数を入力します。デフォルトは
2000デバイスです。

ステップ 6 [ノードあたりの最大デバイス数（Maximum Devices Per Node）]フィールドに、Unified
Communications Managerシステム内の任意の CTIManagerノード上ですべての CTIアプリケー
ションが開くことのできるデバイスの最大数を入力します。デフォルトは800デバイスです。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

CTIルートポイントのタスクフローの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

新規の CTIルートポイントを追加する
か、既存のポイントを変更します。

CTIルートポイントの設定（334ペー
ジ）

ステップ 1

コールがルートポイントに到着したと

き、アプリケーションが指定時間内に処

新しいコール受け付けタイマーの設定

（335ページ）
ステップ 2

理（受信、応答、リダイレクト）するよ

うに新しいコール受け入れタイマーを設

定します。

ルートポイントの同時アクティブコー

ル数を設定します。

同時アクティブ通話の設定（335ペー
ジ）

ステップ 3

同期して、CTIルートポイントに最新
の設定変更を反映させます。割り込みを

オプション：CTIルートポイントの同
期化（336ページ）

ステップ 4

最小限に抑えて、適用されていない設定

を適用します（たとえば、影響を受け

るデバイスの一部でリセットまたは再起

動を行う必要がない場合があります）。

CTIルートポイントの設定

新規の CTIルートポイントを追加するか、既存のポイントを変更します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）]の順にクリックします。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。
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• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいゲートウェイを追加します。

•既存のCTIルートポイントの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし、結果の
リストから CTIルートポイントを選択して、検索条件を入力します。

ステップ 3 CTIルートポイントの設定ウィンドウでフィールドを設定します。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

新しいコール受け付けタイマーの設定

コールがルートポイントに到着したとき、アプリケーションが指定時間内に処理（受信、応

答、リダイレクト）するように新しいコール受け入れタイマーを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）]を選択します。

ステップ 4 [CTIの新しいコール受け付けタイマー（CTI New Call Accept Timer）]フィールドで、コールの
応答を許可する時間を指定します。デフォルト値は 4です。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

同時アクティブ通話の設定

ルートポイントの同時アクティブコール数を設定します。

TAPIアプリケーションを使用し、Cisco CallManager Telephony Service Provider（TSP）を
使用して CTIポートデバイスを制御することを計画している場合は、CTIポートデバイ
スごとに 1つの回線を設定するだけで済みます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ディレクトリ
番号（Directory Number）]をクリックします。

ステップ 2 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、[新規追加（Add
New）]をクリックします。
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ステップ 3 必須フィールドに入力します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

CTIルートポイントの同期化

同期して、CTIルートポイントに最新の設定変更を反映させます。割り込みを最小限に抑え
て、適用されていない設定を適用します（たとえば、影響を受けるデバイスの一部でリセット

または再起動を行う必要がない場合があります）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）]の順にクリックします。

ステップ 2 [CTIルートポイントの検索と一覧表示]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックして、CTI
ルートポイントの一覧を表示します。

ステップ 3 同期させる CTIルートポイントの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内
の CTIルートポイントをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェック
ボックスをオンにします。

ステップ 4 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）]をクリックします。

ステップ 5 OKをクリックします。

CTIのデバイスのディレクトリ番号を設定
CTIデバイスのディレクトリ番号を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ディレクトリ
番号（Directory Number）]の順に選択します。

ステップ 2 [ディレクトリ番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウで、[新規
追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、必要なフィールド
を入力します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
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デバイスとグループの関連付け

アプリケーションユーザとエンドユーザがアプリケーションで使用するすべてのデバイスを、

適切なCiscoUnifiedCommunicationsManagerグループに関連付けます（デバイスプール経由）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザの管理（User Management）] > [アプリケーショ
ンユーザ（Application User）]をクリックします。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）]ウィンドウで、
[新規追加（Add New）]をクリックします。 [アプリケーションユーザの設定（ApplicationUser
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）]ペインで、[使用可能なデバイス（Available Devices）]リ
ストから [制御するデバイス（Controlled Devices）]リストに移動して、デバイスを関連付けま
す。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ステップ 5 エンドユーザのデバイスを関連付けるには、 [ユーザの管理（User Management）] > [エンド
ユーザ（End User）]をクリックします。

ステップ 6 ステップ 2～ 4を繰り返します。

エンドユーザとアプリケーションユーザの追加

Cisco Unified Communications Managerシステムで Standard CTI Enabledユーザグループにエン
ドユーザとアプリケーションユーザを追加することで設定されている CTI制御可能なデバイ
スを CTIアプリケーションが制御できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [アクセス制御グループ（Access Control Group）]をクリックします。

ステップ 2 [アクセス制御グループの検索と一覧表示（Find andListAccessControlGroups）]ウィンドウで、
[検索（find）]をクリックして、アクセス制御グループの現在のリストを表示します。

ステップ 3 [標準 CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]をクリックすると、このグループの [アクセ
ス制御グループの設定（Access Control Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。す
べての CTIユーザが [標準 CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]ユーザグループに含ま
れることを確認します。使用可能なグループとその機能の完全な一覧については、「アクセス

制御グループ設定のオプション」を参照してください。

ステップ 4 エンドユーザを追加する場合は、[グループにエンドユーザを追加（Add End Users to Group）]
をクリックします。アプリケーションユーザを追加する場合は、[アプリケーションユーザを
グループに追加（Add App Users to Group）]をクリックします。
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ステップ 5 [検索（Find）]をクリックして現在のユーザの一覧を表示します。

ステップ 6 [標準CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]ユーザグループに割り当てるユーザのチェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 7 [選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

アクセス制御グループの設定オプション

CTIアプリケーションは、割り当て先の指定されたユーザグループをサポートしている必
要があります。

（注）

Standard CTI AllowControl of All Devicesユーザグループに関連付けられているユーザは、
Standard CTI Secure Connectionユーザグループにも関連付けることをお勧めします。

（注）

説明フィールド

このユーザグループでは、アプリケーションがコールをモ

ニタできます。

標準CTI通話モニタリング許可

このユーザグループでは、コールがすべてのコールパーク

ディレクトリの番号にパーク/パーク解除されるとき、アプ
リケーションが通知を受信できます。

標準 CTIコールパークモニタ
リング許可

このユーザグループでは、アプリケーションがコールを記

録できます。

標準 CTI通話録音許可

このユーザグループでは、サポートされている CTIアプリ
ケーションの発信側番号をアプリケーションが変更できま

す。

標準CTI発信者番号の変更許可

このユーザグループでは、システムの CTI制御可能なデバ
イスをアプリケーションが制御またはモニタできます。

[標準CTIによるすべてのデバイ
スの制御（Standard CTI Allow
Control of All Devices）]

このユーザグループでは、暗号化されたメディアのストリー

ムの復号に必要な情報をアプリケーションが受け取ることが

できます。通常、このグループは記録およびモニタのため

に使用されます。

標準 CTI SRTP重要素材の受信
許可

すべての CTIアプリケーションに必要なこのユーザグルー
プでは、アプリケーションが Cisco Unified Communications
Managerに接続し、CTIの機能を利用できます。

[標準CTIを有効にする（Standard
CTI Enabled）]
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説明フィールド

このグループに入るためには、アプリケーションが Cisco
Unified Communications Managerにセキュア（TLS）な CTI
接続が可能で、Cisco Unified Communications Managerのクラ
スタのセキュリティが有効になっていることが必要です。

標準 CTIセキュア接続

アプリケーション障害に対する CTIの冗長性を設定
CTI Managerが 2つの連続した間隔内でアプリケーションからメッセージを受信することが予
想されるインターバルを定義するには、次のようにします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CTI Manager（アクティブ）（Cisco
CTIManager（Active））]を選択します。

ステップ 4 [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[詳細設定
（Advanced）]をクリックします。

ステップ 5 [アプリケーションハートビート最小間隔（ApplicationHeartbeatMinimum Interval）]フィールド
に、最小間隔の時間を入力します。デフォルトは 5です。

ステップ 6 [アプリケーションハートビート最大間隔（Application Heartbeat Maximum Interval）]フィール
ドに、最大間隔の時間を入力します。デフォルトは 3600です。

ステップ 7 [保存]をクリックします。
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第 IV 部

エンドユーザのプロビジョニング
•プロビジョニングプロファイルの設定（343ページ）
• LDAP同期の設定（361ページ）
•一括管理ツール使用したユーザおよびデバイスのプロビジョニング（371ページ）





第 28 章

プロビジョニングプロファイルの設定

•プロビジョニングプロファイルの概要（343ページ）
•プロビジョニングプロファイルのタスクフロー（344ページ）
• SIPプロファイルの設定（346ページ）
•電話機のセキュリティプロファイルの設定（347ページ）
•機能管理ポリシーの作成（348ページ）
•共通の電話プロファイルの作成（349ページ）
•共通デバイス設定の構成（350ページ）
•ユニバーサルデバイステンプレートの設定（351ページ）
•ユニバーサル回線テンプレートの設定（352ページ）
•ユーザプロファイルの設定（353ページ）
•ヘッドセットテンプレートの設定（354ページ）
• UCサービスの設定（356ページ）
•サービスプロファイルの設定（357ページ）
•機能グループテンプレートの設定（357ページ）
•デフォルトのクレデンシャルポリシーの設定（358ページ）

プロビジョニングプロファイルの概要
UnifiedCommunicationsManagerでは、新規ユーザに割り当てることができる一連のプロファイ
ルとテンプレートが用意されています。これらのプロファイルと共通設定をあらかじめ設定し

ておくと、新しいユーザをプロビジョニングしてデバイスを割り当てるときに、適用される設

定に基づいてユーザとデバイスが自動的に設定されます。

ユーザをプロビジョニングするときは、必要な設定が含まれるユーザプロファイルとサービス

プロファイルにそのユーザを関連付けます。さらに、ユーザ用のデバイスを追加するときに、

そのユーザのユーザプロファイルに関連付けられているユニバーサル回線テンプレートとユニ

バーサルデバイステンプレートを使用して、デバイスとディレクトリ番号がすばやく設定さ

れます。

次のプロファイルとテンプレートを使用して、ユーザのニーズに基づいて、ユーザとエンドポ

イントに共通の設定を適用できます。
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プロビジョニングプロファイルのタスクフロー
プロビジョニングするユーザとデバイスの数が多い場合は、特定のグループ（たとえばカスタ

マーサポート）内のユーザに適用されるテンプレートと共通設定を使用してユーザプロファ

イルとサービスプロファイルを設定することで、設定プロセスを簡略化できます。

ユーザをプロビジョニングするときは、必要な設定が含まれるユーザプロファイルとサービス

プロファイルにそのユーザを関連付けます。さらに、ユーザ用のデバイスを追加するときに、

そのユーザのユーザプロファイルに関連付けられているユニバーサル回線テンプレートとユニ

バーサルデバイステンプレートを使用して、デバイスとディレクトリ番号がすばやく設定さ

れます。

次のプロファイルとテンプレートを使用して、ユーザのニーズに基づいて、ユーザとエンドポ

イントに共通の設定を適用できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

展開する SIPエンドポイントに関連付
けられる共通 SIP設定を設定します。

SIPプロファイルの設定（346ページ）ステップ 1

プロビジョニングされたエンドポイン

トに割り当てるセキュリティプロファ

電話機のセキュリティプロファイルの

設定（347ページ）
ステップ 2

イルを設定します。 TLSおよび TFTP
暗号化などの設定を割り当てます。

（オプション）このポリシーを使用す

ると、特定の機能を有効化して、電話

機能管理ポリシーの作成（348ページ）ステップ 3

機のソフトキーの外観を制御できま

す。

（オプション）このプロファイルを使

用して、エンドポイントのグループに

共通の電話プロファイルの作成（349
ページ）

ステップ 4

割り当てることができるプロファイル

に、TFTPデータおよび製品固有の設定
のデフォルト値を割り当てます。

（オプション）この設定を使用して、

エンドポイントにユーザ固有の設定と

IPv6設定を割り当てます。

共通デバイス設定の構成（350ページ）ステップ 5

このテンプレートには、新しくプロビ

ジョニングされた電話を設定するため

ユニバーサルデバイステンプレートの

設定（351ページ）
ステップ 6

に使用される共通設定が含まれます。

設定したプロファイルをこのテンプ

レートに割り当てることもできます。

このテンプレートには、新しくプロビ

ジョニングされた内線番号を設定する

ユニバーサル回線テンプレートの設定

（352ページ）
ステップ 7

ために使用される共通設定が含まれま

す。内線用のエンタープライズ番号お

よび E.164番号も設定できます。

デバイステンプレート、回線テンプ

レート、および新しくプロビジョニン

ユーザプロファイルの設定（353ペー
ジ）

ステップ 8

グされるユーザの共通設定を使用し

て、ユーザプロファイルを設定しま

す。

（オプション）シスコヘッドセットを

使用する場合は、ヘッドセットテンプ

ヘッドセットテンプレートの設定（354
ページ）

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

レートを設定して、設定済みのユーザ

プロファイルに割り当てます。

IM and Presence Serviceおよびディレク
トリサービスなどの UCサービスを設
定します。

UCサービスの設定（356ページ）ステップ 10

プロビジョニングされたユーザに割り

当てる UCサービスを含む、サービス
プロファイルを作成します。

サービスプロファイルの設定（357
ページ）

ステップ 11

LDAP同期の場合は、LDAPで同期さ
れたユーザに割り当てることができる

機能グループテンプレートの設定（357
ページ）

ステップ 12

機能グループテンプレートに、ユーザ

プロファイルとサービスプロファイル

を追加します。

新しくプロビジョニングされるユーザ

に割り当てるクレデンシャルポリシー

を設定します。

デフォルトのクレデンシャルポリシー

の設定（358ページ）
ステップ 13

次のタスク

•新しいユーザをプロビジョニングするための LDAP同期のセットアップ

• LDAPを導入していない場合は、一括管理を使用してユーザを一括でプロビジョニングで
きます。

SIPプロファイルの設定
共通 SIP設定を使用して SIPプロファイルを設定するには、この手順を使用します。設定した
SIPプロファイルは、SIPデバイスに割り当てることができます。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）]
> [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•既存のプロファイルを編集するには、[検索（Find）]をクリックし、SIPプロファイルを選
択します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加]をクリックします。
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ステップ 3 プロファイル名を入力します。

ステップ 4 URIダイヤリングを展開する場合は、[ダイヤル文字列の解釈（Dial String Interpretation）]を設
定して、コールをディレクトリURIまたは電話番号として処理するかどうかをシステムに指示
します。

ステップ 5 [電話で使用されるパラメータ（ParametersUsed in Phone）]の下にあるDSCP設定項目を入力し
て、このプロファイルを使用するコールのタイプに対する QoS処理を定義します。

ステップ 6 （任意）正規化スクリプトを割り当てる必要がある場合は、[正規化スクリプト（Normalization
Script）]ドロップダウンリストからいずれかのデフォルトスクリプトを選択します。

独自のスクリプトを作成することもできます。詳細については、『Cisco Unified

Communications Manager機能設定ガイド』を参照してください。

（注）

ステップ 7 このプロファイルで IPv4と IPv6の両方のスタックを同時にサポートする場合は、[ANATの有
効化（Enable ANAT）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 ユーザがプレゼンテーションを共有できるようにするには、[BFCPを使用するプレゼンテー
ションの共有を許可（Allow Presentation Sharing using BFCP）]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 9 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 10 [保存]をクリックします。

電話機のセキュリティプロファイルの設定
エンドポイントの TLSシグナリング、CAPF、ダイジェスト認証の要件などのセキュリティ機
能を有効にする場合は、エンドポイントに適用できる新しいセキュリティプロファイルを設定

する必要があります。

デフォルトでは、プロビジョニングされたデバイスに SIP phoneセキュリティプロファイ
ルを適用しない場合、デバイスは非セキュアプロファイルを使用します。

（注）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMAdministrationから、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電
話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [電話のセキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）]ドロップダウンリ
ストから [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を選択し、デバイ
ステンプレートを使用してプロビジョニングする際に使用できるプロファイルを作成します。
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必要に応じて、特定のデバイスモデルのセキュリティプロファイルを作成すること

もできます。

（注）

ステップ 4 プロトコルを選択します。

ステップ 5 [Name]フィールドにプロファイルの適切な名前を入力します。

ステップ 6 TLSシグナリングを使用してデバイスに接続する場合は、[デバイスのセキュリティモード
（Device Security Mode）]を [認証済み（Authenticated）]または [暗号化（Encrypted）]に設定
し、[トランスポートタイプ（Transport Type）]を [TLS]に設定します。

ステップ 7 （任意）電話でダイジェスト認証を使用する場合は、[OAuth認証の有効化（Enable OAuth
Authentication）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 （任意）暗号化された TFTPを使用する場合は、[TFTP暗号化設定（TFTP Encrypted Config）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [電話のセキュリティプロファイルの設定（Phone Security Profile Configuration）]ウィンドウ
で、残りのフィールドを入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 10 [保存]をクリックします。

機能管理ポリシーの作成
機能管理ポリシーを作成するには、次の手順に従います。このポリシーを使用して、特定の機

能を有効化または無効化し、電話に表示されるソフトキーの外観を制御します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のポリシーの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリック
し、結果のリストからポリシーを選択します。

•新しいポリシーを追加するには、[新規追加]をクリックします。

[機能管理ポリシーの設定（Feature Control Policy Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに機能管理ポリシーの名前を入力します。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、この機能管理ポリシーの説明を入力します。

ステップ 5 [機能管理セクション（FeatureControl Section）]でリストされている各機能に対して、システム
デフォルトをオーバーライドするか、次の設定を有効/無効にするかを選択します。
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•デフォルトで有効な機能の設定を無効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド
（OverrideDefault）]チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（EnableSetting）]
チェックボックスをオフにします。

•デフォルトで無効な機能の設定を有効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド
（OverrideDefault）]チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（EnableSetting）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

共通の電話プロファイルの作成
共通の電話プロファイルは、そのプロファイルを使用する電話について、TFTPデータおよび
製品固有の設定のデフォルト値を設定するために使用できる、オプションのプロファイルで

す。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（DeviceSettings）]
> [共通の電話プロファイル（CommonPhoneProfile）]メニューパスを選択して、共通の電話プ
ロファイルを設定します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 プロファイル名を入力します。

ステップ 4 プロファイルの [説明]を入力します。

ステップ 5 このプロファイルを使用する電話に対して [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）を設定
する場合は、ドロップダウンリストからポリシーを選択します。

ステップ 6 [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウで、残りの
フィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 7 [製品固有の設定レイアウト（Product-Specific Configuration Layout）]の下にあるフィールドを
設定します。フィールドの説明については、[?]をクリックして、フィールド固有のヘルプを
参照してください。

ステップ 8 （任意）モバイルおよびリモートアクセス電話用に InteractiveConnectivity Establishment（ICE）
を有効化する場合、次の手順を実行します。

a) [ICE]ドロップダウンを [有効（Enabled）]に設定します。
b) [デフォルト候補タイプ（Default Candidate Type）]を次のいずれかに設定します。

• [ホスト (host)]:ホストデバイスの IPアドレスを選択することによって得られる候補。
これはデフォルトです。
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•サーバ再帰: STUN要求の送信によって取得されるIPアドレスとポートの候補。多くの
場合、これは NATのパブリック IPアドレスを表している可能性があります。

•中継: TURNサーバから取得したIPアドレスとポートの候補。 IPアドレスとポートは、
TURNサーバによってメディアが中継されるように、TURNサーバに常駐しています。

c) 残りの ICEフィールドを設定します。

ステップ 9 [保存]をクリックします。

共通デバイス設定の構成
一般的なデバイス構成は、オプションのユーザ固有特徴属性のセットを含む。 IPv6を導入し
ている場合は、この設定を使用して SIPトランクまたは SCCP電話に IPv6優先設定を割り当
てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 SIPトランク、SIP電話または SCCP電話の場合、[IPアドレッシングモード（IP Addressing
Mode）]ドロップダウンリストの値を選択します。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）]—デバイスはメディアやシグナリングに IPv4アドレスだけを使
用します。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）]—デバイスはメディアやシグナリングに IPv6アドレスだけを使
用します。

• [IPv4および IPv6（IPv4 and IPv6）]—（デフォルト）デバイスはデュアルスタックデバイ
スで、利用できる IPアドレスのタイプを使用します。両方の IPアドレスのタイプがデバ
イスに設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IPアドレッシ
ングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]設定を使用し、メディ
アデバイスには、[メディア用 IPアドレッシングモード優先設定（IP Addressing Mode
Preference for Media）]エンタープライズパラメータの設定を使用します。

ステップ 4 前のステップで IPv6を設定する場合は、[シグナリング (シグナリング)]ドロップダウンリスト
の ipアドレス指定モードの ipアドレス設定を次のように設定します。

• [IPv4（IPv4）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv4アドレスを優先して
使用します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv6アドレスを優先して
使用します。
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• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]—デバイスは、[シグナリグ用 IPアド
レッシングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]エンタープライ
ズパラメータの設定を使用します。

ステップ 5 [共通デバイス構成（Common Device Configuration）]画面で、残りのフィールドを設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ユニバーサルデバイステンプレートの設定
ユニバーサルデバイステンプレートを使用すると、新しくプロビジョニングしたデバイスに

簡単に設定を適用できます。プロビジョニングされたデバイスは、ユニバーサルデバイステ

ンプレートの設定を使用します。さまざまなユーザグループのニーズを満たすために、異な

るデバイステンプレートを設定できます。設定したプロファイルをこのテンプレートに割り

当てることもできます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationで、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 次の必須フィールドに入力します。

a) テンプレートの [デバイスの説明（Device Description）]を入力します。
b) [デバイスプールタイプ（Device Pool Type）]をドロップダウンリストから選択します。
c) [デバイスのセキュリティプロファイル（DeviceSecurityProfile）]をドロップダウンリスト
から選択します。

d) [SIPプロファイル（SIP Profile）]をドロップダウンリストから選択します。
e) [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]をドロップダウンリストから選択しま
す。

ステップ 4 [ユニバーサルデバイステンプレートの設定（Universal Device Template Configuration）]ウィン
ドウで、残りのフィールドを入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを

参照してください。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Settings）]で、次の任意指定のフィールドを入力します。

a) [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]を設定した場合は、そのプロファイル
を割り当てます。

b) [共通デバイス設定（CommonDeviceConfiguration）]を設定した場合は、その設定を割り当
てます。
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c) [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]を設定した場合は、そのポリシーを割り当て
ます。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ユニバーサル回線テンプレートの設定
ユニバーサル回線テンプレートを使用すると、新しく割り当てられたディレクトリ番号に共通

の設定を簡単に適用できます。さまざまなユーザグループのニーズに合わせて、異なるテン

プレートを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ユニバーサル回線テンプレートの設定（Universal Line Template Configuration）]ウィンドウで
各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 4 代替番号を使用したグローバルダイヤルプランレプリケーションを展開する場合は、[エン
タープライズ代替番号（Enterprise Alternate Number）]セクションと [+E.164代替番号（+E.164
Alternate Number）]セクションを展開して、次の手順を実行します。

a) [エンタープライズ代替番号の追加（AddEnterpriseAlternateNumber）]ボタンまたは [+E.164
代替番号の追加（Add +E.164 Alternate Number）]ボタンのいずれか、または両方をクリッ
クします。

b) 代替番号への割り当に使用する [番号マスク（Number Mask）]を追加します。たとえば、
4桁の内線番号では、エンタープライズ番号マスクとして 5 XXXXを使用し、+E.164代替
番号マスクとして 1972555XXXXを使用することが考えられます。

c) 代替番号を割り当てるパーティションを割り当てます。
d) ILSを通じてこの番号をアドバタイズする場合は、[ILS経由でグローバルにアドバタイズ
（Advertise Globally via ILS）]チェックボックスをオンにします。アドバタイズされたパ
ターンを使用して一定の代替番号の範囲を要約している場合は、個別の代替番号をアドバ

タイズする必要はありません。

e) [PSTNフェールオーバー（PSTNFailover）]セクションを展開して、通常のコールルーティ
ングが失敗した場合に使用する PSTNフェールオーバーとして、[エンタープライズ番号
（Enterprise Number）]または [+E.164代替番号（+E.164 Alternate Number）]を選択します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。
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ユーザプロファイルの設定
ユーザプロファイルを使用して、ユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステ

ンプレートをユーザに割り当てます。さまざまなユーザグループ用に複数のユーザプロファ

イルを設定します。このサービスプロファイルを使用するユーザに対してセルフプロビジョ

ニングを有効にすることもできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [ユーザプロファイル（User
Profile）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 ユーザプロファイルの [名前（Name）]および [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 ユーザの [デスクフォン（Desk Phones）]、[モバイルおよびデスクトップデバイス（Mobile and
Desktop Devices）]、および [リモート接続先/デバイスプロファイル（Remote Destination/Device
Profiles）]に、[ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を割り当
てます。

ステップ 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]を割り当て、このユーザプロファ
イルのユーザの電話回線に適用します。

ステップ 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話機をプロビジョニングするセルフプロビジョニ

ング機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）]チェックボックスをオンにします。

b) [エンドユーザがプロビジョニングする電話機数を制限（Limit Provisioning onceEndUser has
thismanyphones）]フィールドに、ユーザがプロビジョニングできる電話の最大数を入力し
ます。最大値は 20です。

c) このプロファイルに関連付けられたユーザに、別のユーザがすでに所有しているデバイス
を移行または再割り当てする権限があるかどうかを判断するには、[すでに別のエンドユー
ザに割り当てられた電話機のプロビジョニングを許可する（Allow Provisioning of a phone
already assigned to a different End User）]チェックボックスをオンにします。デフォルトで
は、このチェックボックスはオフになっています。

ステップ 7 このユーザプロファイルに関連付けられた Cisco Jabberユーザがモバイルおよびリモートアク
セス機能を使用できるようにするには、[モバイルおよびリモートアクセスの有効化]チェック
ボックスをオンにします。
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•デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。このチェック
ボックスをオフにすると、[Jabberポリシー（Jabber Policies）]セクションが無効
になり、サービスクライアントポリシーオプションは、デフォルトで選択されま

せん。

•この設定は、OAuth更新ログインを使用している Cisco Jabberのユーザにのみ必
須です。 Jabberユーザではない場合、この設定を行わずともモバイルおよびリ
モートアクセス機能を使用できます。モバイルおよびリモートアクセス機能は、

Jabberモバイルおよびリモートアクセスのユーザにのみ適用され、他のエンドポ
イントやクライアントには適用されません。

（注）

ステップ 8 このユーザプロファイルに Jabberポリシーを割り当てます。 [Jabberデスクトップクライアン
トポリシー(Jabber Desktop Client Policy)]と[Jabberモバイルクライアントポリシー(Jabber
Mobile Client Policy)]のドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

•サービスなし：このポリシーは、すべての Cisco Jabberサービスへのアクセスを禁止しま
す。

• IMとプレゼンスのみ：このポリシーは、インスタントメッセージとプレゼンス機能のみを
有効にします。

• IMとプレゼンス、音声とビデオ通話：このポリシーは音声やビデオデバイスを使うすべ
てのユーザに対して、インスタントメッセージ、プレゼンス、ボイスメールと会議機能を

有効化します。これがデフォルトのオプションです。

JabberデスクトップクライアントにはWindows版 Cisco JabberおよびMac版 Cisco
Jabberが含まれています。 Jabberモバイルクライアントには、iPad/iPhoneユーザ用
Cisco Jabberおよび Android版 Cisco Jabberが含まれています。

（注）

ステップ 9 このユーザプロファイルのユーザが Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルで
Extension Mobilityまたは Extension Mobility Cross Clusterの最大ログイン時間を設定できるよう
にするには、[エンドユーザにエクステンションモビリティの最大ログイン時間の設定を許可
する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）]チェックボックスをオ
ンにします。

デフォルトでは [エンドユーザにエクステンションモビリティの最大ログイン時間の
設定を許可する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）]
チェックボックスはオフになっています。

（注）

ステップ 10 [保存]をクリックします。

ヘッドセットテンプレートの設定
シスコヘッドセットに適用できるカスタマイズされた設定でヘッドセットテンプレートを設定

するには、次の手順を使用します。カスタマイズしたテンプレートを作成するか、またはシス

テム定義の標準デフォルトヘッドセットテンプレートを使用することができます。
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標準デフォルトヘッドセット構成テンプレートは、システム定義のテンプレートです。

標準デフォルトヘッドセットテンプレートに新しいユーザプロファイルを割り当てるこ

とはできますが、テンプレートを編集することはできません。デフォルトでは、すべて

のユーザプロファイルがこのテンプレートに割り当てられています。このテンプレート

からユーザプロファイルの関連付けを外すには、プロファイルを新しいテンプレートに

割り当てる必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CMAdministration）]から、[デバイス（Device）][電話機
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のテンプレートを編集するには、そのテンプレートを選択します。
•新しいテンプレートを作成するには、既存のテンプレートを選択し、[コピー (Copy)]をク
リックします。既存の設定が新しいテンプレートに適用されます。

ステップ 3 テンプレートの[名前（Name）]と[説明（Description）]を追加します。

ステップ 4 [モデルとファームウェアの設定（Model and Firmware Settings）]で、カスタマイズしたヘッド
セット設定をこのテンプレートに適用するように割り当てます。新しい設定を追加するには、

[追加 (add)]ボタンをクリックして設定を構成します。

ステップ 5 上下矢印を使用して、このテンプレートに割り当てるユーザプロファイルを割当済みユーザプ
ロファイルリストに移動します。これらのプロファイルに割り当てられているすべてのユーザ

は、このヘッドセットテンプレートにも割り当てられます。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 デフォルトのテンプレート設定に戻るには、[デフォルトに設定 (Set to Default)]ボタンを使用
します。

ステップ 8 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

標準デフォルトヘッドセット構成テンプレートの場合、[構成を適用 (ApplyConfiguration)]ボタ
ンは次の場合有効になります。

•割当済みユーザプロファイルリストに追加したユーザが所有するデバイス

•匿名デバイス

カスタマイズされたヘッドセット構成テンプレートでは、構成を適用ボタンは、割当済みユー

ザプロファイルリストに追加したユーザが所有するデバイスでのみ有効になります。
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UCサービスの設定
ユーザが使用する UCサービス接続を設定するには、次の手順を使用します。次のUCサービ
スの接続を設定できます。

•ボイスメール

•メールストア（Mailstore）

•会議

•ディレクトリ（Directory）

• IM and Presence Service

• [CTI]

•ビデオ会議スケジュールポータルの設定

• Jabberクライアント設定(jabber-config.xml)

フィールドは、設定する UCサービスによって異なる場合があります。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、ユーザの管理>ユーザ設定>UCサービスを選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [UCサービスタイプ (UC Service)]ドロップダウンから、設定する UCサービスを選択し、[次
へ (Next)]をクリックします。

ステップ 4 製品タイプを選択します。

ステップ 5 [名前（Name）]にサービスの名前を入力します。

ステップ 6 サービスが存在するサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。

ステップ 7 ポートとプロトコルの情報を入力します。

ステップ 8 残りのフィールドを設定します。フィールドとその設定のヘルプについては、オンラインヘル

プを参照してください。フィールドオプションは、導入しているUCサービスによって異なり
ます。

ステップ 9 [保存]をクリックします。

ステップ 10 必要なすべてのUCサービスをプロビジョニングするまで、この手順を繰り返します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
356

エンドユーザのプロビジョニング

UCサービスの設定



サービスを複数のサーバに配置する場合は、別のサーバを指す複数のUCサービス接
続を設定します。たとえば、IMとプレゼンスサービスの集中型の導入を行う場合は、
別のIMノードとプレゼンスノードをポイントするように、複数のIMおよびプレゼン
スUCサービスを設定することを推奨します。すべてのUC接続を設定した後、それ
らをサービスプロファイルに追加することができます。

（注）

サービスプロファイルの設定
このプロファイルを使用するエンドユーザに割り当てる UCサービスを含む、サービスプロ
ファイルを設定します。

始める前に

サービスプロファイルに追加する前に、Unified Communications（UC）サービスをセットアッ
プする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 選択したサービスプロファイルの設定の [名前（Name）]を入力します。

ステップ 4 選択したサービスプロファイルの設定の [説明（Description）]を入力します。

ステップ 5 このプロファイルに含める各UCサービスに、そのサービス用の [プライマリ（Primary）]、[セ
カンダリ（Secondary）]、および [ターシャリ（Tertiary）]の接続を割り当てます。

ステップ 6 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィール
ドを入力します。フィールドの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

機能グループテンプレートの設定
機能グループテンプレートは、プロビジョニングされたユーザ用に、電話、回線、および機能

をすばやく設定できるようにすることで、システムの展開をサポートします。企業の LDAP
ディレクトリからユーザを同期している場合は、ディレクトリからユーザを同期させるユーザ

プロファイルおよびサービスプロファイルを使用して機能グループテンプレートを設定しま

す。このテンプレートを使用して、同期されたユーザに対して IM and Presence Serviceを有効
化することもできます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[ユーザ管理（User
Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone Add）] > [機能グループテンプレート
（Feature Group Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 機能グループテンプレートの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 このテンプレートを使用するすべてのユーザのホームクラスタとしてローカルクラスタを使
用する場合は、[ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 このテンプレートを使用するユーザがインスタントメッセージおよびプレゼンス情報を交換で
きるようにするには、[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（Enable User for Unified
CM IM and Presence）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから、[サービスプロファイル（Services Profile）]および [ユーザプロ
ファイル（User Profile）]を選択します。

ステップ 7 [機能グループテンプレートの設定（Feature Group Template Configuration）]ウィンドウの残り
のフィールドに入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

次のタスク

機能グループテンプレートと LDAPディレクトリ同期を関連付け、テンプレートの設定を同
期したエンドユーザに適用します。

デフォルトのクレデンシャルポリシーの設定
新しくプロビジョニングされたユーザに適用されるクラスタ全体のデフォルトのクレデンシャ

ルポリシーを設定するには、この手順を使用します。次の各クレデンシャルタイプに対して、

個別のクレデンシャルポリシーを適用できます。

•アプリケーションユーザーパスワード

•エンドユーザーパスワード

•エンドユーザ PIN

手順

ステップ 1 クレデンシャルポリシーの設定を入力します。

a) Cisco Unified CM Administrationで、[ユーザ管理] > [ユーザ設定] > [クレデンシャルポリ
シーのデフォルト]を選択します。
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b) 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のクレデンシャルポリシーを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいクレデンシャルポリシーを作成しま
す。

c) ABCDや 123456のようなハッキングされやすいパスワードをシステムにチェックさせる
場合は、[単純すぎるパスワードのチェック（Check for Trivial Passwords）]チェックボック
スをオンにします。

d) [クレデンシャルポリシーの設定（Credential Policy Configuration）]ウィンドウの各フィー
ルドに入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照

してください。

e) [保存]をクリックします。

f) 他のクレデンシャルタイプ用に別のクレデンシャルポリシーを作成する場合は、この手

順を繰り返します。

ステップ 2 次のいずれかのクレデンシャルタイプにクレデンシャルポリシーを適用します。

a) Cisco Unified CM Administrationで、[ユーザ管理] > [ユーザ設定] > [クレデンシャルポリ
シーのデフォルト]を選択します。

b) クレデンシャルポリシーを適用するクレデンシャルタイプを選択します。
c) [クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]ドロップダウンから、このクレデンシャル
タイプに適用するクレデンシャルポリシーを選択します。たとえば、作成したクレデン

シャルポリシーを選択できます。

d) [クレデンシャルの変更（ChangeCredential）]フィールドと [クレデンシャルの確認（Confirm
Credential）]フィールドの両方にデフォルトのパスワードを入力します。ユーザが次にロ
グインするときに、これらのパスワードを入力する必要があります。

e) [クレデンシャルポリシーのデフォルトの設定（Credential Policy Default Configuration）]
ウィンドウで、残りのフィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細について

は、オンラインヘルプを参照してください。

f) [保存]をクリックします。

g) 他のクレデンシャルタイプにクレデンシャルポリシーを割り当てる場合は、この手順を
繰り返します。

また、個々のユーザに対して、[エンドユーザの設定]ウィンドウまたはそのユーザの [ア
プリケーションユーザ設定]ウィンドウから、特定のユーザクレデンシャルにポリシーを
割り当てすることもできます。クレデンシャルタイプ (パスワードまたは PIN)の隣にあ
る [クレデンシャルの編集]ボタンをクリックして、そのユーザのクレデンシャル設定を
開きます。

（注）
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第 29 章

LDAP同期の設定

• LDAP同期の概要（361ページ）
• LDAP同期の前提条件（362ページ）
• LDAP同期設定のタスクフロー（362ページ）

LDAP同期の概要
LightweightDirectoryAccess Protocol（LDAP）の同期は、システムのエンドユーザのプロビジョ
ニングと設定を支援します。 LDAPの同期中、システムは外部 LDAPディレクトリから Cisco
Unified Communications Managerデータベースにユーザのリストと関連するユーザデータをイ
ンポートします。インポートしている間に、エンドユーザを設定することもできます。

Unified Communication Managerは、LDAPS（SSLを使用した LDAP）をサポートします
が、StartTLSを使用した LDAPはサポートしていません。 LDAPサーバ証明書を Unified
Communication Managerに Tomcat-Trust証明書としてアップロードします。

（注）

サポートされているLDAPディレクトリの詳細については、CiscoUnifiedCommunicationsManager

と IM and Presence Serviceの互換性マトリクスを参照してください。

LDAP同期では、以下の機能がアドバタイズされます。

•エンドユーザのインポート：LDAP同期を使用して、システムの初期設定時にユーザ一覧
を会社の LDAPディレクトリから Unified Communication Managerのデータベースにイン
ポートできます。機能グループテンプレート、ユーザプロファイル、サービスプロファイ

ル、ユニバーサルデバイス、回線テンプレートなどの設定項目が設定されている場合は、

設定をユーザに適用することができ、また、同期プロセス中に設定したディレクトリ番号

とディレクトリ Uriを割り当てることができます。 LDAP同期プロセスは、ユーザーリス
トとユーザー固有のデータをインポートし、設定した構成テンプレートを適用します。

初期同期が実行された以降は、LDAP同期を編集することは
できません。

（注）
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•スケジュールされた更新：Unified Communication Managerをスケジュールされた間隔で複
数のLDAPディレクトリと同期するように設定できます。これによって確実にデータベー
スが定期的に更新され、すべてのユーザデータを最新に保ちます。

•エンドユーザの認証：LDAP同期を使用して、システムが Cisco Unified Communications
Managerデータベースではなく、LDAPディレクトリに対してエンドユーザーパスワード
を認証するように設定できます。 LDAP認証によって、企業は、すべての企業内アプリ
ケーションに対応する単一のパスワードをエンドユーザに割り当てることができます。

この機能は、PINまたはアプリケーションユーザーパスワードには適用されません。

•シスコモバイルおよびリモートアクセスのクライアントおよびエンドポイントのディレ
クトリサーバユーザー検索：社内ディレクトリサーバが企業ファイアウォール外で運用

されている場合でも検索できます。この機能を有効にすると、ユーザデータサービス

（UDS）がプロキシとして機能し、Unified Communications Managerデータベースにユー
ザー検索要求を送信する代わりに、それを社内ディレクトリに送信します。

LDAP同期の前提条件

前提条件のタスク

LDAPディレクトリからエンドユーザをインポートする前に、次のタスクを実行します。

•ユーザアクセスを設定します。ユーザに割り当てるアクセス制御グループを決定します。
ほとんどの導入環境では、デフォルトのグループで十分です。ロールとグループをカスタ

マイズする必要がある場合は、アドミニストレーションガイドの「ユーザアクセスの管

理」の章を参照してください。

•新しくプロビジョニングされたユーザーにデフォルトで適用されるクレデンシャルポリ
シーに、デフォルトのクレデンシャルを設定します。

• LDAPディレクトリからユーザを同期する場合は、機能グループテンプレートが設定され
ていることを確認してください。このテンプレートには、ユーザプロファイル、サービス

プロファイル、ユーザの電話と電話の内線に割り当てるユニバーサル回線テンプレートお

よびユニバーサルデバイステンプレートの設定が含まれます。

システムにデータを同期するユーザについては、Active Directoryサーバでの電子メール
IDフィールドが一意のエントリであるか空白であることを確認してください。

（注）

LDAP同期設定のタスクフロー
外部 LDAPディレクトリからユーザリストをプルし、Unified CommunicationManagerのデータ
ベースにインポートするには、以下のタスクを使用します。
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LDAPディレクトリをすでに一度同期している場合、外部LDAPディレクトリから新しい
項目を同期することはできますが、UnifiedCommunicationManager内の新しい設定をLDAP
ディレクトリ同期に追加することはできません。この場合、一括管理ツールと、[ユーザ
の更新（Update Users）]や [ユーザの挿入（Insert Users）]などのメニューを使用できま
す。『Bulk Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してく
ださい。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceabilityにログイン
し、Cisco DirSyncサービスを有効にし
ます。

Cisco DirSyncサービスの有効化（364
ページ）

ステップ 1

Unified Communication Managerの LDAP
ディレクトリ同期を有効化します。

LDAPディレクトリ同期の有効化（364
ページ）

ステップ 2

（オプション） Unified Communication
Managerに社内LDAPディレクトリから

LDAPフィルタの作成（365ページ）ステップ 3

ユーザのサブセットだけを同期するに

は、LDAPフィルタを作成します。

アクセス制御グループ、機能グループの

テンプレートとプライマリエクステン

LDAPディレクトリの同期の設定（365
ページ）

ステップ 4

ションのフィールド設定、LDAPサーバ
のロケーション、同期スケジュール、お

よび割り当てなどの LDAPディレクト
リ同期を設定します。

（オプション）エンタープライズディ

レクトリサーバユーザを検索するシス

エンタープライズディレクトリユー

ザー検索の設定（368ページ）
ステップ 5

テムを設定します。システムの電話機

とクライアントをデータベースの代わり

にエンタープライズディレクトリサー

バに対してユーザの検索を実行するよう

に設定するには、次の手順に従います。

（オプション）エンドユーザーパス

ワード認証に LDAPディレクトリを使
用するには、LDAP認証を設定します。

LDAP認証の設定（369ページ）ステップ 6

（オプション）任意指定の [LDAP同期
（LDAP Synchronization）]サービスパ

LDAPアグリーメントサービスパラメー
タのカスタマイズ（370ページ）

ステップ 7

ラメータを設定します。ほとんどの導
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目的コマンドまたはアクション

入の場合、デフォルト値のままで問題あ

りません。

Cisco DirSyncサービスの有効化
Cisco DirSyncサービスをアクティブにするには、Cisco Unified Serviceabilityで次の手順を実行
します。社内 LDAPディレクトリでエンドユーザの設定を同期するには、このサービスをア
クティブにする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [ディレクトリサービス（Directory Services）]の下の [Cisco DirSync]オプションボタンをク
リックします。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

LDAPディレクトリ同期の有効化
エンドユーザの設定を社内 LDAPディレクトリから同期させるには、以下の手順で Unified
Communication Managerを設定します。

LDAPディレクトリをすでに一度同期している場合、外部 LDAPディレクトリから新規
ユーザーを同期することはできますが、Unified Communications Manager内の新しい設定
をLDAPディレクトリ同期に追加することはできません。また、機能グループテンプレー
トやユーザプロファイルなどの基になる構成アイテムの編集を追加することもできませ

ん。すでに1回のLDAP同期を完了しており、別の設定でユーザを追加する場合は、ユー
ザの更新やユーザの挿入などの一括管理メニューを使用できます。

（注）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[システム（System）]> [LDAP]> [LDAPシステム（LDAP
System）]を選択します。

ステップ 2 Unified Communications Managerで、LDAPディレクトリからユーザをインポートするには、
LDAPサーバからの同期を有効にするチェックボックスをオンにします。
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ステップ 3 LDAPサーバタイプドロップダウンリストから、使用する LDAPディレクトリサーバの種類
を選択します。

ステップ 4 [ユーザ IDの LDAP属性（LDAP Attribute for User ID）]ドロップダウンリストで、[エンド
ユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウの [ユーザ ID（User ID）]フィールドに
関して、Unified Communications Managerで同期する社内 LDAPディレクトリから属性を選択
します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

LDAPフィルタの作成
LDAPフィルタを作成することで、LDAP同期を LDAPディレクトリからのユーザのサブセッ
トのみに制限することができます。 LDAPフィルタを LDAPディレクトリに適用する場合、
Unified Communications Managerは、フィルタに一致するユーザのみを LDAPディレクトリか
らインポートします。

LDAPフィルタを設定する場合は、RFC4515に指定されている LDAP検索フィルタ標準
に準拠する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] >
[LDAP(LDAP)] > [LDAPフィルタ（LDAP Filter）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい LDAPフィルタを作成します。

ステップ 3 [フィルタ名（Filter Name）]テキストボックスに、LDAPフィルタの名前を入力します。

ステップ 4 [フィルタ（Filter）]テキストボックスに、フィルタを入力します。フィルタは、UTF-8で最
大 1024文字まで入力できます。また、丸カッコ（ ()）で囲みます。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

LDAPディレクトリの同期の設定
LDAPディレクトリと同期するように Unified Communications Managerを設定するには、この
手順を使用します。 LDAPディレクトリ同期により、エンドユーザのデータを外部の LDAP
ディレクトリからUnifiedCommunicationManagerデータベースにインポートして、エンドユー
ザの設定ウィンドウに表示することができます。ユニバーサル回線とデバイステンプレートを

使用する機能グループテンプレートがセットアップされている場合は、新しくプロビジョニン

グされるユーザとその内線番号に自動的に設定を割り当てることができます。
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アクセス制御グループまたは機能グループテンプレートを割り当てる場合は、LDAPフィ
ルタを使用して、インポートを同じ設定要件のユーザグループに限定できます。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP（LADP）] > [LDAPディレクトリ
（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存の LDAPディレクトリを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい LDAPディレクトリを作成します。

ステップ 3 [LDAPディレクトリの設定（LDAP Directory Configuration）]ウィンドウで、次のように入力し
ます。

a) [LDAP設定名（LDAPConfigurationName）]フィールドで、LDAPディレクトリに一意の名
前を割り当てます。

b) [LDAPマネージャ識別名（LDAP Manager Distinguished Name）]フィールドに、LDAP
ディレクトリサーバにアクセスできるユーザー IDを入力します。

c) パスワードの詳細を入力し、確認します。
d) [LDAPユーザー検索スペース（LDAP User Search Space）]フィールドに、検索スペースの
詳細を入力します。

e) [ユーザ同期用のLDAPカスタムフィルタ（LDAPCustomFilter forUsers Synchronize）]フィー
ルドで、[ユーザのみ（Users Only）]または [ユーザとグループ（Users andGroups）]を選択
します。

f) （オプション）特定のプロファイルに適合するユーザのサブセットのみにインポートを限

定する場合は、[グループ用LDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter for Groups）]ド
ロップダウンリストから LDAPフィルタを選択します。

ステップ 4 LDAPディレクトリ同期スケジュールフィールドに、外部 LDAPディレクトリとデータ同期
を行うために Unified Communication Managerが使用するスケジュールを作成します。

ステップ 5 [同期対象の標準ユーザフィールド（Standard User Fields To Be Synchronized）]セクションを
記入します。各エンドユーザのフィールドで、それぞれ LDAP属性を選択します。同期プロ
セスが LDAP属性の値を Unified Communication Managerのエンドユーザフィールドに割り当
てます。

ステップ 6 URIダイヤリングを展開する場合は、ユーザのプライマリディレクトリURIアドレスに使用さ
れるLDAP属性が割り当てられていることを確認してください。

ステップ 7 同期するカスタムユーザフィールドのセクションで、必要な LDAP属性を持つカスタムユー
ザフィールド名を入力します。

ステップ 8 インポートしたエンドユーザを、インポートしたすべてのエンドユーザに共通するアクセス

コントロールグループに割り当てるには、次の手順を実行します。

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
366

エンドユーザのプロビジョニング

LDAPディレクトリの同期の設定



a) [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックしま
す。

b) ポップアップウィンドウで、インポートされたエンドユーザに割り当てる各アクセス制
御グループごとに、対応するチェックボックスをオンにします。

c) [選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

ステップ 9 機能グループテンプレートを割り当てる場合は、[機能グループテンプレート（Feature Group
Template）]ドロップダウンリストからテンプレートを選択します。

エンドユーザは、そのユーザが存在しない初回のみ、割り当てられた機能グループ

テンプレートと同期されます。既存の [機能グループテンプレート（Feature Group
Template）]が変更され、関連付けられたLDAPの完全同期が実行される場合、変更点
は更新されません。

（注）

ステップ 10 インポートされた電話番号にマスクを適用して、プライマリ内線番号を割り当てるには、次の

手順を実行します。

a) [挿入されたユーザの新規回線を作成するために、同期された電話番号にマスクを適用する
（Apply mask to synced telephone numbers to create a new line for inserted users）]チェックボッ
クスをオンにします。

b) [マスク（Mask）]を入力します。たとえば、インポートされた電話番号が 8889945である
場合、11XXのマスクによって 1145のプライマリ内線番号が作成されます。

ステップ 11 ディレクトリ番号のプールからプライマリ内線番号を割り当てる場合は、次の手順を実行しま

す。

a) [同期された LDAP電話番号に基づいて作成されなかった場合、プールリストから新しい
回線を割り当て（Assign new line from the pool list if one was not created based on a synced LDAP
telephone number）]チェックボックスをオンにします。

b) [DNプールの開始（DNPool Start）]テキストボックスと [DNプールの終了（DNPoolEnd）]
テキストボックスに、プライマリ内線番号を選択するディレクトリ番号の範囲を入力しま

す。

ステップ 12 [LDAPサーバ情報（LDAP Server Information）]セクションで、LDAPサーバのホスト名または
IPアドレスを入力します。

ステップ 13 TLSを使用して LDAPサーバに対するセキュアな接続を作成する場合は、[TLSを使用（Use
TLS）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 14 [保存]をクリックします。

ステップ 15 LDAP同期を完了するには、完全同期の実行をクリックします。それ以外の場合は、スケジュー
ルされた同期を待つことができます。
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LDAPで削除されたユーザは、24時間後に Unified Communications Managerから自動的に
削除されます。また、削除されたユーザが次のデバイスのモビリティユーザとして設定

されている場合、これらの非アクティブなデバイスも自動的に削除されます。

•リモート宛先プロファイル

•リモート接続先プロファイルテンプレート

•モバイルスマートクライアントプロファイル

• CTIリモートデバイス

• Sparkリモートデバイス

• Nokia S60

• Cisco Dual Mode for iPhone

• IMS-integrated Mobile（基本）

•キャリア統合モバイル

• [Cisco Dual Mode for Android]

（注）

エンタープライズディレクトリユーザー検索の設定

データベースではなくエンタープライズディレクトリサーバに対してユーザー検索を実行す

るように、システムの電話機とクライアントを設定するには、次の手順を使用します。

始める前に

• LDAPユーザー検索に選択するプライマリ、セカンダリ、および第 3サーバが Unified
Communication Managerのサブスクライバノードに到達可能なネットワークにあることを
確認します。

• [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]を選択し、 [LDAP
システムの設定（LDAP System Configuration）]ウィンドウの [LDAPサーバタイプ（LDAP
Server Type）]ドロップダウンリストから LDAPサーバのタイプを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAP検索（LDAP Search）]
を選択します。

ステップ 2 エンタープライズ LDAPディレクトリサーバを使用してユーザー検索を実行するには、[エン
タープライズディレクトリサーバのユーザ検索を有効にする（Enable user search to Enterprise
Directory Server）]チェックボックスをオンにします。
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ステップ 3 [LDAP検索の設定（LDAP Search Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

OpenLDAPサーバでルームオブジェクトとして表される会議室を検索するには、カ
スタムフィルタを (| (objectClass=intOrgPerson)(objectClass=rooms))に設定します。こ
れにより、Cisco Jabberのクライアントがルーム名で電話会議室を検索し、ルームに
関連付けられている番号をダイヤルできるようになります。

会議室は、ルームオブジェクトの OpenLDAPサーバに、givenName、sn、mail、
displayName、または telephonenumberの属性が設定されていると検索可能です。

（注）

LDAP認証の設定
LDAP認証を有効にして、会社のLDAPディレクトリに割り当てられているパスワードに対し
てエンドユーザーパスワードが認証されるようにするには、この手順を実行します。この設

定は、エンドユーザのパスワードにのみ適用され、エンドユーザのPINまたはアプリケーショ
ンユーザーパスワードには適用されません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAP認証（LDAP
Authentication）]を選択します。

ステップ 2 [エンドユーザ用 LDAP認証の使用（Use LDAP Authentication for End Users）]チェックボック
スをオンにして、ユーザー認証に LDAPディレクトリを使用します。

ステップ 3 [LDAPマネージャ識別名（LDAPManagerDistinguishedName）]フィールドに、LDAPディレク
トリにアクセス権がある LDAPマネージャのユーザー IDを入力します。

ステップ 4 [パスワードの確認（ConfirmPassword）]フィールドに、LDAPマネージャのパスワードを入力
します。

ステップ 5 [LDAPユーザー検索ベース（LDAPUser SearchBase）]フィールドに、検索条件を入力します。

ステップ 6 [LDAPサーバ情報（LDAP Server Information）]セクションで、LDAPサーバのホスト名または
IPアドレスを入力します。

ステップ 7 TLSを使用して LDAPサーバに対するセキュアな接続を作成する場合は、[TLSを使用（Use
TLS）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

次のタスク

LDAPアグリーメントサービスパラメータのカスタマイズ（370ページ）
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LDAPアグリーメントサービスパラメータのカスタマイズ
LDAPアグリーメントのシステムレベルでの設定をカスタマイズする、任意指定のサービスパ
ラメータを設定するには、この手順を実行します。これらのサービスパラメータを設定しな

い場合、Unified CommunicationsManagerにより、LDAPディレクトリ統合のデフォルト設定が
適用されます。パラメータの説明については、ユーザインターフェイスでパラメータ名をク

リックしてください。

サービスパラメータを使用して次の設定をカスタマイズできます。

• [最大アグリーメント数（Maximum Number of Agreements）]：デフォルト値は 20です。

• [最大ホスト数（Maximum Number of Hosts）]：デフォルト値は 3です。

• [ホスト障害時の再試行の遅延（秒）（Retry Delay On Host Failure (secs)）]：ホスト障害の
デフォルト値は 5です。

• [ホストリスト障害時の再試行の遅延（分）（Retry Delay On HotList failure (mins)）]：ホス
トリスト障害のデフォルト値は 10です。

• [LDAP接続のタイムアウト（秒）（LDAP Connection Timeouts (secs)）]：デフォルト値は
5です。

• [遅延同期の開始時間（分）（Delayed Sync Start time (mins)）]：デフォルト値は 5です。

• [ユーザカスタマーマップの監査時間（User Customer Map Audit Time）]

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストボックスからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco DirSync]を選択します。

ステップ 4 Cisco DirSyncサービスパラメータの値を設定します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。
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第 30 章

一括管理ツール使用したユーザおよびデバ

イスのプロビジョニング

•一括管理ツールの概要（371ページ）
•一括管理ツールの前提条件（372ページ）
•一括管理ツールのタスクフロー（372ページ）

一括管理ツールの概要
一括管理ツール（BAT）は、Unified Communications Managerデータベースに対してバルクト
ランザクションを実行するのに使用できるWebベースのアプリケーションです。 BATを使用
することで、類似する多数の電話、ユーザ、ポートの追加、更新、または削除を一度に実行で

きます。

[一括管理（Bulk Administration）]メニューは、Unified Communications Managerサーバの
最初のノードでのみ表示されます。

（注）

Cisco Unified CM Administrationの [一括管理（Bulk Administration）]メニューから送信された
すべてのジョブは、Cisco Bulk Provisioning Service（BPS）によって管理および保守されます。
このサービスは、Cisco Unified Serviceabilityから開始できます。 Cisco Bulk Provisioning Service
は、Unified Communications Managerの最初のノード上でのみアクティブ化する必要がありま
す。

BATを使用して、次の処理を実行できます。

•多数の電話の追加、更新、または削除を一括で実行する

•新しい電話のグループを追加する共通の電話属性を定義する

•新しい BAT電話テンプレートを作成する

•新規ユーザのグループを追加し、ユーザを電話やその他の IPテレフォニーデバイスに関
連付ける
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• BATスプレッドシートからユーザ CSVデータファイルを作成する

•電話とユーザをバッチで追加するための CSVデータファイルを作成する

•電話機とユーザのグループを Unified Communications Managerデータベースとディレクト
リに追加する

一括管理ツールの前提条件
•ユーザおよびサービスのプロファイルの設定

一括管理ツールのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

BATを使用して、電話およびその他の
IPテレフォニーデバイスを Unified

データベースへの電話機の追加（373
ページ）

ステップ 1

Communications Managerデータベース
に一括で追加します。

新しいBAT電話テンプレートを作成で
きます。

新しい BAT電話テンプレートの作成
（374ページ）

ステップ 2

BATで使用するよう設計された .xls形
式のスプレッドシートを使用して、新

BATスプレッドシートを使用した電話
機 CSVデータファイルの作成（380
ページ）

ステップ 3

しい電話または IPテレフォニーデバ
イスをシステムに追加できます。

テキストエディタを使用して、テキス

トベースの CSVデータファイル用に
テキストエディタを使用したカスタム

電話機ファイル形式の作成（383ペー
ジ）

ステップ 4

カスタムの電話ファイル形式を作成で

きます。

電話、Cisco VGC Phone、CTIポート、
または H.323クライアントを Unified

Unified Communications Managerへの電
話機の挿入（384ページ）

ステップ 5

Communications Managerデータベース
に追加できます。

BATを使用して、新規ユーザのグルー
プを追加し、ユーザを電話やその他の

ユーザーの追加（386ページ）ステップ 6

IPテレフォニーデバイスに関連付ける
ことができます。
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目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerデータ
ベースに新しいユーザを追加するため

BATスプレッドシートからのユーザ
CSVデータファイルの作成（387ペー
ジ）

ステップ 7

に詳細をBATスプレッドシートに記述
した後、それを CSVデータファイル
に変換できます。

CSVデータファイルを使用して、ユー
ザのグループをUnifiedCommunications
Managerデータベースに追加できます。

Unified Communications Managerデータ
ベースへユーザを挿入する（388ペー
ジ）

ステップ 8

テキストベースの CSVデータファイ
ルで電話とユーザのファイル形式を追

電話機とユーザのファイル形式の追加

（390ページ）
ステップ 9

加することができます。 CSVデータ
ファイルを作成したら、ファイル形式

をテキストベースの CSVデータファ
イルに関連付ける必要があります。

電話機とユーザのグループを Unified
Communications Managerデータベース
とディレクトリに追加できます。

Unified Communications Managerへの
ユーザ付き電話の挿入（391ページ）

ステップ 10

データベースへの電話機の追加

BATを使用して、電話機と他の IPテレフォニーデバイスを一括して Unified Communications
Managerデータベースに追加する場合は、各電話機に複数の回線、サービス、およびスピード
ダイヤルを追加することができます。CTIポートとH.323クライアントを追加することもでき
ます。

電話機用のCSVデータファイルを作成する方法としては、次の2つのオプションがあります。

• BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使用し、データを CSV形式にエクスポートする。
•テキストエディタを使用して、CSV形式のテキストファイルを作成する（経験豊富なユー
ザ向け）。

手順

ステップ 1 [一括管理(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話テンプレート(Phone Template)]の順
に選択します。

[電話テンプレートの検索/一覧表示(Find and List Phone Templates)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話テンプレートを挿入するための CSVデータファイルを作成します。

次のいずれかの選択肢を実行します。

a) BATスプレッドシートを使用して CSVデータファイルを作成します。
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b) 次のように、テキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成します。

1. [一括管理(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話ファイル形式(Phone File
Format)] > [ファイル形式の作成(Create File Format)]の順に選択します。

2. テキストエディタを使用して、使用するファイル形式に従った電話機用の CSVデー
タファイルを作成します。

3. [一括管理(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話ファイル形式(Phone File
Format)] > [ファイル形式の追加(Add File Format)]の順に選択して、テキストベース
のファイル形式と CSVデータファイルを関連付けます。

ステップ 3 [一括管理(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話の確認(Validate Phones)]の順に選択し
ます。

ステップ 4 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の挿入（Insert phones）]を選択
して、電話レコードを Unified Communications Managerデータベースに挿入します。

新しい BAT電話テンプレートの作成
新しい BAT電話テンプレートを作成できます。電話テンプレートを作成したら、回線、サー
ビス、およびスピードダイヤルを追加できます。

手順

ステップ 1 [一括管理(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話テンプレート(Phone Template)]の順
に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。 [新規電話テンプレートを追加(Add a New Phone Template)]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話タイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、テンプレートを作成する電話モデル
を選択します。 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコルの選択（Select the device protocol）]ドロップダウンリストから、デバイ
スプロトコルを選択します。 [次へ（Next）]をクリックします。

[電話テンプレートの設定(Phone Template Configuration)]ウィンドウに、選択したデバイスタイ
プに対応するフィールドとデフォルトのエントリが表示されます。

ステップ 5 [テンプレート名(Template Name)]フィールドに、テンプレートの名前を入力します。

名前には、50文字以内の英数字を指定することができます。

ステップ 6 [デバイス情報（Device Information）]領域に、このバッチの共通の電話設定を入力します。

電話モデルとデバイスタイプによっては、一覧に示されている属性がすべて揃っていないもの

があります。すべての属性の詳細については、電話機モデルのマニュアルを参照してくださ

い。

ステップ 7 この BAT電話テンプレートの設定値をすべて入力した後、[保存(Save)]をクリックします。
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トランザクションが完了したことがステータスに示されたら、回線属性を追加することができ

ます。

BATテンプレートにおける電話回線の追加または更新

BATテンプレートに1つ以上の回線を追加したり、既存の回線を更新したりすることができま
す。 BATテンプレートで使用しているボタンテンプレートにより、追加または更新できる回
線の数が決まります。複数の回線を持つプライマリ電話テンプレートを作成することができま

す。さらに、標準規格のテンプレートを使用して、1回線または標準規格のテンプレートの回
線数以下の複数回線を持つ電話機を追加することができます。選択する設定値は、このバッチ

内のすべての電話機またはユーザデバイスプロファイルで使用されます。

回線テンプレートの値には、英数字を使用することをお勧めします。番号を指定すると、実際

のディレクトリ番号と競合する可能性があるためです。英数字を使用することで、コールピッ

クアップグループ番号やコールパーク番号などの情報との競合も回避できます。

BATテンプレート用に表示される最大回線数は、BAT電話テンプレートの作成時に選択した
モデルとボタンテンプレートによって決まります。一部の CiscoUnifiedIPPhoneモデルでは、
CiscoUnifiedIPPhoneサービスと短縮ダイヤルもテンプレートに追加できます。

手順

ステップ 1 回線を追加する電話テンプレートを検索します。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウの [割り当て情報
（Association Information）]領域で、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]
をクリックします。

[回線テンプレートの設定（Line Template Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 回線設定値に対して適切な値を入力または選択します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ステップ 5 その他の回線の設定値を追加するには、ステップ2（375ページ）～ステップ4（375ページ）
を繰り返します。

[回線テンプレートの設定（Line Template Configuration）]ウィンドウの右上隅にある [関連リ
ンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから [検索/一覧表示に戻る（Back to
Find/List）]を選択すると、[回線テンプレートの検索/一覧表示（Find and List Line Templates）]
ウィンドウが表示されます。

a) 既存の回線テンプレートを検索するには、適切な検索条件を入力して、[検索（Find）]を
クリックします。

b) 新しい回線テンプレートを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

BATテンプレートにおける IPサービスの追加または更新

BATテンプレートで機能を直接入力してあるCiscoUnifiedIPPhoneモデルに、CiscoUnifiedIPPhone
サービスを登録できます。ユーザまたは電話機を IPサービスにまとめて登録するには、IP
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サービスが共通のサービスパラメータを持ち、電話テンプレートによって登録されている必要

があります。固有のサービスパラメータを持つ IPサービスをまとめて登録することはできま
せん。固有のサービスパラメータを持つサービスの場合は、CSVファイルを使用します。

手順

ステップ 1 IPサービスを追加する電話テンプレートを検索します。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウの [割り当て情報
（Association Information）]領域で、[新規 SURLを追加（Add a new SURL）]をクリックし
ます。

ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、利用可能なCiscoUnifiedIPPhone
サービスを登録できます。

ステップ 3 [サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリストボックスで、すべての電話機に登録
するサービスを選択します。 [サービスの説明(ServiceDescription)]ボックスに、選択したサー
ビスの詳細が表示されます。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 必要に応じて、[サービス名(Service Name)]フィールドでサービスの名前を変更します。

ステップ 6 選択したサービスを関連付けるか、他のサービスをテンプレートに追加します。

a) これらの電話サービスを電話テンプレートに関連付けるには、[保存(Save)]をクリックし
ます。

b) 他のサービスを追加するには、ステップ3（376ページ）～ステップ6（376ページ）を繰
り返します。

c) すべてのサービスをテンプレートに追加するには、[更新(Update)]をクリックします。

選択したテンプレートのサービスの追加または更新が完了したら、次のステップに進みます。

ステップ 7 ポップアップウィンドウを閉じます。

BATテンプレートにおけるスピードダイヤルの追加または更新

電話機ボタンテンプレートでスピードダイヤルボタンが設定されている場合は、電話機およ

び Cisco VGC Phoneの BATテンプレートでスピードダイヤルを追加または更新することがで
きます。 BATテンプレートで使用している電話機ボタンテンプレートによって、使用可能な
スピードダイヤルボタンの数が決まります。

手順

ステップ 1 スピードダイヤルを追加する電話テンプレートを検索します。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定(Phone Template Configuration)]ウィンドウで、次のいずれかを実行し
ます。

a) [割り当て情報（Association Information）]領域で、[新規 SDを追加（Add a new SD）]を
クリックします。
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b) ウィンドウの右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボック
スから、[短縮ダイヤルの追加/更新（Add/Update Speed Dials）]を選択します。

ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、CiscoUnifiedIPPhonesおよび拡
張モジュールに対して、スピードダイヤルボタンを指定できます。

ステップ 3 [スピードダイヤル設定(Speed Dial Settings)]領域で、アクセスコードや長距離コードを含め
て、電話番号を [番号(Number)]フィールドに入力します。

電話番号を入力する際、必要に応じて、電話番号の後に強制承認コード（FAC）また
はクライアント識別コード（CMC）を入力できます。電話番号、FAC、CMCは、続
けて入力するか、カンマ（,）で区切って入力することができます。スピードダイヤ
ルには、暗証番号、パスワード、およびその他の、コールが接続された後に DTMF
ディジットとして送信される数字を含めることができます。スピードデジタルによ

る接続中に一時停止が必要な場合は、1つ以上のカンマ（,）を入力してください。各
カンマは、2秒間の一時停止を表します。DTMFディジットは、コールが接続された
後に、カンマの数に対応する時間の一時停止を挟んで送信されます。

（注）

ステップ 4 [ラベル(Label)]フィールドに、スピードダイヤル番号に対応するラベルを入力します。

ステップ 5 [短縮ダイヤル設定(Abbreviated Dial Settings)]領域で、該当する IP Phoneモデルに短縮ダイヤ
ルを設定することができます。ステップ 3（377ページ）を繰り返します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。
BATによってテンプレートにスピードダイヤル設定値が挿入され、ポップアップウィンドウ
が閉じます。

BATテンプレートにおけるビジーランプフィールドの追加または更新

電話機ボタンテンプレートでスピードダイヤルボタンが設定されている場合は、電話機およ

び Cisco VGC Phoneの BATテンプレートでビジーランプフィールドスピードダイヤルを追
加または更新することができます。BATテンプレートで使用している電話機ボタンテンプレー
トによって、使用可能な BLF SDボタンの数が決まります。

手順

ステップ 1 スピードダイヤルを追加する電話テンプレートを検索します。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定(Phone Template Configuration)]ウィンドウで、次のいずれかを実行し
ます。

a) [割り当て情報（Association Information）]領域で、[新規 BLF SDを追加（Add a new BLF
SD）]をクリックします。

b) ウィンドウの右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから、[ビ
ジーランプフィールド短縮ダイヤルの追加/更新（Add/UpdateBusyLampField SpeedDials）]
を選択します。
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ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、CiscoUnifiedIPPhonesおよび拡
張モジュールに対して、ビジーランプフィールドスピードダイヤル（BLF SD）ボタンを指
定できます。

ステップ 3 [スピードダイヤル設定(SpeedDial Settings)]領域で、アクセスコードや長距離コードを含めて、
電話番号を [接続先(Destination)]フィールドに入力します。

ステップ 4 ドロップダウンリストから、ディレクトリ番号を選択します。 [検索(Find)]をクリックする
と、ディレクトリ番号を検索できます。

ステップ 5 [ラベル(Label)]フィールドに、BLF SD番号に対応するラベルを入力します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。
BATによってテンプレートに BLF SD設定値が挿入され、ポップアップウィンドウが閉じま
す。

BATテンプレートにおけるビジーランプフィールドダイレクトコールパークの追加ま
たは更新

電話機ボタンテンプレートでスピードダイヤルボタンが設定されている場合は、電話機およ

び Cisco VGC Phoneの BATテンプレートでビジーランプフィールド（BLF）ダイレクトコー
ルパークを追加または更新することができます。この BATテンプレートで使用している電話
機ボタンテンプレートによって、使用可能な BLFダイレクトコールパークボタンの数が決
まります。

手順

ステップ 1 BLFスピードダイレクトコールパークを追加する電話テンプレートを検索します。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定(Phone Template Configuration)]ウィンドウで、次のいずれかを実行し
ます。

a) [割り当て情報（Association Information）]領域で、[新規 BLFダイレクトコールパークの
追加（Add a new BLF Directed Call Park）]をクリックします。

b) ウィンドウの右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボック
スから、[BLFダイレクトコールパークの追加/更新（Add/Update BLF Directed Call Park）]
を選択します。

ポップアップウィンドウが表示されます。このウィンドウで、CiscoUnifiedIPPhonesおよび拡
張モジュールに対して、BLFダイレクトコールパークボタンを指定できます。

ステップ 3 [割り当てられていないビジーランプフィールド/ダイレクトコールパークの設定（Unassigned
Busy Lamp Field/Directed Call Park Settings）]領域で、ドロップダウンリストからディレクト
リ番号を選択します。 [検索(Find)]をクリックすると、ディレクトリ番号を検索できます。

ステップ 4 [ラベル(Label)]フィールドに、BLFダイレクトコールパーク番号に対応するラベルを入力し
ます。

ステップ 5 [保存]をクリックします。
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BATによってテンプレートに BLFダイレクトコールパーク設定が挿入され、ポップアップ
ウィンドウが閉じます。

BATテンプレートにおけるインターコムテンプレートの追加または更新

BATテンプレートに 1つ以上のインターコムテンプレートを追加したり、BATテンプレート
の既存のインターコムテンプレートを更新したりすることができます。BATテンプレートで
使用しているボタンテンプレートにより、追加または更新できる回線の数が決まります。複

数の回線を持つ標準規格の電話テンプレートを作成することができます。さらに、標準規格の

テンプレートを使用して、1回線または標準規格のテンプレートの回線数以下の複数回線を持
つ電話機を追加することができます。インターコムテンプレート用に選択する設定値は、こ

のバッチ内のすべての電話機またはユーザデバイスプロファイルで使用されます。

インターコムテンプレートには、英数字を使用することを推奨します。番号を指定すると、実

際のディレクトリ番号と競合する可能性があるためです。英数字を使用することで、コール

ピックアップグループ番号やコールパーク番号などの情報との競合も回避できます。

BATテンプレート用に表示される最大回線数は、BAT電話テンプレートの作成時に選択した
モデルとボタンテンプレートによって決まります。一部の CiscoUnifiedIPPhoneモデルでは、
CiscoUnifiedIPPhoneサービスと短縮ダイヤルもテンプレートに追加できます。

手順

ステップ 1 インターコムテンプレートを追加する電話テンプレートを検索します。

ステップ 2 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）]ウィンドウの [割り当て情報
（Association Information）]領域で、[インターコム [1] -新規インターコムの追加（Intercom
[1] - Add a new Intercom）]をクリックします。
[インターコムテンプレートの設定(Intercom Template Configuration)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 インターコムテンプレート設定値に対して、適切な値を入力または選択します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
BATによって、インターコムテンプレートが電話テンプレート設定に追加されます。

ステップ 5 その他のインターコムテンプレートの設定値を追加するには、ステップ 2（379ページ）～ス
テップ 4（379ページ）を繰り返します。

[インターコムテンプレートの設定（Intercom Template Configuration）]ウィンドウの右上隅
にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから [検索/一覧表示に
戻る（Back to Find/List）]を選択すると、[インターコム電話番号の検索/一覧表示（Find and
List Intercom Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

[インターコムテンプレートの設定（Intercom Template Configuration）]ウィンドウ
の右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから
[検索/一覧表示に戻る（Back to Find/List）]を選択すると、[インターコム電話番号の
検索/一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）]ウィンドウが表示され
ます。

（注）
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a) 既存のインターコムディレクトリ番号を検索するには、適切な検索条件を入力して、検索
(Find)をクリックします。

b) 新しいインターコムディレクトリ番号を追加するには、インターコム電話番号の検索/一覧
表示(Find and List Intercom Directory Numbers)ウィンドウで、新規追加(Add New)をク
リックします。

BATスプレッドシートを使用した電話機 CSVデータファイルの作成
BATスプレッドシートを使用して、CSVデータファイルを作成します。スプレッドシート内
でファイル形式を定義することができるので、BATスプレッドシートはデータファイル形式
を使用して CSVデータファイルのフィールドを表示します。

いずれかのフィールドにカンマを入力した場合、BAT.xltを使用して BAT形式にエクス
ポートするときに、そのフィールドエントリは二重引用符で囲まれます。

BATスプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイルの終わりとし
て扱われ、ブランク行の後に入力されているデータは BAT形式に変換されません。

（注）

CTIポートを追加する際に、ダミーMACアドレスオプションを使用することができます。こ
のオプションを使用すると、ダミーMACアドレスの形式で、CTIポートごとに固有のデバイ
ス名が指定されます。このダミーMACアドレスは、後で、CiscoUnifiedCommunicationsManager
Administrationの管理ページまたはUnifiedCMAuto-Register Phone Toolを使用して手動で更新で
きます。 H.323クライアント、VGC Phone、および VGC Virtual Phoneには、ダミーMACアド
レスオプションを使用しないでください。

ダミーMACアドレスオプションでは、次の形式のダミーMACアドレスが自動的に生成され
ます。

XXXXXXXXXXXX

ここで、Xは任意の 12文字の 16進数（0～ 9および A～ F）を表します。

BATスプレッドシートで電話機に関して定義する回線およびスピードダイヤルの数は、
BAT電話テンプレートで定義されている数を超えないようにしてください。この数を超
えている場合、CSVデータファイルおよび BATテンプレートを挿入しようとするとエ
ラーが発生します。

注目

BATスプレッドシートのすべてのフィールドの編集が完了したら、内容を CSV形式のデータ
ファイルにエクスポートできます。エクスポートされる CSV形式のデータファイルには、次
のようなデフォルトのファイル名が割り当てられます。

<tabname>-<timestamp>.txt
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ここで、<tabname>は、作成した入力ファイルのタイプ（たとえば、電話）を表し、<timestamp>

は、ファイルが作成された正確な日時を表します。

エクスポートされたファイルをローカルワークステーション上に保存したら、この CSV形式
のデータファイルの名前を変更することができます。

カンマが入った CSVファイル名（例：abcd,e.txt）は、Unified Communications Manager
サーバにアップロードできません。

（注）

手順

ステップ 1 BAT.xltファイルを検索し、ダブルクリックして、BATスプレッドシートを開きます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、[マクロを有効にする]ボタンをクリックして、スプレッドシート
機能を使用します。

ステップ 3 電話機オプションを表示するには、スプレッドシートの下部にある [電話 (Phones)]タブをク
リックします。

ステップ 4 次のデバイスタイプのいずれかのオプションボタンを選択します。

選択するデバイスタイプによってBATスプレッドシート内のデータの検索条件が決まります。

•電話機

• [CTIポート(CTI Port)]

• [H.323クライアント(H.323 Client)]

• [VGC Phone]

• [VGC Virtual Phone]

• [Cisco IP Communicator Phone]

スプレッドシートには、選択されたデバイスで使用可能なオプションが表示されます。たとえ

ば、[電話(Phones)]を選択すると、電話回線数とスピードダイヤル数のフィールドが表示され
ます。

ステップ 5 各電話機の BATスプレッドシートに表示するデバイスと回線のフィールドを選択します。次
の手順を実行します。

a) [ファイル形式の作成(Create File Format)]をクリックします。

b) デバイスフィールドを選択するには、[デバイスフィールド(Device Fields)]ボックスでデ
バイスフィールド名をクリックし、次に矢印をクリックしてそのフィールドを [選択済み
のデバイスフィールド(Selected Device Fields)]ボックスに移動します。

CSVデータファイルには、[MACアドレス/デバイス名(MAC Address/Device Name)]およ
び [説明(Description)]を含める必要があります。したがって、これらのフィールドは常に
選択された状態になっています。
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リスト内の特定範囲のフィールドを複数同時に選択するには、Shiftキーを押しな
がらフィールド名をクリックします。複数のフィールドを任意に選択するには、

Ctrlキーを押しながらフィールド名をクリックします。

ヒント

c) [回線フィールド(Line Fields)]ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印をク
リックしてそのフィールドを [選択済みの回線フィールド(Selected Line Fields)]ボックスに
移動します。

[選択されている回線(Selected Line)]ボックスと [デバイス(Device)]ボックス内の
項目の順序を変更するには、項目を選択し、上矢印と下矢印を使用して、リスト

内でフィールドを上または下に移動します。

ヒント

d) 既存の CSV形式を上書きするかどうかを確認するメッセージが表示されます。 CSVデー
タファイル形式を修正するには、[作成(Create)]をクリックします。

e) OKをクリックします。
選択したフィールド用の新しいカラムが、指定した順序で BATスプレッドシートに表示
されます。

ステップ 6 [電話回線数(Number of Phone Lines)]ボックスが表示されるまで右にスクロールし、電話機の
回線数を入力します。

入力する回線数は、BATテンプレートで設定した回線数を超えることはできません。（注）

ステップ 7 電話機の [スピードダイヤルの最大数(Maximum Number of Speed Dials)]ボックスでスピード
ダイヤルボタンの数を入力する必要があります。

入力するスピードダイヤル数は、BATテンプレートで設定したスピードダイヤル数
を超えることはできません。

（注）

ボタン数を入力すると、各スピードダイヤル番号用のカラムが表示されます。

ステップ 8 [BLFスピードダイヤルの最大数(Maximum Number of BLF Speed Dials)]ボックスで、ビジー
ランプフィールド（BLF）スピードダイヤルボタンの数を入力します。
ボタン数を入力すると、各 BLFスピードダイヤル番号用のカラムが表示されます。

ステップ 9 スプレッドシートで回線ごとに個々の電話機のデータを入力します。

すべての必須フィールド、および該当するオプションフィールドに値を入力します。各カラ

ムの見出しは、フィールドの長さ、およびそのフィールドが必須かオプションかを指定してい

ます。電話フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 10 電話機ごとにMACアドレスを入力しなかった場合は、[ダミーMACアドレスの作成(Create
Dummy MAC Address)]チェックボックスをオンにします。

H.323クライアント、VGC Phone、および VGC Virtual Phoneには、ダミーMACアド
レスオプションを使用しないでください。

注目

ステップ 11 [BAT形式にエクスポート(Export to BAT Format)]をクリックして BAT Excelスプレッドシー
トから CSV形式のデータファイルにデータを転送します。
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エクスポートされた CSVデータファイルを読み取る方法の詳細については、BAT内
の [電話の挿入（InsertPhones）]ウィンドウで [サンプルファイルの表示（ViewSample
File）]へのリンクをクリックしてください。

ヒント

このファイルは、デフォルトのファイル名（<tabname>-<timestamp>.txt）で、ローカルワーク

ステーション上で選択したフォルダに保存されます。

テキストエディタを使用したカスタム電話機ファイル形式の作成

テキストエディタを使用して、テキストベースの CSVデータファイル用にカスタムの電話
ファイル形式を作成できます。

手順

ステップ 1 [一括管理(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話ファイル形式(Phone File Format)] >
[ファイル形式の作成(Create File Format)]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [形式名(Format Name)]フィールドに、このカスタム形式の名前を入力します。

ステップ 4 カスタムファイル形式に表示するフィールドを選択します。次の手順を実行します。

a) デバイスフィールドを選択するには、[デバイスフィールド(Device Fields)]ボックスでデ
バイスフィールド名をクリックし、次に矢印をクリックしてそのフィールドを [選択済み
のデバイスフィールド(Selected Device Fields)]ボックスに移動します。

CSVデータファイルには、[MACアドレス/デバイス名(MAC Address/Device Name)]およ
び [説明(Description)]を含める必要があります。したがって、これらのフィールドは常に
選択された状態になっています。

リスト内の特定範囲のフィールドを複数同時に選択するには、Shiftキーを押しな
がらフィールド名をクリックします。複数のフィールドを任意に選択するには、

Ctrlキーを押しながらフィールド名をクリックします。

ヒント

b) [回線フィールド(Line Fields)]ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印をク
リックしてそのフィールドを [選択済みの回線フィールド(Selected Line Fields)]ボックスに
移動します。

c) [インターコムDNフィールド(Intercom DN Fields)]ボックスでインターコムDNフィールド
の名前をクリックしてから矢印をクリックし、そのフィールドを [選択済みのインターコ
ムDNフィールド(Selected Intercom DN Fields)]の [順序(Order)]ボックスに移動します。

[選択済みの回線フィールド(Selected Line Fields)]、[選択済みのデバイスフィール
ド(SelectedDeviceFields)]、および [選択済みのインターコムDNフィールド(Selected
Intercom DN Fields)]の [順序(Order)]ボックス内の項目の順序は変更できます。
項目を選択し、上矢印と下矢印を使用して、リスト内でフィールドを上または下

に移動します。

ヒント
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ステップ 5 [IP Phoneサービスの最大数(IP Phone ServicesMaximums)]領域で、次のフィールドに最大値を入
力します。

• [スピードダイヤルの最大数(Maximum Number of Speed Dials)]

• [BLFスピードダイヤルの最大数(Maximum Number of BLF Speed Dials)]

• [BLFダイレクトコールパークの最大数(Maximum Number of BLF Directed Call Parks)]

• [IP Phoneサービスの最大数(Maximum Number of IP Phone Services)]

• [IP Phoneサービスパラメータの最大数(Maximum Number of IP Phone Service Parameters)]

ステップ 6 [保存]をクリックします。
カスタムファイル形式の名前が、[電話ファイル形式の検索/一覧表示（Find and List Phone File
Formats）]ウィンドウの [ファイル形式名（File Format Names）]リストに表示されます。

Unified Communications Managerへの電話機の挿入
電話機レコードを Unified Communications Managerデータベースに挿入する際は、ターゲット
CSVデータファイルと、電話機レコードの挿入方法を定義します。次の操作の任意の組み合
わせを選択して、既存の電話機レコードを上書きします。または、アップロード時にレコード

を挿入することもできます。

•新しい短縮ダイヤルを追加する前に、既存の短縮ダイヤルをすべて削除してください。
•新しい短縮ダイヤルを追加する前に、既存のBLF短縮ダイヤルをすべて削除してくださ
い。

•新しいコールパークを追加する前に、既存のすべてのBLFダイレクトコールパークを削除
してください。

•新しいサービスを追加する前に、既存のすべての登録サービスを削除してください。

電話機レコードを、挿入前に確認する必要があります。（注）

BATには、次の形式の電話番号のための電話番号 URIフィールドが必要です。

ディレクトリ番号 1ではURI 1、ディレクトリ番号 1ではURI 1ルートパーティション、
ディレクトリ番号 1では URI 1がプライマリです。

（注）

ダミーMACアドレスオプションを使用することができます。CTIポートを追加する場合、こ
のオプションを使用すると、ダミーMACアドレスの形式で、CTIポートごとに固有のデバイ
ス名が指定されます。このダミーMACアドレスは、後で、Unified Communications Managerの
管理ページまたは UnifiedCM Auto-Register Phone Toolを使用して手動で更新できます。 H.323
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クライアント、VGC Phone、および VGC Virtual Phoneには、ダミーMACアドレスオプショ
ンを使用しないでください。

ダミーMACアドレスオプションでは、次の形式のダミーMACアドレスが自動的に生成され
ます。

XXXXXXXXXXXX

ここで、Xは任意の 12文字の 16進数（0～ 9および A～ F）を表します。

始める前に

•追加するデバイスには、UnifiedCommunicationsManager一括管理（BAT）電話テンプレー
トが必要です。データファイルのアップロード先とアップロード方法を選択できます。

電話機レコードを、挿入前に確認する必要があります。

•電話機または他の IPテレフォニーデバイスに固有の詳細を含むカンマ区切り値（CSV）
形式のデータファイルが必要です。

手順

ステップ 1 [一括管理(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話の挿入(Insert Phones)]の順に選択しま
す。

ステップ 2 アップロードする電話機レコードのファイル形式のタイプを指定します。

a) カスタマイズされたファイル形式を使用する電話機レコードを挿入するには、[電話固有の
詳細の挿入(Insert Phones Specific Details)]オプションボタンをクリックして、ステップ 3
（385ページ）とステップ 5（386ページ）を続けます。

b) [すべての詳細(All Details)]オプションを使用して生成したエクスポート電話機ファイルか
ら電話機レコードを挿入するには、[電話のすべての詳細の挿入(Insert Phones All Details)]
オプションボタンをクリックします。

ステップ 3 [ファイル名(FileName)]ドロップダウンリストボックスで、この特定のバルクトランザクショ
ン用に作成した CSVデータファイルを選択します。次に、選択したカスタムファイルで電話
機を更新できるようにするには、［カスタムファイルで電話機の更新を許可する］チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 4 [既存の設定の上書き(Override the existing configuration)]チェックボックスをオンにすると、
既存の電話機の設定が、挿入するファイルに含まれている情報によって上書きされます。次

に、アップロード中に実行するアップロードアクションの横にあるチェックボックスをオンに

します。

[既存の設定の上書き(Override the existing configuration)]チェックボックスをオンにすると、
次のアップロード操作が選択可能になります。

•新しい短縮ダイヤルを追加する前に、既存の短縮ダイヤルをすべて削除してください。
•新しい短縮ダイヤルを追加する前に、既存のBLF短縮ダイヤルをすべて削除してくださ
い。

•新しいコールパークを追加する前に、既存のすべてのBLFダイレクトコールパークを削除
してください。
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•新しいサービスを追加する前に、既存のすべての登録サービスを削除してください。

当該のレコードをアップロード時に CSVデータファイルの既存のレコードに追
加する場合は、チェックボックスをオフにします。

（注）

ステップ 5 [固有の詳細(SpecificDetails)]オプションを選択した場合は、[電話テンプレート名(PhoneTemplate
Name)]ドロップダウンリストで、このタイプのバルクトランザクション用に作成したBAT電
話テンプレートを選択します。

CSVデータファイルに個々のMACアドレスを入力しなかった場合は、[ダミーMAC
アドレスの作成(Create Dummy MAC Address)]チェックボックスをオンにする必要が
あります。この情報は、後で、手動で更新できます。ステップ 8（386ページ）に進
みます。データ入力ファイルにMACアドレスまたはデバイス名を指定した場合は、
このオプションを選択しないでください。

ユーザに割り当てられる電話機のMACアドレスがわからない場合には、このオプ
ションを選択します。電話機が接続されると、そのデバイスに対するMACアドレス
が登録されます。

注目

ステップ 6 [ジョブ情報(Job Information)]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 7 挿入の方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) 電話機レコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行(Run Immediately)]をクリックしま
す。

b) 後で電話レコードを挿入するには、[後で実行(Run Later)]をクリックします。

ステップ 8 [送信(Submit)]をクリックして、電話機レコードを挿入するジョブを作成します。

[ジョブの設定(Job Configuration)]ウィンドウで、このジョブのスケジュールやアクティブ化
を行います。

次のタスク

挿入する電話機のタイプが Cisco Unified Mobile Communicatorである場合は、挿入ジョブを完
了した後でデバイスをリセットする必要があります。電話機をリセットするには、[一括管理
(Bulk Administration)] > [電話(Phones)] > [電話のリセット/リスタート(Reset/Restart Phones)]
の順に選択します。

ユーザーの追加

BATスプレッドシートを使用して新しい複数のユーザを Unified Communications Managerデー
タベースに一括して追加するには、CSVデータファイルを作成する必要があります。ユーザ
にCiscoIPSoftPhoneなどのCTIポートを必要とするアプリケーションがある場合、BATを使用
して CTIポートを既存のユーザに関連付けられます。
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手順

ステップ 1 カンマ区切り値（CSV）データファイルを作成して、追加するユーザごとに個々の値を定義し
ます。

ステップ 2 BATを使用して、ユーザを Unified Communications Managerデータベースに挿入します。

BATスプレッドシートからのユーザ CSVデータファイルの作成
Unified Communications Managerデータベースに新しいユーザを追加するために詳細を BATス
プレッドシートに記述した後、それを CSVデータファイルに変換できます。

BATスプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイルの終わりとし
て扱われ、ブランク行の後に入力されているデータは BAT形式に変換されません。

（注）

BATスプレッドシートのユーザを追加するためのフィールドの編集が完了したら、内容をCSV
形式のデータファイルにエクスポートできます。エクスポートされるCSV形式のデータファ
イルには、次のようなデフォルトのファイル名が割り当てられます。

<tabname>-<timestamp>.txt

ここで、<tabname>は、作成した入力ファイルのタイプ（たとえば、電話）を表し、<timestamp>

は、ファイルが作成された正確な日時を表します。

エクスポートされたファイルをローカルワークステーション上に保存したら、この CSV形式
のデータファイルの名前を変更することができます。いずれかのフィールドにカンマを入力

した場合、BAT.xltを使用して BAT形式にエクスポートするときに、そのフィールドエント
リは二重引用符で囲まれます。

カンマが入った CSVファイル名（例：abcd,e.txt）は、Unified Communications Manager
サーバにアップロードできません。

（注）

手順

ステップ 1 BAT.xltファイルを見つけ、ダブルクリックして、BATスプレッドシートを開きます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、[マクロを有効にする]ボタンをクリックして、スプレッドシート
機能を使用します。

ステップ 3 ユーザを追加するには、スプレッドシートの下部にある [ユーザ(Users)]タブをクリックしま
す。
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ステップ 4 すべての必須フィールド、および該当するオプションフィールドに値を入力します。各カラ
ムの見出しは、フィールドの長さ、およびそのフィールドが必須かオプションかを指定してい

ます。

各行に、オンラインヘルプファイルで説明されている情報を指定します。

•ユーザが複数のデバイスを持つ場合、デバイス名フィールドは各デバイスに1つずつ設定
します。

•新しいユーザに関連付ける追加のデバイス名を入力するには、[制御するデバイスの数
(Number of Controlled Devices)]テキストボックスに値を入力します。

CTIポート、ATAポート、およびH.323クライアントなど、すべてのデバイスをユー
ザに関連付けることができます。

（注）

ステップ 5 新しいユーザに関連付ける追加のデバイス名を入力するには、[制御するデバイスの数(Number
of Controlled Devices)]テキストボックスに値を入力します。

ステップ 6 [BAT形式にエクスポート(Export to BAT Format)]をクリックして BAT Excelスプレッドシー
トから CSV形式のデータファイルにデータを転送します。

このファイルは、デフォルトのファイル名（<tabname>-<timestamp>.txt）で、C:\XLSDataFiles
に保存されます。あるいは [参照（Browse）]を使用して別の既存フォルダに保存することも
できます。

エクスポートされたCSVデータファイルを読み取る方法については、BAT内の [ユー
ザの挿入（Insert Users）]ウィンドウで、[サンプルファイルの表示（View Sample
File）]へのリンクをクリックしてください。

ヒント

次のタスク

CSVデータファイルをUnified CommunicationsManagerデータベースサーバの最初のノードに
アップロードして、BATがデータファイルにアクセスできるようにする必要があります。

Unified Communications Managerデータベースへユーザを挿入する
CSVデータファイルを使用して、ユーザのグループを Unified Communications Managerデータ
ベースに追加できます。ユーザを挿入するためにCSVファイルに入力したフィールド値によっ
て、ユーザテンプレートに設定された値が上書きされます。

信用証明書ポリシーが「 [単純すぎるパスワードの確認(Check for Trivial Passwords)]」を
有効にしていて、ユーザテンプレートのパスワードがユーザ IDであり、ユーザー IDが
単純すぎるパスワードに必要な条件を満たさない場合は、BATを介したユーザの挿入が
失敗することがあります。

注目
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ユーザは、制御するデバイスの対象として選択されたデバイスを使用せずに設定されたプライ

マリ内線がある BATを使用して挿入できます。それには、BATを使用してユーザを挿入する
前に、Unified Communications ManagerでDNを事前実装する必要があります。DNを事前に定
義する手順の概要は、次のとおりです。

1. DNページでユーザのプライマリ内線に関連付けられる DNの範囲を作成します。

2. 設定したプライマリ内線（事前実装したDNと同じになる）でBATテンプレートを作成し
ます。

3. 次の手順の説明に従い、BATを使用してユーザを挿入します。

始める前に

ユーザ名、制御するデバイスの名前、およびディレクトリ番号が格納されている、UTF-8符号
化形式で保存された CSVデータファイルが必要です。この CSVデータファイルは、次のい
ずれかの方法で作成できます。

• BATスプレッドシートを CSV形式に変換する。
•エクスポートユーティリティで、ユーザデータのエクスポートファイルを作成する。

エクスポートした BATファイルを使用してユーザを挿入している場合、複数のファイル
にエクスポートされたユーザについて、「「ユーザー IDがすでに存在しています」」と
いうエラーが表示されることがあります。たとえば、1つ目の回線マネージャのリスト
とユーザのリストが、どちらも同じマネージャユーザー IDを含んでいることがありま
す。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理(Bulk Administration)] > [ユーザ(Users)] > [ユーザの挿入(Insert Users)]の順に選択し
ます。

ステップ 2 [ファイル名(File Name)]フィールドで、このバルクトランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 エクスポートユーティリティを使用して作成した CSVデータファイルの場合は、[ユーザの
エクスポートで作成されたファイル(File created with Export Users)]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 4 [ユーザテンプレート名(User Template Name)]ドロップダウンリストから、挿入に使用する
ユーザテンプレートを選択します。

ユーザプロファイル、制御するデバイスの名前、およびディレクトリ番号は、Unified
CommunicationsManagerデータベースに存在している必要があります。制御するデバ
イスの完全な名前を入力する必要があります。デバイス名にMACアドレスしか含ま
れていない場合は、デバイスが存在しないことを示すエラーがBATに表示されます。

（注）
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ステップ 5 [ジョブ情報(Job Information)]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入の方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) ユーザレコードをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行(RunImmediately)]をクリックしま
す。

b) ユーザレコードを後で挿入する場合は、[後で実行(Run Later)]をクリックします。

ステップ 7 ユーザレコードを挿入するジョブを作成するには、[送信(Submit)]をクリックします。

このジョブのスケジュールやアクティブ化を行うには、[一括管理(Bulk Administration)]メイン
メニューの [ジョブスケジューラ(Job Scheduler)]オプションを使用します。

BATスプレッドシートを使用した電話機とユーザの追加
電話機とユーザを一括して追加するための CSVデータファイルを作成します。

手順

ステップ 1 BAT.xltファイルを見つけ、ダブルクリックして、BATスプレッドシートを開きます。

BAT.xltファイルをダウンロードすることができます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、[マクロを有効にする]ボタンをクリックして、スプレッドシート
機能を使用します。

ステップ 3 スプレッドシートの下部にある [電話-ユーザ(Phones-Users)]タブをクリックします。

ステップ 4 BATスプレッドシートを使用した電話機 CSVデータファイルの作成（380ページ）のステッ
プ 4～ 10の作業を行います。

電話機とユーザのファイル形式の追加

テキストベースの CSVデータファイルで電話とユーザのファイル形式を追加することができ
ます。CSVデータファイルを作成したら、ファイル形式をテキストベースのCSVデータファ
イルに関連付ける必要があります。ファイル形式を CSVファイルに関連付けると、各フィー
ルドの名前は CSVデータファイルの最初のレコードとして表示されます。この情報を使用し
て、各フィールドの値を正しい順序で入力してあることが確認できます。

始める前に

更新するユーザごとに個々の値を定義する CSVデータファイルを作成する必要があります。

テキストエディタを使用して CSVデータファイルを作成した場合は、テキストベースのファ
イルに値を入力するためのファイル形式をすでに作成したということになります。値は、ファ

イル形式で指定されている順序でテキストファイルに入力済みです。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話とユーザ（Phones and Users）] > [電話とユーザの
ファイル形式（Phones & Users File Format）]> [ファイル形式の割り当て（Assign File Format）]
の順に選択します。

[ファイル形式の追加（Add File Format Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成したテキストベー
スの CSVファイルを選択します。

ステップ 3 [形式ファイル名（Format File Name）]フィールドで、このタイプのバルクトランザクション
用に作成したファイル形式を選択します。

ステップ 4 一致するファイル形式を CSVデータファイルに関連付けるジョブを作成するには、[送信
（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 このジョブのスケジュールやアクティブ化を行うには、[一括管理（BulkAdministration）]メイ
ンメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

ファイル形式を追加すると、ユーザフィールドが自動的に追加されます。（注）

Unified Communications Managerへのユーザ付き電話の挿入
電話機とユーザのグループを Unified Communications Managerデータベースとディレクトリに
追加できます。

電話機レコードを、挿入前に確認する必要があります。（注）

ダミーMACアドレスオプションを使用することができます。CTIポートを追加する場合、こ
のオプションを使用すると、ダミーMACアドレスの形式で、CTIポートごとに固有のデバイ
ス名が指定されます。このダミーMACアドレスは、後で、Unified Communications Managerの
管理ページまたは UnifiedCM Auto-Register Phone Toolを使用して手動で更新できます。 H.323
クライアント、VGC Phone、および VGC Virtual Phoneには、ダミーMACアドレスオプショ
ンを使用しないでください。

ダミーMACアドレスオプションでは、次の形式のダミーMACアドレスが自動的に生成され
ます。

XXXXXXXXXXXX

ここで、Xは任意の 12文字の 16進数（0～ 9および A～ F）を表します。

始める前に

1. カンマ区切り値（CSV）データファイルを作成して、挿入する電話機およびユーザごとに
個々の値を定義します。 BATスプレッドシート（BAT.xlt）を使用して CSVデータファ
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イルを作成し、電話機とユーザを追加することができます。あるいは、CSV形式のカスタ
ムテキストファイルを作成し、電話機とユーザの組み合わせを追加することができます。

2. ファイル形式と CSVデータファイルを関連付けます。
3. 電話機とユーザレコードを検証します。

手順

ステップ 1 [一括管理(Bulk Administration)] > [電話とユーザ(Phones & Users)] > [ユーザ付きの電話の挿入
(Insert Phones with Users)]の順に選択します。

ステップ 2 [ファイル名(File Name)]フィールドで、このバルクトランザクション用に作成した CSVデー
タファイルを選択します。

ステップ 3 [電話テンプレート名(Phone Template Name)]フィールドで、このトランザクションに使用し
た BAT電話テンプレートを選択します。

CSVデータファイルに個々のMACアドレスを入力しなかった場合は、[ダミーMAC
アドレスの作成(Create Dummy MAC Address)]チェックボックスをオンにする必要が
あります。この情報は、後で、手動で更新できます。データ入力ファイルにMAC
アドレスまたはデバイス名を指定した場合は、このオプションを選択しないでくださ

い。

ユーザに割り当てられる電話機のMACアドレスがわからない場合には、このオプ
ションを選択します。電話機が接続されると、そのデバイスに対するMACアドレス
が登録されます。

注目

ステップ 4 [ユーザテンプレート名(User Template Name)]フィールドで、このトランザクションに使用し
た BATユーザテンプレートを選択します。

ステップ 5 [ジョブ情報(Job Information)]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 挿入の方法を選択します。次のいずれかを実行します。

a) 電話機とユーザをすぐに挿入する場合は、[今すぐ実行(Run Immediately)]をクリックしま
す。

b) 電話機とユーザを後で挿入する場合は、[後で実行(Run Later)]をクリックします。

ステップ 7 電話機レコードとユーザレコードを挿入するジョブを作成するには、[送信(Submit)]をクリッ
クします。

このジョブのスケジュールやアクティブ化を行うには、[一括管理(Bulk Administration)]メイン
メニューの [ジョブスケジューラ(Job Scheduler)]オプションを使用します。
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第 V 部

エンドポイントのプロビジョニング
•エンドポイントの設定（395ページ）
• CAPFの設定（403ページ）
• TFTPサーバの設定（423ページ）
•アクティベーションコードによるデバイスのオンボーディング（433ページ）
•自動登録の設定（453ページ）
•セルフプロビジョニングの設定（463ページ）





第 31 章

エンドポイントの設定

•エンドポイントプロビジョニングのデフォルト値（395ページ）
•エンドポイントプロビジョニングのデフォルト前提条件（395ページ）
•エンドポイントプロビジョニングのデフォルト値のタスクフロー（396ページ）
•デバイスのデフォルト値の設定（396ページ）
•エンタープライズ電話の設定（400ページ）
•セルフケアポータル（402ページ）

エンドポイントプロビジョニングのデフォルト値
この項の情報を使用して、エンドポイントデバイスを設定し、エンドポイントにユーザを関連

付けます。

UnifiedCommunicationsManagerでは、エンドポイントを追加する前にプロビジョニングできる
ように、デバイスの一連のデフォルト設定が用意されています。これらのデバイスのデフォル

ト設定をあらかじめ設定しておくと、新しいユーザをプロビジョニングするときに、適用され

る設定に基づいてデバイスが自動的に設定されます。

エンドポイントのプロビジョニングに関するデフォルト設定には次の 2つがあります。

•デバイスのデフォルト値の設定

•エンタープライズ電話設定項目の設定

エンドポイントプロビジョニングのデフォルト前提条件
エンドポイント登録用に設定されているポートを確認します。 Cisco Unified CMAdministration
からシステム >Cisco Unified CMに移動し、サーバを選択して、設定されたポート設定を確認
します。

ほとんどの場合、ポートをデフォルト設定から変更する必要はありません。（注）

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
395



エンドポイントプロビジョニングのデフォルト値のタス

クフロー
システムのデバイスを設定するには、このタスクフローを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerノード
に自動登録するデバイスに適用される、

デバイスのデフォルト値の設定（396
ページ）

ステップ 1

デフォルト設定を変更できます。デバ

イスのタイプごとに固有のデフォルト設

定があります。

（オプション）ユーザ用の特定のデバ

イスに関連付けられている一連の属性で

デバイスプロファイルの設定（400ペー
ジ）

ステップ 2

構成される、デバイスプロファイルを

設定できます。

ユーザデバイスプロファイルが設定さ

れていない電話機にユーザがログインす

デフォルトのデバイスプロファイルの

設定（397ページ）
ステップ 3

るたびに電話機が取得する、デフォルト

のデバイスプロファイルを設定できま

す。

（オプション）ソフトキーテンプレー

トに追加するデフォルトのデバイスプ

ロファイルを追加できます。

デフォルトのデバイスプロファイルでの

ソフトキーテンプレートの設定（398
ページ）

ステップ 4

同じクラスタ内のすべての電話に適用さ

れるエンタープライズ電話の基本設定を

指定できます。

エンタープライズ電話の設定（400ペー
ジ）

ステップ 5

デバイスのデフォルト値の設定

デバイスのデフォルト設定の更新

デバイスのデフォルト設定を構成するには、この手順を使用します。この設定を使用するとデ

フォルトのファームウェアロード、デフォルトのデバイスプール、ソフトキーテンプレート、

および登録方法（自動登録またはアクティベーションコード）を割り当てることができます。
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始める前に

デバイスのデフォルト設定を更新する前に、システムに適用する次のタスクを実行します。

• TFTPサーバにデバイスの新しいファームウェアファイルを追加します。

•デバイスのデフォルトを使用して、ディレクトリに存在しないファームウェアロードを割
り当てると、それらのデバイスは割り当てられたファームウェアをロードできません。

•新しいデバイスプールを設定します。デバイスが電話の場合は、新しい電話テンプレー
トを設定します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationで、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device Settings）]>
[デバイスのデフォルト（Device Defaults）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスのデフォルト設定（DeviceDefaultsConfiguration）]ウィンドウで、更新するデバイス
タイプに適用可能な設定を変更し、[保存（Save）]をクリックします。フィールドの説明につ
いては、オンラインヘルプを参照してください。

• [ロード情報（Load Information）]

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [電話テンプレート（Phone Template）]

ステップ 3 そのタイプのすべてのデバイスをリセットして、クラスタ内の全ノードにある該当するタイプ
のすべてのデバイスに新しいデフォルトをロードするには、デバイス名の左側にある [リセッ
ト（Reset）]アイコンをクリックします。

すべてのデバイスをリセットしない場合は、ノードに自動登録された新しいデバイスにだけ、

更新されたデフォルト値が設定されます。

デフォルトのデバイスプロファイルの設定

ユーザがユーザデバイスプロファイルのない電話機にログインした場合、電話機は必ずデフォ

ルトのデバイスプロファイルを使用します。

デフォルトのデバイスプロファイルには、デバイスタイプ（電話機）、ユーザロケール、電

話ボタンテンプレート、ソフトキーテンプレート、およびMLPP情報（Multilevel Precedence
and Preemption（MLPP）Information）が含まれています。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationウィンドウで、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device
Settings）] > [デフォルトのデバイスプロファイル（Default Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトのデバイスプロファイルの設定（Default Device Profile Configuration）]ウィンドウ
で、[デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）]ドロップダウンリストから、該当す
る Cisco Unified IP Phoneを選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストから、適切なプロトコルを選
択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [デフォルトのデバイスプロファイルの設定（Default Device Profile Configuration）]ウィンドウ
で、フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

デフォルトのデバイスプロファイルでのソフトキーテンプレートの設

定

Cisco Unified Communications Managerには、コール処理およびアプリケーション用の標準ソフ
トキーテンプレートが組み込まれています。カスタムソフトキーテンプレートを作成すると

きは、標準テンプレートをコピーして、必要に応じて変更します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（SoftkeyTemplateName）]フィールドに、テンプレートの新し
い名前を入力します。

d) [保存]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。
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ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定し

た場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除す

ることができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの作業を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの設定ウィンドウにあるソフトキーテンプレートドロップダウンからテンプレー

トを選択すると、カスタマイズされたソフトキーテンプレートをデバイスに適用できます。

•電話機設定

•ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）

• [BATテンプレート（BAT Template）]

•共通デバイス設定

• [デバイスプロファイル（Device Profile）]

• [デフォルトのデバイスプロファイル（Default Device Profile）]

• [UDPプロファイル（UDP Profile）]
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デバイスプロファイルの設定

デバイスプロファイルは特定のデバイスに関連付けられた属性のセットで構成されます。Cisco
ExtensionMobility機能を使用するために、作成したデバイスプロファイルをエンドユーザに関
連付けることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationウィンドで、デバイス >デバイスの設定 >デバイスプロファ
イルを選択します。

ステップ 2 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウで、[デバイスプロ
ファイルタイプ（Device Profile Type）]ドロップダウンリストから、該当する Cisco Unified IP
Phoneを選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストから、適切なプロトコルを選
択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、テンプレー
トを選択します。

ステップ 7 （任意）[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、ソフト
キーテンプレートを選択します。

ステップ 8 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設
定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 9 [保存]をクリックします。

デバイスプロファイルを使用してCisco ExtensionMobilityをセットアップする方法の
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU1機能設

定ガイド』を参照してください。

（注）

エンタープライズ電話の設定

エンタープライズ電話設定項目の設定

ネットワーク内の電話で使用可能な、製品固有の設定フィールドのデフォルト値を指定するに

は、この手順を使用します。

このウィンドウで設定したパラメータは、[共通の電話プロファイルの設定(CommonPhoneProfile
Configuration)]ウィンドウや各種デバイスの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウにも
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表示されることがあります。これらの同じパラメータをこれらの他のウィンドウにも設定した

場合、優先される設定は、1）[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの設定、2）[共通
の電話プロファイル(Common Phone Profile)]ウィンドウの設定、3）[エンタープライズ電話の
設定(Enterprise Phone Configuration)]ウィンドウの設定の順に決定されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定
（Enterprise Phone Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [製品固有の設定レイアウト（Product Specific ConfigurationLayout）]セクションの必須フィール
ドに入力します。

すべてのエンタープライズ電話パラメータについて説明を表示するには、 [エンタープライズ
電話パラメータの設定（Enterprise Phone Parameters Configuration）]ウィンドウで [?]ボタンを
クリックします。

ステップ 3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウで、残りのフィー
ルドを入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照して

ください。

電話の設定

UnifiedCommunicationsManagerデータベースに電話を手動で追加するには、この手順を実行し
ます。自動登録を使用している場合は、次の手順を実行する必要はありません。自動登録を

選択すると、UnifiedCommunicationsManagerが自動的に電話を追加し、ディレクトリ番号を割
り当てます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理から、[デバイス] > [電話機]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [電話タイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、該当する Cisco IP電話モデルを選択
します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [デバイスプロトコルの選択（Select the device protocol）]ドロップダウンリストから、次のい
ずれかを選択します。

• SCCP
• SIP

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 7 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

セキュリティプロファイルで設定されている CAPF設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウに表示される Certificate Authority Proxy Functionの設定に
関係するものです。製造元でインストールされる証明書（MIC）またはローカルで有
効な証明書（LSC）に関連する証明書操作の CAPF設定値を指定する必要がありま
す。電話の設定ウィンドウで更新するCAPF設定がセキュリティプロファイルのCAPF
設定に与える影響の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュ
リティガイド』を参照してください。

（注）

ステップ 8 [保存]をクリックします。

ステップ 9 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]を
クリックします。

ステップ 10 [ディレクトリ番号（DirectoryNumber）]フィールドに、電話に関連付ける電話番号を入力しま
す。

ステップ 11 [保存]をクリックします。

セルフケアポータル
セルフケアポータルは、新しい電話機のプロビジョニングと設定のための導入プロセスの一部

として使用できます。

•エンドユーザは、ポータルを使用して電話機の機能と設定をカスタマイズできます。

•デバイスアクティベーションコードの導入準備時に、ユーザはポータルを使用して電話
機をアクティブにするオプションを選択できます。

•ユーザは、ポータルを使用して、自身のシングルナンバーリーチのリモート接続先をセ
ルフプロビジョニングすることもできます。

エンドユーザは、ポータルを使用する前に、アクセス権を持つ必要があります。ポータルセッ

トアップの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』の「セ
ルフケアポータル」の章を参照してください。
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第 32 章

CAPFの設定

•認証局プロキシ機能（CAPF）の概要（403ページ）
• CAPF前提条件（405ページ）
•認証局プロキシ機能設定のタスクフロー（406ページ）
• CAPFの管理タスク（415ページ）
• CAPFシステムの連携動作と制限事項（417ページ）

認証局プロキシ機能（CAPF）の概要
Cisco CertificateAuthority Proxy Function (CAPF)は、ローカルの重要な証明書 (LSCs)を発行し、
Ciscoエンドポイントを認証する Cisco専有サービスです。 CAPFサービスは、ユニファイド
コミュニケーションマネージャー上で実行され、次のタスクを実行します。

•サポートされる Cisco Unified IP Phoneに対して LSCを発行する。

•混合モードが有効になっている場合に、電話機を認証します。

•電話機用の既存の LSCsをアップグレードします。

•表示およびトラブルシューティングを行うために電話の証明書を取得する。

CAPF実行モード

次のモードで動作するように CAPFを設定することができます。

• CiscoAuthorityプロキシ機能:ユニファイドコミュニケーションマネージャーのCAPFサー
ビスは、CAPFサービス自体によって署名された LSCsを発行します。これは、デフォル
トのモードです。

• [オンライン CA (Online CA)]:外部オンライン CAが「電話用 LSC」として署名している場
合は、このオプションを使用します。 CAPFサービスは、自動的に外部 CAに接続されま
す。CSRが送信された場合、CAは署名して CA署名した LSCを自動的に返します。

•オフライン CA:このオプションは、オフラインの外部 CAを使用して LSC for phoneに署
名する場合に使用します。このオプションでは、LSCを手動でダウンロードしてCAに提
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出してから、CA署名の証明書の準備ができてからそれらをアップロードする必要があり
ます。

シスコでは、サードパーティ CAを使用して LSCに署名す
る必要がある場合、オフライン caの代わりにオンライン ca
オプションを使用して、プロセスが自動化されていて、問題

が発生する可能性が低くなることを推奨します。

（注）

CAPFサービス証明書

統合コミュニケーションマネージャがインストールされている場合、CAPFサービスが自動的
にインストールされ、CAPF固有のシステム証明書が生成されます。セキュリティが適用され
ると、Cisco CTLクライアントは、すべてのクラスタノードに証明書をコピーします。

電話の証明書タイプ

シスコは次の X.509v3証明書タイプを電話で使用します。

•ローカルで有効な証明書（LSC）：このタイプの証明書は Cisco Certificate Authority Proxy
Function（CAPF）に関連する必要な作業の実行後に、電話にインストールされます。デ
バイスセキュリティモードを認証または暗号化に設定した後で、LSCは Unified
Communications Managerと電話の間の接続を保護します。

オンライン CAの場合、LSCの有効性は CAに基づいていま
す。また、CAが許可している限り使用できます。

（注）

•製造元でインストールされる証明書（MIC）：CiscoManufacturingはMICをサポートされ
ている電話モデルに自動的にインストールします。製造元でインストールされる証明書は

LSCインストールの Cisco Certificate Authority Proxy Function（CAPF）を認証します。製
造元でインストールされる証明書を上書きしたり、削除することはできません。

製造元でインストールされる証明書（MIC）を LSCのインストールでのみ使用すること
が推奨されます。シスコではUnified CommunicationsManagerとの TLS接続の認証のため
に LSCをサポートしています。MICルート証明書は侵害される可能性があるため、TLS
認証またはその他の目的にMICを使用するように電話を設定するお客様は、ご自身の責
任で行ってください。MICが侵害された場合シスコはその責任を負いません。

（注）
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CAPF経由の LSC生成
CAPFを設定した後、電話機に設定されている認証文字列を追加します。キーと証明書の交換
は、電話機と CAPFの間で行われます。次のような場合があります。

•電話機は、設定された認証方法を使用して CAPFに対して自身を認証します。

•電話機は公開/秘密キーペアを生成します。

•電話機は、署名されたメッセージの中で、公開キーを CAPFに転送します。

•秘密キーは電話に残り、外部に公開されることはありません。

•証明書はCAPFによって署名され、署名付きメッセージによって電話に送り返されます。

電話のユーザが証明書操作の中断や、電話の動作ステータスの確認を実行できることに

注意してください。

（注）

キー生成の優先順位を低く設定すると、処理中に電話機を動作させることができます。

証明書生成中にも電話は正常に機能しますが、TLSトラフィックが増加することで、電
話での通話の処理に最小限の中断が発生する可能性があります。たとえば、インストー

ルの最後に証明書がフラッシュに書き込まれると、音声信号が発生することがあります。

（注）

CAPF前提条件
LSC生成用の認証局のプロキシ機能を設定する前に、次の手順を実行します。

•サードパーティ CAを使用して LSCsに署名したい場合は、CAを外部に設定します。

•電話機を認証する方法を計画します。

• LSCsを生成する前に、次のものを用意していることを確認してください。

• Unified Communications Managerリリース 12.5以降

•証明書に CAPFを使用するエンドポイント (Cisco IP電話および Jabberを含む)。

• Microsoft Windows Server 2012および 2016

•ドメイン名サービス（DNS）が設定されています

•「CAルートおよび HTTPS証明書」をアップロードしてから、LSCsを生成する必要があ
ります。セキュア SIP connectionでは、HTTPS証明書は CAPF-トラストを通過し、CA
ルート証明書はCAPF信頼でコールマネージャーの信頼をたどります。インターネットイ
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ンフォメーションサービス (IIS)は、HTTPS証明書をホストします。CAルート証明書は、
証明書署名要求 (CSR)への署名に使用されます。

証明書をアップロードする必要がある場合のシナリオを次に示します。

表 27 :証明書のアップロードシナリオ

結果シナリオ

CAルート証明書をアップロードする。CAルートおよび HTTPS証明書は同じで
す。

CAルート証明書をアップロードする。CAルートと HTTPSの証明書は異なり、
HTTPS証明書は同じ CAルート証明書に
よって発行されます。

CAルート証明書をアップロードする。中間CAとHTTPSの証明書は異なり、CA
ルート証明書によって発行されます。

CAルートおよび HTTPS証明書をアップロー
ドする。

CAルートと HTTPSの証明書は異なり、
同じ CAルート証明書によって発行され
ます。

複数の証明書を同時に生成するとコール処理中断の原因となるため、スケジュールされ

たメンテナンスの時間帯に CAPFを使用することを強く推奨します。
（注）

認証局プロキシ機能設定のタスクフロー
次のタスクを実行して、証明機関プロキシ機能 (CAPF)サービスがエンドポイント用 LSCsを
発行するように設定します。

新しいCAPF証明書を再生成またはアップロードした後に、CAPFサービスを再起動する
必要はありません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

LSCにサードパーティのCA署名を適用
する場合は、CAルート証明書チェーン

サードパーティの認証局のルート証明書

のアップロード

ステップ 1

をCAPF信頼ストアにアップロードしま
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目的コマンドまたはアクション

す。それ以外の場合は、この作業をス

キップできます。

CAルート証明書をUnified
Communications Manager信頼ストアに
アップロードします。

認証局（CA）ルート証明書のアップロー
ド （408ページ）

ステップ 2

電話機 LSC証明書を生成するには、次
の手順を使用します。

オンライン認証局の設定（409ページ）ステップ 3

オフライン CAを使用して電話機 LSC
証明書を生成するには、次の手順を使用

します。

オフライン認証局の設定の設定ステップ 4

CAPFシステム設定を構成した後に、重
要なCAPFサービスをアクティブにしま
す。

CAPFサービスをアクティブ化または再
起動する

ステップ 5

次のオプションのいずれかを使用して、

CAPF設定を電話機の設定に追加しま
す。

次のいずれかの手順を使用して、Unified
Communications Managerの CAPF設定を
構成します。

ステップ 6

• CAPD設定をユニバーサルデバイ
ステンプレートで設定します。

（411ページ）

•まだ LDAPディレクトリを同期し
ていない場合、CAPF設定をユニ
バーサルデバイステンプレートに追

加し、初期 LDAP同期を使用して
設定を適用することができます。

•バルク Adminによる CAPF設定の
更新（413ページ）

•電話機の CAPF設定の設定（414
ページ）

•一括管理ツールを使用すると、1回
の操作で多数の電話機にCAPF設定
を適用できます。

• CAPF設定を電話機ごとに適用する
ことができます。

タイムアウトしないように、CAPFエン
ドポイント接続のキープアライブ値を設

定します。デフォルト値は 15分です。

キープアライブタイマーの設定（415
ページ）

ステップ 7

サードパーティの認証局のルート証明書のアップロード

CAルート証明書をCAPF信頼ストアとUnifiedCommunicationsManager信頼ストアにアップロー
ドして、外部 CAを使用して LSC証明書に署名します。
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サードパーティ CAを使用して LSCsに署名しない場合は、このタスクをスキップできま
す。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書/証明書チェーンのアップロード]をクリックします。

ステップ 3 [証明書目的]ドロップダウンリストで、[CallManager信頼]を選択します。

ステップ 4 証明書の説明を [説明（Description）]に入力します。たとえば、外部 LSC署名 CAの証明書
などです。

ステップ 5 [参照（Browse）]をクリックしてファイルに移動してから、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 6 [アップロード（Upload）]をクリックします。

ステップ 7 このタスクを繰り返して、証明書の目的で使用される発信者管理者の信頼に証明書をアップ
ロードします。

認証局（CA）ルート証明書のアップロード
クラスタ全体の証明書をアップロードし、クラスタ内のすべてのサーバに配布します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書/証明書チェーンのアップロード]をクリックします。

ステップ 3 [証明書目的（Certificate Purpose）]ドロップダウンリストで、[CallManager信頼
（CallManager-trust）]を選択します。

ステップ 4 証明書の説明を [説明（Description）]に入力します。たとえば、外部 LSC署名 CAの証明書
などです。

ステップ 5 [参照（Browse）]をクリックしてファイルに移動してから、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 6 [アップロード（Upload）]をクリックします。
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オンライン認証局の設定

オンライン CAPFを使用して電話機 LSCを生成するには、Unified Communications Managerに
あるこの手順を使用します。

FIPS対応モードでは、オンライン CAPFおよび CAPFv3がサポートされません。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ]ドロップダウンリストから、[Cisco Certificate Authority Proxy Function（アクティブ）]
サービスを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[CiscoCertificateAuthority Proxy Function（ア
クティブ）（Cisco Certificate Authority Proxy Function (Active)）]を選択します。サービス名の
横に「Active」と表示されることを確認します。

ステップ 4 [エンドポイントへの証明書発行者（Certificate Issuer toEndpoint）]ドロップダウンリストから、
[オンラインCA（OnlineCA）]を選択します。CA署名付き証明書では、オンラインCAを使用
することを推奨しています。

ステップ 5 [証明書の有効期間（日数）]フィールドに、CAPFが発行した証明書が有効である日数を表す
数値を、1～ 1825の間で指定します。

ステップ 6 [オンラインCAパラメータ（OnlineCAParameters）]画面で次のパラメータを設定し、オンライ
ン CAセクションに対する接続を作成します。

•オンライン CAホスト名：サブジェクト名または共通名（CN）は、HTTPS証明書の完全
修飾ドメイン名（FQDN）と同じである必要があります。

設定されているホスト名は、MicrosoftCAで実行されているインターネットイン
フォメーションサービス（IIS）でホストされる HTTPS証明書の共通名（CN）
と同じです。

（注）

•オンライン CAポート:オンライン CAのポート番号（443など）を入力します。

•オンライン CAテンプレート：テンプレートの名前を入力します。Microsoft CAがテンプ
レートを作成します。

•オンライン CAタイプ：デフォルトのタイプであるMicrosoft CAを選択します。

•オンライン CAユーザ名：CAサーバのユーザ名を入力します。

•オンライン CAパスワード：CAサーバのユーザ名のパスワードを入力します。

ステップ 7 残りの CAPFサービスパラメータを完了します。サービスパラメータのヘルプシステムを表
示するには、パラメータ名をクリックします。
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ステップ 8 [保存]をクリックします。

ステップ 9 変更内容を有効にするには、Cisco Certificate Authority Proxy Functionサービスを再起動しま
す。 Cisco Certificate Enrollment serviceを自動的に再起動します。

現在のオンライン CAの制限

• CAサーバが英語以外の言語を使用している場合、オンライン CA機能は動作しません。
CAサーバは英語でのみ応答します。

•オンライン CA機能は、CAでの mTLS認証をサポートしていません。

• LSC操作にオンラインCAを使用している場合、LSC証明書に「デジタル署名」と「キー
暗号化」のキー使用法が指定されていないと、デバイスのセキュア登録は失敗します。

• LSC操作にオンラインCAを使用している場合、LSC証明書に「デジタル署名」と「キー
暗号化」が指定されていないと、デバイスのセキュア登録は失敗します。

オフライン認証局の設定の設定

オフラインCAを使用して電話機LSC証明書を生成することを決定した場合は、次の高度なプ
ロセスに従うことができます。

オフラインCAオプションを使用すると、オンラインCAよりも時間がかかり、手動によ
る手順が非常に多くなります。証明書の生成および送信プロセス中に問題（たとえば、

ネットワークの停止や電話機のリセットなど）が発生した場合は、プロセスを再起動す

る必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 サードパーティ認証局からルート証明書チェーンをダウンロードします。

ステップ 2 ルート証明書チェーンを Unified Communications Manager内の必要な信頼（CallManager信頼
CAPF信頼）にアップロードします。

ステップ 3 [エンドポイントへの証明書の発行（Certificate Issue to Endpoint）]サービスパラメータを [オフ
ラインCA（OfflineCA）]に設定して、オフラインCAを使用するようにUnifiedCommunications
Managerを設定します。

ステップ 4 お使いの電話機の LSC用に CSRを生成します。

ステップ 5 認証局にCSRを送信します。

ステップ 6 CSRから署名付き証明書を取得します。
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オフライン CAを使用して電話機 LSCを生成する方法の詳細な例については、「CUCMサー
ドパーティ CA署名済み LSCの作成およびインポートの設定」を参照してください。

CAPFサービスをアクティブ化または再起動する
CAPFシステムを設定した後に、重要な CAPFサービスをアクティブにします。 CAPFサービ
スがすでにアクティブ化されている場合は、再起動します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから[ツール] > [サービスアクティベーション]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択し、[移動（Go）]を
クリックします。

ステップ 3 [セキュリティサービス]ペインから、次の該当するサービスを確認します。

• Cisco Certificate Enrollment Service:オンラインCAを使用している場合はこのサービスの
チェックをオンにし、そうでない場合はチェックを外したままにします。

• Cisco Certificate Authorityプロキシ機能:このサービスをオフ (非アクティブ)にした場合
は、チェックを入れます。サービスがすでにアクティブ化されている場合は、再起動しま

す。

ステップ 4 いずれかの設定を変更した場合、[保存]をクリックします。

ステップ 5 Cisco Certificate Authority Proxy Functionサービスがすでにチェックされている場合は（アク
ティブ）、再起動します。

a) [関連リンク]ドロップダウンリストから [コントロールセンター-ネットワークサービス]を
選択し、[移動]をクリックします。

b) [セキュリティの設定]ペインから、シスコ認証局プロキシ機能サービスを確認し、[再起動]
をクリックします。

ステップ 6 次の手順のいずれかを実行して、個々の電話機に対して CAPF設定を構成します。

a) CAPD設定をユニバーサルデバイステンプレートで設定します。（411ページ）
b) バルク Adminによる CAPF設定の更新（413ページ）
c) 電話機の CAPF設定の設定（414ページ）

CAPD設定をユニバーサルデバイステンプレートで設定します。
CAPF設定をユニバーサルデバイステンプレートに設定するには、次の手順を実行します。テ
ンプレートは、機能グループテンプレートの設定を使用して、LDAPディレクトリ同期に適用
します。テンプレートのCAPF設定が、このテンプレートを使用する同期済みのすべてのデバ
イスに適用されます。
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Universalデバイステンプレートは、まだ同期されていない LDAPディレクトリにしか追
加することができません。初期 LDAP同期が発生した場合は、一括管理を使用して電話
機を更新します。詳細については、バルクAdminによるCAPF設定の更新（413ページ）
を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追
加（User/Phone Add）] > [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索]をクリックし、既存のテンプレートを選択します。

• [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 認証局プロキシ機能（CAPF）の設定領域の拡張

ステップ 4 [証明書の操作（CertificateOperation）]ドロップダウンリストで、[インストール/アップグレー
ド（Install/Upgrade）]を選択します。

ステップ 5 [認証モード]ドロップダウンメニューで、デバイスを認証するオプションを選択します。

ステップ 6 認証文字列の使用を選択した場合は、テキストボックスに認証文字列を入力するか、[文字列
の生成 ([文字列の生成])]をクリックして、システムによって文字列が生成されるようにしま
す。

この文字列がデバイス上で設定されていない場合、認証は失敗します。（注）

ステップ 7 残りのフィールドで、キー情報を設定します。フィールドの詳細については、オンラインヘ
ルプを参照してください。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

このテンプレートを使用するデバイスは、この手順で割り当てたのと同じ認証方法で

構成されていることを確認してください。それ以外の場合、デバイス認証は失敗しま

す。電話機の認証を設定する方法の詳細については、電話機のマニュアルを参照して

ください。

（注）

ステップ 9 このプロファイルを使用するデバイスにテンプレート設定を適用します。

a) ユニバーサルデバイステンプレートを Feature Groupテンプレートの設定に追加します。
b) 機能グループテンプレートを、同期されていないLDAPディレクトリ設定に追加します。
c) LDAP同期を完了します。 CAPF設定は、同期されているすべてのデバイスに適用されま
す。
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機能グループテンプレートとLDAPディレクトリ同期の設定の詳細については、Cisco Unified
Communications Managerシステム設定ガイドの「Configure End Users」セクションを参照して
ください。

バルク Adminによる CAPF設定の更新
一括管理の電話機の更新クエリを使用して、多数の既存の電話機の CAPF設定と lsc証明書を
1回の操作で構成します。

まだ電話機をプロビジョニングしていない場合は、一括管理の [電話機の挿入]メニュー
を使用して、CSVファイルからの CAPF設定で新しい電話機をプロビジョニングできま
す。 CSVファイルから電話機を挿入する方法の詳細については、Cisco Unified
CommunicationsManager一括管理ガイドの「電話機の挿入」セクションを参照してくださ
い。

（注）

電話機は、この手順で追加する認証方法と文字列と同じように設定されていることを確認しま

す。それ以外の場合、お使いの電話機は CAPFに対して認証しません。電話機で認証を設定
する方法の詳細については、「電話機のマニュアル」を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CMAdministration）]から、以下を選択します。バルク管
理 >電話機 >電話機の更新 >クエリ

ステップ 2 フィルタオプションを使用して、更新する電話機に検索を制限し、[検索]をクリックします。

たとえば、[電話機の検索場所]ドロップダウンを使用して、LSCが特定の日付の前期限切れに
なるすべての電話機またはデバイスプール内の電話機を選択することができます。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 ログアウト/リセット/再起動セクションから[設定の適用]を選択します。ジョブを実行すると、
CAPFアップデートは更新されたすべての電話に適用されます。

ステップ 5 [証明機関プロキシ関数（capf）]の情報で、[証明書の操作（Certificate Operation）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 6 [証明書の操作]ドロップダウンリストから、[インストール /アップグレード]を選択して、新
しい LSC証明書を電話機にインストールします。

ステップ 7 [認証モード]ドロップダウンから、LSCインストール時に電話機を認証する方法を選択しま
す。

電話機で同じ認証方法を設定します。（注）

ステップ 8 認証モードとして認証文字列で選択した場合は、次の手順のいずれかを実行します。
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•各デバイスに対して一意の認証文字列を使用する場合は、各デバイスに対して一意の認証
文字列を生成することを確認してください。

•すべてのデバイスに同じ認証文字列を使用する場合は、[認証文字列]テキストボックスに
文字列を入力するか、[文字列の生成]をクリックします。

ステップ 9 [電話の更新（Update Phones）]ウィンドウで [CAPFの情報（Certification Authority Proxy
Function（CAPF）Information）]セクションの残りのフィールドを入力します。フィールド
とその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 10 [ジョブ情報（Job Information）]セクションで、[今すぐ実行（Run Immediately）]を選択しま
す。

スケジュールされた時刻にジョブを実行する場合は、[後で実行する]を選択します。
ジョブのスケジュール設定の詳細については、Cisco Unified Communications Manager
一括管理ガイドの「スケジュールされたジョブの管理」セクションを参照してくださ

い。

（注）

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

この手順で [設定の適用]オプションを選択しなかった場合は、更新されたすべての電
話機の [電話機の設定]ウィンドウで設定を適用します。

（注）

電話機の CAPF設定の設定
個々の電話機の LSC証明書の CAPF設定を設定するには、次の手順を実行します。

CAPF設定を多数の電話機に適用するには、バルク管理またはLDAPディレクトリ同期を
使用します。

（注）

電話機は、この手順で追加する認証方法と文字列と同じように設定します。それ以外の場合、

電話機は CAPFに対して自身を認証しません。電話機で認証を設定する方法の詳細について
は、「電話機のマニュアル」を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[デバイ
ス] > [電話]

ステップ 2 既存の電話機を選択するには、[検索（Find）]をクリックします。 [電話設定]ページが表示さ
れます。

ステップ 3 [認証局プロキシ機能 (CAPF)の情報]ペインに移動します。

ステップ 4 [証明書の操作]ドロップダウンリストから、[インストール /アップグレード]を選択して、新
しい LSC証明書を電話機にインストールします。
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ステップ 5 [認証モード]ドロップダウンから、LSCインストール時に電話機を認証する方法を選択しま
す。

電話機は、同じ認証方法を使用するように設定されている必要があります。（注）

ステップ 6 [認証文字列]で選択した場合は、テキスト文字列を入力するか、[文字列の生成]をクリックし
て、システムが文字列を生成するようにします。

ステップ 7 [電話機の設定（Phone Configuration）]ページで [認証局プロキシ機能 (CAPF)の情報]ペイン
の残りのフィールドに詳細を入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

キープアライブタイマーの設定

ファイアウォールによって接続がタイムアウトしないように、次の手順を実行して、CAPF-エ
ンドポイント接続のクラスターワイドキープアライブタイマーを設定します。デフォルト値は

15分です。各間隔の後、CAPFサービスは電話機にキープアライブ信号を送信して、接続を開
いた状態にします。

手順

ステップ 1 発行者ノードにログインするには、コマンドラインインターフェイスを使用します。

ステップ 2 utils capt set keep_alive CLIコマンドを実行します。

ステップ 3 5 ~ 60 (分)の間の数値を入力し、確定キーをクリックします。

CAPFの管理タスク
CAPFを設定し、LSC証明書を発行した後、次のタスクを使用してLSC証明書を継続的に管理
します。

証明書ステータスのモニタリング

証明書のステータスを自動的に監視するようにシステムを設定することができます。証明書が

期限切れに近づいたときにシステムから電子メールが送信され、期限切れ後に証明書が失効し

ます。

証明書の監視の確認の設定方法の詳細については、「証明書の管理」の章の「証明書の監視と

失効のタスクフロー」を参照してください。
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古い LSCレポートの実行
次の手順を使用して、古い LSCレポートをCisco Unifiedレポートから実行します。古い LSCs
は、エンドポイント CSRへの応答として生成された証明書ですが、古くなった LSCSがイン
ストールされる前に新しい CSRが生成されたため、インストールされませんでした。

また、パブリッシャーノードで utils capf stale-lsc list CLIコマンドを実行すること
によって、古い LSC証明書のリストを取得することもできます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Reportingから [System Reports]をクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションバーで、[古い LSCs]を選択します。

ステップ 3 [新規レポートの生成]をクリックします。

保留中の CSRリストの表示
保留中のCAPFCSRファイルのリストを表示するには、この手順を使用します。すべてのCSR
ファイルはタイムスタンプされます。

手順

ステップ 1 発行者ノードにログインするには、コマンドラインインターフェイスを使用します。

ステップ 2 utils core active list CLIコマンドを実行します。
保留中の CSRファイルのタイムスタンプリストが表示されます。

古い LSC証明書の削除
古い LSC証明書をシステムから削除するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 発行者ノードにログインするには、コマンドラインインターフェイスを使用します。

ステップ 2 [utils capf state-lsc delete all CLIコマンド]を実行します。
古い LSC証明書はすべてシステムから削除されます。
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CAPFシステムの連携動作と制限事項
データのやり取り機能

電話の CAPF認証方式については、アップグレードまたはイ
ンストールの後に同じ認証文字列を電話に入力する必要があ

ります。入力されなかった場合、操作が失敗します。 [TFTP
Encrypted Config]エンタープライズパラメータが有効な状態
で認証文字列の入力に失敗した場合、電話の設定は失敗し、

該当する認証文字列が電話に入力されるまで回復しません。

認証文字列（Authentication
String）

CAPFが Unified Communications Managerクラスタのすべての
サーバを認証できるよう、クラスタ内のすべてのサーバで管

理者のユーザ名とパスワードを同じものにする必要がありま

す。

クラスタサーバクレデンシャ

ル

セキュアな電話が別のクラスタに移動されると、Unified
Communications Managerはその電話が送信する LSC証明書を
信頼しなくなります。これは、そのLSC証明書が、CTLファ
イル内に証明書が存在しない別の CAPFによって発行された
ものであるためです。

セキュア電話を登録可能にするには、既存のCTLファイルを
削除します。その後、[Install/Upgrade]オプションを使用して
新しい CAPFにより新規 LSC証明書をインストールし、新し
いCTLファイルのために電話をリセットします（またはMIC
を使用します）。 [Phone Configuration]ウィンドウの [CAPF]
セクションにある [Delete]オプションを使用して、電話を移
動する前に既存の LSCを削除します。

セキュアな電話機の移行
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データのやり取り機能

将来的な互換性の問題を回避するため、UnifiedCommunications
Managerとの TLS接続に LSCを使用するために Cisco Unified
IP Phone 6900シリーズ、7900シリーズ、8900シリーズ、9900
シリーズをアップグレードし、MICルート証明書を
CallManager信頼ストアから削除することが推奨されます。
Cisco Unified Communications Managerとの TLS接続にMICを
使用する一部の電話モデルは登録できない場合があることに

注意してください。

管理者は CallManager信頼ストアから次のMICルート証明書
を削除する必要があります。

• CAP-RTP-001

• CAP-RTP-002

• Cisco_Manufacturing_CA

• Cisco_Root_CA_2048

Cisco Unified IP Phone 6900シ
リーズ、7900シリーズ、およ
び8900シリーズ、および9900

以下の情報は、通信障害や電源障害の発生時に適用されます。

•電話での証明書インストールの実行中に通信障害が発生
した場合、電話は証明書の取得を 30秒間隔でさらに 3回
試行します。これらの値は設定できません。

•電話による CAPFとのセッション試行中に電源障害が発
生した場合、電話はフラッシュに保存されている認証モー

ドを使用します。つまり、電話の再起動後に TFTPサー
バから新しい設定ファイルをロードできなかった場合で

す。証明書操作が完了すると、システムはフラッシュの

値をクリアします。

停電

Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(1)SU1以
降、CAPFサービスによって発行されるすべての LSC証明書
は、SHA-256アルゴリズムで署名されています。したがっ
て、IP電話 7900/8900/9900シリーズのモデルは、SHA-256署
名済み LSC証明書および外部 SHA2アイデンティティ証明書
（Tomcat、CallManager、CAPF、TVSなど）をサポートしま
す。署名の検証が必要な、その他の暗号化の操作では、SHA-1
のみがサポートされます。

ソフトウェアメンテナンスが終了またはサポートが

終了した電話モデルを使用する場合は、Unified
Communications Managerの 11.5(1)SU1より前のリ
リースの使用を強くお勧めします。

（注）

証明書の暗号化
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7942および 7962電話機を含む CAPFの例
ユーザまたは Unified Communications Managerによって電話がリセットされたときの CAPFと
Cisco Unified IP Phone 7962および 7942とのインタラクションについては、以下の情報を考慮
してください。

次の例では、LSCが電話に存在せず、CAPF認証モードとして既存の証明書が選択されて
いる場合、CAPF証明書操作が失敗します。

（注）

例：非セキュアデバイスセキュリティモード

この例では、[Device SecurityMode]を [Nonsecure]に設定し、[CAPFAuthenticationMode]を [By
Null String]または [By Existing Certificate (Precedence...)]に設定した後、電話がリセットされ
ます。リセットした電話は直ちにプライマリ Unified Communications Managerに登録され、設
定ファイルを受信します。その後、電話によって LSCをダウンロードするための CAPFセッ
ションが自動的に開始されます。電話で LSCをインストールした後、[Device Security Mode]
を [Authenticated]または [Encrypted]に設定します。

例：認証済み/暗号化済みデバイスセキュリティモード

この例では、[Device Security Mode]を [Authenticated]または [Encrypted]に設定し、[CAPF
Authentication Mode]を [By Null String]または [By Existing Certificate (Precedence...)]に設定し
た後、電話がリセットされます。CAPFセッションが終了しLSCがインストールされるまで、
電話はプライマリ Unified Communications Managerに登録されません。セッションが終了する
と、電話が登録され、直ちに認証済みまたは暗号化済みモードで動作します。

この例では、電話が自動的に CAPFサーバに接続されないため、[By Authentication String]を
設定できません。電話に有効な LSCがない場合、登録は失敗します。

IPv6アドレッシングとの CAPFのインタラクション
CAPFは、IPv4、IPv6、またはその両方のタイプのアドレスを使用する電話に対し、証明書の
発行とアップグレードを実行できます。 IPv6アドレスを使用する SCCPを実行する電話の証
明書の発行またはアップグレードを実行するには、[Unified Communications Manager
Administration]で [Enable IPv6]サービスパラメータを [True]に設定する必要があります。

証明書取得のために電話が CAPFに接続されると、CAPFでは [Enable IPv6]エンタープライズ
パラメータの設定を使用して、その電話の証明書の発行またはアップグレードを実行するかど

うかが決定されます。このエンタープライズパラメータが Falseに設定された場合、CAPFは
IPv6アドレスを使用する電話からの接続を無視または拒否し、その電話は証明書を受け取りま
せん。

IPv4、IPv6、またはその両方のタイプのアドレスを使用する電話から CAPFへの接続方法につ
いて、次の表で説明します。
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表 28 : IPv6または IPv4電話から CAPFへの接続方法

電話から CAPFへの接
続方法

CAPF IPアドレス電話の IPアドレス電話の IPモード

電話は IPv6アドレス
を使用してCAPFに接
続します。IPv6アドレ
スでは接続できない場

合、電話は IPv4アド
レスを使用して接続を

試みます。

IPv4、IPv6IPv4と IPv6が利用可
能

2スタック

電話は IPv4アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv4、IPv6IPv42スタック

電話は IPv6アドレス
を使用してCAPFに接
続します。試行に失敗

すると、電話は IPv4
アドレスを使用して

CAPFに接続します。

IPv4、IPv6IPv62スタック

電話は IPv4アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv4IPv42スタック

電話は IPv6アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv6IPv4と IPv6が利用可
能

2スタック

電話は IPv4アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv4IPv4と IPv6が利用可
能

2スタック

電話はCAPFに接続で
きません。

IPv6IPv42スタック

電話はCAPFに接続で
きません。

IPv4IPv62スタック

電話は IPv6アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv6IPv62スタック
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電話から CAPFへの接
続方法

CAPF IPアドレス電話の IPアドレス電話の IPモード

電話は IPv4アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv4、IPv6IPv4IPv4スタック

電話は IPv6アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv4、IPv6IPv6IPv6スタック

電話は IPv4アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv4IPv4IPv4スタック

電話はCAPFに接続で
きません。

IPv6IPv4IPv4スタック

電話は IPv6アドレス
を使用してCAPFに接
続します。

IPv6IPv6IPv6スタック

電話はCAPFに接続で
きません。

IPv4IPv6IPv6スタック
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第 33 章

TFTPサーバの設定

•プロキシ TFTP展開の概要（423ページ）
• TFTPサーバの設定タスクフロー（427ページ）

プロキシ TFTP展開の概要
プロキシ簡易ファイル転送プロトコル (TFTP)サーバを使用して、ネットワークのエンドポイ
ントに必要な設定ファイル (ダイヤルプラン、着信音ファイル、デバイス設定ファイルなど)を
指定します。展開内の任意のクラスタにTFTPサーバをインストールして、複数クラスタのエ
ンドポイントからの要求を処理することができます。DHCPスコープは、設定ファイルを取得
するために使用するプロキシ TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

冗長およびピアプロキシ TFTPサーバ
単一クラスタの導入では、クラスタは少なくとも 1つのプロキシ TFTPサーバを備えている必
要があります。冗長性を確保するために、クラスタに別のプロキシTFTPサーバを追加するこ
とができます。 2台目のプロキシ TFTPサーバは、IPv4のオプション 150に追加されます。
IPv6の場合、第 2 TFTPサーバを、DHCPスコープの TFTPサーバアドレスサブオプションタ
イプ 1に追加します。

複数のクラスタ展開では、最大 3台のリモートプロキシ TFTPサーバをプライマリプロキシ
TFTPサーバのピアクラスタとして指定できます。これは、複数の DHCPスコープに対して 1
台のプロキシ TFTPサーバだけを設定する場合、または 1つのDHCPスコープのみを設定する
場合に便利です。プライマリプロキシTFTPサーバは、ネットワーク内のすべての電話機とデ
バイスに設定ファイルを提供します。

各リモートプロキシ TFTPサーバとプライマリプロキシ TFTPサーバの間にピア関係を作成す
る必要があります。
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ネットワーク内のリモートプロキシTFTPサーバ間にピア関係を設定する場合は、関係を
階層構造にしておきます。ループの発生を回避するために、リモートクラスタ上のピア

プロキシTFTPサーバが相互にポイントしないようにします。たとえば、プライマリノー
ドAにノード Bと Cのピアリレーションシップがあるとします。ノード Bと Cの間にピ
ア関係を作成しないでください。作成すると、ループが作成されます。

ヒント

プロキシ TFTP

マルチクラスタシステムでは、プロキシ TFTPサービスは、1つのプライマリ TFTPサーバを
介して複数のクラスタから TFTPファイルを提供できます。単一のサブネットまたは VLAN
に複数のクラスタからの電話機が含まれている場合や、複数のクラスタが同じ DHCP TFTPオ
プション（150）を共有している場合、プロキシTFTPはそれらの状況に対する単一のTFTP参
照として機能できます。

プロキシTFTPサービスは、図に示すように、単一レベルの階層として機能します。より複雑
な複数レベル階層はサポートされません。

図 7 :プロキシ TFTPのシングルレベル階層

上の図では、デバイスのグループが構成ファイルのプライマリTFTPサーバと通信します。デ
バイスからTFTPの要求を受信すると、プライマリTFTPは、設定ファイルだけでなく、リモー
トクラスタA、B、C、N(構成されている他のリモートクラスタ)などリモートで構成された他
のクラスタについて、それぞれ自身のローカルキャッシュを検索します。

プライマリ TFTPサーバ上では、任意の数のリモートクラスタを設定できます。ただし、各リ
モートクラスタには最大 3個のTFTP IPアドレスしか含めることができません。冗長性を確保
するための推奨設計は、クラスタごとに 2台の TFTPサーバを使用することです。したがっ
て、プライマリTFTPサーバ上のリモートクラスタあたり 2つの IPアドレスを使用して冗長性
を確保できます。
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使用例とベストプラクティス

実装でのプロキシTFTPの使用方法とベストプラクティスを詳細に示す次のシナリオを検討し
ます。

1. クラスタは、他の目的がない単なるプロキシ TFTPクラスタとして機能できます。この場
合、クラスタには他のクラスタとの関係がなく、コールを処理しません。このシナリオで

は、リモートクラスタ TFTPが手動で定義され、8.0よりも前へのロールバックが推奨さ
れます。

自動登録は、このシナリオでは動作しません。（注）

2. クラスタは、リモートクラスタのプロキシTFTPサーバとしても機能するリモートクラス
タです。リモートクラスタは手動で定義されるので、自動登録は有効にしないでくださ

い。

IPv4および IPv6デバイスに対する TFTPサポート
IPv4の電話機とゲートウェイでDHCPカスタムオプション 150を使用して、TFTPサーバの IP
アドレスを検出することを推奨します。オプション150を使用すると、ゲートウェイと電話機
は TFTPサーバの IPアドレスを検出します。詳細については、デバイスに同梱されているマ
ニュアルを参照してください。

IPv6ネットワークでは、Ciscoベンダー固有の DHCPv6情報を使用して、TFTPサーバ IPv6ア
ドレスをエンドポイントに渡すことを推奨します。この方式では、TFTPサーバの IPアドレス
をオプション値として設定しています。

IPv4を使用するエンドポイントと IPv6を使用するエンドポイントがある場合は、IPv4には
DHCPカスタムオプション 150を、IPv6には Ciscoベンダー固有情報オプションである TFTP
サーバアドレスのサブオプションタイプ 1を使用することをお勧めします。 TFTPサーバが
IPv4を使用して要求を処理しているときに、エンドポイントが IPv6アドレスを取得して要求
を TFTPサーバに送信した場合、TFTPサーバは IPv6スタックで要求を受信していないため、
その要求を受信しません。この場合、エンドポイントを Cisco Unified Communications Manager
に登録できません。

IPv4および IPv6デバイスが TFTPサーバの IPアドレスを検出するために使用できる別の方法
があります。たとえば、IPv4デバイスに DHCPオプション 066または CiscoCM1を使用でき
ます。 IPv6デバイスの場合、他の方法として、TFTPサービスのサブオプションタイプ 2を使
用する方法と、エンドポイントで TFTPサーバの IPアドレスを設定する方法があります。こ
れらの代替手段は推奨されません。代替手段を使用する前に、シスコのサービスプロバイダー

に問い合わせてください。
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TFTP展開のエンドポイントおよび設定ファイル
SCCP電話機、SIP電話およびゲートウェイは、初期化時に設定ファイルを要求します。デバ
イス設定を変更すると、更新された設定ファイルがエンドポイントに送信されます。

設定ファイルには、UnifiedCommunicationsManagerノードの優先順位リスト、これらのノード
に接続するために使用される TCPポート、さらに他の実行可能ファイルが含まれます。一部
のエンドポイント用の設定ファイルには、電話機のボタン（メッセージ、ディレクトリ、サー

ビス、および情報）用のロケール情報および URLが保存されています。ゲートウェイ用の設
定ファイルには、デバイスが必要とする設定情報がすべて保存されています。

プロキシ TFTPのセキュリティに関する考慮事項
シスコプロキシTFTPサーバは、署名付きの要求と署名されていない要求の両方を処理でき、
セキュアでないモードと混在モードのいずれでも動作できます。プロキシTFTPサーバは、電
話機がファイルをリクエストし、見つからない場合は、リモートクラスタにリクエストを送信

するときに、ローカルファイルシステムまたはデータベースを検索します。電話が

ringlist.xml.sgn、ロケールファイルなどの名前の共通ファイルをサーバにリクエストすると、

サーバは電話のホームクラスタからファイル自体ではなくファイルのローカルコピーを送信し

ます。

プロキシ TFTPからファイルを受信すると、ファイルにプロキシサーバの署名があり、電話の
初期信頼リスト（ITL）と一致しないことから、署名の検証に失敗するため、電話はファイル
を拒否します。この問題を解決するには、電話機のセキュリティデフォルト (SBD)セキュリ
ティを無効にするか、プロキシ TFTPの CallManager証明書を新しい(リモート/ホーム)クラス
タの phone-sast-trustにインポートします。 その後、電話機は Trust Verification Service (TVS)
に到達し、プロキシ TFTP認証を信頼できます。導入で EMCCが有効になっている場合は、
一括証明書の交換が必要です。

デフォルトでセキュリティを無効にするには、Cisco Unified Communications Managerセキュリ
ティガイドの「Cisco Unified IP Phoneの ITLファイルの更新」セクションを参照してください
。

混在モードのプロキシ TFTP

混在モードで実行されているリモートクラスタ上のTFTPサーバには、シスコ証明書信頼リス
ト (CTL)ファイルにプライマリプロキシ TFTPサーバ証明書を追加する必要があります。そ
うでない場合、セキュリティが有効になっているクラスタに登録されているエンドポイント

は、必要なファイルをダウンロードできなくなります。証明書の一括インポートエクスポート

を実行した後、この更新 CTLファイルを実現するには。

詳細については、IP電話をクラスタ間で移行して一括証明書のエクスポートを実行する場合、
Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイドの「一括証明書のエクスポート」セ
クションを参照してください。
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プロキシ TFTP環境内のクラスタ間での電話機の移動

プロキシ TFTP環境のリモートクラスタ間で電話機を移動する場合は、次の手順を実行しま
す。

1. リモートクラスタ B (宛先クラスタ)に電話機の詳細を追加します。

2. リモートクラスタ A (送信元クラスタ)から電話機の詳細を削除します。

プロキシTFTPでの電話機の設定は、期限切れになるまで 30分あります。ファイルが見
つからない応答を避けるために、プロキシクラスタの TFTPサービスを再起動します。

（注）

3. 電話機をリセットしてリモートクラスタBから設定ファイルをダウンロードし、リモート
クラスタ Bに登録します。

TFTPサーバの設定タスクフロー
クラスタに対して拡張モビリティクロスクラスタ (EMCC)が設定されている場合は、システム
がプロキシTFTPサーバを動的に設定できます。そうしない場合は、TFTPサーバを設定して、
セキュリティモードを手動で設定することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ間ルックアップサービス (ILS)
が設定されている場合は、TFTPサーバ
を動的に設定することができます。

次のいずれかの方法を使用して、TFTP
サーバをセットアップします。

ステップ 1

• TFTPサーバのダイナミック設定
（428ページ） EMCCが設定されていない場合は、TFTP

サーバを手動でセットアップします。• TFTPサーバの手動設定（429ペー
ジ） クラスタがセキュアであるか、あるいは

非セキュアであるかを示す必要がありま

す。クラスタは、デフォルトでは非セ

キュアとして扱われます。

CTLクライアントプラグインをインス
トールし、混在モードで動作しているす

（任意） TFTPサーバの CTLファイル
の更新（430ページ）

ステップ 2

べてのリモートクラスタ内のすべてのプ

ロキシ TFTPサーバの Cisco Certificate
Trust List (CTL)ファイルにプライマリプ
ロキシ TFTPサーバを追加します。
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目的コマンドまたはアクション

プロキシTFTP展開にリモートクラスタ
がある場合は、プロキシTFTPサーバを

（任意）エンドポイントデバイスに対

応するドキュメントを参照してくださ

い。

ステップ 3

すべてのリモートエンドポイントの信頼

検証リスト (TVL)に追加する必要があ
ります。

プロキシTFTPサーバからエンドポイン
トを要求した非設定ファイルを変更でき

ます。

（任意）TFTPサーバの非設定ファイル
の変更（430ページ）

ステップ 4

エンドポイントの変更済みの設定されて

いないファイルをアップロードした場合

（任意） TFTPサービスの停止と開始
（431ページ）

ステップ 5

は、プロキシ TFTPノード上で TFTP
サービスを停止して再起動します。

複数のクラスタに展開する場合は、プラ

イマリプロキシ TFTPサーバの IPアド
（任意）DHCPサーバに対応するドキュ
メントを参照してください。

ステップ 6

レスが含まれるように、個々のリモート

ノードのDHCPスコープを変更します。

TFTPサーバのダイナミック設定
ネットワークに設定されているクラスタルックアップサービス (ILS)を使用している場合は、
Cisco proxy TFTPサーバを動的に設定することができます。

始める前に

ネットワークのEMCCを設定します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager

機能およびサービスガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

手順

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [クラ
スタビュー(Cluster View)] > [今すぐリモートクラスタを更新(Update Remote Cluster Now)]を
選択します。TFTPサーバはクラスタに対して自動的に設定されます。

次のタスク

エンドポイントの信頼検証リスト (TVL)にリモートプロキシ TFTPサーバを追加する必要があ
ります。そうでない場合は、リモートクラスタ上のプロキシ TFTPサーバからの設定ファイル

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
428

エンドポイントのプロビジョニング

TFTPサーバのダイナミック設定

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


は受け入れられません。詳細については、お使いのエンドポイントデバイスに対応するマニュ

アルを参照してください。

TFTPサーバの手動設定
EMCCが設定されていない場合にネットワークで TFTPを設定するには、手動の手順を実行す
る必要があります。

[クラスタビュー（Cluster View）]で、プライマリプロキシTFTPサーバとその他のTFTPサー
バ間のピア関係をセットアップします。最大 3台のピア TFTPサーバを追加できます。

プロキシ TFTP導入環境の各リモート TFTPサーバには、プライマリプロキシ TFTPサーバと
のピア関係が含まれる必要があります。ループの作成を回避するため、リモートクラスタの

ピア TFTPサーバが互いを指し示していないことを確認します。

手順

ステップ 1 リモートクラスタを作成します。次の操作を実行します。

a) Cisco Unified CMAdministrationで、[高度な機能（Advanced Features）] > [クラスタの表示
（Cluster View）]を選択します。

b) [新規追加]をクリックします。 [リモートクラスタの設定（Remote Cluster Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

c) TFTPサーバの最大 50文字のクラスタ IDと完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力し、[保
存（Save）]をクリックします。

クラスタ IDの有効な値には、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）が含まれます。FQDN
の有効な値には、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アスタリスク（*）、およびス
ペースが含まれます。

d) （任意） [リモートクラスタサービスの設定（Remote Cluster Service Configuration）]ウィ
ンドウで、リモートクラスタの最大 128文字の説明を入力します。

二重引用符（“）、山カッコ（><）、バックスラッシュ（\）、ハイフン（-）、アンパサン
ド（&）、またはパーセント記号（%）は使用しないでください。

ステップ 2 リモートクラスタの TFTPを有効にするには、[TFTP]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [TFTP]をクリックします。

ステップ 4 [リモートクラスタサービスの手動上書き設定（Remote Cluster Service Manually Override
Configuration）]ウィンドウで、[リモートサービスアドレスの手動設定（Manually configure
remote service addresses）]を選択します。

ステップ 5 これらの TFTPサーバとピア関係を作成するには、TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

TFTPサーバの IPアドレスは 3つまで入力できます。

ステップ 6 （任意）プロキシ TFTPサーバがセキュアなクラスタに展開されている場合は、[クラスタは
安全です（Cluster is Secure）]チェックボックスをオンにします。
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ステップ 7 [保存]をクリックします。

次のタスク

エンドポイントの Trust Verification List（TVL）に、すべてのリモート TFTPサーバを追加する
必要があります。追加しないと、エンドポイントがリモートクラスタにあるプロキシ TFTP
サーバからの設定ファイルの受け入れが拒否されます。詳細については、お使いのエンドポイ

ントデバイスに対応するマニュアルを参照してください。

TFTPサーバの CTLファイルの更新
混在モードの各クラスタで utils ctlを実行して、発行元ノードからCTLファイルを更新しま
す。プロキシ TFTPサーバとすべてのクラスタ間で完全なセキュリティネットワークが作成
され、プロキシとリモートクラスタ間の証明書の一括インポートとエクスポート交換が行なえ

るのを確認します。

CTLClientの使用中、混在モードで動作しているリモートクラスタ内のすべての TFTPサーバ
のCiscoCertificate Trust List (CTL)ファイルに、プライマリTFTPサーバまたはプライマリTFTP
サーバの IPアドレスを追加する必要があります。これは、セキュリティ対応クラスタ内のエ
ンドポイントが設定ファイルを正常にダウンロードできるようにするために必要です。

セキュリティとCisco CTLCLIの使用の詳細については、Cisco Unified CommunicationsManager
セキュリティガイドの「Cisco CTLセットアップについて」のセクションを参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[アプリ
ケーション] > [プラグイン]

ステップ 2 [検索]をクリックして、インストール可能なすべてのプラグインのリストが表示します。

ステップ 3 Cisco CTLクライアントのダウンロードリンクをクリックします。
システムは TFTPサーバ上に保管される証明書にデジタル署名をするクライアントをインス
トールします。

ステップ 4 TFTPサーバをリブートします。

TFTPサーバの非設定ファイルの変更
ロードファイルや RingList.xmlなど、設定されていないファイルを、プロキシ TFTPサー
バからのエンドポイント要求であるように変更できます。この手順を完了したら、変更した

ファイルをプロキシ TFTPサーバの TFTPディレクトリにアップロードします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Operating SystemAdministrationで、[ソフトウェアアップグレード
（Software Upgrades）] > [TFTPファイル管理（TFTP File Management）]を選択します。
[TFTPファイル管理]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
[ファイルのアップロード]ポップアップが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

• [参照]をクリックして、アップロードするファイルのディレクトリの場所を参照します。

•更新されたファイルの完全なディレクトリパスを [ディレクトリ]フィールドに貼り付けま
す。

ステップ 4 [ファイルのアップロード]をクリックするか、[終了]をクリックしてファイルをアップロード
せずに終了します。

次のタスク

Cisco Unified有用性管理を使用して、プロキシ TFTPノード上の Cisco TFTPサービスを停止し
て再起動します。

TFTPサービスの停止と開始
次の手順に従って、プロキシ TFTPノード上の TFTPサービスを停止して再開します。

サービスの有効化、無効化、および再起動についての詳細は、『Cisco Unified Serviceabilityア

ドミニストレーションガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス
（Control Center - Feature Services）]の順に選択します。

ステップ 2 [コントロールセンター-機能サービス（Control Center–Feature Services）]ウィンドウで、[サー
バ（Server）]ドロップダウンリストからプロキシ TFTPノードを選択します。

ステップ 3 [CMサービス（CMServices）]領域でTFTPサービスを選択し、[停止（Stop）]をクリックしま
す。

ステータスが変化し、更新されたステータスが反映されます。

サービスの最新のステータスを表示するには、[更新（Refresh）]をクリックします。ヒント
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ステップ 4 [CMサービス（CM Services）]領域で TFTPサービスを選択し、[開始（Start）]をクリックし
ます。

ステータスが変化し、更新されたステータスが反映されます。
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第 34 章

アクティベーションコードによるデバイ

スのオンボーディング

•アクティベーションコードの概要（433ページ）
•アクティベーションコードの前提条件（436ページ）
•オンプレミスモードでのアクティベーションコードを使用したデバイスのオンボーディ
ングのタスクフロー（436ページ）

•デバイスオンボードタスクフロー (モバイルおよびリモートアクセスモード)（444ペー
ジ）

•アクティベーションコードの追加タスク（447ページ）
•アクティベーションコードの使用例（448ページ）

アクティベーションコードの概要
アクティベーションコードにより、新しくプロビジョニングされた電話機が簡単にプロビジョ

ニングされます。アクティベーションコードは、電話を登録する際にユーザが電話に入力する

必要がある、1回限りの 16桁の値です。アクティベーションコードは、管理者が各電話機の
MACアドレスを手動で収集して入力する必要なく、電話をプロビジョニングおよびオンボー
ドする簡単な方法を提供します。これは自動登録の代替となるシンプルな方法法であり、この

方法で多数の電話機のプロビジョニング、1台の電話機のプロビジョニング、または既存の電
話機の再登録も可能です。

モバイルおよびリモートアクセスに準拠したデバイスを使用して、アクティベーションコー

ドを使用してモバイルおよびリモートアクセスから簡単かつ安全に登録することもできます。

アクティベーションコードデバイスのオンボードは、次のモードで動作します。

•オンプレミス

• Mobile Remote Access（MRA）

アクティベーションコードには次の利点があります。

•アクティベーションコードを使用したオンボーディングによって、新しくプロビジョニン
グされた電話機または信頼されていない電話機すべてについて、それぞれのManufacturing
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InstalledCertificate（MIC）の評価と検証をUnifiedCommunicationsManagerに実行させるこ
とができます。

オンボードアクティビティを実行するには、シスコの製造

ルート証明書が CallManager信頼ストアに存在している必要
があります。

（注）

•実際のMACアドレスを手動で入力する必要はありません。管理者はダミーのMACアド
レスを使用することができ、電話機は登録時に実際のMACアドレスを使用して設定を自
動的に更新します。

•電話名を BATから SEPに変換するために、タップなどの IVRを導入する必要はありませ
ん。

電話ユーザは、セルフケアポータルを使用してアクティベーションコードを取得できます。

[Show Phone Ready To Activate]エンタープライズパラメータが [ True]に設定されている場合
に備えています。それ以外の場合は、管理者が電話機のユーザにコードを提供する必要があり

ます。

の BAT MACアドレスを使用してプロビジョニングすると、アクティベーションコード
はその電話機モデルに関連付けられます。 BAT MACは、「BAT」で始まるデバイス名
への参照であり、その後にMACアドレスのように見えるランダムな 12桁の 16進数が続
きます。空白のMACアドレスフィールドを使用してデバイス設定ページを保存すると、
この形式のランダムな名前が作成されます。電話機をアクティブにするには、電話機の

モデルに一致するアクティベーションコードを入力する必要があります。

セキュリティを強化するために、電話機の実際のMACアドレスを使用して電話機をプロ
ビジョニングできます。このオプションでは、管理者がプロビジョニング時に個々の電

話機のMACアドレスを収集して入力する必要があるため、設定項目が多くなりますが、
ユーザが電話機の実際のMACアドレスと一致するアクティベーションコードを入力す
る必要があるため、セキュリティが向上します。

（注）

オンプレミスモードでのオンボーディングのプロセスフロー

次に、されている場合に、アクティベーションコードを使用して新しい電話機をオンボードす

るプロセスフローを示します。

1. 管理者は、ユーザがオンボードのアクティベーションコードを入力するように設定を設定
します。

2. 管理者が電話機をプロビジョニングして設定します。のBATmacアドレスが使用されてい
る場合、管理者は実際の macアドレスを入力しません。
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3. 電話機は、DHCP opt 150を介して、または電話機の設定で設定されている代替 TFTPから
TFTPの IPアドレスを取得します。電話機は XMLDefaultファイルをダウンロードし、ア
クティベーションコードが使用中であることを検出します。

4. ユーザが電話機のアクティベーションコードを入力します。

5. 電話機は、アクティベーションコードと製造元でインストールされた証明書を使用して
Cisco Unified Communications Managerを認証します。

6. 電話機のオンボーディングにアクティベーションコードを使用する場合、電話機にはTVS
サービスが必要になります。 TVS機能を提供する ITLファイルには、Unified CMサーバ
のポート 2445で稼働する TVSサービスの証明書が含まれています。

7. Cisco Unified Communications Managerは、実際のMACアドレスを使用してデバイス設定
を更新します。 TFTPサーバは、電話機のデバイス設定を検知し、電話機を登録できるよ
うにします。デバイス登録は最大で5分間可能であることに注意してください。

導入準備のアクティベーションコードために、デフォルトの通信マネージャグループに

サブスクライバを追加することをお勧めします。デフォルトの通信マネージャグループ

内のノードがダウンした場合は、導入準備の問題が発生する可能性があります。

（注）

モバイルおよびリモートアクセスモードでの導入準備プロセスフロー

次に、モバイルおよびリモートアクセスモードを使用する場合に、アクティベーションコード

を使用して新しい電話機をオンボードするプロセスフローを示します。

1. 管理者は、CiscoCloudでアクティベーションコードのオンボードを有効にし、モバイルお
よびリモートアクセスのアクティベーションドメインを指定するように、クラウド/ハイブ
リッド通信を設定します。

2. 必要に応じて、管理者が追加のモバイルおよびリモートアクセスのサービスドメインを設
定します。

3. 管理者は、MACアドレス（BAT、AXL、GUI）を指定せずに完全なデバイス設定を作成し
ます。デバイス名は、ランダムな BAT MACアドレスになります。

4. 管理者が、このデバイスのアクティベーションコードを要求します。デバイスアクティ
ベーションサービスは、クラウドベースのデバイスアクティベーションサービスからコー

ドを要求します。

5. ユーザはセルフケアポータルからコードを取得できます。または、管理者がそのコードを
ユーザに送信することもできます。

6. ユーザが電話機の電源を投入し、アクティベーションコードを入力します。

7. 電話機はクラウドから、モバイルおよびリモートアクセス/Cisco Unified Communications
Managerの場所をクラウドから学習し、認証します。
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8. デバイスアクティベーションサービスが、電話機のMACアドレスでデータベース内のデ
バイス設定を更新します。

電話機が、TFTPに登録して通常のモバイルおよびリモートアクセスなどの電話機固有の
設定ファイルを取得し、Cisco Unified Communications Managerに登録できるようになりま
した。

在宅勤務のリモートユーザにセキュアなソリューションを提供する場合は、TRPでなく
ExpresswayのMobile and Remote Accessを提供することをお勧めします。

（注）

アクティベーションコードの前提条件
リリース 12.5(1)では、次の Cisco IP電話モデルでアクティベーションコードによるオンボー
ディングがサポートされます。7811、7821、7832、7841、7861、8811、8841、8845、8851、
8851NR、8861、8865、および 8865NR。

さらに、リリース 12.5(1)SU1では、次の Cisco IP電話モデルがサポートされます。8832およ
び 8832NR

セルフケアポータル

ユーザにセルフケアポータルを使用して電話をオンボードさせる場合は、ユーザがアクセスで

きるようにポータルを事前にセットアップする必要があります。詳細については、『Cisco

Unified Communications Manager機能設定ガイド』の「セルフケアポータル」の章を参照して
ください。

オンプレミスモードでのアクティベーションコードを使

用したデバイスのオンボーディングのタスクフロー
アクティベーションコードを使用して新しい電話をオンボードするには、次のタスクを実行し

ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

シスコのデバイスアクティベーション

サービスは、シスコの統合型の有用性で

実行されている必要があります。

デバイスアクティベーションサービス

の有効化（437ページ）
ステップ 1

[Device Defaults]で、サポートされてい
る電話機モデルのアクティベーション

アクティベーションコードを使用する

登録方法の設定（438ページ）
ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

コードを使用するようにデフォルトの登

録方法を設定します。

Cisco Unified Communications Managerに
は、左側のオプションを含むさまざまな

アクティベーションコードを要件とす

る電話機をプロビジョニングします。

ステップ 3

プロビジョニング方法があります。どプロビジョニングのオプションの例を2
つ示します。 の方法を選択する場合も、その電話機の

[電話機の設定（Phone Configuration）]•アクティベーションコードを要件
とする電話機の追加（438ページ） で [オンボーディングにはアクティベー

ションコードが必要（Requires
•一括管理によるアクティベーション
コードを使用した電話の追加（440
ページ）

Activation Code for Onboarding）]
チェックボックスがオンになっているこ

とを確認してください。

アクティベーションコードをユーザに

配布します。電話機を使用するために

電話機のアクティブ化（443ページ）ステップ 4

は、ユーザがその電話機にコードを入力

する必要があります。

デバイスアクティベーションサービスの有効化

アクティベーションコードを使用するには、Cisco Unified Serviceabilityでシスコデバイスア
クティベーションサービスが実行されている必要があります。サービスが実行されているこ

とを確認するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Unified Communications Managerパブリッシャ
ノードを選択して [移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [CMサービス (CM Services)]で、Ciscoデバイスアクティベーションサービスのステータスが
アクティブ化されていることを確認します。

ステップ 4 サービスが実行されていない場合は、隣接するチェックボックスをオンにして、[保存 (Save)]
をクリックします。

次のタスク

アクティベーションコードを使用する登録方法の設定（438ページ）
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アクティベーションコードを使用する登録方法の設定

特定のモデルタイプの電話機がアクティベーションコードを使用して Unified Communications
Managerに登録するようにシステムのデフォルトを設定するには、次の手順を使用します。

この手順は、オンプレミスのエンドポイントの導入準備にのみ適用されます。 [デバイス
のデフォルト]の下の導入準備メソッド設定は、アクティベーションコードを使用したモ
バイルおよびリモートアクセスエンドポイントの導入準備には適用されません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [デバイスのデフォルト（Device Defaults）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスのデフォルト設定]ウィンドウで、[デュアルバンク情報]セクションで登録にアク
ティベーションコードを使用するデバイスタイプを選択し、オンプレミス導入準備メソッドを

自動登録からアクティベーションコードに変更します。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

デバイスのデフォルトがアクティベーションコードに設定されている場合で、自動登

録が以前に電話タイプに使用されている場合は、以降に新しい電話機を追加する場合

は、アクティベーションコードの導入準備または電話機の手動設定 (MACアドレス
を使用)および登録に従う必要があります。

詳細については、アクティベーションコードを要件とする電話機の追加および一括管

理によるアクティベーションコードを使用した電話の追加セクションを参照して、新

しい電話機をプロビジョニングします。

（注）

アクティベーションコードを要件とする電話機の追加

アクティベーションコードを要件として新しい電話機をプロビジョニングする場合は、この手

順を使用します。

始める前に

適用する設定を入力したユニバーサルデバイステンプレートおよびユニバーサル回線テンプ

レートを設定することで、プロビジョニングプロセスを迅速化できます。
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テンプレートを使用しない場合は、新しい電話機を追加して手動で設定するか、または

BATテンプレートを使用して設定を追加することができます。いずれの場合も、[電話機
の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [オンボーディングにはアクティベーショ
ンコードが必要（Requires Activation Code for Onboarding）]チェックボックスをオンに
する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[デバイ
ス] > [電話]

ステップ 2 [テンプレートからの新規の追加（Add New From Template）]をクリックして、ユニバーサル回
線テンプレートまたはユニバーサルデバイステンプレートから設定を追加します。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンメニューから、電話機モデルを選択します。

ステップ 4 [MACアドレス（MAC Address）]フィールドに、MACアドレスを入力します。アクティベー
ションコードでは、ダミーのMACアドレスまたは電話機の実際のMACアドレスを使用でき
ます。

次のシナリオでは、電話機のMACアドレスを変更できます。

• BAT{mac}->SEP{mac}: 保存時に ?BAT? to ?SEP?プレフィックスを変更する正確なデバイ
ス名を知っている必要があります。

• SEP{mac}->BAT{mac}:プレフィックスを ?SEP? から ?BAT?に変更するMACアドレスと、
プレフィックスが ?BAT?の新しいデバイス名を空白にすることができます。.

ステップ 5 [デバイステンプレート（Device Template）]ドロップダウンリストから、適用する設定が含ま
れる既存のユニバーサルデバイステンプレートなどのテンプレートを選択します。

ステップ 6 [ディレクトリ番号（DirectoryNumber）]フィールドから、既存のディレクトリ番号を選択する
か、[新規（New）]をクリックして次の手順を実行します。

a) [新規内線の追加（Add New Extension）]ポップアップで、適用する設定が含まれている新
しいディレクトリ番号と回線テンプレートを入力します。

b) [保存（Save）]をクリックして、さらに [閉じる（Close）]をクリックします。
新しい内線番号が [ディレクトリ番号（Directory Number）]フィールドに表示されます。

ステップ 7 これはオプションです。 [ユーザ（User）]フィールドで、この電話機に適用するユーザー ID
を選択します。

ステップ 8 [Add（追加）]をクリックします。

ステップ 9 [オンボーディングにはアクティベーションコードが必要（Requires Activation Code for
Onboarding）]チェックボックスをオンにします。モバイルおよびリモートアクセスモードの
場合は、[モバイルおよびリモートアクセスでアクティベーションコードを許可する]チェック
ボックスをオンにします。
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ステップ 10 適用するその他の設定を入力します。フィールドとその設定のヘルプについては、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックし、[OK]をクリックします。
この電話機の設定によって新しいアクティベーションコードが生成されます。コードを表示

する場合は、[アクティベーションコードの表示（View Activation Code）]をクリックします。

次のタスク

電話機のアクティブ化（443ページ）

一括管理によるアクティベーションコードを使用した電話の追加

このオプションのタスクフローには、一括管理ツールの電話の挿入機能を使用して1回の操作
で多数の電話をプロビジョニングするプロビジョニング例が含まれます。これらの電話では、

登録にアクティベーションコードを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

プロビジョニングされた電話に適用する

設定を含む BATテンプレートを設定し
ます。

BATプロビジョニングテンプレートの
設定（440ページ）

ステップ 1

追加する新しい電話を含む CSVファイ
ルを作成します。

新しい電話機での CSVファイルの作成
（441ページ）

ステップ 2

一括管理の電話の挿入機能を使用して、

新しい電話をデータベースに追加しま

す。

電話の挿入（442ページ）ステップ 3

BATプロビジョニングテンプレートの設定

特定の電話機モデルの新しくプロビジョニングされた電話に対して一括管理から適用できる、

共通設定を入力した電話テンプレートを作成するには、この手順を使用します。

始める前に

この手順では、ユーザがすでにシステムに展開されており、ニーズに合ったデバイスプール、

SIPプロファイル、および電話セキュリティプロファイルがすでに設定済みであることを前提
としています。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] >
[電話テンプレート（Phone Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、テンプレートを作成する電話機モ
デルを選択します。

ステップ 4 [テンプレート名（Template Name）]を入力します。

ステップ 5 [オンボーディングにはアクティベーションコードが必要（Requires Activation Code for
Onboarding）]チェックボックスをオンにします。モバイルおよびリモートアクセスモードの
場合は、[モバイルおよびリモートアクセスでアクティベーションコードを許可する]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 6 次の必須フィールドに値を入力します。

• [デバイスプール（Device Pool）]
• [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]
• [オーナーのユーザID（Owner User ID）]
•デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）
• [SIPプロファイル（SIP Profile）]

ステップ 7 [電話テンプレートの設定（PhoneTemplateConfiguration）]ウィンドウで、残りのフィールドを
入力します。フィールドとその設定のヘルプについては、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

次のタスク

新しい電話機での CSVファイルの作成（441ページ）

新しい電話機での CSVファイルの作成

新しい電話機で新しい csvファイルを作成するには、次の手順を使用します。

Csvファイルは手動で作成することもできます。（注）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理ページから、[一括管理(Bulk Administration)] > [ファイルのアップロー
ド/ダウンロード(Upload/Download Files)]の順に選択します。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。
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ステップ 3 Batのファイルシートを選択してダウンロードします。

ステップ 4 スプレッドシートを開き、[電話 (phone )]タブに移動します。

ステップ 5 新しい電話機の詳細をスプレッドシートに追加します。ダミーMACアドレスを使用している
場合は、[MACアドレス (MAC Address)]フィールドを空のままにします。 [オンボーディング
にはアクティベーションコードが必要（Requires Activation Code for Onboarding）]チェック
ボックスをオンにします。モバイルおよびリモートアクセスモードの場合は、[モバイルおよ
びリモートアクセスでアクティベーションコードを許可する]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 6 完了したら、[ BAT形式にエクスポート (Export TO BAT Format)]をクリックします。

ステップ 7 CiscoUnified CMの管理ページから、[一括管理(Bulk Administration)] > [ファイルのアップロー
ド/ダウンロード(Upload/Download Files)]の順に選択します。

ステップ 8 CSVファイルをアップロードします。

a) [新規追加]をクリックします。
b) [ファイルの選択 (Choose file )]をクリックして、アップロードする csvファイルを選択し
ます。

c) ターゲットとして [電話（Phones）]を選択します。
d) [ Insert phone]:トランザクションタイプに固有の詳細を選択します。

e) [保存]をクリックします。

次のタスク

電話の挿入（442ページ）

電話の挿入

CSVファイルから新しい電話機を挿入するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の挿入（Insert Phones）]を選択
します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストから、CSVファイルを選択します。

ステップ 3 [電話テンプレート名（Phone Template Name）]ドロップダウンリストから、作成したプロビ
ジョニングテンプレートを選択します。

ステップ 4 [ダミーMACアドレスの作成（Create Dummy MAC Address）]チェックボックスをオンにしま
す。

セキュリティを強化するために、このCSVファイルに実際のMACアドレスを追加す
ることで、一致するMACアドレスを持つ電話機でのみアクティベーションコードを
使用できるようになります。その場合は、このチェックボックスをオフのままにしま

す。

（注）
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ステップ 5 ジョブをすぐに実行するには、[今すぐ実行（Run Immediately）]チェックボックスをオンにし
ます。後で実行することを選択した場合は、一括管理ツールのジョブスケジューラでジョブ

のスケジュールを設定する必要があります。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

次のタスク

電話機のアクティブ化（443ページ）

電話機のアクティブ化

プロビジョニング後に、電話機のユーザにアクティベーションコードを配布して、電話機をア

クティブ化できるようにします。アクティベーションコードを収集して配布するには、次の2
つのオプションがあります。

•セルフケアポータル:電話機のユーザは、電話機に適用されるアクティベーションコード
を取得するために、セルフケアポータルにログインできます。電話機にコードを手動で入

力するか、電話機のビデオカメラを使用して、セルフケアで表示されるバーコードをス

キャンすることができます。どちらの方法でも動作します。電話機のユーザがセルフケ

アを使用してアクティベーションできるようにするには、Cisco Unified Communications
Managerで、[アクティブにする準備ができているかどうかを表示]企業パラメータをTrue
（デフォルトの設定）に設定する必要があります。

セルフケアポータルのユーザアクセスを設定する方法の詳

細については、「Cisco Unified Communications Managerの機

能設定ガイド」の「セルフケアポータル」の章を参照して

ください。

（注）

• CSVファイル:未処理のユーザとアクティベーションコードのリストを csvファイルにエ
クスポートすることもできます。これをユーザに配布できます。手順については、「アク

ティベーションコードのエクスポート（444ページ）」を参照してください。

登録プロセス

電話機のユーザは、電話機を使用するために、電話機にアクティベーションコードを入力する

必要があります。電話機のユーザが電話機で正しいアクティベーションコードを入力すると、

次のことが発生します。

•電話機は Cisco Unified Communications Managerで認証されます。

• Cisco Unified Communications Managerの電話機の設定は、電話機の実際のMACアドレス
を使用して更新されます。
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•電話機は、TFTPサーバからコンフィギュレーションファイルおよびその他の関連ファイ
ルをダウンロードし、Cisco Unified Communications Managerに登録します。

次の作業

これで、電話機を使用できる状態になりました。

アクティベーションコードのエクスポート

アクティベーションコードとそれに対応する電話機およびユーザと共に CSVファイルにエク
スポートするには、この手順を使用します。このファイルを使用して、アクティベーション

コードをユーザに配布できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理から、[デバイス] > [電話機]を選択します。

ステップ 2 [関連リンク（RelatedLinks）]から [アクティベーションコードのエクスポート（ExportActivation
Codes）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

デバイスオンボードタスクフロー(モバイルおよびリモー
トアクセスモード)

モバイルおよびリモートアクセスモードでアクティベーションコードを使用して新しい電話

機のオンボーディングを実行するには、このタスクを実行します。

始める前に

シスコのデバイスアクティベーションサービスは、シスコの統合型の有用性で実行されている

必要があります（サービスはデフォルトで実行されています）。 SXPサービスが実行してい
ることを確認するには、デバイスアクティベーションサービスの有効化（437ページ）へ移動
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[クラウドオンボーディング]でバウ
チャーを生成し、アクティベーション

モバイルおよびリモートアクセスによる

CiscoCloud導入準備の有効化（445ペー
ジ）

ステップ 1

コードによるオンボーディングを有効化

して、モバイルおよびリモートアクセス

のアクティベーションドメインを指定

します。
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目的コマンドまたはアクション

クラスタをクラウドに導入準備し、リ

モートモバイルおよびリモートアクセ

モバイルおよびリモートアクセスサー

ビスのドメイン設定 (オプション)（446
ページ）

ステップ 2

スのデバイスを特定のモバイルおよびリ

モートアクセスのアクティベーション

ドメインに導入準備できます。

これはオプションです。独自のカスタ

ム証明書を使用する場合、リモートモバ

カスタム証明書のアップロード (オプ
ション)（446ページ）

ステップ 3

イルおよびリモートアクセスエンドポ

イントは、それらをクラウドからダウン

ロードし、Expresswayに接続するため
に使用できます。

Unified CMデータベースに電話機をプ
ロビジョニングする必要があります。

アクティベーションコードを要件とす

る電話機をプロビジョニングします。

ステップ 4

UnifiedCMには、次のサンプルオプショプロビジョニングのオプションのサンプ

ルを 2つ示します。 ンを含む、さまざまなプロビジョニング

方法を使用できます。•アクティベーションコードを要件
とする電話機の追加（438ページ）

•一括管理によるアクティベーション
コードを使用した電話の追加（440
ページ）

アクティベーションコードをユーザに

配布します。電話機を使用するために

電話機のアクティブ化（443ページ）ステップ 5

は、ユーザがその電話機にコードを入力

する必要があります。

モバイルおよびリモートアクセスによるCiscoCloud導入準備の有効化

手順

ステップ 1 クラウドベースのデバイスアクティベーションサービスに接続するためにクラスタ（CCMAct
サービス）を認証するには、[バウチャーの生成（Generate Voucher）]ボタンをクリックしてバ
ウチャーを生成します。

ステップ 2 モバイルおよびリモートアクセスアクティベーションドメインを指定します。（これはもモ
バイルおよびリモートアクセスのサービスドメインリストに自動的にコピーされます。）

ステップ 3 アクティベーションコードによるオンボーディングを有効化するには、[アクティベーション
コードによる導入準備を有効化]チェックボックスと [モバイルおよびリモートアクセスの導入
準備を許可]チェックボックスをオンにします。自動登録を使用したオンボーディングをデバ
イスのデフォルトとして設定した場合、[モバイルおよびリモートアクセスの導入準備を許可]
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チェックボックスが無効化され、自動的にチェックされます。この設定はモバイルおよびリ

モートアクセスモードの電話でのみ機能するためです。アクティベーションコードを使用し

たオンボーディングをデバイスのデフォルトとして設定した場合は、両方のチェックボックス

を使用できます。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

モバイルおよびリモートアクセスサービスのドメイン設定 (オプショ
ン)

電話機のモバイルおよびリモートアクセスサービスドメインを設定するには、次の手順を実行

します。

手順

ステップ 1 [詳細機能]> [モバイルおよびリモートアクセスサービスドメイン]を選択して、[モバイルおよ
びリモートアクセスサービスドメイン]ウィンドウにアクセスします。

ステップ 2 モバイルおよびリモートアクセスサービスのドメイン名を入力します。

ステップ 3 アクティベーションに使用される入力 Sway Eの SRVレコードを入力します。

ステップ 4 選択したドメインの横にある[デフォルト]のチェックボックスをオンにして、デフォルトのモ
バイルおよびリモートアクセスサービスドメインを選択します。これは、デバイスプールレ

ベルで [< None >]を選択した場合に使用されるドメインです。

ステップ 5 そのレコードの行にあるリンクを使用して依存関係レコードにアクセスし、依存関係の数も表
示します。

カスタム証明書のアップロード (オプション)
カスタム証明書をアップロードするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 証明書をエクスプレス Swayにアップロードします。他の証明書は削除しないでください。

ステップ 2 [CUCM OSの管理（CUCM OS Administration）] > [証明書の管理（Certificate Management）]
のパスを使用して、新しい証明書を Unified Communications Managerにアップロードします。
「電話エッジ信頼」タイプを使用します。（Unified Communications Managerは、これらの証
明書をクラウドに送信してから、Expresswayにアクセスする電話機に送信します）。

ステップ 3 必要に応じて、その他の「電話エッジ信頼」タイプの証明書を削除して、カスタム証明書が使
用中の証明書だけになるようにします。
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アクティベーションコードの追加タスク
次の表に、アクティベーションコードに必要となる追加タスクを示します。

手順タスク

すでに登録されている電話機のアクティベーションコードを生成する

には、次のようにします。

1. Cisco Unified CM管理から、[デバイス] > [電話機]を選択します。

2. アクティベーションコードを生成する電話機を検索して [電話機
の設定（Phone Configuation）]を開きます。

3. [オンボーディングにはアクティベーションコードが必要（Requires
ActivationCode forOnboarding）]チェックボックスをオンにして、
[保存（Save）]をクリックします。

登録済み電話機のアク

ティベーションコード

の生成

未登録の電話機用に新しいアクティベーションコードを生成するに

は、次の手順を実行します。これは、新しい電話機のアクティベー

ションプロセスが失敗した場合などに必要になる可能性があります。

1. Cisco Unified CM管理から、[デバイス] > [電話機]を選択します。

2. アクティベーションコードを生成する電話機を検索して [電話機
の設定（Phone Configuation）]を開きます。

3. [アクティベーションコードの解放（Release Activation Code）]を
クリックします。

4. [新しいアクティベーションコードの生成（GenerateNewActivation
Code）]をクリックし、[保存（Save）]をクリックします。

未登録の電話機のアク

ティベーションコード

を生成する
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手順タスク

アクティベーションコードのオプションのサービスパラメータを設

定する場合は、次の手順を実行します。

1. CiscoUnified CMAdministrationから、[システム（System）]>[サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノー
ドを選択します。

3. [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [シスコデバイ
スアクティベーションサービス（CiscoDeviceActivation Service）]
を選択します。

4. 以下に示すオプションのサービスパラメータの値を設定します。
設定の詳細については、状況依存ヘルプを参照してください。

• [アクティベーション有効期間（時間）（Activation Time to
Live (Hours)）]：アクティベーションコードが有効である時
間数。デフォルトは 168です。

•モバイルおよびリモートアクセスアクティベーションの有効
化:モバイルおよびリモートアクセスアクティベーションを
有効にするには、これを True (デフォルト設定)に設定しま
す。

•モバイルおよびリモートアクセスアクティベーションドメ
イン:モバイルおよびリモートアクセスデバイスのアクティ
ベーションが行なわれるドメイン。

5. [保存]をクリックします。

アクティベーション

コードのオプションパ

ラメータの設定

アクティベーションコードの使用例
次の表に、アクティベーションコードによるデバイスのオンボードの使用例を示します。
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説明使用例

アクティベーションコードを使用すると、既存の電話機を簡単に置き

換えることができます。たとえば、リモートワーカーには電話機が

破損しているために新しい電話機が必要であるとしましょう。

•管理者が、Unified Communications Managerで破損した電話機の
[電話機の設定（Phone Configuration）]を開きます。

•管理者は、MACアドレスを空白にし、[Activation Code for
Activation ]チェックボックスをオンにして、[Save]をクリックし
ます。

•ユーザは同じ電話機モデルの新しい電話機を取得し、電話機を
ネットワークに接続します。

•ユーザはセルフケアにログインしてアクティベーションコードを
取得し、電話機にコードを入力します。電話機のオンボーディ

ングが正常に終了します。

このシナリオでは、ユーザは、破損した電話機と同じ電話

機モデルである限り、新しい電話機をオンボードできます。

より安全な環境では、古い電話機を交換するために、管理

者が交換用電話機をプロビジョニングする必要がある場合

があります (以下を参照)。

（注）

既存の電話機の交換

より安全な環境では、次のように、特定のMACアドレスにアクティ
ベーションコードを使用して、電話機の出荷プロセスが安全であるこ

とを確認できます。

•管理者が、UnifiedCommunicationsManagerで新しい電話機をプロ
ビジョニングします。

•新しい電話の電話の構成時の設定では、管理者が電話機の実際の
MACアドレスを入力し、[オンボードのアクティベーションコー
ドが必要 (Requires Activation Code for Activation)]チェックボッ
クスをオンにします。

•管理者が、電話機を梱包してユーザに発送します。

•ユーザは新しい電話機をネットワークに接続します。

•ユーザがセルフケアにログインしてアクティベーションコードを
取得すると、電話機にコードが入力されます。電話機のオンボー

ディングが正常に終了します。

このシナリオでは、ユーザはその特定の電話機のみをオン

ボードできます。

（注）

アクティベーション

コードを使用した新し

い電話機の安全な輸送
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説明使用例

アクティベーションコードの代わりに、自動登録と tapを使用して、
電話機をリモートワーカーに安全に輸送することもできます。

•デバイスのデフォルト設定では、管理者は電話機モデルのオン
ボード方式が自動登録であることを確認します。

•管理者が、UnifiedCommunicationsManagerで新しい電話機をプロ
ビジョニングします。新しい電話機の電話機の設定では、管理

者が電話機の実際のMACアドレスを空白にします。

•管理者が、電話機を梱包してユーザに発送します。

•ユーザは新しい電話機をネットワークに接続し、自動登録を行う
ことができます。

•ユーザは tapを使用して、自動登録レコードを古いレコードに戻
します。

このシナリオでは、自動登録とタップの両方を設定する必

要があります。

（注）

新しい電話機の安全な

輸送 (自動登録)

アクティベーションコードと自動登録の間の特定の電話機モデルの導

入準備方式を、[デバイスのデフォルト設定（Device Defaults
Configuration）]ウィンドウのオンプレミス導入準備方式を使用して
切り替えることができます。

既存の電話機を自動登録経由で再オンにする場合は、自動

登録が機能するようにデータベースから既存のレコードを

削除する必要があります。

（注）

自動登録による電話の

再登録
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説明使用例

電話機をオンプレミスでオンプレミスにしてから、モバイルおよびリ

モートアクセスモードで電話機を再度オンボードにマークして、MRA
モードでの OAuth接続によって提供されたセキュリティを活用し、
ライン swayから Cisco Unified Communications Managerへの信頼でき
る接続を利用することができます。

このシナリオでは、「モバイルおよびリモートアクセスを介してアク

ティベーションコードを許可する」が有効になっている状態で、電

話機のオンプレミスで、受信したOAuthアクセストークンを検証し、
モバイルおよびリモートアクセスモードに切り替えて、モバイルお

よびリモートアクセスとの通信を開始します。内部ネットワークで

オンプレミスからのライン Swayとの通信が許可されていない場合、
電話機は登録されませんが、オフプレミスの電源がオンになっている

ときには、その電話機に接続する準備ができています。

未登録のオフプレミスの電話機は、ファームウェアのロー

ドを更新できません。このシナリオは、最新のファームウェ

アをダウンロードし、アクティベーションコード機能を使

用するためにオンプレミスにする必要がある、すぐに設定

された電話機で役立ちます。

（注）

モバイルおよびリモー

トアクセスモードで使

用するためのオンプレ

ミス電話機
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第 35 章

自動登録の設定

•自動登録の概要（453ページ）
•自動登録の設定タスクフロー（454ページ）

自動登録の概要
自動登録では、新しい電話機をネットワークに接続したときに、UnifiedCommunicationsManager
がそれらの電話機にディレクトリ番号を自動的に割り当てることができます。

現在、自動登録はセキュアモードで有効になっています。この拡張機能によって、新しい電話

のプロビジョニング中にクラスタを保護できるため、システムのセキュリティが強化されま

す。また、新しい電話を登録する際にクラスタセキュリティを無効にする必要がないため、登

録プロセスが簡素化されるメリットもあります。

911（緊急）および0（オペレータ）コールのみを許可するデバイスプールを作成しておくと、
自動登録が有効になっている場合に許可されていないエンドポイントがネットワークに接続す

るのを防ぐために使用できます。新しいエンドポイントはこのプールに登録できますが、アク

セスは制限されます。連続して起動しネットワークへの登録を試みる不正なデバイスによる不

正アクセスは阻止されます。電話番号に影響を与えることなく、自動登録された電話を新しい

場所に移動し、別のデバイスプールに割り当てることができます。

システムは、自動登録されている新しい電話機が SIPまたは SCCPを実行しているかどうかを
認識していないため、自動登録を有効にするときにこれを指定する必要があります。SIPと
SCCPの両方をサポートするデバイス（Cisco IP電話 7911、7940、7941、7960、7961、7970、
および7971シリーズなど）は、Auto Registration Phone Protocolと呼ばれるエンタープライズパ
ラメータで指定されたプロトコルで自動登録されます。

1つのプロトコルのみをサポートするデバイスは、そのプロトコルを使用して自動登録されま
す。自動登録の電話プロトコル設定は無視されます。たとえば、SCCPのみをサポートするす
べてのCisco IP電話は、自動登録電話プロトコルパラメータが [SIP]に設定されていても、SCCP
でのみ自動登録します。

ネットワークに追加する電話機が100に満たない場合は、自動登録機能を使用することをお勧
めします。100台を超える電話機を追加するには、一括管理ツール（BAT）を使用します。詳
細については、『Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド』（http://www.cisco.com/
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c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

自動登録の設定タスクフロー
自動登録を有効にすると、セキュリティ上のリスクが伴います。ネットワークに新しいエンド

ポイントを追加している間は、短時間の自動登録のみを有効にしてください。

手順

目的コマンドまたはアクション

自動登録された電話を内部コールのみに

制限するために、自動登録専用に使用す

るルートパーティションを設定します。

自動登録のパーティションの設定（455
ページ）

ステップ 1

自動登録電話を内線専用に制限するに

は、自動登録専用のコーリングサーチ

スペースを設定します。

自動登録用コーリングサーチスペースの

設定（456ページ）
ステップ 2

自動登録用に設定されているコーリング

サーチスペースを使用するデバイスプー

ルを作成します。

自動登録用デバイスプールの設定（457
ページ）

ステップ 3

自動登録する電話機のタイプに一致する

ように、プロトコルを SCCPまたは SIP
自動登録のデバイスプロトコルタイプ

の設定（458ページ）
ステップ 4

に設定するには、次の手順を使用しま

す。

ノード上の自動登録を有効にして自動登

録に使用し、自動登録Cisco Unified
自動登録の有効化（458ページ）ステップ 5

Communications Managerグループパラ
メータを、自動登録に使用されるCisco
Unified CommunicationsManagerグループ
の自動登録を有効にします。

新しいデバイスの登録が完了したらすぐ

に、ノードの自動登録を無効にします。

自動登録の無効化（460ページ）ステップ 6

これはオプションです。無効になって

いるデバイスの自動登録番号は再利用で

自動登録番号の再利用（461ページ）ステップ 7

きます。自動登録ディレクトリ番号の

範囲をリセットした場合、開始番号から

再度検索するようにシステムに強制しま

す。利用可能なディレクトリ番号は再

利用されます。
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自動登録のパーティションの設定

自動登録された電話を内部コールのみに制限するために、自動登録専用に使用するルートパー

ティションを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >コントロールのクラス >パーティション。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（PartitionName,Description）]フィールドに、ルートプランに固有の
パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明にはどの言語でも最大 50文字まで指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサイド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（Time Schedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

次のタスク

自動登録用コーリングサーチスペースの設定（456ページ）
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自動登録用コーリングサーチスペースの設定

自動登録電話を内線専用に制限するには、自動登録専用のコーリングサーチスペースを設定

します。

始める前に

自動登録のパーティションの設定（455ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >コントロールのクラス >コーリングサーチスペース。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、どの言語でも最大 50文字まで指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパー
ティションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（SelectedPartitions）]フィール
ドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

次のタスク

自動登録用デバイスプールの設定（457ページ）

関連トピック

サービスクラス（202ページ）
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自動登録用デバイスプールの設定

自動登録にデフォルトのデバイスプールを使用するか、SIP用と SCCPデバイス用に自動登録
に使用する個別のデバイスプールを設定することができます。

自動登録用のデフォルトのデバイスプールを設定するには、デフォルトのCisco Unified
CommunicationsManagerグループと、自動登録コーリングサーチスペース(CSS)をデフォルトの
デバイスプールに割り当てます。 SIPデバイスと SCCPデバイス用に個別のデフォルトデバイ
スプールを設定する場合は、デフォルトのデバイスプール値を使用します。

始める前に

自動登録用コーリングサーチスペースの設定（456ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [デバイスプール
(Device Pool)]を選択します。

ステップ 2 自動登録のデフォルトデバイスプールを変更するには、次の操作を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックし、デバイスプールのリストから [デフォルト]を選択します。

b) [デバイスプールの設定]ウィンドウで、[自動登録のコーリングサーチスペース]フィール
ドで自動登録に使用するCSSを選択し、[保存(Save)]をクリックします。

ステップ 3 自動登録用の新しいデバイスプールを作成するには、次の操作を実行します。

a) [新規追加]をクリックします。
b) [デバイスプールの設定]ウィンドウに、デバイスプールの一意の名前を入力します。

名前は最大50文字までで、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、
および空白を使用できます。

c) 次のフィールドをデフォルトのデバイスプールと一致するように設定します。フィールド
の説明については、オンラインヘルプを参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerグループで、デフォルトを選択します。

• [日付と時刻]グループで、CMLocalを選択します。

• [リージョン（Regions）]で、[デフォルト（Default）]を選択します。

d) [自動登録のコーリングサーチスペース]フィールドで自動登録に使用するCSSを選択し、
[保存(Save)]をクリックします。

次のタスク

自動登録のデバイスプロトコルタイプの設定（458ページ）
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自動登録のデバイスプロトコルタイプの設定

SIPおよび SCCPデバイスが自動登録されている場合は、まず自動登録の電話プロトコルパラ
メータを SCCPに設定し、SCCPを実行しているすべてのデバイスをインストールする必要が
あります。次に、Auto Registration Phone Protocolパラメータを [SIP]に変更し、SIPを実行す
るすべての電話を自動登録する必要があります。

始める前に

自動登録用デバイスプールの設定（457ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システ
ム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウで、
[Auto Registration Phone Protocol]ドロップダウンリストから [SCCP]または [SIP]のいずれか
を選択し、[保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

自動登録の有効化（458ページ）

自動登録の有効化

自動登録が有効の場合は、ネットワークに接続する際に新しいエンドポイントに割り当てられ

るディレクトリ番号の範囲を指定する必要があります。新しいエンドポイントが接続される度

に、次の使用可能なディレクトリ番号が割り当てられます。自動登録に使用できるディレクト

リ番号がなくなった場合、エンドポイントを自動登録することはできません。

新しいエンドポイントは、[自動登録Cisco Unified CMグループ（Auto-Registration Cisco Unified
Communications Manager Group）]設定が有効になっているグループ内の最初の Unified
Communications Managerノードを使用して、自動登録されます。その後、デバイスタイプに
基づき、自動登録された各エンドポイントがデフォルトのデバイスプールに自動で割り当てら

れます。

始める前に

自動登録のデバイスプロトコルタイプの設定（458ページ）

•デバイスプール、コーリングサーチスペース、および内線発信のみ許可するように自動
登録するデバイスのアクセスを制限するルートパーティションを作成します。

•ディレクトリ番号が自動登録範囲で利用できることを確認します。
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•新しい電話を登録するために利用できるライセンスポイントが十分にあることを確認しま
す。

• [デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）]ウィンドウに、SIPおよび
SCCPの電話イメージ名が正しく表示されていることを確認します。共通デバイス設定
ファイルのほとんどは TFTPサーバ上で利用できますが、デバイスの設定ファイルが存在
することを確認します。

•シスコの TFTPサーバが起動して実行中であることと、TFTPの DHCPオプションで適切
なサーバが指定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManager Administrationから、[システム（System）] > [Cisco Unified
CM]を選択し、[Cisco Unified Communications Managerの検索と一覧表示（Find and List Cisco
Unified Communications Managers）]ウィンドウの [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 2 自動登録を使用するには、クラスタの [Cisco Unified Communications Manager]を選択します。

が表示されます。

ステップ 3 [Cisco Unified CM Configuration（Cisco Unified CM Configuration）]ウィンドウで、[自動登録情
報（Auto-registration Information）]セクションのノードの自動登録パラメータを設定し、[保存
（Save）]をクリックします。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオ
ンラインヘルプを参照してください。

a) ユニバーサルデバイステンプレートを選択して、ドロップダウンリストから自動登録を
使用します。

自動登録用に作成されているユニバーサルデバイステンプレートがない場合は、[デフォ
ルトのユニバーサルデバイステンプレート（Default Universal Device Template）]を選択し
ます。選択したテンプレートで、デバイスプールが指定されていることを確認します。

これは、[ユーザの管理（User Management）]> [ユーザ/電話の追加（User/Phone Add）]>
[ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]からの自動登録で使用
されます。

b) ドロップダウンリストからの自動登録に使用するユニバーサルラインテンプレートを選
択します。

自動登録用に作成されているユニバーサルラインテンプレートがない場合は、[デフォル
トのユニバーサルラインテンプレート（Default Universal Line Template）]を選択します。
選択したテンプレートで、コーリングサーチスペースおよびルートパーティションが指

定されていることを確認します。これは、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/
電話の追加（User/Phone Add）] > [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line
Template）]からの自動登録で使用されます。

c) 電話番号の最初と最後を [開始ディレクトリ番号（StartingDirectoryNumber）]および [終了
ディレクトリ番号（Ending Directory Number）]フィールドに入力します。

ディレクトリ番号の最初と最後を同じ値に設定すると、自動登録は無効になります。
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d) [このCisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco
UnifiedCommunicationsManager）]のチェックボックスをオフにして、このノードの自動登
録を有効にします。

選択した Unified Communications Managerノードでのみ自動登録を常に有効化または無効化し
ます。自動登録機能をクラスタ内の別のノードに切り替える場合は、使用する Unified
Communications Managerノード、デフォルトの Unified Communications Managerグループ、お
よびデフォルトのデバイスプールを設定し直す必要があります。

ステップ 4 [システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified CM Group）]の順に選択
し、[Cisco Unified CMグループの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified Communications
Manager Groups）]ウィンドウの [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 5 自動登録を有効化する Unified Communications Managerグループを選択します。

このグループ名は、ほとんどの場合 [デフォルト（Default）]になります。別の Cisco Unified
CommunicationsManagerグループを選択することもできます。このグループでは、最低 1つの
ノードを選択する必要があります。

ステップ 6 このグループの [Cisco Unified CM Group Configuration]ウィンドウにおいて、 [自動登録
（Auto-registration）] [Cisco Unified Communications Manager][グループ（Group）]を選択し
て、グループの自動登録を有効にし、[保存（Save）]をクリックします。

[選択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified Communications Managers）]のリスト
に、自動登録用に設定したノードが含まれていることを確認します。矢印を使用し

て、リストに表示するノードを移動します。表示されている順に、Unified
Communications Managerノードが選択されます。変更を [保存（Save）]します。

ヒント

ステップ 7 自動登録するデバイスをインストールします。

自動登録された電話を再設定し、その電話を永続的なデバイスプールに割り当てます。

電話のロケーションを変更しても、電話に割り当てられているディレクトリ番号は変更

されません。

（注）

別の種類の電話を登録するには、デバイスのプロトコルタイプを変更し、そのデバイス

を取り付けてから自動登録を無効にします。

（注）

自動登録の無効化

新しいデバイスの登録が完了したらすぐに、ノードの自動登録を無効にします。
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始める前に

自動登録の有効化（458ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CommunicationsManager Administration]で、[システム（System）] > [Cisco Unified
CM]を選択し、[Cisco Unified CMの検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CM）]ウィ
ンドウの [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 2 ノードのリストから Cisco Unified Communications Managerを選択します。

ステップ 3 選択したノードの [Cisco Unified CM Configuration]ウィンドウで、 [この Cisco Unified
CommunicationsManagerで自動登録を無効にする]チェックボックスにチェックし、このノー
ドの自動登録を無効にし、[保存（Save）]をクリックします。

開始ディレクトリ番号と終了ディレクトリ番号フィールドに同じ番号に設定しても、

自動登録が無効になります。

ヒント

次のタスク

これはオプションです。自動登録されたデバイスのディレクトリ番号を手動で変更した場合

や、そのデバイスをデータベースから削除した場合は、そのディレクトリ番号を再使用するこ

とができます。詳細については、自動登録番号の再利用（461ページ）を参照してください。

自動登録番号の再利用

新しいデバイスがネットワークに接続されると、システムは、次に使用可能な（未使用の）自

動登録ディレクトリ番号をそのデバイスに割り当てます。自動登録されたデバイスの電話番号

を手動で変更した場合や、そのデバイスをデータベースから削除した場合は、そのデバイスの

自動登録されていたディレクトリ番号を再使用することができます。

デバイスが自動登録しようとすると、システムは管理者が指定した自動登録番号の範囲を検索

して次に使用可能なディレクトリ番号を検出し、そのデバイスに割り当てます。 Cisco Unified
Communications Managerは、最後に割り当てられた電話番号の次のディレクトリ番号から順
に、検索を開始します。範囲内の最後のディレクトリ番号に達すると、システムは範囲の開始

ディレクトリ番号から検索し続けます。

自動登録のディレクトリ番号の範囲をリセットし、システムがその範囲の開始番号から検索す

るようにすることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [Cisco Unified
Communications Manager]を選択します。
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ステップ 2 自動登録をリセットするには、[Cisco Unified Communications Manager]を選択します。

ステップ 3 現在の設定を [開始のディレクトリ番号（Starting Directory Number）]と [最後のディレクトリ
番号（Ending Directory Number）]フィールドに書き留めます。

ステップ 4 [この Cisco Unified Communications Managerで自動登録を無効化（Auto-registration Disabled on
this Cisco Unified Communications Manager）]をクリックしてから、[保存（Save）]をクリック
します。

自動登録が無効の間、新しい電話は自動登録できません。

ステップ 5 [開始ディレクトリ番号（Starting Directory Number）]と [最後のディレクトリ番号（Ending
Directory Number）]フィールドを以前の値に設定してから、[保存（Save）]をクリックしま
す。

これらのフィールドを新しい値に設定できます。ヒント
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第 36 章

セルフプロビジョニングの設定

•セルフプロビジョニングの概要（463ページ）
•セルフプロビジョニングの前提条件（465ページ）
•セルフプロビジョニングの設定タスクフロー（465ページ）

セルフプロビジョニングの概要
セルフプロビジョニング機能は、管理者に連絡することなく自分の電話をプロビジョニングす

る機能をエンドユーザに提供することにより、ネットワークの電話機をプロビジョニングする

のに役立ちます。システムでセルフプロビジョニングが設定されており、個別のエンドユー

ザでセルフプロビジョニングが有効化されている場合、そのエンドユーザは電話をネットワー

クに接続して所定のいくつかのプロンプトに従うことで、新しい電話機をプロビジョニングで

きます。 Cisco Unified Communications Managerは、事前設定されたテンプレートを適用するこ
とによって、電話と電話回線を設定します。

セルフプロビジョニングは、管理者がエンドユーザの代わりに電話機をプロビジョニングする

際に使用するか、またはエンドユーザがセルフプロビジョニングを使用して自分の電話機をプ

ロビジョニングするために使用することができます。

セルフプロビジョニングは、クラスタのセキュリティ設定が非セキュアモードまたは混在モー

ドであるかどうかにかかわらずサポートされます。

セキュリティモード

次の 2つのモードのいずれかで、セルフプロビジョニングを設定できます。

•セキュアモード:セキュアモードでは、ルフプロビジョニングにアクセスするためにはユー
ザまたは管理者がセ認証されている必要があります。エンドユーザは、そのパスワードま

たは暗証番号に対して認証を受けることができます。管理者は、事前設定された認証コー

ドを入力できます。

•非セキュアモード:非セキュアモードでは、ユーザまたは管理者は、ユーザー IDまたはセ
ルフプロビジョニング IDを入力して、電話機をユーザアカウントに関連付けることがで
きます。セキュリティで保護されていないモードは、日々の使用には推奨されていませ

ん。
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ユニバーサル回線とデバイステンプレートによる設定

セルフプロビジョニングは、エンドユーザに対して、プロビジョニング済みの電話機と電話回

線を設定するために、ユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステンプレートの

設定を使用します。ユーザが自分の電話機をプロビジョニングすると、システムはそのユーザ

のユーザプロファイルを参照し、対応するユニバーサルラインテンプレートを、プロビジョニ

ングされた電話回線に、ユニバーサルデバイステンプレートを、プロビジョニングされた電話

機に適用します。

プロビジョニングされた電話

この機能を設定したら、次の手順を実行して電話をプロビジョニングできます。

•電話機をネットワークに接続します。

•セルフプロビジョニングの IVR拡張機能をダイヤルします。

•プロンプトに従って、電話機を設定し、電話機をエンドユーザに関連付けます。セルフプ
ロビジョニングの設定方法に応じて、エンドユーザは、ユーザーパスワード、PIN、また
は管理者の認証コードを入力することができます。

エンドユーザに代わって多数の電話をプロビジョニングしている場合、セルフプロビジョ

ニング IVR拡張に転送するユニバーサルデバイステンプレートに短縮ダイヤルを設定し
ます。

ヒント

アナログ FXSポートのセルフプロビジョニング

ユーザがセルフプロビジョニング IVRを呼び出して、関連付けられたDNをそのアナログポー
トに割り当てることができるように、アナログ FXSポートでセルフプロビジョニングを有効
にすることができます。さらに、プロビジョニングされた電話機では、ユーザはアナログ音声

ゲートウェイポートに関連付けられているDNの割り当てを解除し、別のユーザに割り当てる
ことができます。

手順

1. プラグインは、ゲートウェイの FXS音声ポートのアナログ電話機です。ポートは自動登
録または事前設定されている (手動で)ため、電話機は自動登録プールまたは割り当てられ
た DNから自動的に DNを取得します。

2. 自動登録されたアナログデバイスからのセルフプロビジョニング IVRを呼び出します。

3. セルフサービス IDと PINを入力します。

確認時に、アナログデバイスはエンドユーザのプライマリ内線番号を使用してプロビジョ

ニングされます。自動登録 DNがプールに解放されます。
（注）
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セルフプロビジョニングの前提条件
エンドユーザがセルフプロビジョニングを使用できるようにするには、次の項目を使用してエ

ンドユーザを設定する必要があります。

•エンドユーザには、プライマリ内線番号が必要です。

•エンドユーザは、ユニバーサルラインテンプレートのユニバーサルデバイステンプレート
を含む、ユーザプロファイルまたは機能グループテンプレートに関連付けられている必要

があります。ユーザプロファイルは、セルフプロビジョニング用に有効にする必要があ

ります。

セルフプロビジョニングの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified有用性で、セルフプロビ
ジョニングの IVRおよび CTI Manager
サービスをアクティブにします。

セルフプロビジョニングのサービスの有

効化（466ページ）
ステップ 1

セルフプロビジョニング用の自動登録パ

ラメータを有効にします

セルフプロビジョニングの自動登録の有

効化（466ページ）
ステップ 2

セルフプロビジョニングの IVRサービ
スを処理するために、CTIルートポイン
トを設定します。

CTIルートポイントの設定（467ペー
ジ）

ステップ 3

ユーザが自動プロビジョニング IVRに
アクセスするためにダイヤルインする内

CTIルートポイントのディレクトリ番号
を追加する（467ページ）

ステップ 4

線番号を設定し、その内線番号を CTI
ルートポイントに関連付けます。

セルフプロビジョニング IVR向けのア
プリケーションユーザの設定 CTIルー

セルフプロビジョニングのアプリケー

ションユーザの設定（468ページ）
ステップ 5

トポイントをアプリケーションユーザに

関連付けます。

アプリケーションユーザと CTIルート
ポイントをセルフプロビジョニングの

セルフプロビジョニングのシステムの設

定（469ページ）
ステップ 6

IVRに関連付けるなど、システムのセル
フプロビジョニング設定を構成します。
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目的コマンドまたはアクション

ユーザが割り当てられているユーザプロ

ファイルで電話機をセルフプロビジョニ

ングできるようにします。

ユーザプロファイルでのセルフプロビ

ジョニングの有効化（470ページ）
ステップ 7

セルフプロビジョニングのサービスの有効化

セルフプロビジョニング機能をサポートするサービスをアクティブにするには、次の手順を使

用します。セルフプロビジョニング用 IVRサービスと Cisco CTI Managerサービスの両方が実
行されていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択し、[移動（Go）]を
クリックします。

ステップ 3 [CMサービス]で、Cisco CTI Managerを確認します。

ステップ 4 CTIサービスで、セルフプロビジョニングの IVRを確認します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

セルフプロビジョニングの自動登録の有効化

セルフプロビジョニングにこの手順を使用するためには、パブリッシャで自動登録パラメータ

を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[システム（System）] > [Cisco Unified CM（Cisco Unified
CM）]を選択します。

ステップ 2 パブリッシャノードをクリックします。

ステップ 3 プロビジョニングされた電話機に適用するユニバーサルデバイステンプレートを選択します。

ステップ 4 プロビジョニングされた電話機の電話回線に適用するユニバーサル回線テンプレートを選択し
ます。

ステップ 5 開始ディレクトリ番号と終了ディレクトリ番号フィールドを使用して、プロビジョニングされ
た電話機に適用する一連のディレクトリ番号を入力します。

ステップ 6 [このCisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco
Unified Communications Manager）]チェックボックスをオフにします。
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ステップ 7 SIP登録に使用するポートを確認します。ほとんどの場合、ポートをデフォルト設定から変更
する必要はありません。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

CTIルートポイントの設定
セルフプロビジョニング IVR用の CTIルートポイントを設定するには、この手順を使用しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックし、既存の CTIルートポイントを選択します。
b) [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい CTIルートポイントを作成します。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ルートポイントを識別する一意の名前を入力し
ます。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストで、このデバイスのプロパティを指定
するデバイスプールを選択します。

ステップ 5 [ロケーション（Location）]ドロップダウンリストから、この CTIルートポイントの適切なロ
ケーションを選択します。

ステップ 6 [トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]ドロップダウンリストから、
UnifiedCommunicationsManagerがこのメディアエンドポイントを使用してトラステッドリレー
ポイント（TRP）デバイスを挿入するかどうかを選択します。デフォルト設定では、このデバ
イスに関連付けられている共通デバイス設定の設定が使用されます。

ステップ 7 [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールド
に入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

CTIルートポイントのディレクトリ番号を追加する
セルフプロビジョニング用の IVRにアクセスするためにユーザがダイヤルする内線番号を設定
するには、この手順を使用します。この内線を、セルフプロビジョニングに使用するCTIルー
トポイントに関連付ける必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CMAdministration）から[デバイス（Device）] > [CTIルー
トポイント（CTI Route Point）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、セルフプロビジョニング用に設定したCTIルートポイントを
選択します。

ステップ 3 [割り当て（Association）]で、[回線 [1] -新しい DNの追加（Line [2] – Add a new DN）]をク
リックします。

[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ディレクトリ番号]フィールドで、セルフプロビジョニングの IVRサービスにアクセスするた
めにユーザにダイヤルする内線番号を入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 [ディレクトリ番号設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに
入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

セルフプロビジョニングのアプリケーションユーザの設定

セルフプロビジョニング IVR用にアプリケーションユーザを設定し、アプリケーションユー
ザに作成した CTIルーティングポイントを関連付ける必要があります。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[ユーザ（User）]> [アプリケーションユーザ（Application
User）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のアプリケーションユーザを選択するには、[検索（Find）]をクリックして、アプリ
ケーションユーザを選択します。

b) 新しいアプリケーションユーザを作成するには、[新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）]テキストボックスに、アプリケーションユーザの一意の名前を入力し
ます。

ステップ 4 アプリケーションユーザの [BLFプレゼンスグループ（BLF Presence Group）]を選択します。

ステップ 5 アプリケーションユーザに作成した CTIルーティングポイントを関連付けるには、次の手順
を実行します。

a) 作成したCTIルーティングポイントが、[使用可能なデバイス（AvailableDevices）]リスト
ボックスに表示されない場合は、[別のルートポイントを検索（Find More Route Points）]
をクリックします。

作成した CTIルーティングポイントが、使用可能なデバイスとして表示されます。
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b) [使用可能なデバイス（Available Devices）]リストで、セルフプロビジョニング用に作成し
た CTIルートポイントを選択し、下向き矢印をクリックします。
CTIルートポイントが [制御するデバイス（Controlled Devices）]リストに表示されます。

ステップ 6 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの他のフィール
ドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

セルフプロビジョニングのシステムの設定

システムをセルフプロビジョニング用に設定するには、次の手順を使用します。セルフプロビ

ジョニングは、ネットワーク内のユーザが管理者に連絡をとらずに IVRシステムを介して自分
のデスクフォンを追加できる機能を提供します。

セルフプロビジョニング機能を使用するには、エンドユーザのユーザプロファイルでも

該当機能を有効にする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [セルフプロビジョ
ニング（Self-Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 セルフプロビジョニング IVRでエンドユーザを認証するかどうかを設定するには、次のオプ
ションボタンのいずれかをクリックします。

• [認証が必要（RequireAuthentication）]：セルフプロビジョニング IVRを使用するには、エ
ンドユーザが自分のパスワード、PIN、またはシステム認証コードを入力する必要があり
ます。

• [認証は必要なし（NoAuthenticationRequired）]：エンドユーザは認証なしでセルフプロビ
ジョニング IVRにアクセスできます。

ステップ 3 セルフプロビジョニング IVRで認証を要求するように設定されている場合、次のオプション
ボタンのいずれかをクリックして、IVRがエンドユーザを認証する方法を設定します。

• [エンドユーザのみを認証（Allow authentication for end users only）]：エンドユーザは自分
のパスワードまたは PINを入力する必要があります。

• [ユーザ（Password/PINの入力）および管理者（認証コードの入力）を認証（Allow
authentication for users (via Password/PIN) and Administrators (via Authentication Code)）]：エ
ンドユーザは認証コードを入力する必要があります。このオプションを選択した場合、

認証コードとして、0から 20桁までの整数を [認証コード（Authentication Code）]テキス
トボックスに入力します。
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ステップ 4 [IVR設定（IVR Settings）]のリストボックスから、矢印を使用して IVRプロンプトで使用する
言語を選択します。使用可能な言語は、システムにインストールした言語パックによって異な

ります。追加の言語パックをダウンロードするには、cisco.comのダウンロードセクションを
参照してください。

ステップ 5 [CTIルートポイント（CTI Route Points）]ドロップダウンリストから、セルフプロビジョニン
グ IVR用に設定した CTIルートポイントを選択します。

ステップ 6 [アプリケーションユーザ（Application User）]ドロップダウンリストから、セルフプロビジョ
ニング用に設定したアプリケーションユーザを選択します。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

ユーザプロファイルでのセルフプロビジョニングの有効化

ユーザが電話をセルフプロビジョニングできるようにするには、その機能が割り当てられてい

るユーザプロファイルで有効になっている必要があります。

ユーザが使用しているユーザプロファイルがわからない場合は、[エンドユーザの設定
（EndUserConfiguration）]ウィンドウでユーザの設定を開き、[ユーザプロファイル（User
Profile）]フィールドで正しいプロファイルを確認できます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [ユーザプロファイル（User Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ユーザが割り当てられているユーザプロファイルを選択しま
す。

ステップ 3 そのユーザプロファイルにユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステンプレー
トを割り当てます。

ステップ 4 セルフプロビジョニング用のユーザの設定

• [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）]チェックボックスをオンにします。

•ユーザがプロビジョニングできる電話機の数の制限を入力します。デフォルトは10です。
•ユーザがセルフプロビジョニングを使用して以前に割り当てられた電話機を無効にしたい
場合は、古いデバイスのエンドユーザに関連付けられているユーザプロファイルページ

で、別のエンドユーザに割り当てられている電話機の [別のエンドユーザーにすでに割り
当てられている電話のプロビジョニングを許可する]設定を確認します。以前に割り当て
られた電話機をユーザが再割り当てできるのは、古いデバイスに関連付けられているユー

ザプロファイル内でこのチェックボックスをオンにした場合のみです。
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ステップ 5 [保存]をクリックします。
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第 VI 部

参考情報
• Cisco Unified Communications Managerでの TCPおよび UDPポートの使用（475ページ）
• IM and Presenceサービスのポートの使用情報（499ページ）





第 37 章

Cisco Unified Communications Managerでの
TCPおよび UDPポートの使用

• CiscoUnified CommunicationsManagerのTCPとUDPポートの使用に関する概要（475ペー
ジ）

•ポート説明（477ページ）
•ポート参照（497ページ）

Cisco Unified Communications Managerの TCPと UDPポー
トの使用に関する概要

Cisco Unified Communications Managerの TCPおよび UDPポートは、次のカテゴリに整理され
ます。

• Cisco Unified Communications Managerサーバーがクラスタ間で使用するポート

•共通サービスポート

• Cisco Unified Communications Managerと LDAPディレクトリの間のポート

• CCMAdminまたは CCMUserから Cisco Unified Communications ManagerへのWeb要求

• Cisco Unified Communications Managerから電話機へのWeb要求

•電話機と Cisco Unified Communications Managerの間のシグナリング、メディア、およびそ
の他の通信

•ゲートウェイと Cisco Unified Communications Managerの間のシグナリング、メディア、お
よびその他の通信

•アプリケーションと Cisco Unified Communications Managerの間の通信

• CTLクライアントとファイアウォールの通信

• HPサーバ上の特殊なポート
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上記のそれぞれのカテゴリのポートの詳細については、「「ポートの説明」」を参照してくだ

さい。

シスコでは、これらのポートで想定されるすべての設定シナリオを検証しているわけで

はありません。この一覧を参考にした結果、設定に問題が発生した場合は、シスコのテ

クニカルサポートにお問い合わせください。

（注）

ポート設定は、特に Cisco Unified Communications Managerに適用されます。リリースによって
ポートが異なる場合があり、今後のリリースで新しくポートが追加される可能性もあります。

このため、インストールされている Cisco Unified Communications Managerのバージョンに一致
するバージョンのマニュアルを使用していることを確認してください。

事実上すべてのプロトコルが双方向で行われますが、セッション開始側から見た方向を記載し

ています。デフォルトのポート番号は、管理者が手動で変更できる場合もありますが、ベスト

プラクティスとしてこのような変更は推奨しません。Cisco Unified Communications Managerが
内部使用に限って複数のポートを開くことに注意してください。

Cisco Unified Communications Managerソフトウェアをインストールすると、デフォルトでは有
用性のために次のネットワークサービスが自動的にインストールされてアクティブになりま

す。詳細については、「「Cisco Unified Communications Managerサーバの間のクラスタ内ポー
ト」」を参照してください。

• Cisco Log Partition Monitoring（共通パーティションを監視および消去します。このサービ
スは、カスタム共通ポートを使用しません）

• Cisco Trace Collection Service（TCTSポート使用）

• Cisco RIS Data Collector（RISサーバポート使用）

• Cisco AMC Service（AMCポート使用）

ファイアウォール、ACL、または QoSの設定は、トポロジ、テレフォニーデバイスおよびテ
レフォニーサービスの配置とネットワークセキュリティデバイスの配置との関係、および使

用中のアプリケーションとテレフォニー拡張機能によって異なります。また、デバイスやバー

ジョンによって、ACLのフォーマットが異なることにも注意してください。

CiscoUnified CommunicationsManagerでマルチキャスト保留音（MoH）ポートを設定する
こともできます。このマニュアルにはマルチキャストMOHのポート値を記載していませ
ん。

（注）
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システムのエフェメラルポートの範囲は 32768～ 61000であり、電話を登録したままに
するには、これらのポートを開く必要があります。詳細については、「http://www.cisco.com/
c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/
tsd-products-support-series-home.html」を参照してください。

（注）

ポート 22への接続が開き、抑えられないように、ファイアウォールを設定します。IM
and Presenceサブスクライバノードのインストール中に、Cisco Unified Communications
Managerパブリッシャノードに対する複数の接続が短時間に連続して開かれます。これ
らの接続をスロットリングすると、インストールが失敗する可能性があります。

（注）

ポート説明

Cisco Unified Communications Managerサーバ間のクラスタ間ポート
表 29 : Cisco Unified Communications Managerサーバ間のクラスタ間ポート

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

システムロギング

サービス

514 / UDPUnifiedCommunications
Manager

エンドポイント

（Endpoint）

このポートは、サブス

クライバノードへの

COPファイルのインス
トール中に、サブスク

ライバと発行元間の通

信に使用されます。

443 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

RTMTパフォーマンス
モニタ、データ収集、

ロギング、およびア

ラート生成用の Cisco
AMCサービス。

1090、1099 / TCPRTMTUnifiedCommunications
Manager

データベース接続

（1501 / TCPはセカン
ダリ接続）

1500、1501 / TCPUnifiedCommunications
Manager（DB）

UnifiedCommunications
Manager（DB）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

CAR IDS DB。 CAR
IDSエンジンが、クラ
イアントからの接続要

求を監視します。

1510 / TCPUnifiedCommunications
Manager（DB）

UnifiedCommunications
Manager（DB）

CAR IDS DB。アップ
グレード時に、CAR
IDSのインスタンスを
もう 1つ開始するため
に使用される代替ポー

ト。

1511 / TCPUnifiedCommunications
Manager（DB）

UnifiedCommunications
Manager（DB）

インストール時のノー

ド間でのデータベース

レプリケーション

1515 / TCPUnifiedCommunications
Manager（DB）

UnifiedCommunications
Manager（DB）

Cisco Unified
Communications
Managerデータベース
変更通知をサブスクラ

イバが受信できるよう

にします。

2552 / TCPUnifiedCommunications
Manager（DB）

Cisco Extended
Functions（QRT）

アクティブ/バックアッ
プ判別のための Cisco
Extended Services間の
クラスタ間通信

2551 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

Real-time Information
Services（RIS）データ
ベースサーバ

2555 / TCPUnifiedCommunications
Manager（RIS）

UnifiedCommunications
Manager（RIS）

Cisco RIS向け
Real-time Information
Services（RIS）データ
ベースクライアント

2556 / TCPUnifiedCommunications
Manager（RIS）

UnifiedCommunications
Manager（RTMT、
AMC、またはSOAP）

DRSプライマリエー
ジェント

4040 / TCPUnifiedCommunications
Manager（DRS）

UnifiedCommunications
Manager（DRS）

このポートは、SOAP
モニタがリアルタイム

モニタリングサービス

に使用します。

5001 / TCPUnifiedCommunications
Manager（SOAP）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

このポートは、SOAP
モニタがパフォーマン

スモニタサービスに

使用します。

5002 / TCPUnifiedCommunications
Manager（SOAP）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

このポートは、SOAP
モニタがコントロール

センターサービスに使

用します。

5003 / TCPUnifiedCommunications
Manager（SOAP）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

このポートは、SOAP
モニタがログコレク

ションサービスに使用

します。

5004 / TCPUnifiedCommunications
Manager（SOAP）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

このポートは SOAP
CDROnDemand 2サー
ビスによって使用され

ます

5005 / TCPUnifiedCommunications
Manager

標準 CCM管理ユーザ
/管理

SOAPモニタ5007 / TCPUnifiedCommunications
Manager（SOAP）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

Cisco Trace Collection
Tool Service
（TCTS）：RTMT
Trace and Log Central
（TLC）向けのバック
エンドサービス

エフェメラル / TCPUnifiedCommunications
Manager（TCTS）

UnifiedCommunications
Manager（RTMT）

このポートは、Cisco
Trace Collection Tool
Serviceと Cisco Trace
Collection Servletとの
通信に使用されます。

7000、7001、7002 /
TCP

UnifiedCommunications
Manager（TCTS）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

クライアントデータ

ベース変更通知

8001 / TCPUnifiedCommunications
Manager（CDLM）

UnifiedCommunications
Manager（DB）

クラスタ間通信サービ

ス

8002 / TCPUnifiedCommunications
Manager（SDL）

UnifiedCommunications
Manager（SDL）

クラスタ間通信サービ

ス（CTI対象）
8003 / TCPUnifiedCommunications

Manager（SDL）
UnifiedCommunications
Manager（SDL）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Cisco Unified
Communications
ManagerとCMIマネー
ジャとのクラスタ間通

信

8004 / TCPCMIマネージャUnifiedCommunications
Manager

Tomcatシャットダウン
スクリプトで使用され

る内部リスニングポー

ト

8005 / TCPUnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

診断テストのための

サーバ間の通信

8080 / TCPUnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

UnifiedCommunications
Manager（Tomcat）

CUCMとGW（Cayuga
インターフェイス）が

GatewayRecording機能
のための通信に使用す

る HTTPポート

8090UnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

IPSecクラスタマネー
ジャによるシステム

データのクラスタ間複

製

8500 / TCPおよびUDPUnifiedCommunications
Manager（IPSec）

UnifiedCommunications
Manager（IPSec）

RISサービスマネー
ジャのステータス要求

と応答

8888～ 8889 / TCPUnifiedCommunications
Manager（RIS）

UnifiedCommunications
Manager（RIS）

LBM間のクラスタ間
通信

9004 / TCPLocation Bandwidth
Manager（LBM）

Location Bandwidth
Manager（LBM）

Cisco SFTPサービス。
サブスクライバを新し

くインストールする場

合は、このポートを開

く必要があります。

22 / TCPUnifiedCommunications
Managerサブスクライ
バ

UnifiedCommunications
Managerパブリッシャ

ノード間のコントロー

ルセンター機能とネッ

トワークサービスへの

アクセスを可能にしま

す。

8443 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager
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共通サービスポート

表 30 :共通サービスポート

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Internet ControlMessage
Protocol（ICMP）。こ
のプロトコル番号がエ

コー関連のトラフィッ

クを伝送します。列見

出しに示すようなポー

トとなるものではあり

ません。

7UnifiedCommunications
Manager

エンドポイント

（Endpoint）

エンドポイント

（Endpoint）
UnifiedCommunications
Manager

SFTPサーバにバック
アップデータを送信し

ます。（DRSローカ
ルエージェント）

SFTPサーバに CDR
データを送信します。

22 / TCPSFTPサーバUnifiedCommunications
Manager（DRS、
CDR）

DHCPサーバとして機
能する Cisco Unified
Communications
Manager

Cisco Unified
Communications
Manager上で
DHCPサーバ
を実行するこ

とは推奨しま

せん。

（注）

67 / UDPUnifiedCommunications
Manager（DHCPサー
バ）

エンドポイント

（Endpoint）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

DHCPクライアントと
して機能する Cisco
Unified Communications
Manager

Cisco Unified
Communications
Manager上で
DHCPクライ
アントを実行

することは推

奨しません。

その代わり

に、Cisco
Unified
Communications
Managerには固
定 IPアドレス
を設定しま

す。

（注）

68 / UDPDHCPサーバ（DHCP
Server）

UnifiedCommunications
Manager

電話機およびゲート

ウェイに対するTrivial
File Transfer Protocol
（TFTP）サービス

69、6969、次にエフェ
メラル / UDP

UnifiedCommunications
Manager

エンドポイントまたは

ゲートウェイ

プライマリサーバとプ

ロキシサーバ間のトリ

ビアルファイル転送プ

ロトコル（TFTP）

電話機とゲートウェイ

に対する TFTPサーバ
の HTTPサービス

6970 / TCPUnifiedCommunications
Manager

エンドポイントまたは

ゲートウェイ

ネットワークタイム

プロトコル（NTP）
123 / UDPNTPサーバ（NTP

Server）
UnifiedCommunications
Manager

SNMPサービス応答
（管理アプリケーショ

ンからの要求）

161 / UDPUnifiedCommunications
Manager

SNMPサーバ

SNMPトラップ162 / UDPSNMPトラップの宛先CUCMサーバ SNMP
プライマリエージェン

トアプリケーション
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

SMUXサポートのため
のネイティブ SNMP
エージェントリスニン

グポート

199 / TCPUnifiedCommunications
Manager

SNMPサーバ

DHCPv6。 IPv6用の
DHCPポート。

546 / UDPDHCPサーバ（DHCP
Server）

UnifiedCommunications
Manager

Enhanced Location CAC
Serviceability

5546 / TCPLocation Bandwidth
Manager（LBM）

UnifiedCommunications
Manager Serviceability

コールアドミッション

の要求および帯域幅の

縮小

5547 / TCPLocation Bandwidth
Manager（LBM）

UnifiedCommunications
Manager

プライマリエージェン

トとネイティブエー

ジェント間の通信に使

用され、ネイティブ

エージェントのMIB
要求を処理します。

6161 / UDPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

プライマリエージェン

トとネイティブエー

ジェント間の通信に使

用され、ネイティブ

エージェントから生成

された通知を転送しま

す。

6162 / UDPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

中央集中型 TFTPファ
イルロケータサービ

ス

6970 / TCP代替 TFTP（Alternate
TFTP）

中央集中型 TFTP

SNMPプライマリエー
ジェントとサブエー

ジェント間の通信に使

用されます。

7161 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

CiscoDiscovery Protocol
（CDP）エージェント
が、CDP実行可能機器
と通信します。

7999 / TCPUnifiedCommunications
Manager

SNMPサーバ
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Ciscoユーザデータ
サービス（UDS）の要
求に使用されます。

443、8443/TCPUnifiedCommunications
Manager

エンドポイント

（Endpoint）

Cisco Unified
Communications
Managerにある TAPS
を利用して CRS要求
を処理します。

9050 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

Cisco Unified
Communications
Managerアプリケー
ションが、UDPでこの
ポートにアラームを送

信します。 Cisco
Unified Communications
Manager MIBエージェ
ントが、Cisco Unified
Communications
Manager MIB定義に
従って、このポートを

監視し、SNMPトラッ
プを生成します。

61441 / UDPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

トランクベースの SIP
サービスを提供しま

す。

5060、5061 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

クラスタ間検索サービ

ス（ILS）の証明書
ベースの認証に使用さ

れます。

7501UnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

ILSのパスワードベー
ス認証に使用されま

す。

7502UnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager

シスコのプッシュ通知

サービスで、ファイア

ウォールが有効になっ

ているときにクラスタ

内のノード間で通信す

るために使用されま

す。

9966UnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

ASRおよび ISR G3プ
ラットフォームのデ

フォルトポート範囲。

8000-48200----

ISRG2プラットフォー
ムのデフォルトポート

範囲。

16384-32766

Cisco Unified Communications Managerと LDAPディレクトリとの間の
ポート

表 31 : Cisco Unified Communications Managerと LDAPディレクトリとの間のポート

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

外部ディレクトリ

（Active Directory、
Netscape Directory）へ
のLightweight Directory
Access Protocol
（LDAP）クエリ

389、636、3268、3269
/ TCP

外部ディレクトリUnifiedCommunications
Manager

エフェメラルUnifiedCommunications
Manager

外部ディレクトリ

CCMAdminまたは CCMUserから Cisco Unified Communications Manager
へのWeb要求

表 32 : CCMAdminまたは CCMUserから Cisco Unified Communications ManagerへのWeb要求

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

ハイパーテキスト転送

プロトコル（HTTP）
80、8080 / TCPUnifiedCommunications

Manager
ブラウザ

Hypertext Transport
Protocol over SSL
（HTTPS）

443、8443 / TCPUnifiedCommunications
Manager

ブラウザ
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Cisco Unified Communications Managerから電話機へのWeb要求
表 33 : Cisco Unified Communications Managerから電話機へのWeb要求

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

ハイパーテキスト転送

プロトコル（HTTP）
80/TCP電話（Phone）UnifiedCommunications

Manager

• QRT

• RTMT

• [電話の検索と一
覧表示（Find and
List Phones）]
ページ

• [電話の設定
（Phone
Configuration）]
ページ
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電話機とCiscoUnifiedCommunicationsManagerとの間のシグナリング、
メディア、およびその他の通信

表 34 :電話機と Cisco Unified Communications Managerとの間のシグナリング、メディア、およびその他の通信

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Session Initiation
Protocol（SIP）電話機
が、ドメインネーム

システム（DNS）を使
用して、完全修飾ドメ

イン名（FQDN）を解
決します。

デフォルト

では、一部

のワイヤレ

スアクセス

ポイントは

TCPの 53番
ポートをブ

ロックし、

FQDNを使
用しながら

CUCMを設
定している

ときに、ワ

イヤレスSIP
電話機が登

録されない

ようにしま

す。

（注）

53 / TCPDNSサーバ電話（Phone）

ファームウェアおよび

設定ファイルのダウン

ロードに使用される
Trivial File Transfer
Protocol（TFTP）

69、次にエフェメラル
/ UDP

UnifiedCommunications
Manager（TFTP）

電話（Phone）

Skinny Client Control
Protocol（SCCP）

2000 / TCPUnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Secure Skinny Client
Control Protocol
（SCCPS）

2443 / TCPUnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）

エンドポイントに信頼

検証サービスを提供し

ます。

2445 / TCPUnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）

ローカルで有効な証明

書（LSC）を IP Phone
に発行するための認証

局プロキシ機能

（CAPF）リスニング
ポート

3804 / TCPUnifiedCommunications
Manager（CAPF）

電話（Phone）

Session Initiation
Protocol（SIP）電話機

5060 / TCPおよびUDPUnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）

電話（Phone）UnifiedCommunications
Manager

Secure Session Initiation
Protocol（SIPS）電話
機

5061 TCPUnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）

電話（Phone）UnifiedCommunications
Manager

ファームウェアおよび

設定ファイルの HTTP
ベースのダウンロード

6970 TCPUnifiedCommunications
Manager（TFTP）

電話（Phone）

TFTPへのHTTPSイン
ターフェイス。電話機

が、TFTPからセキュ
アな設定ファイルをダ

ウンロードするために

このポートを使用しま

す。

6971、6972 / TCPUnifiedCommunications
Manager（TFTP）

電話（Phone）

XMLアプリケーショ
ン、認証、ディレクト

リ、サービスなどで電

話機が使用するURL。
サービスごとにこれら

のポートを設定できま

す。

8080 / TCPUnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

電話機が、認証された

連絡先検索にこのポー

トを使用します。

9443 / TCPUnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）

電話機は、このポート

番号を使用してヘッド

セット管理機能を利用

します。

9444UnifiedCommunications
Manager

電話（Phone）

Real-Time Protocol
（RTP）、Secure
Real-Time Protocol
（SRTP）

他のデバイス

は全範囲を使

用しますが、
Cisco Unified
Communications
Managerは
24576～ 32767
だけを使用し

ます。

（注）

16384～ 32767 / UDP電話（Phone）IP VMS

IP VMS電話（Phone）
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ゲートウェイと Cisco Unified Communications Managerとの間のシグナ
リング、メディア、およびその他の通信

表 35 :ゲートウェイと Cisco Unified Communications Managerとの間のシグナリング、メディア、およびその他の通信

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Generic Routing
Encapsulation
（GRE）、
Encapsulating Security
Payload（ESP）、認証
ヘッダー（AH）。こ
れらのプロトコル番号

は、暗号化された

IPSecトラフィックを
伝送します。列見出し

に示すようなポートと

なるものではありませ

ん。

47, 50, 51UnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

IP Security（IPSec）プ
ロトコル確立のための

インターネットキー

エクスチェンジ

（IKE）

500 / UDPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

Trivial File Transfer
Protocol（TFTP）

69、次にエフェメラル
/ UDP

UnifiedCommunications
Manager（TFTP）

ゲートウェイ

（Gateway）

ポートマッピング

サービス。CIMEオフ
パス導入モデルでのみ

使用します。

1024～ 65535 / TCPCIME ASACisco Intercompany
MediaEngine（CIME）
トランクを使用した
UnifiedCommunications
Manager

ゲートキーパー

（H.225）RAS
1719 / UDPUnifiedCommunications

Manager
Gatekeeper

H.323ゲートウェイお
よびクラスタ間トラン

ク（ICT）向けのH.225
シグナリングサービス

1720 / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
490

参考情報

ゲートウェイと Cisco Unified Communications Managerとの間のシグナリング、メディア、およびその他の通信



目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

ゲートキーパー制御ト

ランク上のH.225シグ
ナリングサービス

エフェメラル / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

音声、ビデオ、および

データを確立するため

のH.245シグナリング
サービス

ゲートウェ

イの種類に

よって異な

る、リモー

トシステム

で使用され

る H.245
ポート。

IOSゲート
ウェイでの

H.245ポート
範囲は、

11000～
65535です。

（注）

エフェメラル / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

Skinny Client Control
Protocol（SCCP）

2000 / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

Cisco Unified
Communications
Managerの導入で使用
する 6608ゲートウェ
イ用アップグレード

ポート

2001 / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

Cisco Unified
Communications
Managerの導入で使用
する 6624ゲートウェ
イ用アップグレード

ポート

2002 / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Media Gateway Control
Protocol（MGCP）ゲー
トウェイコントロール

2427 / UDPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

Media Gateway Control
Protocol（MGCP）バッ
クホール

2428 / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

Cisco Unified
Communications
Managerに音声、ビデ
オ、およびDチャネル
のポートがないときに

は、これらのポートが

このようなメディアの

ファントム Real-Time
Transport Protocol
（RTP）ポートおよび
Real-Time Transport
Control Protocol
（RTCP）ポートとし
て使用されます。

4000～ 4005 / TCP----

Session Initiation
Protocol（SIP）ゲート
ウェイおよびクラスタ

間トランク（ICT）

5060 / TCPおよびUDPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

Secure Session Initiation
Protocol（SIPS）ゲー
トウェイおよびクラス

タ間トランク（ICT）

5061 / TCPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Real-Time Protocol
（RTP）、Secure
Real-Time Protocol
（SRTP）

他のデバイス

は全範囲を使

用しますが、
Cisco Unified
Communications
Managerは
24576～ 32767
だけを使用し

ます。

（注）

16384～ 32767 / UDPUnifiedCommunications
Manager

ゲートウェイ

（Gateway）

ゲートウェイ

（Gateway）
UnifiedCommunications
Manager

アプリケーションと Cisco Unified Communications Managerとの間の通
信

表 36 :アプリケーションと Cisco Unified Communications Managerとの間の通信

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Cisco Unified
Communications
Managerの証明書信頼
リスト（CTL）プロバ
イダーリスニング

サービス

2444 / TCPUnifiedCommunications
Manager CTLプロバイ
ダー

CTLクライアント

CTIアプリケーション
サーバ

2748 / TCPUnifiedCommunications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション

CTIアプリケーション
（JTAPI/TSP）と CTI
Manager間のTLS接続

2749 / TCPUnifiedCommunications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション

JTAPIアプリケーショ
ンサーバ

2789 / TCPUnifiedCommunications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Cisco Unified
Communications
Manager Assistantサー
バ（以前の IPMA）

2912 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager Assistant
Console

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）JAVA
RMIレジストリサー
バ

1103～ 1129 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager Attendant
Console

RMIサーバは、RMI
コールバックメッセー

ジをこれらのポートを

使用するクライアント

に送信します。

1101 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager Attendant
Console

Attendant Console
（AC）RMIサーババ
インドポート：RMI
サーバは、これらの

ポートに RMIメッ
セージを送信します。

1102 / TCPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager Attendant
Console

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）サーバ
回線状態ポートは、

Attendant Consoleサー
バからpingおよび登録
メッセージを受信し、

Attendant Consoleサー
バに回線状態を送信し

ます。

3223 / UDPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager Attendant
Console

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）クライ
アントは、回線状態情

報およびデバイス状態

情報のために ACサー
バに登録されます。

3224 / UDPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager Attendant
Console
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Cisco Unified
Communications
Manager Attendant
Console（AC）クライ
アントは、コール制御

のために ACサーバに
登録されます。

4321 / UDPUnifiedCommunications
Manager

UnifiedCommunications
Manager Attendant
Console

EIGRP/SAFプロトコル
を実行するマルチサー

ビス IOSルータ。

5050 / TCPSAFイメージを実行す
る IOSルータ

SAF/CCDを使用する
UnifiedCommunications
Manager

VAPプロトコルは、
Cisco Intercompany
Media Engineサーバと
の通信に使用されま

す。

5620 / TCP

このポートでは、ポー

ト番号 5620の使用を
推奨しますが、CLIコ
マンドの add ime
vapserverまたは set ime
vapserver portを Cisco
IMEサーバで実行する
ことにより、値を変更

できます。

Cisco Intercompany
Media Engine（IME）
サーバ

UnifiedCommunications
Manager

課金アプリケーション

またはテレフォニー管

理アプリケーションな

どのサードパーティ

が、Cisco Unified
Communications
Managerデータベース
に対してプログラムで

読み書きするために使

用する AXL/SOAP
API。

8443 / TCPUnifiedCommunications
Manager

Cisco Unified
Communicationsアプリ
ケーション
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CTLクライアントとファイアウォールとの通信
表 37 : CTLクライアントとファイアウォールとの通信

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

ASAファイアウォール
の証明書信頼リスト

（CTL）プロバイダー
リスニングサービス

2444 / TCPTLSプロキシサーバCTLクライアント

Cisco Smart Licensing Serviceと Cisco Smart Software Manager間の通信
Unified CommunicationsManagerのCisco Smart Licensing Serviceは、コールホームを通じてCisco
Smart Software Managerと直接通信を行います。

表 38 : Cisco Smart Licensing Serviceと Cisco Smart Software Manager間の通信

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

スマートライセンシン

グサービスは、Unified
CMが苦情であるかど
うかを確認するため

に、CSSMにライセン
ス使用を送信します。

443 / HTTPSCisco Smart Software
Manager（CSSM）

UnifiedCommunications
Manager（Cisco Smart
Licensing Service）

HPサーバ上の特殊なポート
表 39 : HPサーバ上の特殊なポート

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

HPエージェントへの
HTTPポート

2301 / TCPHP SIMエンドポイント

（Endpoint）

HPエージェントへの
HTTPSポート

2381 / TCPHP SIMエンドポイント

（Endpoint）

COMPAQ管理エー
ジェント拡張

（cmaX）

25375、25376、25393
/ UDP

Compaq管理エージェ
ント

エンドポイント

（Endpoint）
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目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

HP SIMへの HTTPS
ポート

50000～ 50004 / TCPHP SIMエンドポイント

（Endpoint）

ポート参照

ファイアウォールアプリケーションインスペクションガイド

ASAシリーズ参考情報

http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/
tsd-products-support-series-home.html

PIXアプリケーション Inspection Configuration Guides

http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/pix-firewall-software/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

『FWSM 3.1 Application Inspection Configuration Guide』

http://www-author.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/fwsm/fwsm31/configuration/guide/fwsm_cfg/inspct_
f.html

IETF TCP/UDPポート割り当てリスト
Internet Assigned Numbers Authority（IANA）IETF割り当てポートリスト

http://www.iana.org/assignments/port-numbers

IPテレフォニー設定とポート使用に関するガイド
『Cisco CRS 4.0 (IP IVR and IPCC Express) Port Utilization Guide』

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1846/products_installation_and_configuration_guides_list.html

『Port Utilization Guide for Cisco ICM/IPCC Enterprise and Hosted Editions』

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1001/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Cisco Unified Communications Manager Express Security Guide to Best Practices

http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns165/ns391/networking_solutions_design_guidance09186a00801f8e30.html

Cisco Unity Express Security Guide to Best Practices

http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns165/ns391/networking_solutions_design_guidance09186a00801f8e31.html#wp41149
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VMwareポート割り当てリスト
vCenterServer、ESXホストおよびその他のネットワークコンポーネント管理アクセス用のTCP
および UDPポート
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第 38 章

IM and Presenceサービスのポートの使用
情報

• IM and Presenceサービスポートの使用方法の概要（499ページ）
•テーブルで照合する情報（500ページ）
• IM and Presenceサービスポートリスト（500ページ）

IM and Presenceサービスポートの使用方法の概要
このマニュアルには、IM and Presence Serviceが、クラスタ内接続用および、外部アプリケー
ションまたは外部デバイスとの通信用に使用する TCPおよび UDPポートの一覧を示します。
これは、IPCommunicationsソリューションの実装時に、ネットワークにファイアウォール、ア
クセスコントロールリスト（ACL）、および Quality of Service（QoS）を設定するうえで重要
な情報となります。

シスコでは、これらのポートで想定されるすべての設定シナリオを検証しているわけで

はありません。この一覧を参考にした結果、設定に問題が発生した場合は、シスコのテ

クニカルサポートにお問い合わせください。

（注）

事実上すべてのプロトコルが双方向で行われますが、このマニュアルではセッション開始側か

ら見た方向を記載しています。デフォルトのポート番号は、管理者が手動で変更できる場合も

ありますが、ベストプラクティスとしてこのような変更は推奨しません。 IM and Presence
Serviceが内部使用に限って複数のポートを開くことに注意してください。

このドキュメントのポートは、IM and Presenceサービスに特別に適用されます。リリースに
よってポートが異なる場合があり、今後のリリースで新しくポートが追加される可能性もあり

ます。このため、インストールされている IM and Presence Serviceのバージョンに一致する正
しいバージョンのマニュアルを使用していることを確認してください。

ファイアウォール、ACL、または QoSの設定内容は、トポロジ、ネットワークセキュリティ
デバイスの配置に対するデバイスとサービスの配置、および使用するアプリケーションとテレ
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フォニー拡張機能の種類に応じて異なります。また、デバイスやバージョンによって、ACL
のフォーマットが異なることにも注意してください。

テーブルで照合する情報
この表では、このドキュメントの表のそれぞれに照合する情報を定義します。

表 40 :表の内容

説明表の項目

ポートに要求を送信するクライアント送信元（From）

ポートで要求を受信するクライアント移行後

クライアントまたはサーバのアプリケーションまたはプロセス[役割（Role）]

通信の確立と終了に使用されるセッション層プロトコル、またはトラ

ンザクションの要求と応答に使用されるアプリケーション層プロトコ

ルのどちらか。

プロトコル

コネクション型（TCP）またはコネクションレス型（UDP）のトラン
スポート層プロトコル

トランスポートプロト

コル

要求の受信に使用されるポート宛先/リスナー

要求の送信に使用されるポートソース/送信元

IM and Presenceサービスポートリスト
次のテーブルは、IM and Presenceサービスがクラスタ内とクラスタ間のトラフィックに使用す
るポートを示します。

表 41 : IM and Presenceサービスポート：SIPプロキシの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

デフォルトのSIPプロ
キシの UDPおよび
TCPリスナー

エフェメ

ラル

5060TCPおよ
び UDP

SIP[IM and
Presence]

--------------

SIPゲート
ウェイ

SIPゲート
ウェイ

--------------

[IM and
Presence]
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備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

TLSサーバ認証のリス
ナーポート

エフェメ

ラル

5061TLSSIP[IM and
Presence]

SIPゲート
ウェイ

TLS相互認証のリス
ナーポート

エフェメ

ラル

5062TLSSIP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

内部ポート。ローカ

ルホストトラフィッ

ク専用。

エフェメ

ラル

5049UDP/TCPSIP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

設定の変更を示す設定

のエージェントからの

HTTP要求に使用され
ます。

エフェメ

ラル

8081[TCP]HTTP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

デフォルトの IM and
Presence HTTPのリス
ナー。サードパー

ティ製クライアントか

らの接続に使用されま

す。

エフェメ

ラル

8082[TCP]HTTP[IM and
Presence]

サードパー

ティ製クラ

イアント

デフォルトの IM and
Presence HTTPSリス
ナー。サードパー

ティ製クライアントか

らの接続に使用されま

す。

エフェメ

ラル

8083TLS/TCPHTTPS[IM and
Presence]

サードパー

ティ製クラ

イアント

表 42 : IM and Presenceサービスポート：Presenceエンジンの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

デフォルトの SIP
UDP/TCPリスナー
ポート

エフェメ

ラル

5080UDP/TCPSIPIM and
Presence
（Presence
Engine）

[IM and
Presence]

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
501

参考情報

IM and Presenceサービスポートリスト



備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

内部ポート。ローカ

ルホストトラフィッ

ク専用。LiveBusメッ
セージングポート。

IM and Presenceサービ
スは、このポートをク

ラスタ通信に使用しま

す。

エフェメ

ラル

50000UDPLivebusIM and
Presence
（Presence
Engine）

IM and
Presence
（Presence
Engine）

表 43 : IM and Presenceサービスポート：シスコの Tomcat WebRequests

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Webアクセスに使用
されます。

エフェメ

ラル

8080[TCP]HTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ

SOAPによりデータ
ベースおよびサービス

アビリティへのアクセ

スを提供します。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPAXL/HTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ

Web管理へのアクセ
スを提供します。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPHTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ

ユーザオプション

ページへのアクセスを

提供します。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPHTTPS[IM and
Presence]

ブラウザ

SOAPにより Cisco
Unified Personal
Communicator、Cisco
Unified Mobility
Advantage、および
サードパーティ製の

APIクライアントへの
アクセスを提供しま

す。

エフェメ

ラル

8443TLS/TCPSOAP[IM and
Presence]

ブラウザ
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表 44 : IM and Presenceサービスポート：外部社内ディレクトリ要求

備考
ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

ディレクトリプロト

コルを外部社内ディレ

クトリと統合できるよ

うにします。この

LDAPポートは、統合
される社内ディレクト

リによって異なります

（デフォルトは

389）。 Netscape
Directoryの場合は、
別のポートで LDAP
トラフィックを受信す

るよう設定できます。

認証用に IM&Pと
LDAPサーバ間の通信
を LDAPに許可しま

す。

エフェメ

ラル

389

/ 3268

[TCP]LDAP外部社内

ディレクト

リ

--------------

[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

--------------

外部社内

ディレクト

リ

ディレクトリプロト

コルを外部社内ディレ

クトリと統合できるよ

うにします。この

LDAPポートは、統合
される社内ディレクト

リによって異なります

（デフォルトは

636）。

エフェメ

ラル

636[TCP]LDAPS外部社内

ディレクト

リ

[IM and
Presence]

表 45 : IM and Presenceサービスポート：リクエストの設定

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

設定エージェントの

ハートビートポート

エフェメ

ラル

8600[TCP][TCP]IM and
Presence
（設定エー

ジェント）

IM and
Presence
（設定エー

ジェント）
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表 46 : IM and Presenceサービスポート：Certificate Managerの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

内部ポート。ローカル

ホストトラフィック

専用。

エフェメ

ラル

7070[TCP][TCP]証明書マ

ネージャ

[IM and
Presence]

表 47 : IM and Presenceサービスポート：IDSデータベースの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

データベースクライ

アント用の内部 IDS
ポート。ローカルホ

ストトラフィック専

用。

エフェメ

ラル

1500[TCP][TCP]IM and
Presence
（データ

ベース）

IM and
Presence
（データ

ベース）

内部ポート：アップグ

レード中に IDSの 2
次インスタンスを始動

するための代替ポート

です。ローカルホス

トトラフィック専

用。

エフェメ

ラル

1501[TCP][TCP]IM and
Presence
（データ

ベース）

IM and
Presence
（データ

ベース）

内部ポート。ローカ

ルホストトラフィッ

ク専用。 DBレプリ
ケーションポート。

エフェメ

ラル

1515[TCP]XMLIM and
Presence
（データ

ベース）

IM and
Presence
（データ

ベース）

表 48 : IM and Presence Serviceポート：IPSecマネージャの要求

備考ソース/
送信元

宛先/リ
スナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先

（リス

ナー）

送信元

送信者

内部ポート：ipsec_mgrデーモ
ンがプラットフォームデータ

（ホスト）の証明書のクラス

タレプリケーションに使用す

るクラスタマネージャポート

です。

85008500UDP/TCP専用IM and
Presence
（IPSec）

IM and
Presence
（IPSec）
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表 49 : IM and Presenceサービスポート：DRFにマスターエージェントサーバ要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

DRFMaster Agentサー
バポート。Local
Agent、GUI、および
CLIからの接続を受け
入れます。

エフェメ

ラル

4040[TCP][TCP]IM and
Presence
（DRF）

IM and
Presence
（DRF）

表 50 : IM and Presenceサービスポート：RISDC要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Real-time Information
Services（RIS）データ
ベースサーバ。クラ

スタ内の他の RISDC
サービスに接続し、ク

ラスタ全体のリアルタ

イム情報を提供しま

す。

エフェメ

ラル

2555[TCP][TCP]IM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RIS）

Cisco RIS向け
Real-time Information
Services（RIS）データ
ベースクライアン

ト。RISクライアント
接続で、リアルタイム

情報を取得できるよう

にする

エフェメ

ラル

2556[TCP][TCP]IM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RTMT/AMC/

SOAP）

内部ポート。ローカ

ルホストトラフィッ

ク専用。サービスス

テータスの要求および

応答用として、RISDC
（システムアクセ

ス）が TCPで servM
にリンクするために使

用します。

88888889[TCP][TCP]IM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RIS）

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
505

参考情報

IM and Presenceサービスポートリスト



表 51 : IM and Presenceサービスポート：SNMPの要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

SNMPベースの管理ア
プリケーションにサー

ビスを提供

エフェメ

ラル

161, 8161UDPSNMP[IM and
Presence]

SNMPサー
バ

SNMPマスターエー
ジェントから転送され

る要求を受信するネイ

ティブ SNMPエー
ジェント。

エフェメ

ラル

6162UDPSNMP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

ネイティブ SNMP
エージェントからのト

ラップ情報を受信し、

管理アプリケーション

に転送する SNMPマ
スターエージェン

ト。

エフェメ

ラル

6161UDPSNMP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

CDP Agentが CDPバ
イナリと通信するため

にソケットとして使用

します。

エフェメ

ラル

7999[TCP][TCP][IM and
Presence]

SNMPサー
バ

SNMPマスターエー
ジェントとサブエー

ジェント間の通信に使

用されます。

エフェメ

ラル

7161[TCP][TCP][IM and
Presence]

[IM and
Presence]

SNMPトラップを管理
アプリケーションに送

信します。

エフェメ

ラル

162UDPSNMPSNMPト
ラップモニ

タ

[IM and
Presence]

内部 SNMPトラップ
レシーバ

61441設定可能UDPSNMP[IM and
Presence]

[IM and
Presence]
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表 52 : IM and Presenceサービスポート：Racoonサーバ要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Internet Security
Association and the
KeyManagement
Protocol（ISAKMP）
を有効にします。

エフェメ

ラル

500UDPIpsec[IM and
Presence]

--------------

ゲートウェ

イ

（Gateway）

ゲートウェ

イ

（Gateway）

--------------

[IM and
Presence]

表 53 : IM and Presenceサービスポート：システムサービス要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

内部ポート。ローカ

ルホストトラフィッ

ク専用。RISサービス
マネージャ（servM）
と通信するクライアン

トを受信するために使

用します。

エフェメ

ラル

8888およ
び 8889

[TCP]XMLIM and
Presence
（RIS）

IM and
Presence
（RIS）

表 54 : IM and Presenceサービスポート：DNS要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

DNSサーバが IM and
PresenceDNS照会を受
信するポート。

宛先:DNSサーバ|送信
元:IM and Presence

エフェメ

ラル

53UDPDNSDNSサーバ[IM and
Presence]
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表 55 : IM and Presenceサービスポート：SSH/SFTP要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

多くのアプリケーショ

ンが、サーバへのコマ

ンドラインアクセス

を行うために使用しま

す。ノード間で証明

書などのファイル交換

（sftp）にも使用され
ます。

エフェメ

ラル

22[TCP]SSH/SFTPエンドポイ

ント

（Endpoint）

[IM and
Presence]

表 56 : IM and Presenceサービスポート - ICMP要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

インターネット制御

メッセージプロトコ

ル（ICMP）。 Cisco
Unified
Communications
Managerサーバとの通
信に使用されます。

エフェメ

ラル

該当なしIPICMPCisco
Unified
Communications
Manager

--------------

[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

--------------

Cisco
Unified
Communications
Manager

表 57 : IM and Presenceサービスポート：NTP要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Unified
Communications
Managerは NTPサー
バとして動作します。

サブスクライバノー

ドが、パブリッシャ

ノードと時刻を同期す

るために使用されま

す。

エフェメ

ラル

123UDPNTPNTPサーバ
（NTP
Server）

[IM and
Presence]
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表 58 : IM and Presenceサービスポート：Microsoft Exchange通知要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Microsoft Exchange
は、このポートを使用

してカレンダーイベ

ントの特定のサブスク

リプション識別子に対

する変更を示す通知

（NOTIFYメッセージ
によって示される）を

送信します。ネット

ワーク構成内にある

Exchangeサーバと統
合する場合に使用され

ます。どちらのポー

トも作成されます。

送信されるメッセージ

の種類は、設定するカ

レンダープレゼンス

バックエンドゲート

ウェイのタイプによっ

て異なります。

エフェメ

ラル

IM and
Presence
サーバ

ポート

（デフォ

ルト

50020）

)
WebDAV：
HTTP
/UDP/IP
通知

2) EWS -
HTTP/TCP/IP
SOAP通
知

HTTP
（HTTPu）

[IM and
Presence]

Microsoft
Exchange

表 59 : IM and Presenceサービスポート：SOAPサービスリクエスト

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

SOAPモニタポートエフェメ

ラル

5007[TCP][TCP]IM and
Presence
（SOAP）

IM and
Presence
（Tomcat）
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表 60 : IM and Presenceサービスポート：AMC RMI要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

AMCRMIオブジェク
トポート RTMTパ
フォーマンスモニ

タ、データ収集、ロギ

ング、およびアラート

生成用の Cisco AMC
サービス。

エフェメ

ラル

1090[TCP][TCP]RTMT[IM and
Presence]

AMC RMIレジストリ
ポート RTMTパ
フォーマンスモニ

タ、データ収集、ロギ

ング、およびアラート

生成用の Cisco AMC
サービス。

エフェメ

ラル

1099[TCP][TCP]RTMT[IM and
Presence]

表 61 : IM and Presenceサービスポート - XCP要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

クライアントアクセ

スポート

エフェメ

ラル

5222[TCP][TCP][IM and
Presence]

XMPPクラ
イアント

サーバ間接続（S2S）
ポート

エフェメ

ラル

5269[TCP][TCP][IM and
Presence]

[IM and
Presence]

XCP Web Connection
Managerが、BOSHを
使用するサードパー

ティ製 APIとの接続
に使用するHTTPリス
ニングポート

エフェメ

ラル

7335[TCP][TCP][IM and
Presence]

サードパー

ティ製

BOSHクラ
イアント
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備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

XCPルータマスター
アクセスポート。

オープンポート設定

からルータに接続する

XCPサービス（XCP
認証コンポーネント

サービスなど）は、通

常このポートを使用し

て接続します。

エフェメ

ラル

7400[TCP][TCP]IM and
Presence
（XCPルー
タ

IM and
Presence
（XCPサー
ビス）

MDNSポート。クラ
スタ内の XCPルータ
はこのポートを使用し

てお互いを検出しま

す。

エフェメ

ラル

5353UDPUDPIM and
Presence
（XCPルー
タ

IM and
Presence
（XCPルー
タ

MFTファイル転送
（オンプレミスの

み）。

HTTPS7336[TCP][TCP]IM and
Presence
（XCPルー
タ

IM and
Presence
（XCPルー
タ

表 62 : IM and Presenceサービスポート：外部データベースのリクエスト

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

PostgreSQLデータ
ベースリスニング

ポート

エフェメ

ラル

5432 1[TCP][TCP]PostgreSQL
データベー

ス

[IM and
Presence]

Oracleデータベースリ
スニングポート

エフェメ

ラル

1521[TCP][TCP]Oracleデー
タベース

[IM and
Presence]

MSSQLデータベース
リスニングポート

エフェメ

ラル

1433[TCP][TCP]MSSQL
database

IM and
Presenc

1
これがデフォルトのポートですが、任意のポートで受信するよう PostgreSQLデータベー
スを設定できます。
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表 63 : IM and Presenceサービスポート：高可用性の要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Server Recovery
Managerが管理 RPC
要求を行うために使用

するポート。

エフェメ

ラル

20075[TCP][TCP]IM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

IM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

Cisco Server Recovery
Managerがピアとの通
信に使用するポート。

エフェメ

ラル

21999UDPUDPIM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

IM and
Presence
（Server
Recovery
Manager）

表 64 : IM and Presenceサービスポート：In Memoryデータベースレプリケーションのメッセージ

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Presence
Datastore

エフェメ

ラル

6603*[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Login Datastoreエフェメ

ラル

6604*[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco SIP Registration
Datastore

エフェメ

ラル

6605*[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Presence
Datastoreデュアル
ノードプレゼンス冗

長グループの複製。

エフェメ

ラル

9003[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Login Datastore
デュアルノードプレ

ゼンス冗長グループ

の複製。

エフェメ

ラル

9004[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco SIP Registration
Datastoreデュアル
ノードプレゼンス冗

長グループの複製。

エフェメ

ラル

9005[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド、リリース 12.5（1）SU4～ 12.5（1）SU7
512

参考情報

IM and Presenceサービスポートリスト



*管理 CLI診断ユーティリティを実行するには、utils imdb_replication statusコマンドを使

用します。これらのポートは、クラスタの IM and Presence Serviceノード間で設定されている
すべてのファイアウォールでオープンである必要があります。このセットアップは、通常の運

用では必要ありません。

表 65 : IM and Presenceサービスポート：In Memoryデータベース SQLメッセージ

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Presence
Datastore SQLクエ
リ。

エフェメ

ラル

6603[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Login Datastore
SQLクエリ。

エフェメ

ラル

6604[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco SIP Registration
Datastore SQLクエ
リ。

エフェメ

ラル

6605[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Route Datastore
SQLクエリ。

エフェメ

ラル

6606[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

表 66 : IM and Presenceサービスポート：In Memoryデータベースの通知メッセージ

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Presence
Datastore XMLベース
の変更通知。

エフェメ

ラル

6607[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Login Datastore
XMLベースの変更通
知。

エフェメ

ラル

6608[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco SIP Registration
Datastore XMLベース
の変更通知。

エフェメ

ラル

6609[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]

Cisco Route Datastore
XMLベースの変更通
知。

エフェメ

ラル

6610[TCP]専用[IM and
Presence]

[IM and
Presence]
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表 67 : IM and Presence Serviceポート :強制手動同期/X.509証明書更新要求

備考ソース/送
信元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプ

ロトコル

プロトコ

ル

送信先（リ

スナー）

送信元（送

信者）

Cisco Intercluster Sync
Agentサービスは、こ
のポートを使用してコ

マンドを処理するため

のソケット接続を確立

します。

エフェメ

ラル

37239[TCP][TCP]IM and
Presence
（Intercluster
Sync
Agent）

IM and
Presence
（Intercluster
Sync
Agent）

表 68 : IM and Presenceサービスポート：ICMP要求

目的宛先ポート

（Destination Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

Internet ControlMessage
Protocol（ICMP）。こ
のプロトコル番号がエ

コー関連のトラフィッ

クを伝送します。列見

出しに示すようなポー

トとなるものではあり

ません。

7[IM and Presence]エンドポイント/IMand
Presence

エンドポイント/IMand
Presence

[IM and Presence]

表 69 : IM and Presenceに使用されるポート - Cisco Unified CMコミュニケーションおよび IM and Presenceの発行者 -サ
ブスクライバコミュニケーション

備考ソース/送信
元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプロ

トコル

送信先（リス

ナー）

送信元（送信

者）

データベースクライアン

ト用の内部 IDポート。
ローカルホストトラ

フィック専用。

双方向1500[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

Web管理へのアクセスを
提供します。

双方向8443[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager
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備考ソース/送信
元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプロ

トコル

送信先（リス

ナー）

送信元（送信

者）

AMC RMIオブジェクト
ポートRTMTパフォーマ
ンスモニタ、データ収

集、ロギング、およびア

ラート生成用の Cisco
AMCサービス。

双方向1090[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

Bi-directional Real-time
Information Services
（RIS）データベース
サーバ。クラスタ内の他

の RISDCサービスに接
続し、クラスタ全体のリ

アルタイム情報を提供し

ます。

双方向2555[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

内部ポート：ipsec_mgr
デーモンがプラット

フォームデータ（ホス

ト）の証明書のクラスタ

レプリケーションに使用

するクラスタマネージャ

ポートです。

双方向8500[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

設定エージェントのハー

トビートポート

双方向8600[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

時間同期に使用される

ネットワークタイムプロ

トコル（NTP）。

双方向123UDPIM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

内部ポート。ローカルホ

ストトラフィック専用。

LiveBusメッセージング
ポート。 IM and Presence
サービスは、このポート

をクラスタ通信に使用し

ます。

双方向50000UDPIM and
Presenceサブ
スクライバ

IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Server Recovery
Managerがピアとの通信
に使用するポート。

双方向21999UDPIM and
Presenceサブ
スクライバ

IM and
Presenceパブ
リッシャ
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備考ソース/送信
元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプロ

トコル

送信先（リス

ナー）

送信元（送信

者）

DRFマスターエージェ
ントサーバポートは、

ローカルエージェントの

GUIおよびCLIからの接
続を受け入れます。

双方向4040[TCP]Cisco Unified
Communications
Manager

IM and
Presenceパブ
リッシャ

永続チャットの構成中に

使用されます。

双方向8001[TCP]Cisco Unified
Communications
Manager

IM and
Presenceパブ
リッシャ

マネージドファイル転送

（MFT）の構成時に使用
されます。

双方向6379[TCP]Cisco Unified
Communications
Manager

IM and
Presenceパブ
リッシャ

外部データベース

（MSSQL）の構成中に使
用されます。

双方向7[TCP]IM and
Presenceサブ
スクライバ

IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Server Recovery
Managerが管理RPC要求
を行うために使用する

ポート。

双方向20075[TCP]IM and
Presenceサブ
スクライバ

IM and
Presenceパブ
リッシャ

設定エージェントのハー

トビートポート

双方向8600[TCP]IM and
Presenceサブ
スクライバ

IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco SIP Registration
Datastoreデュアルノード
プレゼンス冗長グループ

の複製。

双方向9005[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

IM and
Presenceサブ
スクライバ

Cisco Presence Datastore
デュアルノードプレゼ

ンス冗長グループの複

製。

双方向9003[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

IM and
Presenceサブ
スクライバ

Cisco Server Recovery
Managerが管理RPC要求
を行うために使用する

ポート。

双方向20075[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

IM and
Presenceサブ
スクライバ

Cisco Login Datastoreデュ
アルノードプレゼンス

冗長グループの複製。

双方向9004[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

IM and
Presenceサブ
スクライバ
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備考ソース/送信
元

宛先/リス
ナー

トランス

ポートプロ

トコル

送信先（リス

ナー）

送信元（送信

者）

コール設定で使用されま

す

双方向5070[TCP]IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

コール設定で使用されま

す

双方向44000[TCP]IM and
Presenceサブ
スクライバ

IM and
Presenceパブ
リッシャ

表 70 : On-a-call_Presence

備考プロトコル宛先ポート

（Destination
Port）

送信元ポー

ト（Source
Port）

送信先（リス

ナー）

送信元（送信

者）

[TCP]5070[37240 –
61000]

IM and
Presenceパブ
リッシャ

Cisco Unified
Communications
Manager

クライアントアクセス

ポート

[TCP]648465222XMPPクライ
アント

（Jabber）

IM and
Presenceパブ
リッシャ

クライアントアクセス

ポート

[TCP]563615222XMPPクライ
アント

（Jabber）

IM and
Presenceパブ
リッシャ

表 71 : MS-SQL DBの設定

プロトコル宛先ポート

（Destination
Port）

送信元ポート

（Source Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

[TCP]7[37240 – 61000]データベースIM and Presenceパブ
リッシャ

表 72 : MS-SQL持続チャットの設定

プロトコル宛先ポート

（Destination
Port）

送信元ポート

（Source Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

[TCP]143337240 – 61000データベースIM and Presenceパブ
リッシャ
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表 73 :マネージドファイル転送（MFT）

プロトコル宛先ポート

（Destination
Port）

送信元ポート

（Source Port）
送信先（リスナー）送信元（送信者）

[TCP]737240 – 61000外部ファイルサー

バ

IM and Presenceパブ
リッシャ

[TCP]2237240 – 61000外部ファイルサー

バ

IM and Presenceパブ
リッシャ

[TCP]543237240 – 61000外部ファイルサー

バ

IM and Presenceパブ
リッシャ

[TCP]543254288 - 54292データベースIM and Presenceパブ
リッシャ

SNMPについては、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


